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序

本県には、旧石器時代をはじめとすると万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一般国道106号 lll南川目道路工事に関連して、平成19年度に発掘調査を実施した盛岡

市川目A遺跡第 6次調査の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡や

土取り穴、近世の掘立柱建物跡などが見つかり、縄文時代～近世に亘る集落跡であつたことが明らか

となり、北上川中流域における縄文集落の実態を解き明かす貴重な資料を提供することができました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術

研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力を賜 りました国土交通

省東北地方整備局岩手河川国道事務所、盛岡市教育委員会を始めとする関係各位に哀心よりの謝意を

表します。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本書は、岩手県盛岡市川目第 5地害J51ほかに所在する川目A遺跡第 6次調査の発掘調査結果を収

録したものである。

2 本遺跡の発掘調査は、一般国道106号都南川目道路工事に伴う事前の緊急発掘調査であり、岩手

県教育委員会生涯学習文化課の指導と調整のもとに、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務

所の委託を受け、⑪岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが実施したものである。

3 本遺跡の遺跡番号は、L E28-0151、 遺跡略号はYKA-07-06である。

4 野外調査の期間・調査面積・担当者は、以下の通りである。

平成19年 4月 10日 ～11月 29日 /11,472♂/星 雅之・菅野紀子・藤原大輔

5 室内整理期間・担当者は、以下の通りである。

平成19年 5月 1日 ～平成20年 3月 31日 /星 雅之・菅野紀子

6 業務委託は、以下の機関・個人に委託した。

基準点設置 :帥北日本朝日航洋

航空写真 :伽東邦航空

デジタル遺構図化 :lklラ ング

石器・石製品の実測図化 :帥ラング

石器・石製品の石材鑑定 :花商岩研究会

琥珀の分析 :い元興寺文化財研究所

戊化材樹種同定 :岩手県木炭協会

火山灰分析 :伽火山灰考古学研究所

放射性炭素年代測定 i lln加 速器分析研究所

胎土分析 :伽パリノ・サーヴェイ

黒曜石の原材産地分析 i lttlパ リノ・サーヴェイ

金属製品の保存処理 :14tl」 FEテ クノリサーチ

7 本報告書の編集・執筆は、星 雅之と菅野紀子が行なった。

8 土層の色調は、『標準土色帳』 (農林水産省農林技術会議局監修)に準拠した。

9 調査および室内整理に際しては次の方々、機関に御指導・御協力を賜った。 (順不同・敬称略)

安達尊伸 (田野畑村教育委員会)、 井上雅孝 (滝沢村埋蔵文化財センター)、 鎌田裕二 (宮古市教育

委員会)、 川向聖子 (山 田町教育委員会)、 菅 常久 (岩手県教育委員会)、 菅野智則 (東北大学)、

神原雄一郎・室野秀文・佐々木亮二 (盛 岡市遺跡の学び館)、 今野公顕 (盛 岡市教育委員会)、 斎藤

邦雄 (岩手県教育委員会)、 菅原哲文 (財団法人山形県坦蔵文化財センター)、 高田和徳 (一戸町御

所野縄文館)、 茅野嘉雄 (青森県埋蔵文化財センター)、 盛岡市教育委員会、横山 真 (株式会社ラ

ング)

10 これまでに、調査成果の一部を現地説明会資料、調査略報、岩手考古学会研究大会で公表してい

るが、本書と記載事項が異なる場合はすべて本書が優先する。

11 発掘調査に伴う出土遣物および諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

「川目A遺跡第 6次調査」は、都南川目道路改築工事に伴って、その事業区内域に存することから

発掘調査を実施することになったものである。

地域高規格道路 として位置付けられている「宮古盛岡横断道路」は、宮古市を起点に区界峠を越え、

盛岡市に至る延長約100kmの 地域高規格道路であ り、太平洋 と日本海を結ぶ大動脈の役割を担ってい

る路線である。また、東北縦貫自動車道及び三陸縦貫自動車道とあわせて循環型ネットワークの形成

を図ると共に、岩手県総合発展計画の主要目標の「県都圏90分構想」を実現する道路である。

宮古盛岡横断道路の一部を構成する「都南川目道路」は、盛岡市手代森と同市川目第 1地割の間約

6 kmの 区間で計画されている。線形不良による交通除路区間の解消を図ると共に、東北縦貫自動車道

(東北道)へのアクセス強化による産業・経済 。文化の活性化を支援することを目的とした自動車専

用道で、平成 9年度に事業着手 している。

「川目A遺跡第 6次調査」については、都南川目道路事業の区域に存する埋蔵文化財包蔵地であり、

過年度において岩手県教育委員会分布調査を実施 し確認され、平成18年度に試掘調査を実施 している。

その結果に基づいて、岩手県教育委員会と国土交通省東北整備局岩手1可川国道事務所と協議を行い、

発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。

これにより、平成19年 4月 2日 付けで岩手河川国道事務所長と岩手県文化振興事業団理事長との間

で受託契約を締結 し、「チ|1目 A遺跡第 6次調査」の発掘調査に着手 した。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 )

遺跡の立地・環境

地 理 的 環 境

(1)遺跡の位置 と立地

川目A遺跡のある岩手県盛岡市は、岩手県のほぼ中央に位置 し、東西約45.5km、 南北約40km、 総面

積886.47k∬ 、総人口約30万人を有する。北は八幡平市、岩手郡岩手町・葛巻町、東は下閉伊郡岩 泉

町・川井村、南は花巻市、紫波郡紫波町・矢巾町、西は岩手郡雫 石町・滝沢村の 2市 6町 2村 と接

している。盛岡藩主南部重直公による盛岡城築城の1633年 より経ること375年 、現在は岩手県の県庁

所在地である。本遺跡が所在する盛岡市川目地区は、盛岡市の東部にあり、北上山地の北西部に立地

し、 」R東北本線盛岡駅から南東約7.5kmに 位置する。遺跡は、北上川の支流の簗川左岸にあ り、国

土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「盛岡」NJ-54-13-14-2の 図幅に含まれ、北緯39度40分

10秒、東経141度 13分00秒付近に位置する。本調査は、平成18年度から継続調査が行われている第 5

次調査区の西側や南西側を対象とし行われた。調査地の標高は177～ 205mで ある。調査前の現況は、

水田と山林を中心に農道と水路であった。

-1-



1 地理的環境
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第 1図 岩手県における遺跡の位置
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

第 2図 遺跡位置図
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1 地理的環境

(2)遺跡周辺の地形 と地質

本遺跡の立地する盛岡市の地形を概観すると、盛岡市は北上盆地の北部に位置 し、東に北上山地、

西に奥羽山脈が連なり、盆地に広がる市域からは北西側に岩手山 (標高2,038m)、 北東側に姫神山 (標

高1,124m)、 南東側に早池峰山 (標高1,914m)を望むことができる。北上盆地の中央を南流する北

上川は、岩手町御堂観音境内にその源を発 し、延長243km、 流域面積10,720k∬、支流数216を 数える、

東北地方最大の一級河川であり、盛岡の市街地中央で西から雫 石川、東から中津川や簗川が合流す

る。この北上川は、盛岡市北部の四十四田峡谷以北を上流域に、一関市孤禅寺峡谷付近までを中流域

とし、それより石巻港までを下流域と区分される。従って、本地域は、北上川中流域の最北部に位置

付けられる。北上川の左岸 (東側)にある北上山地は、南北に長 く連なり、地質構造上、古生代や中

世代の堆積岩及び花商岩からなり、平坦な土地は非常に少なく、山地に続 く丘陵部縁辺部に小規模な

段丘と沖積地がわずかに認められる。対 して、北上川の右岸 (西側)の奥羽山脈は、北上山地と比べ

ると、比較的新 しい新第三紀からなる非火山地域と、第四紀に形成された新規火山地域に区分される。

この奥羽山脈から北上川に注 ぐ多 くの支流により多量の上砂を供給することで、北上川右岸に大小の

段丘や扇状地、河岸平野、起伏量の小さい丘陵地等が複雑に入 り組む広い平坦面を作 り出している。

これらの平坦面の大部分は、更新世中・後期に形成されたもので、支流によって解析され段丘化 した

ものである。

さて、本遣跡のある北上山地について若干詳述すると、中央部の早池峰山を最高峰に剣ヶ峰岳 (標

高1,827m)、 中岳 (標高1,679m)、 鶏頭山 (標高1,445m)、 毛無森山 (標高1,427m)な どとともに、

東西に連なる早池峰連峰を形成 し、南側には薬師岳 (標高1,645m)力 Sあ る。これらを除 くと、比較

的なだらかな中・小の起伏山地が広がる。本遺跡が所在する盛岡市川目地区周辺は、遺跡の北側を流
おおもりやま ふかざわやま さんパうざん

れる簗川を挟んで北側に大森山 (標高386m)、 深沢山 (標高361m)、 寒風山 (標高428m)、 建石山 (標

高661m)、 戸中山 (標高378m)が、南側に天狗森 (標高276m)、 沢口山 (標高370m※読み方は「さ
ひなたI「やしやま あさじまやま

わぐちやま」か)、 三助山 (標高301m※読み方「さんすけやま」か)、 日向林 山 (標高313m)、 朝島山

(標高607m)、 鬼ヶ瀬山 (標高724m)な ど中・小の起伏山地に囲まれ、これらの山間を流れる沢や

河川によって解析され形成された小規模な砂礫段丘や氾濫平野が広がっている。

次に、本遺跡で出土している石器素材の供給にも関わると考えられる北上山地の地質について若干

記述する。北上山地は、盛岡―早池峰連峰―釜石に至る「早池峰構造帯」を挟んで、南部北上山地・

北部北上山地にわけられるが、追跡の所在する川目地区はこの「早池峰構造帯」にのる。この地域の

地質は、先シルル紀の基盤岩類 (※ シルル系の下位層を構成する岩石)、 シルル紀～下部白亜紀系の

堆積岩類 (オ ルドビス系とする説もある)と 、これらをつらぬく前期白亜紀花筒岩類から主に構成さ

れる。なお、「早池峰構造帯」の定義は、研究者間でも異なった認識があるようであるが、川目地区

を含め盛岡市東方は、超塩基性を主体とする中岳蛇紋岩、超塩基性岩類 。はんれい岩・ドレライト・

トロニエム岩などが混在する神楽複合岩類とその相当層、おもにドレライトや玄武岩からなる小黒層

などから構成され、オルドビス紀系と考えられているようである (2003:永 広・鈴木)。 本遺跡の南

東側の地域などは、蛇紋岩や緑色の岩類系が採掘若しくは採取するのに、比較的近距離の環境化にあ

ることを指摘でき、実際簗川支流の根田茂川では蛇紋岩などが容易に採取できる。

(3)遺跡の地形分類について

今回の調査では調査区を使宜的に調査区西部・南西部・中央部 。東部の4地点に大別・呼称し、実
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第 3図 地形分類図
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

際の調査・整理作業・報告書の記載に際して適宜使用している。第 3図には遺跡のある盛岡市東部地

域の地形分類図を示したが、本遺跡は大きくは標高の低い方から「砂礫段丘低位」、「谷底平野及び氾

濫平野」、「低起伏山地」の3つ に区分される。調査区東部 。中央部の一部分は、簗川左岸に形成され

た「砂礫段丘低位」に相当し、低地が広がる。広義の扇状地的な地形にも思える。調査地の標高は17

7～ 178mで、簗川河床面との比高は3～ 4mである。調査区南西部と西部は、日向林山(標高313m)

の南西部を水源とし南から北に流れる沢を挟み対峙する位置関係にある。調査地の標高は185～ 188m

で、簗川との比高は10m以上を測り、調査区東部などよリー段高い丘陵状にある。調査区南西部は、

広義の「谷底平野」地形と捉えられ、上記した南北方向に流れる沢の右岸肩部に相当しよう。調査区

西部は、南北方向に流れる沢の左岸にあり、南西から北東へ向かって張り出す丘陵の縁にのる。なお、

この丘陵は、地形区分上「砂礫段丘低位」に区分されると思われるが、調査区東部などがのる段丘面

より標高が10m前後高いことから、ここでは広義の河岸段丘と捉えておきたい。調査区中央部の南側

は、「低起伏山地」の山麓斜面に相当し、標高180～ 205mを 測る。傾斜角度は緩い部分で15度 くらい、

急な部分では30度前後を測る。

2 遺跡周辺 の歴史的環境

(1)周 辺 の 遺 跡

盛岡市に所在する遺跡は、岩手県教育委員会が作成した『岩手県遺跡情報検索システム (盛岡地方

振興局管内北部・盛岡地方振興局管内南部)』 によると733箇所 (平成17年 3月 現在)が登録されてい

る。第 5図 には簗川流域を中心に、西は北上川東岸部、東は根田茂川流域、北は中津川流域、南は大

沢川流域までの範囲に所在する遺跡を示した。ここでは、図に示した遺跡を中心に、盛岡市における

各時代の主な調査遺跡について、取り上げ概述することとする。

<旧石器時代 >十日石器時代の追跡は第 5図 の図幅中に該当遺跡がない。『岩手県遺跡情報検索システ

ム』によると、盛岡市内には4箇所が登録されており、北上川左岸の四十四田丘陵に所在する四十四

田A遺跡、北上川右岸の館坂遺跡、玉山区の岩洞湖畔に所在する小石川遣跡 。大橋遺跡がある。

<縄文時代>縄文時代の遺跡は非常に多く、図幅でも70遺跡を数える。発掘調査が行われた主な遺跡

を挙げると、川目A遺跡、川目C遺跡、戸 仲遺跡、宇曽沢遺跡、小山遺跡、砂 溜遺跡、仁反田遺跡、

上八木田I～ V遺跡、薬師社脇遺跡、大葛遺跡、手代森遺跡などがあり、図幅の外やや北西に柿ノ木

平遺跡などがある。川目C遺跡は、簗川を挟み川目A遺跡対岸の段丘に位置する。平成 6。 7年に調

査が行われ、竪穴住居跡298棟、土坑911基 をはじめ、早期 。前期 。中期・晩期、弥生時代後期、中・

近世に亘る膨大な遺物が出上している (※ 平成 8年岩手考古学会発表資料ではコンテナ1,550箱 とあ

る)。 本地域における縄文中期の最大級の集落跡で、併せて該期の拠点的な遺跡の一つと考えられる。

戸仲遺跡と宇曽沢遺跡は、簗川右岸の河岸段丘にあり、川自A遺跡より上流に位置する。戸仲遺跡は、

平成18,19年に調査が行われ、また平成20年 にも継続して調査が予定されている。縄文後期後葉～晩

期中葉の配石遺構を中心に中期後葉～晩期末葉の遺構・遺物が出土している。宇曽沢遺跡は、平成18

年に調査が行われ、陥し穴状遺構や土坑が少数と早期・前期 。後期・晩期の遺物が少量出土している。

小山遺跡・砂溜遺跡・仁反田遺跡は、簗川下流右岸に位置し、小山遺跡群として3遺跡を包括して捉

えられてきた経過がある。平成10年段階で第24次に及ぶ調査が行われており (※ 最近では仁反田遺跡

として平成16年 に調査が実施されている)、 前期末葉～中期初頭と考えられる多数の貯蔵穴や大形住

居跡に伴う可能性がある柱穴列などが検出されている。なお、草間俊一氏は盛岡市史の中で、小山遺
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第 1表 周辺の遺跡一覧

遺跡名 種別 時代 特記事項

1 至 沢 散布地 縄文 弥生

2 伊勢沢 散本地 縄文 縄文土器

3 大豆門 散布地 縄文 縄文土器 (中 後期 )

4 下米内 散布地 縄文 縄文土器 (中期 )

5 熊 ノ沢 散布地 縄文 縄文土器 (前  中期 )

6 馬場野 散布地 縄文 縄文土器

7 一本松 散布地 率亀文 縄文土器 (早  後期 )

8 一本松沢 散布地 率亀文 縄文土器 (中期 )

9 薬師社脇 散布地
縄 文  古

代 中世

縄文土器 (早  中期)※平成11～ 19年 に力

けて 6回の調査

薬師山 神社跡 中近世 御堂跡,平場

アカトリ 散布地 縄文 古代 縄文土器 (中 期),土師器

向 田 散布地 縄文 古代 縄文土器 (中 後期),土師器

八木沢山 散布地 古代 土師器

栗木平 散布地 縄文 古代 縄文土器 (中  後期 ),上師器

エ ドコ山 散布地 縄文 縄文土器 中期 )

大馬 ケ洞 散布地 縄文 縄文土器 中 後期 )

17 笹ノ平 散布地 縄文 縄文土器 早～晩期 )

大 葛 散布地 率亀文 縄文土器 (中 後期 )

上台 散布地 縄文 縄文土器

元信 中 散布地 縄文 古代 縄文土器,上師器

向 散布地 縄文 縄文土器

元信 散布地 縄 文 縄文土器

岩山南 散布地 縄文 古代 縄文土器 (早～後期),上師器,土壊

24 白滝 散布地 縄文 縄文土器 (中  後期 )

和田 散布地 縄文 古代 縄文土器,上師器

下人木 田 散布地 縄文 古代 縄文土器 (早 ～後期 ),土師器

27 入本田 I 散布地 縄文 古代
縄文土器 (中 ～後期),土 師器※上人木圧
I遺跡 として平成 2～ 3年調査

入木田 I 集落跡 縄文 古代

縄文土器 (早 ～後期),土 師器,土壊 ,溝
跡,竪穴住居跡※上人木日Ⅱ遺跡 として平

成 3年調査

人木 田Ⅲ 集落跡 縄文・古代
縄文土器 (後期),土 師器,土壊,竪穴住

居跡

八木 田Ⅳ 散布地 縄 文 縄文土器

入本田V 集落跡 縄文‐古代
縄文土器 (後期),土 師器,土城,竪穴住

居跡

高畑 A 散布地 縄文 縄文土器 (中  後期 )

高畑 B 散布地 縄文 縄文土器 (中  後期 )

34 高畑 C 散布地 縄文 縄文土器 (前 期 )

高畑一塁

塚
一里塚 近世 塚 2基

大倉峠一

里塚
一里塚 近 世 塚 l基

上人本田 散布地 縄文 縄文土器 (中 期 )

入本田一

里塚
一里塚 近 世 塚 ユ基

滝ノ上A 散布地 縄文 古代 縄文土器,土師器

滝 ノ上 B 散布地 縄文 古代 縄文土器,土師器

遺跡名 種別 時代 特記事項

泣坂 散布地 縄文 縄文土器 (中 後期 )

宇津野 散布地 縄 文 縄文土器

川目寺沢 散布地 縄文 縄文土器

道違 散布地 縄文 古代 縄文土器,土 RF器

ブナ ト 散布地 縄文 縄文土器 (後 期 )

金掘沢 I 散布地 縄文 縄文土器 (後期 )

47 金掘沢 ] 散布地 縄文 縄文土器

堀越 1 散布地 縄文 弥生 縄文土器,弥生土器,土偶,石鏃

手代森妻
の神

散布地 縄文 古代 縄文土器,土師器

高寺 Ⅱ 散布地 縄文 縄文上器 (後期 )

柳 沢 散布地 縄 文 縄文土器

手代森館 城館跡 中 世 空掘,主郭,腰郭

高見 散布地 縄文 縄文土器 (早 前 晩期),石鏃,石匙

Й 手代森 集落跡 縄文 古代
縄文土器 (前 後 晩期),土偶 ,土師零

須恵器,石器※昭和59年調査

山争山奇 散布地 縄文 弥生 縄文土器 (晩期),殊生土器,土師器

郷 ケ沢 散布地 古代 土師器

本 冨 散布地 古代 土師器

達磨 散布地 縄文 縄文土器 (時期不詳 )

下道 散布地 縄文 古代 縄文土器 (後期),上師器

高陣 散布地 縄文 縄文土器 (後期 )

田ノ沢 A 散布地 縄文 縄文土器

田 ノ沢 B 散布地 縄文 縄文土器

田ノ沢 C 散布地 縄文 縄文土器

川 目A 散布地 縄 文
縄文土器 (中  晩期)※ 昭和28 30 31年
平成11年調査

川 目B 散布地 縄 文 縄文土器 (中  晩期 )

川 目C 散布地 縄文
平成 6 7年 調査,竪穴住居跡298棟 ,土
坑911基 ほか

川 目D 散布地 縄文 縄文土器

ナ旧 館 城籠跡 中世 堀,郭

戸伸 散布地 縄文 縄文土器 (中  後期)※平成18～ 20年調潜

Ю 小屋野 散布地 縄 文 縄文土器 (後期 )

71 宇曽沢 散布地 縄文 縄文土器※平成18年調査

タキノ沢 散布地 縄文 縄文土器

大桝沢A 散布地 縄文 縄文土器

大桝沢 B 散布地 縄 文 縄文土器

大桝沢 C 散布地 縄文 縄文土器

級沢 A 散布地 縄文 縄文土器

77 級沢 B 散布地 縄文 縄文土器

級沢 C 散布地 縄文 縄文土器

級沢 D 散布地 縄文 縄文土器

仁反田
跡

跡

落

館

集

城
縄 文 古

代 中世

縄文土器 (中 期),土 坑,堀 ,郭,竪穴住

居跡※平成16年 などに調査が行われている

鬼ケ瀬山

洞穴
洞 穴 縄文 縄文土器

Ⅱ 遺跡の立地・環境
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2 遺跡周辺の歴史的環境

跡出上の中期初頭～中葉の土器を第 1類～第 7類に分類 し、土器編年を提示 しているが、中でも第 1

～ 3類 とするものは円筒式土器の影響が看取される土器群 との記述があり、本地域の大木式・円筒式

の両土器文化の接触を考える上で、興味深い内容と思われる。次に、代表的な調査事例を幾つか取 り

上げてみる。早期を中心とする薬師社脇遺跡は、米内川と中津川の合流付近に位置 し、宅地造成に伴

い試掘調査を含め平成11年以降 6次にいたる調査が行われ、県内でも稀な早期中葉の竪穴住居跡が28

棟検出されている。上八木田 I遺跡は、綱取ダムの南約 2 kmの 山間地に所在 し、盛岡競馬場建設に伴

い平成 2・ 3年に調査が行われた。前期前葉～中期末葉の竪穴住居跡159棟 をはじめ、多数の遺構・

遺物が出土 した。なお、上八木田 I遺跡をはじめ、平成 2・ 3年に調査が実施された上八木田Ⅱ～V

遺跡は、遺跡台帳で人木田 I～ V遺跡の名称で登録されており、調査報告書とは遺跡名称が異なる。

第 1表には遺跡台帳の遺跡名で記載 している (※ 発掘調査報告書ではそれぞれ「八木田」ではなく、

「上八木田」 となっている)。 手代森遺跡は、北上川と大沢川の合流付近に位置 し、晩期の竪穴住居

跡 8棟が検出されている。特記事項として、体長31cmの遮光器土偶の出土が挙げられる。大葛遺跡は、

中津川の支流大葛川右岸の小扇状地状に所在 し、後期初頭の竪穴住居跡 3棟をはじめ、門前式期の土

器がまとまって出土 している。次に、図幅に含まれないが、本遺跡と同時期の柿ノ木平遺跡について、

若干触れてお く。柿ノ木平遺跡は、中津川と米内川の合流点付近の段丘上に立地 し、第36次にわたる

調査が実施されている。中期を中心に後期の竪穴住居跡が多数検出されている。平成10～ 13年 に行わ

れた第21次調査では、中期の竪穴住居跡より、土器底部に穿孔を持つ伏甕 (埋甕)がまとまって検出

されている。また、本遺跡と同様粘土採掘坑の検出も特筆されよう。

<弥生時代 >弥生時代は、縄文時代 と比較 して遺跡数が格段に少なく、遺跡検索システムによれば盛

岡市内全体では26遺跡が該当し、第 5図の図幅中では堀越 I遺跡、峰崎遺跡が該当する。ただし、時

代の項に弥生時代 と記載がなくても、発掘調査が実施された川目A遺跡、川目C遺跡などのように、

該期の遺構・遺物が発見された遺跡もある。川目C遺跡では、弥生時代後期 とされる土坑36基が列に

並び検出されているが、土坑の中には埋土上位に白色の粉状パ ミスが混 じり、最下層から赤穴式系の

上器片が出上 しているものがある。これらの土坑の用途が陥し穴なのか墓壊かは不明とある。なお、

続縄文の発見された遺跡として、永福寺山遺跡を挙げておきたい。

<古代 >古代は、縄文時代 と複合する遺跡が多 く、川目A遺跡をはじめ、上八木田 I遣跡、薬師社腸

遺跡などで竪穴住居跡が検出されている。何れも平安時代の遺跡である。

<中世・近世>中世 。近世は、川目大遺跡、薬師社脇遺跡、薬師山遺跡、川目館、仁反田遺跡、手代

森館などが挙げられる。ここでは、図幅には含まれないが、上村屋敷遺跡を取 り上げることとする。

上村屋敷遺跡は、柿ノ木平遺跡の南東に近接 し、 7次に亘って調査が行われている。調査の結果、4RI

ね16世紀から小規模城館が成立 し、近世や幕末の19世紀に至るまで連綿 として城館や屋敷が継続され

ていたことがわかっている。特記事項として、17世紀から19世紀 と考えられる環濠屋敷の発見が挙げ

られる。

(2)川 目A遺跡の これまでの調査

川目A遺跡は、過去に第 1～ 5次まで調査が行われている。

<第 1～ 3次調査 >岩手大学草間俊一教授のもと、岩手大学考古学実習生と簗川小学校 (後 に川目小

学校)菊池常雄教論、吉田義昭氏により第 1～ 3次調査が行われている。第 1次調査が昭和28年 11月

21～ 25日 、第 2次調査が昭和30年 3月 26日 ～ 4月 1日 、第 3次調査が昭和31年である (※ 第 3次調査

の月日不明)。 調査地点はA区、B区、 C区 にわけられ、A・ B区 は平成18年度から実施 している第
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

5次調査区の北側に近接 した部分である。なお、C区 と命名された調査地点は、筆者の情報能力では

わからなかった。『岩手大学学芸部研究年報』第 7巻 。第 9巻 によると、「ナ|1原 石の群」 (※ 配石と考

えられる)、 焼土をはじめ、縄文中期～晩期の遺物が出上 している。特記事項 としては、草間俊一教

授は後期の土器群を第一類～第人類に分類 し、『盛岡市史』などへの記述に際 しても該期土器の編年

に用いている。

<第 4次調査>沢田沈砂池建設に伴い盛岡市教育委員会により平成12年 6月 9日 ～12月 13日 にかけて

2,161だ が調査されている。調査地は、調査区東部から北東へ約40mの 地点である。検出遣構は、縄

文中期竪穴住居跡 1棟 (※ 複式炉持つことから中期後半 と推定される)・ 炉跡 1基・土坑 5基、縄文

後期土坑55基 。大形柱穴10個 、晩期土坑28基・配石32基・埋設土器 5基、その他に縄文中期～晩期の

柱穴127個 、近世の竪穴状遺構などがある。遺物は、縄文中期 2箱 (コ ンテナ)、 縄文後期42箱、縄文

晩期39箱出土 している (盛 岡市教育委員会 :2000年 ※現地説明会資料参照)。

<第 5次調査 >一般回道106号都南川目 (川 目工区)工事に伴い (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文

化財センターにより平成18年 8月 1日 ～■月 2日 と平成19年 4月 10日 ～■月29日 にかけて調査が行わ

れ、また平成20年度も継続調査が予定されている。本次調査区の東側に位置 し、第 1次調査地の南地

続 きに相当する地点である。配石遺構をはじめ多数の遺構や多量の遺物が検出されている。

3基 本 層 序

遺跡の基本層序については、本次調査に先行 して平成18年度に調査着手 した第 5次調査の成果を基

礎データとし、それに調査開始初期に掘削 した試掘 トレンチの上層観察を加味 して区分・設定 した。

I層…表土 :縄文時代以降現代までの堆積層 (水田耕作土や現代盛土含む) 層厚20～250cm 全体

的には水田造成に伴う現代盛上が主体である。中・近世の文化層については、調査区東部の柱穴群を

検出した黒褐色シル ト層に、その可能性は窺えるものの、明確な認知・判断はできなかった。

Ⅱ層…黒褐色シル ト:縄文時代晩期 第 5次調査で縄文時代晩期の遺物包含層 とした土層である。第

5次調査区と隣接する付近 (第 6次調査区東部)で確認される可能性を示唆 し、準 じて本層名を採用

した経緯がある。結果として第 6次調査では認知・検出できなかった。

Ⅲ層…暗褐～黒褐色シル ト:縄文後期全般～晩期前半 層厚 0～ 20cm 今回の調査地では、広 く分布

が認められるものの、水田造成に伴い削平を受け局所的に残存する。

Ⅳ層…黒～黒褐色シル ト:縄文前期～後期前半 層厚20～ 50cm 基本的には調査区ほぼ全域にみられ

る。大木 1・ 2・ 5。 7～ 10式・後期前半の土器が主体的に出土 した。調査区南西部においては大木

5式が主体的に出土 し、調査区西部は大木 9。 10式 を主体に後期 ,晩期が少量出土 した。調査区中央

部捨て場部分は、同層より大木 5式が多量に出上 した。調査区東部は、後期前半 (初頭～前葉)を 主

体に中期中葉～末葉と後期中葉が出上 している。十和田中椒テフラ (※ To一 Cu 前期中頃の降下

と考えられる)と 推定される黄橙色～浅黄橙色の粉末状のテフラは、調査区南西部・中央部 。東部で

局所的に確認されたが、調査区南西部においては本層中の中位～下位でブロック状に確認される。

V層…暗褐色シル ト:縄文早期～前期初頭 ? 層厚 0～30cm 調査区南西部や調査区中央部捨て場な

ど高位の面にみられ、調査区東部などの低位の面では確認できない。オレンジ色のパ ミス様 (掘切火

山灰 ?、 早期後半～前期初頭)を局所的に含む。このオレンジパ ミスは、二次堆積 と考えられるもの

の、To― Cuを含むⅣ層よりは確実に下位にみられることから、前期中葉 より古い降下テフラと判

断される。縄文時代早期中葉の上器が出上 している。
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

Ⅵ層…褐色粘土 :無遺物層 層厚 0～ 10cm V層 とⅦ層の漸移層 と思われる。調査区南西部において

は、R A003と した早期中葉の竪穴住居跡はオレンジパ ミスを含むV層相当を埋土 とし、壁はⅥ層を

切 り構築されている。このことから、このⅥ層 とした土層は、早期中葉より古い時期に形成 された層

であることがわかった。

Ⅶ層…黄掲～明責褐色粘土・褐色砂質粘土 :地 山 地点や深度によって顔つきに相違があ り、良好な

粘土層を形成する部分、砂礫の部分、砂質粘土などにより構成される部分など、その様相は様々であ

る。傾向としては、調査区西部など標高が高い部分は比較的良好な粘土層がみられるのに対 して、調

査区東部など標高の低い部分では砂質帯びた粘土が主にみられる。土取 り穴が検出された調査区西部

については、地山上位をⅦ層-1(※ 地山 1)、 地山中位をⅦ層-2(地 山 2)、 地山下位をⅦ層-3

(地山 3)と 命名・細分 し、胎土分析の採取に反映させている。

各調査区の土層堆積様相 と調査で判明 した旧地形について

遺跡の内容や基本層序把握のため、調査開始初期において調査区を網羅するように44本 の試掘 トレ

ンチを設定 し、掘削を行った。ここでは、それらトレンチから得 られた情報をもとに、判明 した旧地

形や土層の堆積様相について、調査区毎に記述する。

<調査区西部 >調査区西部の現況は、水田と農作業道であった。第 1～ 4ト レンチを設け試掘 を行っ

た。何れの トレンチ箇所においても、現代の水田耕作上が約20cm、 その下位に 5～ 10cmの 水田床土 (酸

化鉄の集積が顕著)がみられる。さらにその下位に水田造成に伴 う現代盛土が厚 く堆積する (※ 地権

者によると昭和40年代に水田として造成 したらしい)。 第 1ト レンチ付近では、水田床土 を除去 した

段階で、黄褐色粘土による地山層が直に表れる。第 2～ 4ト レンチでは、水田床土を除去 した段階で

現代盛土が100～ 250cmの厚さで全体にみられ、その下位にⅢ層の地積が層厚約 5 cmで 所々に、そして

その下位でⅣ層が20～ 40cmで堆積する。Ⅳ層の下位にはV層 は認められず、Ⅵ層若 しくはⅦ層 (地 山)

となる。なお、実際の掘削作業は、第 1ト レンチは全て人力で行ったが、第 2～ 4ト レンチは上記の

とおり現代盛土が100～ 250cmと 非常に厚 く、そして硬いため、途中からは重機を用いて行った。

調査区西部の旧地形や土層の堆積状況を総括すると、元々の旧地形は南西→北東方向に傾斜 した後、

微平坦化 した舌状の段丘にある。水田造成に伴い平坦面の拡張化を意図して、南西側を削平 し、その

際に生 じた排土を北東側に寄せ盛土 している。従って、北東方向ほど盛土が厚い。そして遺構や遺物

包含層 (Ⅲ 層 とⅣ層)の残存状況についても、盛土が厚い北東側ほど良好にある。Ⅲ層は、全体的に

は削平を受けるが、第 3ト レンチや第 4ト レンチ付近でわずかに残存する。Ⅳ層は、第 1ト レンチな

ど南西側では削平が著 しいものの、その他の地点では比較的良好に残存する。なお、調査区全体的に

Ⅱ 'V層 は確認されず、 I層 (表土・耕作土・盛土)を除去 した段階でⅢ層・Ⅳ層若 しくは直に地山

Ⅶ層が表れる。そして、削平されていない部分ではⅣ層直下でⅥ層 (漸移層)若 しくはⅦ層 (地 山)

がみられる。また、本調査区のⅦ層責褐色粘土層 (地 山)は、基本層序の項で上記 したとお り、上位、

中位、下位で土質に差異があり、上位からⅦ層-1→Ⅶ層-2→Ⅶ層-3と命名 した。詳 しくはⅣ章

土取 り穴の項で述べるが、Ⅶ層-2と した地山中位に、粘性の強い良好な粘土層が観 られる。

<調査区南西部 >調査区南西部の現況は水田で、調査地外南側から続 く一連の棚田で、調査地はほぼ

1枚の水田部分にあり現況はほぼ平坦であった。第 5～ 10ト レンチを設け試掘を行った。その結果、

現代の水田造成に伴う盛土は、第 5,6ト レンチでは60～ 70cm、 第 8。 9ト レンチでは約 100cm、 第

10ト レンチでは150calを 超える。Ⅲ層は、斜面上方側 となる第 5～ 8ト レンチにおいて、10～30cmの
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4 各調査区の上層堆積様相と調査で判明した旧地形について

層厚でみられ、遺物は後期・晩期が極少量含まれる。Ⅳ層は10～ 70cmの層厚で調査地ほぼ全面に見ら

れ、特に第 7～ 10ト レンチでは平均50cmの層厚を測る。黄橙色粉末状のTo一 Cuテ フラはⅣ層中位

～下位において、ブロック状で混入がみられる。Ⅳ層からの出土土器は大部分が前期後葉で、次いで

量的には中期末葉、後期前葉、前期前葉、早期中葉の順に少量含まれる。主体を占める前期後葉の土

器は、To― Cuテ フラの上位で出上 している。また、早期中葉の上器は、オレンジパ ミスの混入す

るV層からの出土が顕著であった。

調査区南西部の旧地形や土層の堆積状況を総括すると、旧地形は南東から北西方向に傾斜する緩斜

面地で、調査地の中央付近は沢状に深 く窪む部分 もある。 I層→Ⅲ層→Ⅳ層→ V層→Ⅵ層→Ⅶ層が調

査地全体的にみられ、特にⅣ層は前期後葉を中心 とした遺物の包含が顕著である。また、V層 は、斜

面上方側である南側で比較的良好な堆積 を確認でき、また本層中には粒径 5～ 10Hmの オレンジパ ミス

(堀切テフラ?)の混入が顕著にみられる。遺構は、基本的にⅥ層若 しくはⅦ層 まで掘削 した段階で

検出した。

<調査区中央部 >調査区中央部は、第11～ 35ト レンチを設け試掘を行った。現況は、小起伏山地の急

斜面部～山際の緩斜面都までは森林で、それより下位は水田・畑地・宅地である。山際や低地部分で

は重機と人力での掘削を併用 したが、急斜面部などについては調査の安全性を優先 し重機により作業

道を作 りながら掘削 した後、人力で土層断面や トレンチ底を平に整える作業を行った。第11～ 14ト レ

ンチは小起伏山地の西向き斜面部に相当する部分で、 I層→Ⅳ層→Ⅵ層→Ⅶ層の順に堆積する。この

地点においては、Ⅳ層は全般に薄 く遺物は確認できない。また、Ⅳ・Ⅵ～Ⅶ層は崖水性の堆積物 と考

えられる径 l cmほ どの角礫を比較的多 く含む傾向にある。第15～ 22ト レンチは小起伏山地の北向き斜

面部に相当する。第15～ 17ト レンチが標高201～ 205m、 第20～ 22ト レンチが190m前後に相当する。

この部分においても、西向き斜面と同様に I層→Ⅳ層→Ⅵ層→Ⅶ層の順に堆積するが、 IoⅣ層が比

較的厚 く堆積する。遺物は I層 より前期後葉の磨滅した土器小片と石器・フレークが数点出土 した。

第23・ 24ト レンチ付近は北西向きの斜面地に相当する。角礫を含むⅣ層相当の黒褐色シル ト層が比較

的厚 く堆積するものの、遺物は確認できなかった。第25。 26ト レンチは、山際の斜面傾斜変換点に相

当する。 I層 。Ⅲ層・Ⅳ層・V層が比較的良好に堆積 し、Ⅲ～Ⅳ層・Ⅳ層からは縄文前期後葉が、V
層からは早期中葉の土器が出土 している。これらの状況から、この第25。 26ト レンチ周辺に広がるⅣ

層は、前期後葉の土器を密に包含する遺物包含層であることがわかり、併せて該期の捨て場と判断さ

れた。従って、遺物包含層の分布する範囲を調査区中央部捨て場 (※ 土器の観察表上は「中央部捨て

場」 と簡略 して表記 している)と 命名 し、精査を行った。第27ト レンチは、第25。 26ト レンチ部分よ

リー段低い平坦地で、同 トレンチの南側付近は、地下水が溜まる低湿地の状況にあった。調査の結果、

旧水田跡であることがわかり、Ⅲ層やⅣ層の遺物包含層は認められず、 I層 を除去 した段階でⅦ層が

直に表れる。このことから、水田造成に伴い旧地形は削平されていることがわかった。第28ト レンチ

は、西側では第27レ ンチと同様に旧水田跡でⅦ層まで削平を受けるが、東側や北東側では I層 中より

上器小片が少量出土 した。これらの状況から、調査地外北側の畑地・宅地部分では、Ⅲ層やⅣ層の遺

物包含層が分布 。残存することが示唆される。なお、第28ト レンチより東は、現代盛土が厚 く、下位

は掘削が及んでいない状況でⅣ層は比較的良好に残存 していた。ただし、遺物量は少量であった。第

29～ 35ト レンチは、山際に相当する。第29ト レンチ及びそれより北側や北東側の周辺では、縄文晩期

初頭～前葉を主体に前期後葉～晩期前葉までの遺物を含む皿層やⅣ層が良好に堆積する。なお、この

付近の山際においては、Ⅳ層最下位にTo― Cuが層状に比較的広範囲で認められる (※ おおよそ 3

Y13a～ 13gグ リッドより南側の山際で認められる。それより北側では認められない)。 第30～ 35ト
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基 l X=-36,244,000
基 2 X=-36,280.000
基 3 X=-36,316.000
基 4 X=-36,300.000

補 l X=-36,200.000
補 2 X=-36,244.000
補 3 X=-36,244,000
補 4 X=-36,290,000
補 5 X=-36,316.000
補 6 X=-36,328.000

Y=32,830,000
Y=32,900,000
Y=32,814,000
Y=32,860.000

Y=32,900.000
Y=32,900.000
Y=32,870,000
Y=32,814.000
Y=32,796.000
Y=32,860.000

H=178.678m
H=205。 155m
H=187.579m
H=184.928m

H=177.620m
H=187.546m
H=180,095m
H=185。 420m
H=187.657m
H=186.256m

Ⅱ 遺跡の立地・環境

0          1:1500         50m

※上記の数値はすべて世界測地系による

第 7図  グリッド配置図
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4 各調査区の土層堆積様相と調査で判明した旧地形について

1:1500         50m

-16-
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

レンチは、山際に相当する部分である。概ね I層→Ⅳ層→Ⅶ層の順に堆積 し、 I層 やⅣ層は薄い。第

34ト レンチ掘削時に縄文後期の比較的大きな土器片が 2点出上 したことから周辺を掘 り広げたが、遺

構は確認できず、更なる遺物出土もなかった。

調査区中央部の旧地形や土層の堆積状況を総括すると、岩手県教育委員会の試掘回答から第21ト レ

ンチ付近の急斜面部分で土坑 らしきプランが確認された情報を得 られていたが、調査の結果か らは木

根撹乱と、電柱 を固定させるためのワイヤを設置 した旧アンカー埋設痕と判断された。急斜面地であ

ることと、遺構 。遺物 ともに検出される可能性が極めて低いと判断されたことから、岩手県教育員会

と協議 し、山の斜面部分 (概ね標高182m以 上の部分)については、中央部捨て場部分を除 き、全面

に亘る掘削は行っていない。しかしながら、極少量ではあるものの、第18・ 22ト レンチ付近の急斜面

地部分で前期後葉の上器が確認された事実から (遺構は未検出)、 斜面の上方である小起伏山地の頂

上付近 (尾根上)か らの流れ込みの可能性がある。このことは、小起伏山地の頂上付近に該期の遣跡

が存在する可能性 も考えられる。遺物を包含するⅣ層は、山際で斜面傾斜変換点付近の一部で分布が

認められるが、捨て場とした空間以外は、少量の出土に留まる。

<調査区東部>調査区東部の現況は、水田、用水路、農作業道などであった。第36～ 44ト レンチを設

け試掘を行った。第40～ 42ト レンチ東端付近のⅢ層からは、比較的多 くの縄文後期～晩期の遺物が出

上 しているが、第41,42ト レンチ部分では水田に水を供給する水路設置に伴い現地性を保つていない。

従って、人為による再堆積層と判断された。Ⅳ層は第40～ 44ト レンチを中心に良好に堆積が確認され、

特に第40ト レンチ周辺では多量の遺物が出上 した。第36～ 39ト レンチでは、Ⅲ層は残存せず、またⅣ

層は旧沢や風倒木痕に関連 した窪み状の部分以外は全般に薄い状況にある。遺物量は地点により若干

差異があるものの、全般的には多 くない。また、第38ト レンチと第39ト レンチの間付近は、中 。近世

と推定される竪穴建物跡 2棟と多数の柱穴を検出しているが、この付近の黒褐色上の掘削時に縄文中

期・後期の上器が一定量以上出土 したことから、当初Ⅳ層と捉えた経緯がある。 しかしなが ら、この

黒褐色土層下位より上記したような中 。近世の遺構が検出されている状況を鑑みると、プライマリな

Ⅳ層ではなく、後世の再堆積である部分を含む可能性が高い。

調査区東部の旧地形や土層の堆積状況を総括すると、旧地形は南東から北西方向に緩 く下る微平坦

地であったと推定され、旧沢に関連した浅い流路が複数条確認できる。また、各所に縄文時代晩期以

降と推定される風倒木痕が点在する。草間俊一氏による昭和30年 (第 2次調査時)の地形図をみると、

本次調査地部分は水田で、第 5次調査区は畑地となっている。従つて、昭和30年頃と現在では土地の

利用にほとんど違いがないことを窺えるが、この内容は旧地形の違いにも関連する可能性が考えられ

る。Ⅲ層とした後期全般～晩期前半の遺物包含層は、水田造成に伴い削平が著しく、東端付近の一部

や水田畦部分などに残るのみである。Ⅳ層は、全般的にみられるものの、第 5次調査区と近接する東

側ほど残りが良く遺物量も多い。対して、西側や北西側は層厚が薄く、全般的に遺物量も少ない傾向

で捉えられる。なお、先にも上記したとおり、Ⅱ層に相当する文化層は、明確には認知できなかった。

また、中・近世の柱穴状土坑を密に検出した中央～北にかけては、認知できなかった中 。近世の文化

層が分布していた可能性があり、併せてⅢ層・Ⅳ層の遺物包含層や縄文後期・晩期の配石・集石類の

遺構についても、中・近世段階で破壊されていた可能性が考えられる。
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Ⅲ 調査方法と整理方法

1野 外 調 査

(1)調 査 面 積

川目A遺跡第 6次調査の調査面積は、当初の調査予定面積は10,9oo♂ であったが、 6月 の現地協議

で調査区西部の南続き部分とそれに隣接する農道部分の、合わせて572だが追加となった。最終的に

は11,472ぽの調査を行った。

(2)調査区の区割設定

川目A遺跡の区割設定は、世界測地系 (平面直角座標第X系)を座標変換した調査座標を用いて、

調査区全体を網羅するよう設定した。川目A遺跡の調査座標原点は、第 5次調査で採用 したX=
-36,100,000、 Y=32,950.000(世 界測地系)を起点とした。その上で、盛岡市教育委員会の方針に

準じ、ここを基点として一辺50mの大グリッドを設定し、さらにこれを一辺 2mの小グリッドに区割

した。グリッドの名称について、大グリッドは原点から南に算用数字の 1→ 2→ 3-と 、東にアルファ

ベットのA→ B→ C… と付し、Aよ り西に向かっては50m単位でY→ X→Wと 定めた。従って、「 4

W」 。「4X」 。「 lA」 ・「2A」 のようにあらわした。小グリッドは、北から南へ算用数字の 1

～25、 西から東ヘアルファベットの a～ yを付し、上記した大グリッドと組み合わせて「4Wla」 ・

「4Xla」 。「lAla」 。「lAlb」 のように表した。ただし、実際の区画設定には以下の基

準点 4点 と補点 6点 を打設して、これら調査杭を設置する時分の基準として用いた。

基 l X=-36,244.000

基 2 X=-36,280.000

基 3 X=-36,316.000

基 4 X=-36,300.000

補 l X=-36,200.000

補 2 X=-36,244.000

補 3 X=-36,244.000

補 4 X=-36,290.000

補 5 X=-36,316.000

補 6 X=-36,328.000

Y=32,830,000

Y=32,900.000

Y=32,814.000

Y=三 32,860.000

Y=32,900,000

Y=32,900.000

Y=32,870.000

YΞ三32,814.000

Y=32,796,000

Y=32,860.000

H=178.678m

H=205,155m

H=187.579m

H=184.928m

H=177.6201n

H=187.546m

H=180.095m

H=185。 420m

H=187.657m

H=186.256m

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

(世界測地系)

3W23pグ リッド

4Y15aグ リッド

5W9hグ リッド

5Xlfグ リッド

3Ylaグ リッド

3Y23aグ リッド

3X23kグ リッド

4W21hグ リッド

5V9xグ リッド

5X15fグ リッド

(3)粗掘 り 。遺構検出

調査開始と同時に調査区内に試掘 トレンチを設定し、入力で掘削して土層の堆積状況及び遺構検出

面の確認に努めた。その結果、調査区西部や南西部は水田造成時の整地に伴い盛上が施されている部

分が多く、また調査区東部などは水田造成時の削平が著しいことがわかった。その後、重機 (バ ック

ホー)を用いて表土 (主 に水田耕作土や盛土)を 除去した。表土除去後、人力で鋤集、移植ヘラを用
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皿 調査方法と整理方法

いて遺構の検出を行つた。

(4)遺 構 の 命 名

検出された遺構は、検出順に○号住、○号土坑などと命名したが、報告書では盛岡市教育委員会の

方法に準じ、以下のとおりの略称に付け直している。なお、野外調査、室内整理ともに旧遺構名で行っ

ており、図面表記、遺物の注記などは旧遺構名である。遺構名対照表を掲げておく。柱穴状土坑は、

遺構略号をつけ直さず、野外調査時に付した遺構名で掲載・編集した。なお、野外調査時は検出順に

1号柱穴状土坑から512号柱穴状土坑まで番号を付したが、遺構名を命名した後に実際の精査で木根

撹乱と判明したものなどは遺構登録から抹消した。従つて、実際の柱穴数は404個 となり、所々欠番

が生じている。その内容は、第 2表 を参照いただきたい。

(5)精 査

竪穴住居跡の場合はQl～ Q4に 4分割したラインに沿つて十字に幅25～ 40cm程度の トレンチをあ

け、土層の堆積状況を把握 した上で、上層から 1層 ずつ掘 り下げ、埋土中および貼 り床内の遺物はで

きるだけ層ごとに取 り上げた。土坑は 2分割 して、原則として底面などの遺物は残 して、土層記録後

に、残る半分を精査する際に層ごとに取 り上げた。焼土 。集石・坦設土器などは、検出状態の記録を

作成後に断ち割 り、断面図を作成 した。実測は簡易遣 り方測量で行った。現場で作成 した実測図は、

平面図、断面図ともに基本的に 1/20で作成 したが、炉断面や焼土などに関しては 1/10で作成 して

いる。なお、補足 として、調査区東部の集石や柱穴は株式会社ラングによるデジタル測量を実施 し、

遺構の平面図や遺構配置図作成に活用 した。写真撮影は、 6X7cm判 のモノクローム 1台 と35Hlm判 モ

ノクローム 1台、35alm判 リバーサル 1台、デジタルカメラの 4台で行った。原則 として報告書掲載用

の写真はすべてを使ったが、遺物出土状況のアップ、柱穴などに関しては 6× 7 cm判 、35Hlm判 リバー

サルを省略 したものもある。デジタルカメラは、すべてのカットについて撮影 したほか、メモ的な写

真にも活用 している。デジタルカメラの写真は、現地説明会資料、遺跡情報 (財団法人岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターホームページに掲載)な どにも使用 している。航空写真撮影は、調査終

了部分を排土置き場とするため、 9月 4日 と11月 16日 の 2回 にわたって、セスナ機により行い、 6×

7 cm判 、3511m判 リバーサルの 2種類を撮影 した。

第 2表 川目A遺跡遺構番号表

遺構 略号 4次調査 6次調査
6次調査
遼構数

6次調査備考

竪穴住居跡 RA 001^-002 003-017 15棟 縄文早 前・中期

掘立柱建物跡 RB な し 001^-004 4楳 近世と推定される

柱穴列 RC な し な し

土坑 RD 001^-102 103ヽ -163 61碁

竪穴建物跡 RE 002^-003 2棟 掘立柱建物跡より古い

炉・焼土 RF な し 001～ 010 10芝き 内訳は炉跡 l基 焼± 9基

溝 RG な し な し

配石 テ」石 集石・

立石
RH 001´-032 033-05ユ 19基 集石18基・立石 l基 ※中近世の集石含む

井 戸 RI な し

坦設土器 RP 001^-005 006-007 2基 縄文中期末葉 1基、弥生前期 l基

土取り穴 RX な し 001-007 7箇所 時期は縄文。

その他 RZ な し な し

柱穴
柱穴状
土坑

な し 4041固 404イ固
縄文約80個 、中近世324個 。遺構名は1～ 517号柱穴状土坑と命名し、所々欠名
がある。
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l 野外調査

(6)啓蒙普及活動関係

野外調査時において実施 した普及活動は、現地説明会、発掘調査体験学習、遺跡見学会などを実施

した。また、平成20年 8月 に実施された岩手考古学会研究大会で、粘土採掘坑に関わる内容を発表 し

ている。

2室 内 整 理

(1)遺 構 図 面

野外調査時に作成した遺構図面 (第一原図)は、平面図、断面図ともに縮尺 1/20を 原則とし、必

要に応じて 1/10、  1/40、  1/100で作成を行つたものもある。それらの他に、上記した株式会社ラン

グによるデジタル測量により作成した。整理作業において、それらを修正・合成した第二原図を作成

し、 トレースを行った。

(2)遺 物

遺物は、洗浄 (遺物水洗)と 出土地点ごとの仕分け作業までを現場で野外調査 と並行 して進めた。

遺物の登録・収納に際しては、個々の遺物に登録番号 (仮番号)を付けた。掲載遺物については、登

録番号から掲載番号に変更して、報告書に示 した。なお、不掲載 とした遺物は全て仮呑号で収納 して

いる。

<土器類>土器類については、水洗後に袋単位で通し番号を付けて重量の計測と登録作業を行った。

その際に、袋に付けた通し呑号は、注記番号として採用した。選択基準は、①残存率の良いもの②遺

構の時期推定になる層位的資料③口縁部資料④文様が明瞭な資料⑤希少な資料⑥破片が大きいなど残

存状態の良好なもの、などの順に優先し1,100点 を選び、仮番号 1～ 1,100を 付け登録した。掲載遺物

としては、登録したものの中で、遣構の時期推定に欠かせないと判断したものなどを最優先とし、次

いで遺構の埋没過程に関わると判断されるものなどを選択した。遺構外は、各時期の代表的なものを

選択した。遺構内・外の立体・破片合わせて491点 (掲載番号 1～ 491)を抽出し、それに胎上分析を

行なった13点 (1041～ 1053)を 合わせて、504点 を掲載土器とした。なお、掲載土器は、仮番号を全

て掲載番号に変更して収納しているが、登録した土器類の中で不掲載にしたものは、仮番号のままで

収納している。また、その他大部分の不掲載土器は、上記した注記香号単位で収納している。掲載ス

ケールは1/3を原則とし、器高若しくは口径が30cmを 超えるものを1/4と した。

<土製品>179点 出土した。それらは仮番号を添付し登録した後、62点 (掲載番号501～ 563)を 抽出

し掲載した。選択基準としては、遺構出土と残存状態の良好なものを優先した。掲載スケールは1/2

である。

<石器>総数で1,890点が出土した。それらは仮番号を添付し登録した。剥片石器は661点出上し、102

点 (掲載番号601～ 702)を掲載した。礫石器は1,229点出土し、195点 (掲載番号703～ 897)を掲載し

た。掲載石器の選択基準は、遺構出土を最優先として、遺構外については代表的なものを掲載候補と

した。ただ、遺構出土であっても、①欠損の著しいもの②未成品と推定したものについては、取捨選

択を行った。掲載スケールは、剥片石器を 1/2、 礫石器を1/3や 1/4と した。

<石製品>総数で249点出土した。それらは仮番号を添付し登録した後、83点 を掲載した (掲載番号

901～ 983)。 選択基準は、遺構出土を最優先として、遺構外については代表的なものを掲載候補とし
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Ⅲ 調査方法と整理方法

た。ただ、遺構出土であっても、①欠損の著 しいもの、②未成品と推定 したもの、については取捨選

択を行った。掲載スケールは 1/2を原則とし、大きいものを 1/3や 1/4と した。

<土師器・須恵器>土師器 3点、須恵器 1点出上 した。何れも小破片である。その内、土師器 2点 と

須恵器 1点を掲載 した (掲載番号1001～ 1003)。 掲載スケールは 1/2で ある。

<陶器類 >12点出上 し、10点 を掲載 した (掲載番号1011～ 1020)。 掲載スケールは 1/2で ある。

<金属製品>総数で19点出土 し、19点 を掲載 した(掲載番号1021～ 1039)。 掲載スケールは 1/2で ある。

<胎上分析用上器 >文様などから帰属時期のわかるものの中から、各時期の土器13点 を抽出し実施 し

た (掲載番号1041～ 1053)。 掲載スケールは 1/3で ある。

<琥珀 >滅菌シャーレ (動物遺存体 と同じ型)で 3サ ンプルを登録 し、全て表掲載 した。今回の調査

では、総重量約 5gが出上 した。

(3)写 真 類 の 整 理

撮影 した遺構写真は、 6× 7 cm判 モノクローム、3511m判 モノクローム、351111判 リバーサルの種類ご

とにアルバムに整理 した。デジタルカメラで撮影 したデータはCD― Rに保存 した。それらは、撮影

カー ド順の写真台帳を作成 した。写真図版作成に際しては、3541m判 モノクロームを主に 6× 7 cm判 モ

ノクロームとデジタルデータを補填的に選んで焼き付け作成 している。

遺物写真は、原則 として 1点 ごとに撮影番号を付 して、デジタルカメラにより撮影 した。これらを

掲載縮尺に焼付け、掲載番号順に写真図版を作成 した。

(4)報告書 について

<原稿執筆・編集>報告書の執筆・編集は星と菅野が行った。

<遺構の記載>遺構の記載は、RA(竪 穴住居跡 )、 RB(掘 立柱建物跡 )、 RD(土 坑 )、 RE(竪

穴建物跡 )、 RF(炉 跡・焼土 )、 RH(集 石・立石)、 RP(埋 設土器)、 RX(土 取 り穴 )、 柱穴状

土坑、捨て場、の順に編集 している。

<遺物の掲載>遺物掲載香号は、 1～ 1,053を付け、遺物図版 。遺物写真図版・遺物観察表とも同一

の番号 となっている。

<遺構図版 >遺構図版は、 1/50を 基本 とするが、遺構の性格に応 じて適宜縮尺を変えている。但 し、

三角スケールで計測できる定型縮尺とし、挿図の右下にスケールを付けている。

<遺物図版 >遺物図版は、土器を 1/3を原則 として突出して大 きいものを 1/4、 土製品は 1/2、

石器は剥片石器 1/2、 礫石器 1/3を原則 とし突出して大 きいものを 1/5、 石製品は 1/2～ 1/4、

で掲載 した。なお、石器・石製品については、株式会社ラングに実測・編集を委託 した。

<遺構写真図版>遺構写真図版の掲載順は、本文や遺構図版 と同様である。

<遺物写真図版 >遺物写真図版は、原則として遺物図版 と同様の縮尺とした。

(5)観察表 について

<遺構観察表>遺構の規模について、他の遣構や攪乱で著 しく破壊を受けているものについては残存

値に以上をつけて明示 した。ただし、残存状況が特に悪いもの (1/3以下と捉えられるもの)につ

いては空欄 としたものもある。

<遺物観察表>土器、土製品、石器、石製品などの法量値は、欠損する場合は残存部の数値を ( )

で示 した。土器破片については、口径などが推定できる場合のみ ( )で記載 した。
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2 室内整理
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第10図  南西部遺構配置図
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第11図 西部遺構配置図
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Ⅲ 調査方法と整理方法

第12図 中央部遺構配置図
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2 室内整理

第13図 東部遺構配置図
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Ⅳ 検出された遺構

今回の調査では、竪穴住居跡15棟、掘立柱建物跡 4棟、土坑60基、竪穴建物跡 2棟、焼± 9基、炉

跡 1基、集石・立石19基、土取 り穴 7箇所、柱穴状土坑4髄基、捨て場 1箇所を検出した。

ここでは、遺構毎に記述する。補足 として、本項における土層の記載に際 しては、基本層序は I～

Ⅶ層のローマ数字を用い、個々の遺構埋土は 1層 。2層 。3層・・などのアラビア数字を用いている。

竪 穴 住 居 跡

R A003竪穴住居跡 (第 14図 、写真図版 4)

<位置・検出状況 >調査区南西部南端付近の 5X13i～ 15kグ リッドに位置する。現況地形は微平坦

地で、南東から北西方向にかけて緩 く傾斜する。検出状況は、Ⅵ～Ⅶ層中において黒褐色シル トによ

る南北に長い方形の広が りとして把握 した。

<重複関係 。建替え>R D 103に切られる。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は、隅丸長方形 と推定されるが、北壁 と東壁が未検出なため明確

ではない。規模 も明確ではないが、長軸と捉えられる南北方向においては、南壁から北西端に位置す

るPP4付 近までで約5,3m前後を測る。短軸は、 PP7,10,11・ 12・ 13な ど壁柱穴の可能性があ

るほぼ直線的に並ぶラインのやや東側が東壁 と推定 した場合、3,lm前後を測る。長軸方向は南一北

と考えられる。

<埋土>1～■層に分層 し、 1層系は更に la層 ・ lb層・ lc層 に細分 した。全体的には、黒褐色

シル トを主体 とし、黄褐色粘土ブロックとオレンジパ ミスが顕著にみられる。自然堆積と推定 してお

きたい。また、上記 したオレンジパ ミスについては、秋田駒ケ岳を起源 とする堀切テフラに相当する

可能性がある。この堀切テフラの噴出年代 としては、縄文時代早期末～前期初頭と推定されている。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面とする。貼 り床や硬化面は認められない。やや凹凸があり、また南から

北に向かって緩 く傾斜する。壁の残存する南壁 と西壁の一部分は、Ⅵ～Ⅶ層を壁 とし、外傾気味 に立

ち上がる。壁高は、南壁や東壁付近で約28cmを測る。

<炉 >検出されていない。

<柱穴・付属施設 >15個検出した。状況から想定される柱配置は、PP4と PP8が 竪穴の中央付近

に2.25mの 間隔を持つて位置 し、東側に壁柱穴の可能性 もあるPP7・ 10。 11,12・ 13な ど規模の小

さい柱穴がほぼ一直線上に並ぶ。壁溝は南壁際の一部で認められる。

<遺物>(第74図、写真図版60)土器725g、 石器 1点が出上 した。 [土器]1は略完形に復元された

早期中葉明神裏Ⅲ式である。 [石器]ス クレイパー 1点が出上 した。不掲載とした。

<時期 >出土土器から縄文時代早期中葉と推定される。また、埋土中に観 られたオレンジパ ミスが堀

切テフラであるならば、竪穴住居廃絶後の年代 としては矛盾 しない。

R A 004竪 穴住居跡 (第 15図、写真図版 5)

<位置 。検出状況 >調査区南西部の 5X9oグ リッド付近に位置する。本遺構プランは調査地外南に

延びる。検出面はⅥ～Ⅶ層中で、黒褐色シル トによる南北に長い隅九長方形プランとして把握 した。

<重複関係・建替え>R D 1061こ切 られる。また、本遺構の埋土上面においてR F001～ R F003の 3
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1 竪穴住居跡

基の焼土遺構を検出している。竪穴自体の建て替えは看取できないが、柱穴同士に切 り合いを持つも

の (PP6が PP7を 切る)があることから考えて、柱の建て替えが行われている可能性が高い。

<平面形・規模・長軸方向>南側は調査区外へ廷びることから詳細は不明であるが、平面形は隅九長

方形と推定される。調査部分で把握できた規模は、長軸4.2m× 短軸2.94mを 測る。長軸方向は南―

北と推定される。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とし、 2層 に分層 した。自然堆積 と考えられる。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面 とし、ほぼ平坦である。貼 り床は認められない。基本層序Ⅵ～Ⅶ層を壁

とし、外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは約10cmを 測る。

<炉 >な し。

<柱穴・付属施設 >20個検出した。柱配置は明確には掴めないが、古い段階の主柱が PPl,P P12・
P P15な ど、新 しい段階の主柱がPP2・ P P13・ P Pll・ PP6な どに求められようか。PP7～
18は壁柱穴と想定される。

<遣物>(第 74図 、写真図版60)土器81.35gが出土 した。 [土器]2は 回縁部に上面観で円形の突起

を付加 し、地文は単軸絡条体第 lA類が施文される。大木 5式期に並行すると考えられる。

<時期 >出土土器から縄文時代前期後葉と推定される。

R A005竪穴住居跡 (第 16図 、写真図版 6)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X8iグ リッド付近に位置する。検出面はⅦ層中で、黒色～黒

褐色シル トによる隅丸長方形プランとして把握 した。

<重複関係・建替え>本遺構の埋土中位においてR F005を 検出 している。床面の嵩上げの状況から

建て替えが 1度行われている。規模の推移は定かではないが、縮小 と判断される。

<平面形・規模・長軸方向>新 しい段階は、平面形・規模 ともに明らかにできなかった。古い段階は、

平面形が卵形に近い形状で、規模は長軸6.82m× 短軸4.4mである。長軸方向は北西―南東である。

<埋土>1～ 8層 に分層 した。その内、 1～ 2層 とした黒褐色シル トが主堆積土で、それらは自然堆

積である。 2層 中には局所的にTo― Cuの小ブロックの混入が認められる。 3層 は焼土層で現地性

と捉えられる。 4層 とした土層の性格が明確にはわからなかったが、 5層 を含め、床面を嵩上げした

貼床の可能性がある。

<床面・壁 >床面は上下 2面あると捉えた。新 しい段階の床面は 4層上面で、ほぼ平坦である。古い

段階の床面は 5・ 6層下の地山面で、南東から北西方向に向かってやや傾斜する。この地山層をわず

かに掘 り下げた段階で、浅責橙色のテフラを検出した。層位・性状からTo一 H若 しくはTo― Of
と推定される。深さは12～ 40cmを 測る。

<炉 >北西壁際に位置する。

<柱穴・付属施設>古い段階の床面より13個検出した。北西隅から土坑 1基と、南東～南西壁際にお

いて壁柱穴と考えられる小穴を検出した。

<遺物>(第盈 。113・ 118・ 139図、写真図版60。 97・ 102・ 121)土器2,500g、 石器 6点、石製品 1

点が出上 した。 [土器]3～ 9の 7点 を掲載 した。 3は LRと RLに よる結束羽状文 と横位の貼付隆

線を特徴 とする。 4は単軸絡条体第 lA類木目状撚糸文、 5・ 8。 9は単軸絡条体第 5類網目状撚糸

文、 6は 0段多条LR横回転、 7は LR斜回転を施文する。その中で、 6と 7は胎土中に繊維の混入

が確認できる。今回の調査で多量に出土 した大木 5式期の上器は、羽状縄文を施文するものがなく、

また胎土中への繊維の混入も確認できない。従って、本遺構出土土器は、大木 5式期より古いと判断
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Ⅳ 検出された遣構

した。前期前葉大木 2式 に比定されると推定 される。 [石器]石鏃 1点、石匙 1点、スクレイパー 2

点、特殊磨石 1点、磨石 1点が出上 した。その内、601～ 603,703・ 704の 5点を掲載 した。[石製品]

901の 石棒 1点が出土 し掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代前期前葉と推定される。

R A006竪穴住居跡 (第 17図 、写真図版 7)

<位置 。検出状況 >調査区南西部の 5X5jグ リッド付近に位置する。検出面はⅦ層中で、黒褐色シ

ル トによる隅九方形プランとして把握 した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は隅九方形、長軸3.28m× 短軸2.58mで ある。壁が良好に残存す

るのは北西壁から東壁にかけてで、長軸方向は、北西―南東である。

<坦土 >黒色～黒褐色シル トを主体 とするほぼ単層である。埋土中からは多量の土器が出土 している

ことから、住居廃絶後に廃棄されていると捉えられるが、埋土自体は自然堆積 と考えられる。

<床面・壁 >Ⅶ層を床面 とし、やや凹凸が見られる。貼 り床は認められない。Ⅶ層を壁 とし、外傾 し

て立ち上がる。壁高は10～ 22cmで ある。

<炉 >な し。

<柱穴・付属施設 >床面より3個検出した。壁溝は北西壁と南東壁を除いて、ほぼ全周する。また、

炉とは捉え難いが、北西隅の床面において焼土・炭化物の広が りを確認 した。

<遺物>(第 75～ 78・ 118図、写真図版61～ 64・ 102)土器32,077gと 石器 1点が出上 した。 [土器 ]

10～29の 20点 を掲載 した。全て前期後葉と推定される。地文に着眼すると、単軸絡条体第 5類、単軸

絡条体第 lA類、LR結節付 (綾繰文 )、 単軸絡条体第 1類の順に多 く、特に単軸絡条体第 5類・第

lA類に代表される。胎土中に繊維の混入は見られない。 [石器]705の磨石 1点が出土 し掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代前期後葉 と推定される。

R A007竪穴住居跡 (第 18図、写真図版 8,9)
<位置・検出状況>調査区南西部の 5X2hグ リッド付近に位置する。検出面はⅦ層中で、黒褐色シ

ル トによる方形プランとして把握 した。

<重複関係・建替え>R Dl10を 切る。

<平面形・規模・長軸方向>平面形は隅丸方形を基調とし、3.8× 3.48mで ある。壁高は12～ 24cmで 、

平均的には約15cmを 測る。主軸方向は、東―西方向である。

<埋土>1～ 5層 に細分 した。Ⅳ層に由来する黒褐色シル ト層を主体 とする。 1層 は自然堆積である

が、その他は人為堆積の可能性がある。なお、 2層焼土層は現地性の可能性が高 く、竪穴住居廃絶後

に3層上面で野焼 き的な行為が行われたものと判断される。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面 とし、掘 り姫撻状に有段を呈する特殊な構造を持つ。Ⅶ層を壁 とする。

外傾 して立ち上がる。壁溝はほぼ全周する。

<炉 >な し。

<柱穴・付属施設>4個検出した。柱配置は方形を見る。個々の柱穴間隔は3.5mを 測る。北壁際で

途切れ気味の壁溝と壁柱穴を検出した。

<遺物>(第 78・ 113・ 139図、写真図版64・ 97・ 121)土器21l g、 石器 3点、石製品 1点が出上 した。

[土器]30～ 35と 胎土分析を実施 した1059の 7点 を掲載 した。胎土中に多量の繊維が混入される35は
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1 竪穴住居跡

前期前葉、33は前期前～後葉の時期幅で捉えられるが、

石鏃 1点、スクレイパー 2点が出上 した。その内、604

1点 を検出した。

<時期 >出土土器から縄文時代前期後葉 と推定される。

その他は全て前期後葉と推定される。[石器 ]

・605の 2点 を掲載 した。 [石製品]902の石刀

R A008竪穴住居跡 (第 19図 、写真図版10)

<位置・検出状況 >調査区西部の4W23hグ リッド付近に位置する。検出面はⅦ層で、黒褐色シル ト

による方形気味のプランとして把握 した。また、中央よりやや北側には径100× 70cmほ どの巨礫が所

在する。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形・規模は、南壁 と西壁の一部以外残存 していないことから明確で

はない。残存部の連続性からは、隅九長方形で4.7× 3.Omほ どと考えられる。長軸方向は南一北方向

に持つ。

<埋土>坦土は 1層黒褐色シル トによるほぼ単層で、黄褐色粘土 と焼土を微量含む。 2層暗褐色シル

トはPP2に 伴 う埋上で、 1層 と同様に責褐色粘土 と焼土を微量含む。明確ではないが、 1・ 2層 と

もに硬 く締ることと、黄褐色粘土や焼土を含むことから、人為堆積の可能性がある。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面としほぼ平坦である。中央よりやや北側に巨礫が顕著にみられ、それら

を除去 したところ、床面より20cmほ ど深 く刺さっている様相である。また、後述する地床炉と一部重

なるが、巨礫の下位からは焼土は見 られない。従って、この巨礫は住居廃絶後に持ち込まれたのでは

なく、地山に由来する現地性の礫 と判断され、竪穴住居構築の際に除去されず、住居の使用時におい

てもこの状態であったと捉えられる。壁はⅦ層中で、タト傾 して立ち上がる。壁高は、南壁で約20cm、

西壁で約10cmである。

<炉 >竪穴ほぼ中央より焼上の広が りを検出し地床炉 と捉えた。165× 65cmの 長方形気味に広がる。

掘 り込みは持たないことから、床面で直接火を焚いたと断定できる。

<柱穴・付属施設>西壁際の小柱穴を含め20個検出した。西壁際に小柱穴が巡る。

<遺物>(第 78,118図、写真図版64。 102)土器182g、 石器 2点が出土 した。 [土器]特定はできな

いが前期後葉 と推定されるものが主体で、 1点早期中葉が出土 している。前期後葉 ?の 36と 、胎土分

析を実施 した早期中葉1060を 掲載 した。 [石器]磨製石斧 1点、敲石 1点が出土 した。その内、706の

磨製石斧を掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代前期後葉の可能性が高いものの、明確には特定できない。

R A009竪穴住居跡 (第 20・ 21図、写真図版11)

<位置・検出状況 >調査区西部の4W19eグ リッド付近に位置する。本遺構の西側にR A010が所在

する。検出面はⅦ層中で、 R A010の北東側の精査中に柱穴 と炉跡 と捉えられる焼土を検出し認知 し

た。

<重複関係・建替え>R A010に切 られる。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は大半をR A0101こ破壊 されているが、残存部からは不整楕円形

を呈する。規模は長軸3.3m以上、短軸5。 lm前後を測る。長軸方向は、北東二南西方向をみる。

<埋土>黒褐色シル トを主体とする。 2層 に分層 した。自然堆積 と推定されるが、明確ではない。

<床面 。壁 >Ⅶ層地山を床面とする。Ⅶ層の中でもⅦ層-3と した砂礫が顕著にみられる地山層中を
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Ⅳ 検出された遺構

掘 りん込んでいる。貼 り床は認められない。やや凹凸がある。壁はわずかな高低差から推定で図示 し

たが、明確ではない。

<炉 >不明である。床面で焼上の広が りが 3箇所認められる。その内、中央付近に位置する焼± 3と

したものは、炉に関係 した痕跡の可能性がある。

<柱穴・付属施設 >20個検出した。規模から想定 してPP2,PP3,PP5。 PP7は 主柱の可能

1生があるものの、他は総 じて小 さく、柱配置は窺い知れない。また、PP3・ PP4と PP8・ PP

9な ど柱同士で切 り合い関係を持つものがあり、それらは柱の建て替えが行われている可能性がある。

上記のとお り床面で焼土を 3箇所検出した。何れも現地性である。

<遺物>(第 78。 118図 、写真図版64・ 102)土器92g、 石器 2点、琥珀細片が出土 した。 [土器]中

期後葉～末葉と推定される小片が少量出土 している。その内、37の 1点掲載 した。 [石器]石錘 1点、

磨石 1点が出土 した。その内、707の石錘を掲載 した。 [琥珀]0。 22gが出土 した。

<時期>重複遺構 との関係から、縄文時代中期末葉より古いことは確実である。出土土器からは詳細

な時期を特定できないが、縄文時代中期と推定 しておきたい。

R A010竪穴住居跡 (第 22～ 24図、写真図版12～ 14)

<位置 。検出状況 >調査区西部の北端 4W20dグ リッド付近に位置する。本遺構周辺の現況地形は、

E召不B40年代の水田造成に伴い旧地形に約 3mの盛上が施されてお り、安全対策を優先 して付近の盛土

除去を進めた。盛土直下より炭化材や土器を沢山含む黒褐色シル トを検出し、焼失住居の埋土と想定

された。ただし、掘削深度を憂慮 して法面の角度を75度以下とした関係で、調査区境付近の幅約 2m

部分は掘削を断念 した。従って、遺構の平面プランの全貌は掴みきれなかった。

<重複関係・建替え>R☆ 009を 切る。炉を2基検出していることから、炉の作 り替えが最低でも一

回行われていることはわかるが、竪穴自体の建替えについては不明にある。ただし、 1竪穴全体の形

状、 2炉の位置、 3炉の長軸方向を大きく変えて作 り替えが行われている、などの状況から推定 して、

未精査部分である北東壁から北壁にかけての部分は拡張されている可能性が考えられる。

<平面形・規模・長軸方向>平面形はやや歪気味ではあるが広義の多角形である。規模は5。 24× 4.8

mである。長軸方向は、どの方向を長軸 と捉えるか難 しいが、炉 1と した新 しい段階の炉の方向はほ

ぼ南一北方向をとる。

<埋土>1～ 5層 に大別 した。そして、 1層系は 1～ le層 に、 2層系は 2～ 2e層 に細分 した。全

て自然堆積と判断 した。土器などの遺物は 1層 に多いが、遺物自体は投棄されたと捉えられる。なお、

2層 中には、黄褐色粘土ブロック・焼土プロック・炭化材が多量に混入する。焼失に伴う当時の部材

と捉えられる。これらの出土状態を詳述すると、黄褐色粘土ブロックについては、比較的大きな塊状

で観 られるが、塊の中や塊の下などに黒褐色シル トが含まれる傾向が看取される。また、炭化材は床

面から直接出土 したものは皆無で、床面よりやや上のレベルで黒褐色シル トに混ざる状況が多い。

<床面 。壁 >ほぼ平坦である。壁は、東壁では棚状に段を持つ構造 (第23図 B一 B'C― C'断面を

参照いただきたい)がみられる。南壁～西壁～北壁については、外傾気味に立ち上がる様相が観察さ

れたが、調査区境であり、上述のとお り現況表土と調査面との比高が大きい (約 3m)こ とから、調

査の安全性を優先 し法の幅を広 く残 したことに起因して、全貌を明らかにできなかった。壁高は東壁

で45cmで ある。

<炉 >炉は 2基検出した。古い段階を炉 2、 新しい段階を炉 1と 命名 した。炉 2と した古い段階の炉

は、北西壁際より検出した。第22図 b― b'断面 3層 とした地山起源の褐色シル トで貼床されている。
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1 竪穴住居跡

炉石は一部残存 し、炉石の設置痕の可能性が高い掘 り込みが認められる。また、前庭部との間には、

仕切 り石が設置されている。従って、石囲部十石囲部+前庭部 (土坑)の 3室から構成される複式炉

であったと捉えられる。炉 2の長軸方向はN-45° ―Wを とる。対 して、炉 1と した新 しい段階の炉

は、南壁際に位置 し、焼上の下位からは土坑状の掘 り込みが認められる。また、グメ押 しを行った結

果、炉石の設置痕 と推定される掘 り込みが幾つか認められることから、本来は炉石が配置された石囲

部であったと推定される。そして、炉 1に 隣接する焼± 1と したものとセット関係にあると捉えると、

複式炉であった可能性が高い。長軸方向はN-10° ―Eを とる。

炉 2か ら炉 1への作 り替えに際 しては、炉の長軸方向が大きく変化する (時計と逆周 りで計算する

と135° 前後方向を変えている)。

<柱穴・付属施設 >24個検出した。規模的な観点からは、PP6・ P P19・ P P10な どに主柱の可能

性があるが、炉 1の西側や炉 2の北東側付近に主柱 を構成するような柱穴が見られないことから、柱

配置は推定できない。東壁が棚的に段状を呈することから、広義のベ ッド状遺構 (施設)と 捉えられ

る。

<遺物>(第79,80・ 113・ 118。 119。 139,140図 、写真図版65。 66。 97・ 102・ 103・ 121,122)土
器22,360g、 石器82点、石製品16点 、琥珀細片が出上 した。 [土器]早期中葉・前期後葉～中期末葉

まで出上 し、中期後葉～末葉大木 9～ 10式 を主体 とする。それ以外 としては、早期中葉 1点、前期後

葉少量、中期初頭～中葉 (大木 7a～ 8b式、円筒上層 c～ d式)少量出土 している。その内、38～

58を掲載 した。 [石器]全体的には礫石器が多 く、剥片石器は少ない。スクレイパー17点 、石鏃 7点、

尖頭器 3点、石匙 4点、石錐 1点、石箆 3点、Uフ レ 1点、礫器13点、石錘 9点、特殊磨石 1点、磨

石 9点、石皿 1点、凹石 1点、台石 4点、敲石 2点、磨製石斧 6点が出土 した。剥片石器は606～ 615

を、礫石器は708～ 716を 掲載 した。 [石製品]石棒 8点、石剣 2点、石刀 3点、機種不明 3点 出土 し

た。その内、903～ 912を 掲載 した。 [琥珀]3.12g出土 した。

<時期 >出土土器から縄文時代中期末葉と推定される。

<年代測定 >床面直上から出土 した炭化材サンプル 2点 について、AMS年 代測定を委託 した。 C一
13は4103± 86y r B P、 C-14は 4145± 34y r B Pの 測定値を得られている。

<その他 >調査結果を鑑みると、その状況から本遺構は焼失家屋 と捉えられる。一戸町御所野縄文博

物館高田和徳氏に本遺構を実見いただいたところ、本遺構は土屋根であったものが焼失 した可能性が

高いことをご教示いただいた。屋根が土葺きであったと推定 して稿を進めると、埋上の項で上記 した

黄褐色粘土と黒褐色シル トの混ざり具合自体 も、屋根に葺いた当時の状態を反映している可能性 も考

えられる。つまり、地山の粘土だけを屋根に葺いたのではなく、黒土も併用若しくは粘土に混ぜて、

施されたと考えられようか。

R A011竪穴住居跡 (第 25・ 26図、写真図版15。 16)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6h～ 9kグ リッド付近に広がる。検出状況は、第25図の平面

図に図示 した試掘 トレンチ付近から南側が当初調査対象区外であったことと、調査部分の北側におい

ても水田造成に伴い削平が著 しい部分であったことから、5W7iグ リッド付近で焼土 (本遺構の炉 )

と柱穴プランを検出したが、竪穴住居跡の存在を認めることができなかった経緯がある。 6月 1日 に

生涯学習文化課、岩手河川国道工事事務所、埋文センターによる現地協議の結果、調査地南側に遺構

が広がる可能性が高いことから、新たに調査区として追加された部分である。追加部分の表土 (水田

の畦など)を除去 した結果、Ⅶ層中において黒褐色シル トによる遺構プランを認知 した。
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Ⅳ 検出された遺構

<重複関係・建替え>R D146・ 147・ 150。 152・ 153・ R X001を切る。壁溝が 3条認められることか

ら、最低でも2回の建替えが行われている。壁溝同士の新旧関係から、外側の壁溝ほど新 しいことを

把握できることから、拡張されている。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は、残存する南壁 と東壁の一部分の連続性から、多角形 と推定 さ

れる。規模は推定で 7m前後 と想定される。長軸方向は炉の長軸で推定すると北西―南東である。

<埋土>南壁際に壁の崩壊上が部分的にみられるが、それ以外は黒褐色シル トによるほぼ単層である。

自然堆積層である。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面とする。所々礫層が露出することから、Ⅶ層の中でもより下位に相当す

る土層と判断される。平坦基調ではあるが、南→北方向に緩 く傾斜をみる。貼床などは認められない。

壁は南壁のみが残存 し、直立を基調にやや内湾気味に立ち上がる部分がある。壁高は最大高で約20cm

である。

<炉 >燃焼部十前庭部 (土坑)か らなる複式炉である。炉の位置する部分は、水田造成時に削平を受

け、床面自体を失っていることから、本来燃焼部は石囲部であつた可能性 も有する。

<柱穴・付属施設 >24個検出した。柱配置は方形を見る。個々の柱穴間隔は3.5mを 測る。付属施設

は、土坑 1基 と壁溝 3条 を検出した。土坑は、開口部径約90cm、 底部径約 110cm、 深さ約35cmで、断

面形フラスコ状を呈する。黒褐色シル トを主体に壁際に地山崩壊土がみられる。土坑埋±11・ 12・ 13・

16層 の黒褐色シル トは、竪穴本体の 1層 と同様の上層 と判断され、自然堆積 と推定された。従つて、

竪穴本体 と土坑 1の廃絶や埋没 した時期は、同時性が高いと判断し、本住居に付属する土坑と捉えた

経緯がある。壁溝は、上述のとお り、内側から外側に向かって新 しい。また、一番外側の壁溝 と土坑

1は重複関係にあるが、埋土を見る限り新旧関係ではなく、同じ過程で埋まったと推定された。なお、

内側に位置する 2条の壁溝は、整地が施されている。

<遺物>(第 80。 113。 114図 、写真図版67・ 97)土器1,777g、 石器 6点が出土 している。 [土器]前

期後葉と中期後葉～末葉が出土 している。主体は中期後葉～末葉である。59～ 65の 7点 を掲載 した。

[石器]石鏃 1点、石匙 1点、スクレイパー 2点、台石 2点が出土 した。その内、616～ 619の 4点掲

載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代中期末葉と推定される。

R A012竪穴住居跡 (第 27図、写真図版17)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W3bグ リッド付近に位置する。本遺構プラン西～北側は調査区

外に延びる。検出状況は、調査開始当初に試掘 した調査区境の上層断面の観察から、竪穴住居跡の存

在を認知 した。検出面は、Ⅳ層とⅦ層 (本遺跡の地山)の漸移層的な土層で、断定できかねるがⅥ層

に相当すると捉えられる。しかしながら、このⅥ層 (漸移層)中では平面的な把握が難 しく、Ⅶ層相

当まで掘 り下げた段階で黒褐色シル トの半円状の広が りとしてプランを掴んだ。

<重複関係・建替え>R△ 013を 切る。東壁付近の床面から壁溝が 3条認められることから、最低で

も2回 の建替えが行われてお り、拡張されている。内側の古い段階から順に 1期→ 2期→ 3期 と呼称

して記述する。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は多角形を基調 とするが、調査できた部分の連続性から北西一南

東方向にやや長い形状を呈する。規模は、長辺が 5m前後、短辺が4.5m前後を測る。長軸方向は、

上述 した北西一南北方向と考えられる。ただし、 1期若 しくは 2期に伴 う複式炉はほぼ南一方向をみ

ることから、建替えに伴い竪穴の軸自体 も変更されている可能性が考えられる。
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1 竪穴住居跡

<埋土>1～ 3層 に大別 し、 1層系を 1層 と la層 に細分 した。全て自然堆積 と判断される。全体的

には 1～ 2層 としたⅣ層に由来する黒褐色シル トを主体 とし、壁際に壁の崩壊に伴 う3層黄褐色粘土

がみられる。

<床面・壁 >全体的には平坦を基調とするが、炉は付近の床面よりやや下がる。また、明確にはわか

らなかったが、炉の上部は貼床が施されていた可能性 もある。壁はⅦ層中で、全体的に緩 く外傾気味

に立ち上がる。不明瞭ではあるが、棚的な構造であった可能性 もある。壁高は、平均的には約35cmを

測る。

<炉 >西壁際に位置する。石囲部十石囲部からなる複式炉である。南側の石囲部を I室、北側の石囲

部をⅡ室 と呼称 して記述する。 I室は、炉石 1個がみられる。本来は方形気味に炉石が配置されてい

た可能性が窺えるものの、炉石の掘 り方などは検出できない。炉底は、床面から3～ 5 cmの深さにあ

り、また、炉底からは扁平礫が検出されたが、炉底に敷かれているようにも捉えられる。ただし、炉

使用当時から敷かれていたのか、廃絶時の整地などに関わるのかかわらない。Ⅱ室は、炉石を方形気

味に設置 し、その中央に焼土の発達が薄 くみられる。炉の掘 り方は浅 く、方形の皿状に掘 られ、炉 4

層などを使用 し据えられている。炉底は、床面から3～ 7 cmの 深さにある。なお、Ⅱ室の南側に浅い

小穴状の掘 りこみが見 られる。調査区境付近で全貌が明らかではないものの、複式炉にセ ットになる

施設 (Ⅲ 室で前庭部)の可能性 もある。この複式炉は、 I室 ・Ⅱ室ともに貼床 (炉 1層 )に覆われて

いたことから、古い段階である 1,2期何れかに帰属する炉 (炉跡)と 判断される。従って、一番新

しい 3期の炉は、調査区外の北側に所在する可能性が高い。

<柱穴・付属施設>柱穴は 7個検出した。壁溝は 3条、土坑 2基 を検出した。壁溝は、一番アウ トコー

スに位置する最も新 しい段階はほぼ全周する。その内側の 2条の壁溝は、東壁に近い床面付近でのみ

認められる。上坑 1,2は 、近接 して検出された。暗褐色シル トの只占床で覆われていることから、複

式炉と同様に 1期若 しくは 2期に伴うと捉えられる。土坑 1は 、円形を呈 し、開口部径約80cm、 床面

からの深さ約20cmで ある。対 して土坑 2は、やや不整気味の楕円形を呈 し、開田部径90× 75cm、 床面

からの深さ約 9 cmで ある。この 2つ の上坑の接する付近には、両者を仕切るような位置に礫が設置さ

れている。平面形、規模、深さ、仕切 り石の存在などから、古い段階 (1期若 しくは 2期 )の複式炉

跡若 しくはそれの掘 り方が整地されたものと考えられる。

<遺物>(第81,114。 ■9・ 140図 、写真図版67・ 98・ 103・ 122)土器8,728g、 石器22点、石製品 4

点が出土 した。 [土器]早期中葉 。前期後葉・中期中葉～末葉・後期初頭が出土 している。主体は中

期後葉～末葉大木 9～ 10式である。埋土上位の 1層 からは、大木 9式、大木10式、門前式期の順に多

い。また、早期 1点 と大木 8も 式 1点 も 1層 出土である。対 して、埋上下位から床面直上の 2層から

は、大木10式を主体に大木 9式が出土 している。また、床面から検出された土坑 2か らは大木10式が、

炉の構築土からは大木 9式が出土 している。66～ 88の 23点 を掲載 した。 [石器]ス クレイパー 7点、

コア 1点、砥石 1点、磨石 6点、敲石 2点、石皿 1点、台石 1点、礫器 3点が出土 した。その内、620。

621。 717・ 718の 4点 を掲載 した。 [石製品]913の 1点 を掲載 した。

<時期 >床面で検出した土坑 2か らの出土土器は大木10式である。また、炉の構築土からは大木 9式

が出上 している。総括的に判断すると縄文時代中期末葉と推定される。

<年代測定 >77の 土器内面付着煤を採取 し、サンプル名C-2と して、AMS年 代測定を実施 した。

その結果、4375± 35y r B Pの 測定値を得 られた。

<その他 >こ こでは、竪穴の規模やその変遷について、所見を付記する。土坑 1・ 2と したものが旧

炉と仮定 した場合、最も古い 1期の複式炉であった可能性がある。従って、 2期 に伴 うのが現存 し検
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Ⅳ 検出された遺構

出した複式炉で、最 も新 しい 3期の炉は調査地外の北側 5W3bグ リッドの空間に所在する可能性が

高い。上述の内容を踏まえ竪穴の規模について推定すると、以下のようなことが考察される。

1期は、土坑 1・ 2を セットの複式炉が伴 うと捉えると、その軸方向はほぼ東西方向となる。そ して、

これら土坑 1・ 2か ら南壁までは約1.6m、 東側の 1期壁溝まで約1,2mで ある。従つて、北壁までの距

離が南壁までの距離 とほぼ同じと仮定すると、 1期 の竪穴規模は直径4.Om前後 と推定される。仮に

土坑 1の西側にもう一室複式炉を構成する前庭的な施設が存在 した場合でも、4.5mは超えないと考

えられる。

2期は、現存 した複式炉が伴 うと仮定すると、長軸方向はほぼ南一北をみる。複式炉から2期の壁溝

まで lm弱であるが、南壁までは約2.5mを 測る。状況からは、南北にやや細長い形状である可能性

もあるが、多角形基調 と想定すれば 1期 と大差ない規模であつたと考えられる。

3期は、竪穴の形状からは長軸方向の捉え方が難 しい。推測の域はでないが、北西―南東 と東一西の

2方向が想定されるが、前者と考えたい。規模は一辺 5m前後の可能性が高い。

総括すると、 1期から2期への建替えに際しては、炉の位置・軸方向が大幅に変更されている。た

だし、竪穴の規模 自体は大差ない可能性がある。 2期から3期へは、炉の位置・軸方向の変化は不明

であるものの、竪穴の規模・形状が大幅に変更されている可能性が高い。

R A013竪穴住居跡 (第28図、写真図版18)

<位置 。検出状況>5W3cグ リッド付近に位置する。本遺構北側は調査区外に延びる。重複するR

A012の 東壁中で別遺構の存在を認知 し、 5W3d～ 4dグ リッド付近を掘 り下げて検出した。精査

結果から、地山土を使用 して埋め戻されてお り、本遺構からR A0121こ建て直 しされた際に、整地さ

れたものと捉えられる。検出面は、精査結果からはⅦ層中となるが、竪穴上部は既に破壊されている

ため、当時の構築面はさらに上位 としか推定できない

<重複関係・建替え>R A012に切られる。また、R D l19～ 122と も重複するが、平面的には新旧関

係を把握できなかった。調査区境の土層断面を観察 した結果、本遺構がそれら土坑群より古いと判断

した。竪穴本体の建替えの有無は明確には不明にあるものの、炉は作 り替えが行われている。炉の作

り替えに際 して、古い炉から新 しい炉へその長軸方向が大きく変更されている。従つて、南壁 と旧炉

の位置関係から考えて、竪穴自体 も建替えが行われていると捉えられる。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形・規模 ともに不明である。残存する南壁の連続性から、平面形は

多角形若 しくは円形で、規模は一辺 4～ 5mと 推定される。長軸方向についても厳密には不明にある

が、新段階の炉は南―北に近い方向を示す。

<埋土 >第 28図 A― ☆
/断

面付近では 1層褐色シル トによるほぼ単層である。人為堆積 と考えられ、

R A012を 構築する際に整地行為が行われた可能性が示唆される。なお、北側の調査区境付近では、

黒褐色シル トが主体的にみられるが (※ 第41図 51層 )、 これらは自然堆積層の可能性が高い。

<床面・壁 >ほ ぼ平坦である。旧炉の掘 り方部分は埋め戻され覆われているが、全体的には貼床や硬

化面は看取できない。壁は、南壁の一部を検出したにとどまる。竪穴上部は破壊されているが、わず

かに残存する南壁の深さは最大で12cmを 測る。

<炉 >新旧 2基の複式炉を検出した。新炉 と旧炉 と命名 して記述する。

新炉は、石囲部+石囲部+石囲部の 3室から構成され、南西側から I～ Ⅲ室と呼ぶこととする。 I

室は、炉石の残存はないが炉石の抜 き取 り痕から石囲部 と判断した。炉石抜き取 り痕からは、径50cm

程の範囲で円形気味に囲われていたと推定される。掘 り方は、炉石設置部分のみ確認できる。 Ⅱ室は
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1 竪穴住居跡

80× 70cmの方形に炉石が囲われてお り、囲内の北隅に小土坑らしきプランがある。推定の域を出ない

内容であるが、この小土坑には土器が埋設されていた可能性 もある。炉の掘 り方は、床面から約10cm

の深さで100× 85cm程 の楕円形気味に掘 られ、炉底は炉 2層で暗褐色砂質シル トにより整地された後、

炉石個々の設置痕が掘 られている。Ⅲ室は「ハの字J状に炉石が配置されてお り、前庭部と考えられ

る。全体的な掘 り方は持たず、炉石の設置部分のみ深 く掘 り込まれている。この新炉は、 I～ Ⅲ室ま

で焼土は認められない。また、新炉の構築方法は、 I・ Ⅲ室は炉石の設置分部に炉石の形状・規模に

即 して掘 られているのに対 して、Ⅱ室は楕円形の上坑状に掘 られ、炉 2層 で整地された後に個々の炉

石穴が設けられている。この構築方法は、 R A012と 同様の状況が窺える。このことは、主たる燃焼

部と想定されるⅡ室のみ、しっか りした掘 り方を持ち、炉底 も整地が施される傾向を指摘できようか。

ただ、今回の調査で検出された複式炉全体をIll観 すると、その内容は様々であ り、遺跡全体的な特徴

とはできない。

旧炉は、全て炉石が抜 き取られているが、炉石の抜 き取 り痕が I・ Ⅱ室は比較的明瞭に把握できる。

ただし、前庭部 らしき痕跡は認められない。焼土は、 I・ Ⅱ室共に確認できない。

<柱穴・付属施設>6個検出した。柱穴の埋土は褐色シル トを主体 とする。

<遺物>(第 82図、写真図版68)土器1,100g、 石器 3点が出土 している。 [土器]中期後棄～末葉大

木 9式 。大木10式が出土 している。89～ 92の 4点 を掲載 した。 [石器]礫器 1点 と磨石 2点が出土 し

ている。全て不掲載とした。

<時期 >出土土器は大木 9式 と大木10式が出土 している。遺構の重複関係からは、 R☆ 012(中 期末

葉)よ り確実に古い。総括的な判断として縄文時代中期後葉～末葉と時期幅を広 く捉えておきたい。

<年代測定 >90の 上器内面付着煤を採取 し、サンプル名C-3と して、AMS年 代測定を実施 した。

その結果、4102± 38y r B Pの 測定値を得 られた。

R A014竪穴住居跡 (第29図 、写真図版19)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5V5yグ リッド付近に位置する。調査区境に入れたサブ トレンチ

の断面で、複数棟の竪穴住居跡の存在が認められた。平面的には、Ⅵ層相当面で黒褐色シル トの不明

瞭な広が りとして、 R A015と 共に認知 した。

<重複関係・建替え>R A015を切る。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は多角形若 しくは円形 と考えられるが、竪穴プランの半分程は調

査地外北側に延びるため、厳密には不明にある。規模 も不明にあるが、残存する南～東壁 と、推定で

図示 した西壁の連続性から判断 して、 3m強 と推定される。長軸方向は判断できない。

<埋土 >1・ 2層 の黒褐色シル トを主体 とし、南壁際に3層 とした壁の崩壊土 (褐色粘土※地山土 )

がみられる。全て自然堆積層と捉えられる。なお、 1・ 2層 中には、テフラ起源の可能性がある径 2

～ 5111mの オレンジ色を呈する鉱物が含まれる。この鉱物は、調査区南西部で顕者に確認された堀切テ

フラと推定されるものに類似する (※ ただし、堀切テフラは早期末～前期初頭の降下テフラであるこ

とから、遺構の帰属時期より古 く、そして年代差が大きい。従って再堆積物 と考えたい)。

<床面・壁 >Ⅶ層中を床面とする。平坦である。貼床や硬化面は認められない。重複するR A015の

床面とは、ほぼ同じ標高値にある。南壁～東壁はⅦ層中である。西壁は、R A015の 埋土を壁とする

が、黒土で埋土と区分ができず明確には掴めなかった。南壁や東壁は外反 して立ち上が り、壁高は18

～20cmを測る。

<炉 >検出されていない。調査地外の北側に所在する可能性が高い。
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Ⅳ 検出された遺構

<柱穴・付属施設 >10個検出した。

<遺物>(第 82・ 119。 140図 、写真図版68・ 103・ 122)土器473g、 石器 1点、石製品 1点が出土 し

た。 [土器]前期後葉 ?・ 中期後葉 。中期末葉が出土 している。主体は中期末葉である。98～ 95の 3

点を掲載 した。 [石器]719の礫器が出上 し掲載 した。 [石製品]914の石刀が出土 し掲載 した。

<時期>出土土器から縄文時代中期末葉と推定される。

R A015竪穴住居跡 (第29図、写真図版19)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5V6xグ リッド付近に位置する。調査区境に入れたサブ トレンチ

の断面で、複数棟の竪穴住居跡の存在が認められた。平面的には、Ⅵ層で黒褐色シル トの不明瞭な広

が りとして、R A014や R A016と 共に認知 した。

<重複関係 。建替え>R A014に切られ、R A016を切る。また、南側に所在する風倒木痕より本遺構

が新 しいと捉えた。

<平面形・規模・長軸方向>竪穴プランの大部分が調査地外北側に延びるため、平面形・規模 ともに

不明にある。調査 した部分からは、楕円形若 しくは長楕円形の可能性が窺え、規模は長軸 4m以上で

ある。長軸方向についても厳密には不明であるが、調査部分からは北東―南西方向の可能性がある。

<埋土>第29図 C― C'断面 1層 の黒掲色シル トによるほぼ単層である。自然堆積層 と捉えられる。

<床面・壁 >Ⅶ層中を床面 とする。平坦である。貼床や硬化面は認められない。重複するR A014の

床面とはほぼ同じ標高値にあるが、R A016と は約25cm本遺構が低い。南壁はⅦ層地山を壁 とする。

西壁はR A016の埋上を壁 とするが、実際の精査では明確に把握できなかった。明瞭にわかった南壁

は、外傾 して立ち上が り、壁高は20～ 35cmを測る。

<炉 >検出されていない。調査地外北側部分に所在する可能性が高い。

<柱穴・付属施設>柱穴は 1個検出した。壁溝が巡るが、壁溝内には小穴が各所にみられる。

<遺物>(第82・ 114・ 119,140図 、写真図版68,98。 103)土器1,039g、 石器11点 、石製品 4点出

土 した。 [土器]前期後葉 ?。 中期前葉・中期末葉 ?・ 後期 ?が出土 している。何れも摩減 した小破

片で詳細な時期の特定ができない。96～ 100の 4点 を掲載 した。 [石器]尖頭器 1点、スクレイパー 1

点、石錘 2点、磨石 3点、礫器 4点が出上 した。622と 720の 2点 を掲載 した。 [石製品]石刀 2点、

円盤状石製品 1点、軽石製石製品 1点が出上 した。その内、915の軽石製石製品を掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代前～中期 と推定されるが、特定はできない。R A014と の重複関係か

ら縄文時代中期末葉より古いことはわかる。中期前葉の可能性 もあるが、状況からは中期末葉 と推定

しておきたい。

R A016竪穴住居跡 (第29図 、写真図版19)

<位置・検出状況>調査区西部の 5V7wグ リッド付近に位置する。調査区境に入れたサブ トレンチ

の断面で、複数棟の竪穴住居跡の存在が認められた。平面的には、Ⅵ層で黒褐色シル トの不明瞭な広

が りとして、R A014や R A015と 共に認知 した。

<重複関係・建替え>R A015に切られる。また、風倒木痕に東側を破壊されている。

<平面形・規模 。長軸方向>竪穴プランの大部分が調査地外北側に延びることと、本遺構東側は風倒

木痕に破壊されていることから、平面形・規模 ともに不明にある。調査 した部分からは、楕円形若 し

くは長楕円形の可能性が窺える。長軸方向についても厳密は不明であるが、調査部分からは北東一南

西方向の可能性があり、規模は 5m以上である。
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1 竪穴住居跡

<埋土 >第29図 C― C'断面 3～ 5層が本遺構の埋上である。黒褐色シル トを主体 とする。堆積様相

は自然なのか人為によるのか判断できなかった。なお、 2層 は風倒木痕に伴う土層である。

<床面・壁 >基本層序Ⅶ層地山を床面とするが、所々角礫が露出することから、Ⅶ層の中でもより下

位に相当する土層 (本報告書中でⅦ層-3と 命名 した土層)と 判断される。平坦基調ではあるが、所々

角礫が露出する地山面なことから、各所に凹凸が認められる。南壁はⅦ層を壁 とする。直立気味に立

ち上が り、壁高は15cm前後を測る。

<炉 >検出されていない。

<柱穴・付属施設>柱穴は 1個検出した。壁溝が巡る。風倒木痕 と接する付近は溝が二重に巡るよう

にも受け取れる。

<遺物>(第 119図、写真図版103)土器209g、 石器 1点が出上 している。 [土器]出土 した土器は、

摩減 した小破片で縄文時代前期～中期の時期幅で捉えられるが、詳細な時期の特定はできない。 [石

器]721の礫器を掲載 した。

<時期 >出土土器からは縄文時代前～中期 と推定される。詳細な時期は特定できないが、本遺構 と重

複関係にあるR A015と 風倒木痕の新旧関係から推定すると、古い順に本遺構 (R A016)→風倒木痕

→ R A015と なる。また本遺構の南東側に位置する大木10式期のR A017は 、この風倒木痕に伴 う黒土

を南壁としている。従つて、風倒木痕より古い本遺構 (R A016)イよ、 R A015や R A017と ある程度

の時期差を有する可能性が高い。遺構の平面形態からは、中期後半の複式炉隆盛時期よりは古いと判

断される。

R A017竪 穴住居跡 (第30・ 31図 、写真図版20～ 22)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W7aグ リッド付近に位置する。検出面はⅦ層で、黒褐色シル ト

による方形プランとして把握 した。

<重複関係・建替え>R D 135。 136を切る。また、南壁などは、風倒木痕に伴 う堆積層を壁 とするこ

とから、本遺構が風倒木痕 より新 しい。また、精査では認知できなかったが、北側床面は貼床が施 さ

れ嵩上げされていた可能性 もある。また、炉は 2回作 り替えられているが、古い段階から新 しい段階

へ炉Ⅲ期→炉Ⅱ期→炉 I期 と呼称 して記述すると、一番古い段階である炉Ⅲ期から炉 Ⅱ期への作 り替

えに際しては、長軸方向が大幅に変更されている。このことは、竪穴本体が南側に拡張されているこ

とに関連して、炉の長軸方向が変更されたものと推察される。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は多角形を呈する。規模は3,9× 3.8mで ある。長軸方向は、一番

新 しい炉 I期の段階は北東―南西方向である (N-55° 一E)。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とし、ほぼ単層である。自然堆積 と判断される。

<床面・壁 >Ⅶ層地山を床面とし、炉 Iを 中心に南側床面が北側床面より5～ 10cm高 くなる部分 も看

取できる。床面の状況をやや詳述すると、南側床面部分の地山は自然礫が露出することから、Ⅶ層の

中でも下位に相当する (本報告でⅦ層 -3と 命名 した土層 )。 対 して、炉 Iよ り北側は、シル トと粘

上の漸移層的な土質で、明確には捉え切れなかったが、貼床 (整地上)であった可能性が高い。つま

り、炉 Iの北側床面直上付近は、建替えの項でも記述 したとお り、貼床をし床面が嵩上げされ、南側

床面とは比高や段差がなかった可能性 もある。壁はⅦ層中で、タト傾 して立ち上がる。壁高は約15cmで

ある。

<炉 >炉は2回作 り替えられてお り、 3時期の複式炉を検出した。建替えの項で記述 したとお り、古

い炉から炉Ⅲ期→炉 Ⅱ期→炉 I期 と呼称 し、第31図 に炉の変遷を示 した。一番新 しい段階である炉 I
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Ⅳ 検出された遺構

期は、石囲部+石囲部十整地土範囲 (※ 前庭部 と考えられる)か ら構成 され、西壁際に位置する。構

築状況としては、前庭部と考えられる整地土範囲の南東側に掲載番号724の 扁平な台石が置かれてい

た。複式炉前庭部脇に台石が置かれていた事夕Jと しては、岩手県山田町新道貝塚 (川 向 :2008)が あ

る。本竪穴住居についても、使用当時から意図的に置かれていたと推定される。次の炉 Ⅱ期は、石囲

坦設土器部十整地上範囲により構成される。石囲埋設土器部は、炉石は極一部のみ残存 し、埋設土器

1(掲載番号101)と した大木10式が埋設されていた。埋設土器 1は 、口縁部と底部は欠損する状態

のものが埋設されていた。炉Ⅲ期は、石囲埋設土器部十前庭部から構成される。石囲埋設土器部は、

炉石は一部のみ残存 し、埋設土器 2(掲載番号102)と した大木10式が埋設されていた。埋設土器 2

は、胴部中位より下部が欠落する状態で埋設されていた。なお、前庭部は、浅い土坑状を呈するが、

整地が施されてお り、使用当時の状態が判 らない。

補足 として、炉 Ⅱ期に伴 う埋設土器 1は、炉 I期の床面から 7 cm程下位にあり、炉 3c層 により整

地されていた (※ 床面では露出していない)。 対 して、炉Ⅲ期に伴 う埋設土器 2は、炉 I期の床面か

ら露出している状態で検出した。従つて、埋設土器 2が一番新 しい段階か若 しくは 2番 目に新 しい段

階の炉に伴 うと考えられた。 しかしながら、複数個所で炉の断ち割 りを行い (第31図 a一 a' ・b―

b' 。c― c' ・ d一 d')、 土層観察を行った結果から、上記 したような変遷が明らかとなった。

<柱穴・付属施設>3個検出した。柱配置は方形を見る。個々の柱穴間隔は3.5mを測る。付属施設

は土坑 1基 を検出した。

<遺物>(第 82・ 119・ 120・ 140図 、写真図版68。 103。 104・ 122)土器3,546g、 石器12点 、石製品

1点が出土 した。[土器]中期後葉～末葉と後期が出土 している。101～ 105の 5点 を掲載 した。[石器 ]

尖頭器 1点、スクレイパー 1点、磨製石斧 (未成品)1点、石錘 4点、磨石 1点、台石 2点、礫器 2

点が出土 した。その内、722～724の 3点 を掲載 した。 [石製品]916の 石刀を掲載 した。

<時期 >炉の項で上記 したとお り、炉内に埋設されていた土器は 2基 ともに大木10式である。従って、

炉Ⅲ期 (一番古い段階)と 炉 Ⅱ期 (次に古い段階)の構築時期は中期末葉大木10式期である。最も新

しい炉 I期は、埋設土器を持たないが、状況からは同様に大木10式期 と捉えられる。従つて、構築時

期・廃絶時期共に縄文時代中期末葉と判断される。

<年代測定 >炉内埋設土器 2の 102の 内面付着媒を採取 し、サンプル名 C-4と して、大MS年代測

定を実施 した。その結果、3973± 36y r B Pの 測定値を得 られた。補足 として、炉内埋設土器 1よ り

採取 した内面煤は、炭素量不足で測定不可能の結果であつた。

<その他>本遺構の炉 I・ Ⅱの直下でR D 135を 、炉Ⅲの直下でR D136を検出している。炉の直下で

土坑が検出されている類例の中で、岩手県宮古市牛沢遺跡では、竪穴住居を構築する際にあえて廃坑

のあった地点を選地 しているような意図が窺える旨の内容が考察されている (2008:長谷川)。

2 掘 立 柱 建 物 跡

R B001掘立柱建物跡 (第32,36図 、写真図版23・ 24)

<位置・検出状況 >調査区東部の2Y14iグリッド付近に位置する。Ⅳ層及びⅥ～Ⅶ層中で本遺構を

構成する柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・建替え>R B 002・ 003・ R E 002・ 003を 切る。

<柱穴 >43個 の柱穴を使用 した。 (82・ 83・ 84。 85,96。 97。 103・ 110。 111・ 113・ 115・ 117・ 123・

128・  136。 138, 168・ 169。 171 ' 174・  185。 192・ 194, 198・ 255,262 ・275・ 276・ 278,279。 280。
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2 掘立柱建物跡

281・ 283・ 287・ 288・ 291・ 293・ 297・ 301・ 310,326・ 416・ 418号柱穴状土坑 )

<埋土>柱穴の埋土は、黒褐色シル トを主体 とする単層のものが多い。96。 115・ 128。 168号柱穴状

土坑では柱痕跡を確認 した。また、113・ 169,171・ 192号柱穴状土坑の埋土は人為堆積によるもの と

考えられる。

<建物方位 >桁行の軸方位はN-59° ―Eである。

<平面形式 >掘立柱建物である。規模は、桁行2116cn4(69.8尺 )、 梁間960cm(31,7尺 )である。 4面

に庇もしくは下屋を持つ構造と考えられる。

<柱間寸法>桁行の柱間寸法は236cm(7.8尺 )～ 252cln(8.5尺)であり、基準寸法は 8尺 と推定され

る。138号・280号 間は198cm(6.5尺 )、 301号 ・276号間は124cm(4.1尺 )である。梁間の柱間寸法 は

205cm(6.8尺 )～ 224cal(7.4尺 )で、基準寸法は 7尺 と推定される。194号 。288号間は189cm(6.2尺 )、

166号 。138号間は166cm(5。 5尺 )である。

<出土遺物>(第 88・ 110・ 111・ 112・ 114・ 130図、写真図版74・ 94・ 95。 98。 113)115号柱穴状土

坑から不明鉄製品 1点 (1027)、 198号柱穴状土坑から17世紀前半代の瀬戸・美濃産の皿 1点 (1012)、

281号柱穴状土坑から17世紀前半代の瀬戸・美濃産の皿 1点 (1013)。 永築通賓 1点 (1028)が出土

した。このほかに、37個の柱穴状土坑から縄文時代前期中葉 。中期後葉～後期後葉の上器7950,97g

が出土 し、そのうち 1点 を掲載 した (210)。 石器は27点 (石鏃 2点、石錐 1点、石匙 1点、スクレイ

パー 2点、ピエス・ェスキーュ 1点、磨石 4点、敲石 1点、石錘 1点、磨製石斧 3点、礫器 9点、軽

石製 2点)が出土 し、そのうち4点 を掲載 した (632。 793・ 794・ 797)。 円盤状土製品 6点、石製品

4′点 (石棒 3点、石刀 1点 )も 出土 したが、すべて不掲載 とした。

<時期 >198号柱穴状土坑から出土 した瀬戸・美濃産の皿の年代などから、17世紀前半 と考えられる。

R B002掘 立柱建物跡 (第 33・ 36・ 37図、写真図版23)

<位置 。検出状況 >調査区東部の 2Y13iグ リッド付近に位置する。Ⅳ層及びⅥ～Ⅶ層中で本遣構 を

構成する柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・建替え>R B 0011こ切られる。また、 R E 002・ 003を 切る。

<柱穴 >34個の柱穴を使用 した。(95,101・ 104。 107・ 109・ 116・ 122。 125。 129。 135。 137・ 165・

168・  175, 177・ 179。  184。 187。 193・ 197・ 252・ 258・ 268。 273・ 275・ 282・ 295,327・ 330,332 ・

414・ 415'422・ 429号柱穴状土坑)

<埋土>柱穴の埋土は、黒褐色シル トを主体 とする単層のものが多い。168。 193号柱穴状土坑では柱

痕跡を確認 した。125。 129・ 197号柱穴状土坑の埋土は人為堆積によるものと考えられる。

<建物方位 >桁行の軸方位はN-56° 一Eである。

<平面形式>掘立柱建物である。規模は、桁行2銘8cm(67.6尺 )、 梁間987cm(32.6尺 )である。北西

狽1・ 南東側 。北東側の 3面 に、庇 もしくは下屋を持つ構造 と考えられる。

<柱間寸法>桁行の柱間寸法は217硼 (7.2尺)～ 248cm(8.7尺 )であ り、基準寸法は7.5尺 と8尺 と

推定される。193号 。414号 間は154cm(5,1尺 )、 252号 ・330号 間は185cm(6。 1尺)である。

<出土遺物>(第 84・ 130・ 142図 、写真図版79・ 113・ 123)22イ回の柱穴状土坑から縄文土器3143.24

gが出上 し、そのうち 1点 を掲載 した (213)。 213は 、縄文時代後期後葉のものと考えられる注目土

器の胴部破片である。このほか、不掲載としたが、円盤状土製品が 3点出上 している。石器は 8点 (磨

石 4点、礫器 3点、軽石製 1点 )が出土 し、そのうち 2点 を掲載 した (795'796)。 石製品 (石刀 )

も1点出上 している (934)。
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Ⅳ 検出された遺構

<時期>縄文土器・縄文時代の土製品 。石器・石製品以外の出土遺物はなかったが、 R B 001を 構成

する柱穴状土坑の形状や埋土の様相が類似 していることから、17世紀前半と考えられる。

R B003掘 立柱建物跡 (第 34・ 37図、写真図版23)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y12jグ リッド付近に位置する。Ⅳ層及びⅥ～Ⅶ層中で本遺構を

構成する柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・建替え>R B 001に切 られる。また、R E002・ 003を切る。

<柱穴>29個の柱穴を使用 した。(98,98・ 105。 112・ 114・ ■8・ 121・ 124・ 131・ 132・ 147・ 149・

155。  161 ・ 166・ 180。 189・ 255。 258・ 261 ・269。 272・ 277・ 289。 328・ 333 ・413 ・423 ・429手計本主ケく

状土坑)

<埋土>柱穴の埋土は、黒褐色シル トを主体 とする単層のものが多い。93・ 121・ 124・ 149号柱穴状

土坑では柱痕跡を確認 した。

<建物方位 >桁行の軸方位はN-56° ―Eである。

<平面形式>掘立柱建物である。規模は、桁行1948cm(64.3尺 )、 梁間950cm(31.4尺 )であり、北西

側と南東側の 2面 に庇 もしくは下屋を持つ構造と考えられる。429号柱穴状土坑より北西側 と155号柱

穴状土坑より南東側では、これに続 く柱穴を検出することができなかったが、さらに柱穴が続いてい

たと考えられる。その場合、桁行は2264cm(74.7尺 )と なり、 4面 に庇 もしくは下屋を持つ構造であつ

たと考えられる。

<柱間寸法>桁行の柱間寸法は232cm(7。 7尺 )～247cm(8.2尺 )で、基準寸法は 8尺 と考えられる。

429号 ・269号 間は154cm(5。 1尺)である。梁間の柱間寸法は289号 。423号間は315cm(10.4尺 )、 423

号・269号 間は335cm(11.1尺 )である。また、413号 。289号 間は150cm(5.0尺 )である。

<出土遺物>(第 142図、写真図版123)23個 の柱穴状土坑から縄文土器が3195.74g、 円盤状土製品

1点が出土 した。石器は 5点 (ス クレイパー 1点、Uフ レ 1点、礫器 3点 )、 石製品は石棒 1点が出

土 している (935)。

<時期>縄文土器・縄文時代の土製品・石器・石製品以外の出土遺物はなかったが、R B 001を構成

する柱穴状土坑の形状や埋土の様相が類似 していることから、17世紀前半と考えられる。

R B004掘 立桂建物跡 (第 35図、写真図版25)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y17eグ リッド付近に位置する。Ⅳ層及びⅥ～Ⅶ層中で本遺構を

構成する柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<柱穴 >12個の柱穴を使用 した (120・ 432・ 440・ 442・ 443・ 444・ 445。 446・ 448・ 449,451・ 457号

柱穴状土坑)。

<埋土>440・ 445号柱穴状土坑では柱痕跡を確認 した。

<建物方位 >桁行の軸方位はN-92° 一Wである。

<平面形式>掘立柱建物である。規模は、桁行480cm(15。 8尺 )、 梁間300cm(9。 9尺)である。

<柱間寸法>桁行の柱間寸法は113cm(3,7尺 )～ 124c皿 (4。 1尺)で、基準寸法は4尺 と考えられる。

梁間の柱間寸法は、449号 ・444号 間は150cm(5,0尺 )、 444号 。442号間は147cm(4.9尺)であ り、基

準寸法は 5尺 と考えられる。

<出土遺物 >すべて不掲載 としたが、 8個の柱穴状土坑から縄文時代中期末葉～後期前葉の土器が
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2 掘立柱建物跡

403.06g、 スクレイパー 2点が出土 している。

<時期 >縄文時代の石器以外出土遺物はなかったが、近接するR D162や R B 001～ 003の 帰属時期か

ら、本遺構は中～近世と考えられる。

3土  坑

R D103土坑 (第 38図、写真図版26)

<位置 。検出状況 >調査区南西部の 5X13hグリッド付近に位置する。Ⅳ層上面で、黒色～黒褐色の

円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R A003を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は180× 144cmを 測る。主軸方向は

N-53° ―Eである。

<埋土>1～ 3層 に分層 した。全体的には黒色～黒褐色シル トを主体とする。 2層 には極少量のオレ

ンジパ ミスを含む。自然堆積 と考えられる。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは約70cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>縄文土器が 1～ 3層 より201,25g、 石器が埋土下位 より5点 (磨製石斧 ?1点・礫器 4点 )、

フレークが埋上下位より9.93g出上 したが、すべて不掲載 とした。

<時期 >R A003よ り新 しいが、詳細な時期は不明である。検出面や埋上の様相などから縄文時代前

期～後期 と考えられる。

R D104土坑 (第 38図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X10nグリッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色の円形の広

が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口部径は96× 90cmを 測る。主軸方向はN-13°

一Eである。

<埋土 >黒褐色シル トを主体 とし、少量の褐色シル ト、極少量のオレンジパ ミスを含む。自然堆積か

人為堆積かの言及は難 しいものの、人為堆積 と捉えておきたい。

<底面 。壁 >底面は平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。深さは約18cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期>詳細な時期は不明である。埋土の様相から縄文時代 と考えられる。

R D105土坑 (第38図、写真図版26)

<位置・検出状況 >調査区南西部の 5 Xllnグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色～暗褐色の

楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は70× 40cmを測る。主軸方向は

N-9° 一Wである。
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Ⅳ 検出された遺構

<埋土>1～ 3層 に分層 した。 1・ 2層 は黒褐色シル トを主体 とし、褐色シル トを少量含む。 3層 は

暗褐色シル トを主体 とする。堆積様相から人為堆積 と考えられる。

<底面 。壁 >底面は緩いU字状を呈する。北～東壁はタト傾、南～西壁はほぼ直立 して立ち上がる。深

さは約34cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋上の様相から縄文時代 と考えられる。

R D106土坑 (第38図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X9oグ リッド付近に位置する。Ⅵ～Ⅶ層中で、黒褐色の楕円

形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R AO能 を切る。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は68× 62cmを 測る。主軸方向はN一

47° 一Wである。

<埋土>1～ 3層 に分層 した。 1・ 2層 は黒褐色シル トを主体とし、黄褐色粘土ブロックを少量含む。

堆積様相から人為堆積 と考えられる。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は外反 して立ち上がる。深さは約38cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は特定できないが、埋上の様相からR A004と 同様縄文時代前期後葉の可能性が

考えられる。

R D107土坑 (第 39図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X8oグ リッド付近に位置する。 R D108に 隣接する。Ⅵ～Ⅶ

層中で、黒褐色の楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈 し、開口部径は92X86cmを 測る。中央部に径52× 42

cmの ピット状の掘 り込みがある。主軸方向はN-18° ―Wである。

<埋土>1～ 6層 に分層 した。全外的には黒褐色シル トを主体 とし、褐色シル トブロックを少量含む。

また、埋土上位にみられる黒褐色シル ト1層 には、極少量のオレンジパ ミス (堀切テフラ?)を含む。

オレンジパ ミスが、堀切テフラと仮定 した場合、その混入具合からプライマリではなく、降下より後

世に黒褐色シル トに混入 した可能性で捉えられる。堆積様相から自然堆積ではないかと考えられる。

<底面・壁 >底面は北東側にやや傾斜する。壁はタト傾 して立ち上が り、深さは約54cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >埋土に含まれるオレンジパ ミスは二次堆積 と考えられことから、同テフラ降下時期よりは新

しい可能性が高い。ただし、出土遺物や重複遺構がないため、詳細な時期は特定できない。縄文時代

前期初頭以降と考えられる。
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R D108土坑 (第 39図、写真図版27)

<位置・検出状況 >調査区南西部の 5X8nグ リッドに位置する。R D107に 隣接する。Ⅵ～Ⅶ層中

で、黒褐色シル トの楕円形の広が りとして検出 した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈 し、開口都径は116× 62cmを 測る。南西隅に径52×

48cmの ピット状の掘 り込みがある。主軸方向はN-76° ―Eである。

<埋土>1～ 5層 に分層 した。全体的には黒褐色シル トを主体とする。堆積様相から自然堆積と考え

られる。

<底面・壁 >底面は東側が浅 く、西側が突出して深い。壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さ

は最大で約42cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋上の様相から縄文時代 と考えられる。

<性格>断面形の様相を見る限 り、本来は西側の深い部分がアタリで東側を中心 とする浅い部分が住

の掘 り方である柱穴状土坑である可能性 もある。

R D109土坑 (第 39図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X8nグ リッド付近に位置する。Ⅵ～Ⅶ層中で、黒褐色～暗褐

色の円形の広が りとして検出した。

<重複関係 。建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口部径は96× 82cmを測る。主軸方向はN-63°

―Wである。

<埋土>1・ 2層 に分層 した。埋土上位にみられる 1層 は黒褐色シル トを主体 とし、オレンジパミス

を少量含む。このオレンジパ ミスは、二次的に混入 したと捉えられ、降下期より新 しい可能性が高い。

2層は暗褐色シル トを主体とする。堆積様相から自然堆積ではないかと考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は内湾気味に立ち上がる。検出面からの深さは約42cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋上の様相から縄文時代前期初頭より新 しいと考えられる。

R Dl10土坑 (第39図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X4hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの円

形の広が りとして検出した。土坑上部は既に削平されていると考えられる。

<重複関係 。建替え>R A0071こ 切 られる。

<平面形 。規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口部径は166× 166cmを 測る。主軸方向はN一

15° ―Eである。

<埋土>全体的に黒褐色シル トを主体 とする。混入物の差異で 1～ 6層 に細分 した。堆積様相から自

然堆積 と考えられる。

<底面 。壁 >床面はほぼ平坦で、壁はやや外反 しながら立ち上がる。検出面から深さ約56cmで ある。

<付属施設 >底面の中央部に副穴 1基を伴 う。
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Ⅳ 検出された遺構

<遺物>縄文土器が埋土より262.19g、 フレークが埋土より8.97g出土 したが、不掲載とした。土器

は小片のみで詳細な時期を特定できないが、前期 と考えられる。

<時期 >R A007に 切 られることから、縄文時代前期後葉より古いが、詳細な時期は特定で きない。

埋上の主体が基本層序Ⅳ層に由来する黒褐色シル トであることから、縄文時代前期初頭～後葉の時期

幅で捉えられ、状況から前葉と推定 しておきたい。

R Dlll土坑 (第39図、写真図版28)

<位置 。検出状況 >調査区南西部の 5X2fグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色の円形の広

が りとして検出した。土坑上部は既に削平されていると考えられる。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口部径は132× 124cmを 測ると主軸方向はN―

3° ―Eである。

<埋土>1～ 3層 に分層 した。埋土の主体を占める 1層黒褐色シル トには、To― Cuと 推定される

褐色砂状テフラがプロック状に少量含まれる。自然堆積と考えられる。

<底面・壁 >底面は中央に向かってやや傾斜する。壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面か らの深さ

は約44cmで ある。

<付属施設>底面の中央部に副穴 1基を伴 う。

<遣物>縄文土器が 1層 より124.16g出 上 したが、小片のため不掲載とした。前期 と考えられる。

<時期>1層 中にTo一 Cuと推定される砂状テフラが含まれることから、To一 Cuの降下期より

は古い構築・廃絶時期 と考えられる。また、形状や規模が近接するR Dl10と 類似 していることから、

縄文時代前期後葉より古い可能性が高い。従って、縄文時代前期前葉若 しくはそれ以前と推定される。

R Dl12土坑 (第40図、写真図版28)

<位置・検出状況>調査区西部 4W24gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、暗褐色シル トの不整形

の広が りで検出した。

<重複関係・建替え>R Dl13を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は96× 70cmを 測る。主軸方向はN―

33° ―Eである。

<埋土>暗褐色シル トを主外の単層で混入物はない。自然堆積か人為堆積か判断できなかった。

<底面 。壁 >底面は凹凸があり、壁は外反 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約18cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>縄文土器が70.03g出 土 したが、小片のため不掲載 とした。時期は縄文時代中～後期 と推定

される。

<時期 >出土遺物から縄文時代中～後期 と考えられるが、詳細な時期は不明である。

R Dl13土坑 (第40図、写真図版28)

<位置 。検出状況 >調査区西部 4W24hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、暗褐色の不整形の広が

りとして検出した。

<重複関係・建替え>R Dl12・ 114に切 られる。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は156× 92cmを 測る。主軸方向はN
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-42° ―Eである。

<埋土>暗褐色シル トを主体 とし、明黄褐色粘土ブロックを少量含む。粘土ブロックの混入具合から

人為堆積の可能性が考えられる。

<底面 。壁>底面は平坦で、壁は外反 して立ち上がる。検出面からの深さは約14cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期>詳細な時期は不明であるが、埋土の様相から縄文時代中～後期 と考えられる。

R Dl14土坑 (第40図、写真図版28)

<位置・検出状況 >調査区西部の4W25hグ リッド付近に位置する。 R D l12・ ■3の土層断面の観察

中に、重複関係 とともに本遺構を確認 した。

<重複関係・建替え>R Dl13を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は36× 28cmを 測る。主軸方向はN―

7° ―Eである。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とし、明責褐色粘土ブロックを少量含む。粘土ブロックの混入具合から

人為堆積の可能性が考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外反 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約18cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物>埋土より石器 1点 (磨石 1点 )が出土 したが、不掲載とした。

<時期>詳細な時期は不明であるが、埋土の様相や出土遺物から縄文時代 と考えられる。

R Dl15土坑 (第40図、写真図版28)

<位置・検出状況 >調査区西部の 4W25gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、暗褐色の長楕円形の

広が りとして検出した。N-73° 一Eである。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は長楕円形を呈する。開口部径は224× 86cmを 測る。主軸方向は

N-73° 一Eである。

<埋土>暗褐色シル トを主体とする。 1・ 2層 に細分 した。自然堆積か人為堆積か判断できなかった。

<底面・壁>底面は凹凸があり、壁はタト傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約12cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物>縄文土器が埋土より10.61g出 土 したが、小片のため不掲載 とした。

<時期 >出土遺物から縄文時代 と考えられるが、詳細な時期は不明である。

R Dl16土坑 (第40図、写真図版28・ 29)

<位置・検出状況>調査区西部の 4W24fグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの円形

気味の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は円形を呈 し、開田部径は152X148cmを 測る。主軸方向はN-12°

一Wである。

<埋土>1～ 4層 に細分 した。各層何れにも黄褐色粘土ブロックと炭化物が少量混入する。また、 2
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層 には焼土ブロックが含 まれる。全て人為が介在 した土層で、併せて人為堆積層である。北西隅の ピッ

ト状の掘 りこみ部分では、地山粘土層が比熱を受け、焼土化 した層がみられる。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は内湾気味に立ち上がる。検出面からの深さは約24cmを 測る。

<付属施設>北西隅に径40× 32cmの柱穴状の掘 り込みがある。

<遺物>(第83。 120図、写真図版69・ 104)土器数点、石器 1点、石製品 4点出土 した。 [土器]中

期末葉 ?。 後期前葉が出土 している。106～ 108の 3点 を掲載 した。 [石器]725の磨石 1点が出上 した。

<時期 >中期末葉～後期前葉の土器が出土 している状況から、後期前葉の可能性が高い。

R Dl17土坑 (第40図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区西部の 5Wleグ リッドに位置 し、北西側は調査区外へ延びる。 R D l18

の底面において、黒褐色シル トの楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R D l181こ切られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈すると考えられる。調査区内においての開口部径は

62× 66cmで ある。主軸方向はN-45° 一Wと 推定される。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とし、責褐色粘土を少量・炭化物を極少量含む。堆積様相から人為堆積

の可能性が考えられる。

<底面・壁>底面や壁は地山の礫が露出している部分がある。底面は緩い凹凸があり、壁は外反 しな

がら立ち上がる。検出面からの深さは約20cmを 測る。

<付属施設 >な し。

<遺物>な し。

<時期 >出土遺物がないため、詳細な時期は不明である。埋上の様相から縄文時代 と考えられる。

R Dl18土坑 (第40図、写真図版29)

<位置 。検出状況 >調査区西部の 4W25eグ リッド付近に位置 し、北西側は調査区外へ延びる。Ⅶ層

中で暗褐色の楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R D l17を 切る。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は精円形を呈すると考えられる。調査区内においての開口部径 は

132× 148cmを 測る。主軸方向はN-48° 一Wと 推定される。

<埋土>暗褐色シル トを主体 とし、 2層 に細分される。埋上の様相から人為堆積 と考えられる。

<底面・壁>底面や壁は地山の礫が露出している部分がある。そのため、底面は凹凸がある。壁は内

湾気味に立ち上がる。検出面からの深さは約36cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>縄文土器が 1層 より95。 16g出上 している。小片のため不掲載とした。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期末葉の可能性が考えられる。

R Dl19土坑 (第 41図、写真図版29)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W2cグ リッド付近に位置する。北西側は調査区外へ延びる。調

査区境に入れたサブ トレンチの掘削時に、調査区壁の上層断面において、R D120,122と 重複するプ

ランを確認 した。

<重複関係 。建替え>R A013・ R D120,122を切る。
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<平面形・規模・主軸方向>北西側が調査区外へ延びるため、平面形 。主軸方向は不明である。調査

区内においての開口部径は148× 72cmを 測る。

<埋土 >第41図大―Aノ 断面 1～ 7層が本遺構に伴う。埋土最上位は 1層暗褐色シル トと2層黒褐色

シル トが、埋土中位は 3層黒褐色シル ト・ 4層褐色シル ト質粘土 。4a層黄褐色粘土質シル ト (地 山

土※Ⅶ層-1)が 、埋土下位は 5層 ・ 5a層暗褐色シル トと6,7層 明黄褐色粘土により構成される。

なお、 3a層は木根撹乱 と捉えられる。埋土最上位の 1層 は自然堆積の可能性が高いものの、その他

は全て人為堆積と判断される。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は断面形フラスコ状を呈する。検出面からの深さは約罷cmで

ある。

<付属施設>な し。

<遺物 >縄文土器が埋土より95。 16g出 土 した。小片のため不掲載 としたが、縄文時代中期末葉と考

えられるものが主体を占める。

<時期 >重複遺構 (R A013)と の関係から縄文時代中期後葉～末葉 より新 しい。出土土器からは、

中期末葉と考えられる。併せて、重複関係にあるR D120～ 122と は、短い時間幅の中で、同一の占地

内において土坑の作 り替えが繰 り返されたことが窺える。

R D120土坑 (第41図、写真図版29)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5Wldグ リッド付近に位置する。北西側は調査区外へ延びる。調

査区端に入れたサブ トレンチの掘削時に、調査区壁の上層断面において、 R Dl19,121・ 122と の重

複関係 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R Dl19に 切 られ、R A013・ R D 121・ 122を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>残存部が少ないことゃ北西側が調査区外へ延びるため、平面形・主軸方

向は不明である。調査区内においての開口部径は110× 66cmを 測る。

<埋土 >第41図 A― A/断面11～23層 が本遺構に伴う埋土 と判断される。大別すると、埋土上位～下

位 まで11～ 22層 とした黒褐色シル トと暗褐色シル トが混在 した状態で堆積 し、最下位に23層 責褐色粘

土質シル トが堆積する。全て人為堆積 と判断される。

<底面・壁 >底面は平坦である。壁は断面形フラスコ状を呈すると推定 される。深さは約66cmである。

<付属施設>な し。

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構との関係から縄文時代中期末葉と考えられる。

R D121土坑 (第41図、写真図版29)

<位置・検出状況>調査区西部の 5Wldグ リッド付近に位置する。北西側は調査区外へ延びる。調

査区端に入れたサブ トレンチの掘削時に、調査区壁の上層断面において、 R D120と の重複関係 とと

もに確認 した。

<重複関係・建替え>R D120に 切 られ、R☆ 013、 R D122を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>R D 1201こ 切 られることや北西側が調査区外へ延びるため、平面形・規

模・主軸方向は不明である。

<埋土 >第41図 A― A′ 断面31～ 86層 が本遺構に伴う埋土と判断される。31層 黒褐色シル トが埋上の

大半を占める。人為堆積 と判断される。
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<底面・壁>底面は緩い凹凸がある。壁は、底部から胴部中位にかけては外傾 しながら立ち上が り、

胴都中位から開口部まではほぼ直立に立ち上がる。検出面からの深 さは約66cmを 測る。

<付属施設 >な し。

<遺物>な し。

<時期>重複遺構 との関係から縄文時代中期末葉と考えられる。

R D122土坑 (第41図、写真図版29)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W2cグ リッド付近に位置する。北西側は調査区外へ延びると推

定される。調査区端に入れたサブ トレンチの掘削時に、調査区壁の上層断面において、 R D l19・ 120

との重複関係 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R Dl19・ 120に切 られる。 R A013と も平面的には重複するが、新旧関係は把

握できない。

<平面形・規模・主軸方向>R Dl19・ 120に切 られること、調査区外へ廷びる部分が大半であること

から、平面形・規模 。主軸方向は不明である。

<埋土 >第41図 A一 A/断面41層が本遺構に伴 う埋土と判断される。この41層 は暗褐色シル トを主体

に黄褐色粘土が10°/O程混 じる。人為堆積層 と考えられるが、明確には判断できない。

<底面・壁・付属施設>不明である。

<遺物 >な し。

<時期>重複遺構との関係から縄文時代中期後葉～末葉より新 しいと考えられる。

R D123土坑 (第42図、写真図版30)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W3eグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、褐色シル トの円形の

広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は82× 76cmを沢1る 。主軸方向はN

-1° 一Wである。

<埋土>1～ 6c層 に細分 した。暗褐色シル ト、褐色シル ト質粘土、黄褐色粘土に大別され、人為堆

積である。

<底面・壁 >底面は平坦である。壁は、北側では直立気味に内傾 しながら立ち上が り、その他の部分

ではオーバーハングする。断面形の在 りかたからフラスコピットと呼ばれるものに相当しよう。深さ

は約54cmである。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 120図 、写真図版104)石器 4点が出土 した。そのうち、床面直上から出上 した磨石 2点

(726・ 727)を掲載 した。ほかに、埋土下位より石錘 1点・礫器 1点が出土 した。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、周辺の状況から縄文時代中期後半 と考えられる。

R D124土坑 (第42図、写真図版30)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W4eグ リッドに位置する。Ⅶ層中で、褐色シル トの楕円形の広

が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R P006に切 られる。
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<平面形・規模 。主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は104× 72cmを 測る。主軸方向はN
-53° 一Wである。

<埋土>4層 に細分される。埋土上位に 1層褐色シル トと2層 にぶい責褐色シル ト、中位に3層黄褐

色粘土、下位に 4層褐色シル トが堆積する。人為堆積である。なお、 R P 006と した埋設土器遺構は

1層 中を掘 り込み構築されている。

<底面・壁>底面は緩い凹凸がある。壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは約56cmを 測る。

<付属施設>な し。

<遺物 >な し。

<時期 >R P 006に切 られることから、縄文時代中期末葉より古い。出土遺物がないため詳細な時期

は特定できないが、中期末葉若 しくはそれより古い。

R D125土坑 (第42図、写真図版30)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W4dグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの不整

な楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>11・ 12・ 15・ 16号柱穴状土坑に切られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開田部径は194× 122cmを 測る。主軸方向

はN-55° 一Wである。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とし、 3層 に細分される。自然堆積によるものと考えられる。

<底面 。壁>底面は平坦である。北西側の壁は柱穴状土坑に切 られ残存 しないが、南東側では、検出

面からの深さは約10cmを 測る。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 83図、写真図版69)1層 より109の縄文土器が 1点出土 した。中期のものと考えられる

国縁部破片である。

<時期>出土土器から縄文時代中期 と考えられる。

R D126土坑 (第42図、写真図版30)

<位置 。検出状況>調査区西部の 5W5cグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの楕円

形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形 。規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は114× 86cmである。主軸方向はN
-62° 一Wである。

<埋土>6層 に細分される。暗褐色シル トを中心に、明黄褐色や黄褐色の粘土が混 じる。 4層 は壁の

崩壊上であるが、その他は人為堆積層 と考えられる。

<底面 。壁>底面は平坦で、壁はやや外傾 しながら立ち上がる断面形がビーカー状の上坑である。検

出面からの深さは約70cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物 >な し。

<時期>出土遺物がないため詳細は不明であるが、埋土の様相から縄文時代 と考えられる。
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R D127土坑 (第42図、写真図版31)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W5dグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの楕円

形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R D128。 130を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は110× 92cmを 測る。主軸方向はN

-21° 一Eである。

<埋土>5層 に細分される。黒褐色シル トや暗掲色シル トを主体 とする。人為堆積である。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁はやや外傾 しながら立ち上が り、南東壁では内湾気味に立ち

上がる。検出面からの深さは約84cmで ある。

<遺物>埋土より、縄文土器が141.21g、 フレークが3.91g出上 した。土器は縄文時代中期 と推定さ

れるが、小片のため不掲載 とした。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期 と考えられるが、詳細な時期は不明である。

R D128土坑 (第42図、写真図版31)

<位置 。検出状況 >調査区西部の 5W6eグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの広が り

を検出し、土層断面において、R D129・ 130と の重複関係 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D127。 129に切 られ、 R D130を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形と考えられる。残存部の開口部径は72× 76cmで ある。主軸

方向はN-35° 一Wと 推定される。

<埋土>4層黒褐色シル ト、 5層暗褐色シル ト、 6層 にぶい黄褐色粘土質シル トの 3つ に細分される。

明確ではないが人為堆積 と考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約44cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>縄文土器が埋土より51.13g出上 した。小片のため不掲載 としたが縄文時代中期～後期 と推

定される。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期～後期 と考えられるが、詳細な時期は不明である。

R D129土坑 (第42図、写真図版31)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W6dグ リッドに位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの広が りを検

出し、土層断面において、 R D 128,130と の重複関係 とともに確認 した。

<重複関係 。建替え>R D 128を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は126× 80cmを 測る。主軸方向はN

-3° 一Wである。

<埋土>3層 に細分される。 1層黒褐色シル トと3層暗褐色シル トにより構成される。 2層 は木根撹

乱層である。明確ではないが人為堆積 と考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約24cmを である。

<付属施設>な し。

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構や埋土の様相から縄文時代 と考えられる。重複遺構 との関係から縄文時代中期若 し

くはそれより古いと考えられるが、詳細な時期は不明である。
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R D130土坑 (第42図 、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6cグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの広が り

を検出し、土層断面において、 R D 128と の重複関係 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D127,128に切られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈すると考えられる。残存部の開口部径は86× 78側で

ある。主軸方向はN-14° 一Eと 推定される。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とする。堆積様相からは自然堆積 と考えられるが明確ではない。

<底面 。壁 >地山の礫が露出しているため、底面は凹凸がある。壁はタト傾 しながら立ち上がる。検出

面からの深さは約20c14である。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期>重複遺構や埋上の様相から縄文時代中期～後期、若 しくはそれよりやや古いと考えられるが、

詳細な時期は不明である。

R D131土坑 (第43図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6cグ リッドに位置する。Ⅶ層中で、土器を含む黒褐色シル ト

の不整円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は66× 62cmで ある。主軸方向はN
-33° ―Eである。

<埋土>埋土上位が黒褐色シル ト、中～下位に暗褐色シル トが堆積する。人為堆積の可能性が高い。

<底面 。壁 >底面は緩いU字状を呈する。壁は外傾 しながら立ち上がる。深さは約30cmである。

<付属施設 >な し。

<遣物>(第83図、写真図版69)縄文土器が699.10g、 石鏃 1点、フレーク75。 92gが出土 している。

[土器]2点 を掲載 した (110・ 111)。 110は大木 7b式、111は 中期末葉の深鉢である。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期末葉と考えられる。

R D132土坑 (第43図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W5bグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、暗褐色シル トの隅丸

長方形の広が りとして検出した。併せて、土坑プランの中央より北東側で、人頭大の礫が埋土に刺 さ

るような状況でみられたことを付け加えてお く。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は隅丸長方形を呈する。開口部径は130× 84cmを 測る。主軸方向

はN-0° 一Wである。

<埋土>暗掲色シル トを主体とし、 2層 に細分される。人為堆積と考えられる。

<底面・壁>底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がる。検出面からの深さは約16cmである。

<付属施設>北東隅に小ピット状の掘りこみが張り出す。

<遺物>(第83図、写真図版69)1層 より縄文土器154.92g、 スクレイパー2点、フレーク6.31gが

出上している。 [土器]■ 2の深鉢 1点 を掲載した。中期末葉と推定される。

<時期>出土土器は中期末葉と推定されるが、土坑の形状や埋土の様相からは、それより新 しい時期
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と捉えられる。中 。近世の墓壊の可能性 も考えられるが遺物がなく、時期不明としてお く。

R D133土坑 (第43図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区西部の 5V6yグ リッドに位置する。調査区端に入れたサブ トレンチの掘

削時に、古銭を含む黒褐色シル トの広が りを検出した後、土層断面において確認 した。

<重複関係・建替え>R△ 015を 切る。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は68× 56側 を測る。主軸方向はN
-74° ―Eである。

<埋土>2層 に細分される。埋土上位が 1層黒褐色シル ト、埋土下位が 2層黒色シル トからなる。遺

物の出土状況から人為堆積の可能性が考えられる。

<底面・壁>底面は緩いU字状を呈する。壁は外傾 して立ち上がる。深さは約36cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 111図、写真図版102)埋土中位より北宋銭が 2点出土 し掲載 した (1021・ 1022)。

<時期 >出土遺物から、中～近世と考えられる。

R D134土坑 (第43図、写真図版33)

<位置・検出状況>調査区西部の 5V8vグ リッドに位置する。Ⅶ層中で、黒色シル トの不整精円形

の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は134× 106cmを 測る。主軸方向

はN-33° 一Wである。

<埋土>1層黒色シル トを主体 とし、壁際に黄褐色粘土ブロックの混入が顕著な 2層黒褐色シル トが

みられる。自然堆積 と考えられるが明確には判断できない。

<底面・壁>底面は凹凸があり、中央部がやや窪む。壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深

さは約36cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>埋土上～中位 より縄文土器が108.05g、 磨石 2点、フレーク7.39gが出上 している。土器は

中期を中心とする。

<時期 >出土遺物から縄文時代中期の可能性があるものの、時期の特定はできない。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D135土坑 (第43図 )

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W7bグ リッド付近に位置する。 R A017の 炉前庭部直下におい

て、暗褐色シル トの楕円形の広が りとして検出した。

<重複関係 。建替え>R A0171こ切 られる。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は92× 64cmを測る。主軸方向はN一

28° 一Wである。

<埋土 >黄褐色粘土を含む暗褐色シル トと褐色粘上が互層気味に堆積する。 1～ 6層 に細分される。

各所に黄褐色粘土が混 じる土層の様相からは人為堆積 と考えられる。
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<底面・壁 >底面は平坦で、壁は底部から胴部中位にかけては内湾、胴部中位から開口部にかけては

外反しながら立ち上がる。検出面からの深さは約48cmである。

<付属施設 >な し。

<遣物>埋土より礫器が 2点出上 している。

<時期 >R A0171こ切 られることから、縄文時代中期末葉より古いと考えられるが、出土土器がない

ため詳細な時期は不明である。状況からR A017と 大差ない時期と推定される。

R D136土坑 (第43図、写真図版33)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W7bグ リッドに位置する。R A017の炉の直下で検出 した。

<重複関係・建替え>R A017に 切られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は100× 45cmを 測る。主軸方向

はN-38° ―Wである。

<埋土>2層 に細分される。埋土上位に 1層黒褐色シル ト、埋上下位に2層暗褐色粘土質シル トが堆

積する。自然堆積なのか人為堆積なのか判断が難 しいが、後者と考えたい。

<底面 。壁 >底面は平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約58cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第83図、写真図版69)1～ 2層 より縄文土器が65,74g、 埋上下位 より磨石 1点が出土 し

ている。 [土器]113・ 114は 、 2層 より出土 した前期初頭上川名 2式に比定される土器である。胎土

中には多量の繊維が含まれる。

<時期 >出土遺物は縄文時代前期初頭である。重複遺構 との関係からは中期末葉より古い。出土遺物

を憂慮すると前期初頭の可能性が高い。 しかしながら、中期末葉の竪穴住居跡炉の直下から検出され

ている状況を鑑みると、竪穴住居跡の構築に際 して、何 らかの指標 となった土坑である可能性 もあ り、

中期末葉の可能性 も考えられる。

R D137土坑 (第 44図、写真図版33)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W3jグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色～暗褐色シル

トの不整円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は176× 176cmを 測る。主軸方向は

N-6° 一Wである。

<埋土>黒褐色シル トと暗褐色シル トを主体に構成され、黄褐色粘上が混 じる。17層 に細分 した。人

為堆積である。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は外傾～外反 しながら立ち上がる。深さは約48cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物 >(第83図、写真図版69)埋土より縄文土器が923.22g、 スクレイパー 1点、磨石 1点、フレー

ク43.39gが出土 した。このうち、縄文土器 1点 を掲載 した (115)。 ■5は、前期後葉に比定 される。

<時期 >出土遺物からは前期後葉前後に廃絶された土坑 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遣跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。
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R D138土坑 (第 44図、写真図版34)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W3hグ リッド付近に位置する。 R X001の 北側の底面で、黒褐

色～暗褐色シル トの不整形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R X001を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は184× 168calを 測る。主軸方向はN

-53° 一Wである。

<埋土>4層 に細分される。埋土上～中位に暗褐色シル ト、黒褐色シル ト、黄褐色粘土がみられ、坦

上下位に暗褐色シル ト質粘土が堆積する。人為堆積である。

<底面・壁 >底面や壁には凹凸がある。壁は外反しながら立ち上がる。検出面からの深さは約58cmで

ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 121図、写真図版104)埋土より縄文土器が217.84g出 土 している。埋上下位 (底面直上 )

より出土 した磨製石斧 1点 を掲載 した (729)。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<その他 >坦土下位 (底面直上)で完形の磨製石斧 1点が出土 している。出土状況からは、意図的に

埋置されていると捉えられる。何 らかの儀礼的な事象が想起される。

R D139土坑 (第 44図、写真図版34)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W4iグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの円形

の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R X001を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は168× 164cmを 測る。主軸方向は

N-26° 一Eである。

<埋土>1～ 4層 に分層 した。さらに、 1層系は 1層 。la層 。lb層 に、 2層系は2層 と2a層 に

細分 した。人為堆積である。

<底面 。壁 >底面や壁には凹凸がある。壁は内湾気味に立ち上がる。検出面から深さ約64cmを 測る。

<付属施設 >な し。

<遣物>埋土より縄文土器が386,77g、 Uフ レ 1点、フレーク6.77gが 出土 している。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D140土坑 (第45。 46図、写真図版34)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W5gグ リッド付近に位置する。 R X001の 精査時に土層断面 に

おいて、重複関係 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D 141、 R X001を 切る。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は156× 156cmを 測る。 N-12° 一

Wである。

<埋土>第46図 B― B′ 断面の 1～ 7層が本遺構の埋土である。その内、 1～ 4層系は更に細分 され

る。黒掲色シル トと暗掲色シル トを主体に黄褐色粘土が各層に10～ 300/Oの 割合で混入する。人為堆積
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と考えられる。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は直立～外傾 しながら立ち上がる。断面形はビーカーに近い

形状を呈する。検出面からの深さは約74cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第83図、写真図版69)埋土上～下位から縄文土器が922.55g、 石器 8点 (ス クレイパー 1

点・Uフ レ1点 ・磨製石斧の未成品 1点 ・礫器 5点)が出土 した。このうち、116。 117の 2点の縄文

土器を掲載 した。117は 埋土上位から出土 したもので大木10式 である。118は埋土中位から出土 した大

洞A式 ?である。

<時期 >重複遺構 との関係からは、中期後半 より新 しいと考えられる。出土土器からは、縄文時代中

期末葉～晩期後葉の時期幅で捉えられるが、埋土上位より中位出土を憂慮すると、晩期後葉の可能性

もある。

<性格・機能>底面の四凸の状況や埋土の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遣構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D141土坑 (第45,46図 、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W5gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整楕

円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R X001、 R D 144を 切る。 R D 140。 142に切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈すると考えられる。残存部の開口部径は216×

140cmを 測る。主軸方向はN-75° ―Wと 推定される。

<埋土 >第46図 B一 B′ 断面の11～ 18層 が本遺構の埋土である。埋土上位～中位の 1～ 17層 は、黒褐

色シル トと暗褐色シル トを主体に黄褐色粘土が各層に 7～ 100/Oの割合で混入する。この 1～ 17層 は人

為堆積層である。埋土下位の18層 は責褐色粘土を主体に黒褐色シル トが少量含まれる。この18層 は、

地山の可能性 も考えられるが明確には判断できなかった。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は、R D 140な どに破壊されているが、残存する部分では直

立気味に立ち上がる。残存部の検出面からの深さは約50cmである。

<付属施設>な し。

<遺物 >埋土より縄文土器が134g出土 している。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代中期 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D142土坑 (第45,46図 、写真図版35)

<位置 。検出状況>調査区西部の 5W5fグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整楕

円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D141・ 143。 148を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は288× 196cmを 測る。主軸方向

はN-30° ―Wである。

<埋土 >第46図 B― B′ 断面の21～ 30層 が本遺構の埋土である。黒色シル ト、黒褐色シル ト、責褐色

粘土などで構成される。人為堆積である。
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<底面 。壁 >底面は凹凸がある。壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約50cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 114図 、写真図版98)埋土上～下位より縄文土器が389g、 埋土中位より石器 1点、フレー

ク1.41gが出上 した。このうち、石鏃 1点 を掲載 した (623)。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代中期 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋土の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構も粘土採掘を意図 した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D143土坑 (第45。 46図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W5fグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整楕

円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D 1421こ 切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>R D 142に切 られるため、平面形・規模 。主軸方向は不明である。

<埋土>第46図 B― B/断面の31～ 36層 が本遺構の埋土である。黒褐色シル ト、暗褐色シル トを主体

に黄褐色粘土が 2～ 50/O混入する。人為堆積である。

<底面・壁 >底面は凹凸がある。壁はタト傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約22cmである。

<遺物>(第 83図、写真図版69)埋土中～下位より縄文土器710g、 石鏃 2点 。フレーク19.1l gが 出

土した。このうち、縄文土器 2点を掲載 した (119。 120)。 119は 大木 9式に比定される土器である。

120は 晩期後～末葉のものと考えられる土器である。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代中期～晩期 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図 した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D144土坑 (第45図、写真図版35・ 36)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W5gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整楕

円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D148を 切 り、 R D 141・ 142・ 146に 切 られる。

<平面形・規模 。主軸方向>上記の遺構 との重複のため、不明である。

<埋土>第45図 A― A/断面の 1,2層が本遺構の埋上である。埋土上～中位は、黄褐色粘土ブロッ

ク・炭化物・焼上が含まれる 1層黒褐色シル トが堆積する。埋土中～下位は、責褐色粘土ブロックを

15%程含む 2層暗褐色シル トが進積する。人為堆積である。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は、南壁の一部のみ残存する。緩 く外傾 した後、上部付近で

直立 して立ち上がる。検出面からの深さは約32cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 121図 、写真図版105)埋土より縄文土器が161g、 石器 l点 。フレーク19,1l gが 出土 し

た。このうち、凹石 ?1点 (731)を掲載 した。

<時期 >出土遺物と重複遺構から、縄文時代中期と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋土の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遣構 も粘土採掘を意図 した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。
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R D145土坑 (第45図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W6hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの楕円形

の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D 146を 切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は148× 116cmを測る。主軸方向はN
-10° 一Wである。

<埋土 >第45図 A― A′ 断面の11～ 16層が本遺構の埋上である。各層 ともlllね 黒褐色シル トを主体 と

し、黄褐色粘土ブロックが顕著に含まれる。人為堆積である。

<底面・壁>底面はほぼ平坦で、壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは約26cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >すべて不掲載としたが、埋土より縄文土器99g、 スクレイパー 1点が出上 した。

<時期 >出土遺物と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面の四凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D146土坑 (第45'47図、写真図版35。 36)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒～黒褐色シル トの楕

円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D 144,147・ 148を 切 り、 R A011、 R D 145に 切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は284× 228cmを 測る。主軸方向

はN-81° 一Eである。

<埋土 >第47図 D― D′ 断面の 1～ 5層が本遺構の埋土である。埋土最上位に堆積する 1層黒色シル

トは、炭化物や焼土の混入がみられる人為層である。 2～ 5層 は、責褐色粘土ブロックを含む黒褐色

シル ト・暗褐色シル トで構成される。全て人為堆積 と考えられる。

<底面・壁>底面は凹凸がある。壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは約60cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物 >不掲載としたが、埋土上～下位 より縄文土器が487g、 埋土上位 より石器 2点 (磨製石斧の

未成品 ?1点・磨石 1点 )。 フレーク33,16gが 出土 した。また、 4層 より琥珀0,41gが出上 した。

<時期 >出土遺物と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した刀ヽ規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D147土坑 (第45・ 47図 、写真図版35)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの楕円形

の広が りを検出した後、土層断面において重複遣構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R A011、 R D 146に 切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>上記の遺構 と重複するため、不明である。

<埋土 >第47図 D一 D′ 断面の11～ 13層 が本遺構の埋上である。埋土上位に堆積する 1層黒褐色シル

トは、混入物などが含まれない状況から自然堆積層 と判断される。埋土中～下位の 2・ 3層 は人為堆

積 と判断される。埋土中位の 2層黒褐色シル トは、黄褐色粘土ブロック・炭化物・焼土が含まれる。
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埋土下位の 3層 暗褐色シル トは、黄褐色粘土ブロック・炭化物が含まれる。

<底面 。壁>底面・壁 ともに極一部が残存する。底面はほぼ平坦である。壁はタト傾 しながら立ち上が

る。検出面からの深さは約60cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第83図、写真図版69)埋土上～下位 より縄文土器が687g、 石器 5点 (ス クレイパー 1点・

石錘 2点 ・磨石 ?1点・礫器 1点)が出土 した。このうち、縄文土器 2点 を掲載 した (120。 121)。

121は 、埋土下位 より出土 した中期前～中葉のものと考えられる土器である。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代中期前～後葉と考えられる。

<性格・機能 >底面や壁の状況からは判断が難 しいが、埋上の様相などは、本遺跡で検出された土取

り穴に類似 している。本遺構 も粘土採掘 を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D148土坑 (第45・ 46図、写真図版35'36)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W6gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐～暗褐色シル トの

楕円形の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D 149・ 150を 切 り、R D142・ 144・ 146に切られる。

<平面形 。規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は128× 104cmを測る。主軸方向

はN-53° 一Wである。

<埋土 >第46図 C一 C′ 断面の 1～ 5層が本遺構の埋上である。黒褐色シル ト・暗褐色シル ト・黄褐

色粘土によるブロック層が細かく堆積する。埋土上位の 1・ 2層 は自然堆積、埋土中～下位の 3～ 5

層は人為堆積 と考えられる。

<底面 。壁>底面は平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約28cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 83図 、写真図版69)1層 より縄文土器が59g出土 した。122の 中期後葉 1点 を掲載 した。

<時期 >出土遺物 と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面や壁の状況からは判断が難 しいが、埋上の様相などは、本遺跡で検出された土取

り穴に類似 している。本遺構も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D149土坑 (第45。 47図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W6fグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整形

の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D151を 切 り、 R D148に切られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は272× 164cmを 測る。主軸方向はN
-45° 一Eである。

<埋土 >第47図 E― E′ 断面の 1～ 5層が本遺構の埋上である。坦土上～中位の主体 を占める 1層黒

褐色シル トは混入物がなく、自然堆積 と考えられる。埋土下位や壁際に堆積する 2～ 5層 は、責褐色

粘土やにぶい責褐色シル トなど地山起源の上を多 く含む様相から人為堆積 と考えられる。

<底面・壁>底面は凹凸がある。壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約40cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 83図 、写真図版69。 105)埋土より縄文土器が975g、 石器 4点、フレーク5.61gが出土

した。
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〔土器〕123は 大木 8a式に比定される土器である。〔石器〕特殊磨石 1点 (733)。 凹石 1点 (734)・

石錘 1点 (735)を掲載 した。

<時期 >出土土器と重複遺構から、縄文時代中期中葉と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図 した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D150土坑 (第45図、写真図版35。 36)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W7gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの不整形

の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R D151,152を切る。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は168× 116cmで ある。主軸方向はN
-74° ―Wである。

<埋土 >第45図 A― A′ 断面の21～ 23a層が本遺構の埋上である。各層 とも責褐色粘土や炭化物を含

む様相から、人為堆積 と考えられ。

<底面・壁 >底面には凹凸があ り、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約56cmである。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 88図、写真図版69)埋土上～下位より縄文土器が1464g、 石器 2点 (ス クレイパー 1点・

磨石 1点 )、 フレーク6。 95gが出土 した。〔土器〕124は 中～後期のものと考えられる土器である。

<時期 >出土土器と重複遺構から、縄文時代中～後期 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D151土坑 (第45,46図 、写真図版35。 36)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W6gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒褐色シル トの楕円形

の広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R A011・ R D148。 149・ 150に切られる。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は残存部で224× 156cmを 測る。主軸

方向はN-25° ―Eと 推定される。

<埋土 >第46図 C一 C/断面の21～ 25層 が本遺構の埋上である。全体の堆積様相からは自然堆積の可

能性 も窺えるものの、各層全般に責褐色粘土ブロックが 1～ loO/O含 まれることから、人為堆積と考え

たい。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約28cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第83図 、写真図版69)埋土上～下位 より縄文土器が288g、 石器 1点 (石匙 1点 )が出土

した。〔土器〕掲載 した 2点 (125,126)イ よ縄文時代中期末葉のものと考えられる土器である。

<時期 >出土土器と重複遺構から、縄文時代中期 と考えられる。

<性格・機能>底面や壁の状況からは判断が難 しいが、埋上の様相などは、本遺跡で検出された土取

り穴に類似 している。本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。
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R D152土坑 (第45・ 47図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W7hグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で黒色シル トの楕円形の

広が りを検出した後、土層断面において重複遺構 とともに確認 した。

<重複関係・建替え>R△ 011、 R D150に切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は224× 148cmを測る。主軸方向はN

-60° ―Eである。

<埋土>第47図 E一 E'の 11～ 12層 が本遺構の埋土である。黒褐色シル トに黄褐色粘上が含まれる。

人為堆積 と判断される。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は外反 しながら立ち上がる。深さは約24cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >すべて不掲載としたが、埋土下位より縄文土器 3g、 1層 よリスクレイパー 1点が出土 した。

<時期 >出土遺物と重複遺構から、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋土の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D153土坑 (第45。 47図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W7hグ リッド付近に位置する。試掘 トレンチの壁の上層断面に

おいて、壁際の部分のみを確認 した。

<重複関係・建替え>R A011に 切 られる。

<平面形・規模・主軸方向>試掘 トレンチに切られた部分が大半であるため、不明である。

<埋土 >オ レンジパ ミスが少量混入する黄褐色粘土を主体とする。人為堆積 と考えられるが断定はで

きない。

<底面・壁 >底面は凹凸がある。壁の立ち上が りは不明である。検出面からの深 さは約36cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >な し。

<時期 >出土遺物がないため詳細な時期は不明であるが、縄文時代 と考えられる。

<性格・機能>底面の凹凸の状況や埋上の様相が、本遺跡で検出された土取 り穴に類似 していること

から、本遺構 も粘土採掘を意図した小規模な土取 り穴ではないかと考えられる。

R D154土坑 (第47図、写真図版37)

<位置・検出状況>調査区西部の 5W2jグ リッドに位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの不整円形

の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整円形を呈する。開口部径は134× 108cmを測る。主軸方向は

N-16° ―Wである。開口部付近は細かい撹乱が顕者に看取される。

<埋土>黒褐色シル トを主体に南壁際に暗褐色シル トが堆積する。人為堆積 と考えられるが、明確に

は判断できない。

<底面・壁 >底面は凹凸があり、壁は内湾気味に立ち上がる。検出面からの深さは約30cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物 >不掲載としたが、埋土より縄文土器が62g出上 した。
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<時期 >出土遺物や重複遺構がないため、詳細な時期は不明であるが、縄文時代 と考えられる。

R D155土坑 (第47図、写真図版37)

<位置・検出状況 >調査区中央部の 3X9mグ リッド付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの精

円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は122× 122cmを測る。主軸方向はN
-1° 一Eである。

<埋土>黒褐色シル トによる単層である。自然堆積 と考えられる。

<底面 。壁 >底面は中央部が緩 く凹む。壁は外反 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約60cmで

ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>1層 より縄文土器が120g出上 したが、小片のため不掲載 とした。

<時期 >出土遣物から、縄文時代 と考えられる。

R D156土坑 (第48図、写真図版37)

<位置・検出状況 >調査区東部の2Y18oグリッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、黒色シル トの楕円

形の広が りとして検出した。

<重複関係・建答え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は250× 88cmを 測る。主軸方向はN
-14° ―Eである。

<坦土>3層 に細分される。埋上の主体を占める 1層黒褐色シル トは自然堆積層 と判断される。 2層

と3層 は壁の地山崩壊土 と判断される。

<底面 。壁 >底面には凹凸がある。壁は外反 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約48cmで ある。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第 84・ 107・ ■4図、写真図版70。 91,98)埋土より縄文土器5318g、 石器12点、フレーク

14。 3g、 土製品 1点が出上 した。〔土器〕縄文時代後期初頭～晩期中葉の上器が出土 し、このうち、

4点の土器を掲載 した (127～ 130)。 127は 門前式に比定される深鉢である。128・ 129は大洞BC式、

130は 大洞Cl式 ?である。〔土製品〕土偶 1点 (502)が出土 した。〔石器〕石鏃 1点 (624)を 掲載

した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後～晩期 と考えられる。

<性格 >埋上の様相や形状から風倒木と考えられる。

R D157土坑 (第48図、写真図版37)

<位置・検出状況 >調査区東部の 2Y19oグ リッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、黒色シル トの不整

形の広が りとして検出した。。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は252× 128cmを 測る。主軸方向はN
-45° 一Wである。

<埋土>1層 ・ 2層 に分層 される。 1層黒色シル ト中には la層 とした明責褐色粉末状のTo― Cu
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ブロックが混入する。 2層 は暗褐色砂質シル トで、壁の地山崩壊土である。自然堆積である。

<底面・壁 >底面にはかなり凹凸がある。壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約42cm

である。

<付属施設 >な し。

<遺物>埋土上位より縄文時代中期末葉～後期中葉の上器が165g出 土 した。また、埋土上位 より石

鏃 1点、フレーク1.64gが出土 した。

<時期 >出土遺物はTo一 Cuブロックより上位で出土 していることから、後世の流れ込みの可能性

がある。To一 Cuの堆積状況から、縄文時代前期前葉以前 と考えられる。

<性格>底面の状況から人為により掘削された土坑とは考え難 く、自然現象の窪地の可能性 もある。

R D158土坑 (第48図、写真図版38)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y201グリッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの楕

円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は楕円形を呈する。開口部径は138× 116cmを 測る。主軸方向はN

-42° 一Eである。

<埋土>黒褐色を主体 とする。判断が難 しいが自然堆積 と考えられる。

<底面 。壁 >底面は平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約50cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第84図 、写真図版70)1層 より359gの縄文土器、石器 2点が出上 した。〔土器〕1311よ 後

期前葉の皿と考えられる。

<時期 >出土遺物から、縄文時代後期 と考えられる。

R D159土坑 (第48図、写真図版38)

<位置・検出状況 >調査区東部の 2Y22sグ リッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シル トの精

円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は精円形を呈する。開口部径は236× 180cmを 測る。主軸方向はN

-54° ―Eである。

<埋土 >黒褐色シル トによる単層である。自然堆積と考えられる。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約24cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>1層 より縄文時代中期末葉～晩期中葉の土器208gが出土 した。

<時期 >出土遺物から、縄文時代中期末葉～晩期 と考えられる。

R D160土坑 (第49図 )

<位置・検出状況 >調査区東部の 2Y15iグ リッドに付近に位置 し、127号柱穴状土坑 と近接する。

Ⅶ層中で、土器を含む黒褐色シル トの不整形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は124× 102cmを 測る。主軸方向はN

-63-



3 土坑

-83° 一Eである。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とする。遺構上部は大 きく削平を受けていると捉えられ、埋上の堆積様

相からは、自然堆積なのか人為堆積か判断できない。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外傾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約10cmである。

<付属施設 >な し。

<遺物>(第84図、写真図版70)1層 より縄文中期後葉～晩期後葉の上器が386g、 ミニチュア土器

1点、石器 3点、フレーク24.6gが 出土 した。〔土器〕出土土器は縄文時代後期前葉～中葉のもの力S

多い。このうち、 2点掲載 した (132・ 133)。

<時期 >出土土器から、縄文時代後期前葉～中葉 と考えられる。

R D161土坑 (第49図、写真図版38)

<位置 。検出状況>調査区東部の 2Y16fグ リッドに付近に位置 し、R H048に 近接する。Ⅶ層中で、

黒褐色シル トの円形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口郡径は132× 124cmを測る。主軸方向はN一
36° ―Eである。

<埋土 >黒褐色シル トと暗褐色シル トにより構成され、 3層 に細分される。自然堆積の可能性が高い。

<底面・壁 >底面は緩い凹凸がある。壁は外反 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約30cmであ

る。

<付属施設>底面の北側に小穴 1基を伴 う。

<遺物>(第 84図、写真図版70)1～ 3層 より縄文土器1172g、 石器 5点、フレーク70,8gが出土 し

た。〔土器〕出土土器は後期前葉のものが多い。このうち、 2点 を掲載 した (134・ 135)

<時期 >出土土器から、縄文時代後期前葉と考えられる。

R D162土坑 (第49図、写真図版39)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y17cグ リッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、褐色粘土ブロック

を含む黒褐色シル トの隅九長方形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は隅九長方形を呈する。開口部径は136× 96cmを測る。主軸方向

はN-52° 一Wである。

<埋土>3層 に細分される。主体を占める 1層黒褐色シル トには、地山起源の褐色粘土ブロックが混

入する。壁際には、地山起源の 2層褐色シル ト質砂質土や 3層褐色粘土質砂質上が堆積する。人為堆

積である。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は内湾 しながら立ち上がる。検出面からの深さは約30cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 110図、写真図版95)埋土下位より北宋銭が 3点出土 した。すべて掲載 した (1023～ 1025)。

また、磨製石斧 1点が出土 している。

<時期 >出土古銭は古代■世紀のものである。ただし、状況から中世～近世の可能性が高い。

<用途・性格>遺構の平面形態と古銭が出土 している状況から、中世～近世の墓媛と判断される。
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R D163土坑 (第49図、写真図版39)

<位置・検出状況>調査区東部の2Y14qグ リッドに付近に位置する。Ⅶ層中で、黒褐色シルトの不

整形の広がりとして検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整形を呈する。開口部径は340× 166cmを測る。主軸方向はN

-52° 一Eである。

<埋土>3層 に細分される。黒褐色シル トを主体とする。自然堆積である。

<底面・壁>底面は凹凸があり、北東側に向かって傾斜する。壁は外反しながら立ち上がる。検出面

からの深さは約96cmで ある。

<付属施設>な し。

<遺物>(第 84・ 107・ 140図 、写真図版70。 91)埋土より縄文土器8148g、 土製品 3点、石器 1点、

フレーク29,76gが出土した。〔土器〕中期～晩期の上器が出上しているが、後期初頭～前葉のものが

多い。そのうち、 7点 を掲載した (136～ 142)。 〔土製品〕ミニチュア土器 1点 (503)、 粘土塊 1点 (5

04)を 掲載した。

〔石製品〕石棒 1点 (917)を 掲載した。

<時期>出土土器から、縄文時代後期初頭～前葉より以前に廃絶されたと考えられる。

<性格>埋上の様相や形状から風倒木痕の可能性も考えられる。

4竪 穴 建 物 跡

R E002竪穴建物跡 (第50図 、写真図版40・ 41)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y12mグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅶ層中で黒褐色シ

ル トによる長方形の広が りとして検出した。

<重複関係・建替え>R E003に切 られる。また、 R B 001～ 003に 切られる。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は長方形を呈する。規模は長軸4.50× 短軸3.64mで ある。主軸方

向はN-53° 一Eである。

<埋土>5層 に細分される。主体を占める 1層黒掲色シル トは、自然堆積 とも受け取れるが、同様の

遺構であるR E003に建て直 しされている状況から人為堆積の可能性が高い。 2層 ・ 3層 ・ 5層 は、

床などの整地層 と判断される。 4層 は壁の地山崩壊上である。

<床面・壁>床面には緩い凹凸がある。北西側の床面の 2箇所で炭化物集中範囲が確認された。壁は

外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは 6～ 10cmで ある。

<柱穴・付属施設 >18個検出した。南西・南東・北東壁において、壁溝が検出された。

<遺物>(第 107図 、写真図版91)縄文時代の土製品が出上 した。 [土製品]耳飾 り1点 (505)、 鐸型

土製品 1点 (506)を 掲載 した。

<時期>出土遺物は縄文時代後期であるが、遺構の形態や重複遺構 との関係から中世 と考えられる。

R E003竪穴建物跡 (第 51・ 52図 、写真図版42・ 43)

<位置・検出状況 >調査区東部の 2Y101グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅶ層中で黒褐色シ

ル トによる長方形の広が りとして把握 した。

<重複関係・建替え>R E002を切る。 R B 001～ R B 003に 切られる。
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<平面形・規模 。主軸方向>平面形は長方形を呈する。規模は長軸4.76m× 短軸4.08mで ある。主軸

方向は、N-41° ―Wである。

<埋土>1～ 3層 に大別され、 2層系 と3層系は細分される。 1層黒褐色シル トは焼土粒 を含むこと

から、人為の介在を受ける層ではあるが、自然堆積の可能性が高い。 2層 ・2a層黒褐色シル トも自

然堆積 と考えたい。 3層 。3a層褐色シル トは、壁の地山崩壊土と考えられる。

<床面 。壁 >床面は平坦である。壁は外傾 して立ち上がる。検出面からの深さは 8～ 20cmである。

<柱穴・付属施設 >35個検出した。南西壁 。南東壁・北東壁において壁溝が検出された。

<遺物>(第 107。 111図 、写真図版91・ 94)縄文土器、土製品 1点、古銭 1点が出土 した。 [土製品]

機種不明の土製品 1点 (507)を 掲載 した。 [古銭]1層 より洪武通賓が 1点出上 した (1026)。

<時期 >出土遺物・重複遺構 との関係・遺構の形態などから、中世と考えられる。

5焼 土 。
炉 跡

R F001焼土 (第 52図 、写真図版44)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X10oグ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出 した。

<重複関係・建替え>R A004よ り新 しい。

<平面形・規模 >平面形は北西から南西に細長 く不整な形状で広がる。焼土範囲は104× 54cmで 、厚

さは4 cmである。

<焼土の様相 >赤褐色焼土を主体 とし、炭化物が少量混 じる。現地性焼土で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >重複遺構 との関係から縄文時代前期後葉より新 しい。ただし、住居廃絶と大差ない時期の可

能性 も考えられる。

R F002焼土 (第 52図 、写真図版44)

<位置・検出状況 >調査区南西部の 5X10pグ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出 した。

<重複関係・建替え>R A004よ り新 しい。

<平面形・規模 >南北に細長 く楕円形状に広がる。焼土範囲は38× 30cmで 、厚さは 8 cmで ある。

<焼上の様相 >赤褐色焼上を主体 とし、炭化物が少量混 じる。現地性焼土で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >重複遺構 との関係から縄文時代前期後葉より新 しい。ただし、住居廃絶と大差ない時期の可

能性 も考えられる。

R F003焼土 (第 52図 、写真図版44)

<位置・検出状況 >調査区南西部の 5X10pグ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出 した。

<重複関係・建替え>R A004よ り新 しい。

<平面形・規模 >北西から南西に楕円形状に広がる。焼土範囲は42× 32cmで、厚さは 4 cmである。

<焼上の様相 >赤褐色焼土を主体 とし、炭化物が少量混 じる。現地性焼土で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >重複遺構 との関係から縄文時代前期後葉より新 しい。ただし、住居廃絶と大差ない時期の可

能性 も考えられる。
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R F004焼土 (第 53図、写真図版44)

<位置・検出状況 >調査区南西部の 5X8jグ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >北西から南西方向にやや長 く、広が りは不整な形状である。焼土範囲は60× 46cmで

ある。厚さは12cmで ある。

<焼上の様相 >赤褐色焼土ブロックが黒褐色シル ト層中に混在する。二次堆積の焼土で、焼成状態は

やや不良にある。

<出土遺物 >な し。

<時期>詳細な時期は不明であるが、縄文時代前期後葉の可能性が考えられる。

R F005焼土 (第 53図、写真図版45)

<位置・検出状況>調査区南西部の 5X9iグ リッドに位置する。R A005の精査中に確認 した。

<重複関係・建替え>R A005に伴う可能性がある。

<平面形・規模 >東西方向に不整な楕円形状に広がる。焼土範囲は94× 70cmで、厚さは 8 cmである。

<焼上の様相 >赤褐色焼土を主体 とし、炭化物が少量混 じる。現地性焼上で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期>詳細な時期は不明であるが、重複遺構 との関係から縄文時代前期前葉と考えられる。

R F006炉跡 (第 53図、写真図版45)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W2iグ リッドに位置する。Ⅶ層中で、炉石の抜 き取 り痕 と考え

られるプランとともに確認 した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >焼土範囲は20× 18cmである。厚さは 2 cmである。

<焼上の様相 >赤褐色焼土を主体 とする。現地性焼上で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、石囲炉を持つ遺構の形態から縄文時代中期 と考えられる。

R F007焼土 (第 53図 、写真図版45)

<位置 。検出状況 >調査区西部の4W18gグ リッドに位置 し、R A009に 近接する。Ⅶ層中で検出 し

た。

<重複関係 。建替え>な し。

<平面形・規模 >楕円形で、長軸長40cm、 短軸長20cm、 深さ 5 cmで ある。

<焼上の様相>赤褐色焼土を主体 とする。現地性焼上で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、重複遣構 との関係から縄文時代中期 と考えられる。

R F008焼土 (第 53図 、写真図版45)

<位置・検出状況 >調査区中央部の 3X12tグ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >北東から南西に長 く、不整な形状で広がる。焼土範囲は50× 34cmで、厚 さは 6 cmで
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5 焼土・炉跡

ある。

<焼上の様相 >赤褐色焼上を主体 とする。現地性焼上で焼成状態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、現代の可能性が高い。

R F009焼土 (第 53図 、写真図版45)

<位置 。検出状況 >調査区東部の 3Y■ eグ リッドに位置する。Ⅶ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >焼土範囲は364× 148cmの不整楕円形に広がる。厚さは 8 cmである。

<焼上の様相>赤褐色焼土を主体 とし、炭化物が少量混 じる。現地性焼土 と考えられるが明確ではな

い。焼成状態は不良である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。

R F010焼土 (第 53図 、写真図版46)

<位置・検出状況>調査区東部の 2Y24aグ リッドに位置する。Ⅶ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >焼土範囲は58× 36cmの楕円形に広がる。厚さは14cmである。

<焼土の様相 >赤褐色焼土を主体 とする。現地性焼土と考えられるが明確には判断できない。焼成状

態は良好である。

<出土遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、中・近世の可能性が考えられる。

6集 石 ・ 立 石

R H033立石 (第 54図 、写真図版46)

<位置・検出状況>調査区西部4W25gグ リッド付近に位置する。Ⅳ層を掘り下げている段階で、扁

平気味の礫を検出し、立石遺構である可能性で捉え精査を進めた。ただし、Ⅳ層中では地山から露出

している自然礫なのか、人為的に設置された礫なのか、明確には判断できなかったため、周辺を掘 り

広げた。Ⅵ層～Ⅶ層で礫が設置されている円形気味の土坑プランを検出し、下部土坑を持つ立石と認

知した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模>礫は60× 30cm程 で、頂部はほぼ平坦な四角柱状を呈する。

<下部構造>礫の下位より下部上坑を確認した。下部土坑は、平面形は楕円形で、規模は長軸75側 ×

短軸55cm、 検出面からの深さ44cmを測る。断面形はロート状で、壁上位～中位は粘土層 (※ 本報告書

でⅦ-2層 と命名した地山層)、 壁の中位～底面は礫層 (Ⅶ -3層 )である。

<埋土>下部土坑の埋土は上下 2層 に大別される。上位が黒褐色シルト、中～下位は黄褐色粘土が混

じる暗褐色シルトで、全て人為堆積と考えられる。礫は1層 中に据えられている。

<出土遺物>(第 85図 、写真図版71)土坑内からは縄文土器35.02gと 石器 1点が出土した。 [土器]

143・ 144の 2点掲載した。何れも後期初頭と推定される。[石器]礫器 1点が出上した。不掲載とし
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Ⅳ 検出された遺構

た。

<時期>下部土坑の出土土器から縄文時代後期初頭 と推定される。

R H034集石 (第 54図、写真図版46)

<位置・検出状況 >調査区西部 5W6gグ リッド付近に位置する。Ⅶ層上面で礫がまとまりのある状

態で出土 し、周辺をわずかに掘 り下げたところ楕円形気味の土坑プランを検出し、集石 と認知 した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >土坑の埋土上位～中位にかけて、径15～40cmの礫が100× 100cm程の範囲で集石され

ている。

<下部構造 >上記のとお り、礫は土坑中に集められている。土坑の規模は、長軸170cm× 短軸35cm、

深さ42cmで ある。壁は、西壁が直立気味で、その他部分は緩 く外傾する。

<埋土>2層 に大別される。上位が 1層 黒褐色シル ト、中～下位は 2層暗褐色シル トで、全般に責褐

色粘土ブロックを含む。人為堆積と考えられる。礫は 1層 中に埋められている様相で捉えられる。

<出土遺物>(第85。 123図 、写真図版71・ 106)検出面付近と土坑出土を合わせて、土器845。 12g、

石器 3点が出土 した。 [土器]検出面付近では縄文中期 。後期・晩期が、土坑埋± 1・ 2層 からは中

期後葉～末葉が出土 している。145～ 147の 3点掲載 した。 [石器]743の 磨石 と744の 台石 を掲載 し、

礫器 1点は不掲載とした。

<時期>土坑埋± 2層 からは中期後葉～末葉が出土 してお り、状況から中期末葉と推定される。

R H 035集 石 (第 54図 、写真図版47)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y14uグリッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。礫は全体的には九み帯びるが、所々角ばるものもあり、河原石なのか判別が難 しい。

これらの礫は、自然堆積による集まりなのか、人為により意図的に集められた集石なのか、明確には

わからない。ただし、遺跡内に持ち込まれた礫である可能性は高いと調査判断 し、拳大以上の礫を集

石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径10～ 30cmの礫が、 3× 2m程の範囲に分布する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕についても認められない。人為的な集石であるならば、当時の

地表面に置 き集められたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土>上記のとお り、Ⅳ層黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第85。 123・ 140図 、写真図版71・ 106・ 122)集石を構成する礫 1点 と、集石の検出面

付近から出土 した遺物を本遺構出土として登録 した。土器1759.04g、 石器11点 、石製品 1点が出土

した。 [土器]出土土器は縄文時代後期中葉を主体 とする。148～ 150の 3点 を掲載 した。 [石器]敲石

1点、石皿 1点、磨石 5点、礫器 4点が出上 した。その内、聖5の敲石と746の石皿 1点 を掲載 した。

なお、746の石皿は集石を構成する礫に含まれていたものである。 [石製品]集石を構成する礫に含ま

れていた918の石棒 1点 を掲載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期中葉と考えられる。
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6 集石・立石

R H036集石 (第 54図 、写真図版47)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y15vグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。礫は全体的に所々角ばる部分 もあり河原石とは判断できない。従って、自然礫の集ま

りの可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出している第 5次調査 と近接 した地点である

ことから、拳大以上の礫を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径10～20cmの礫が、 2× 2 rn程の範囲に分布する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などはなく、人為的と捉えれば置き集めた可能性がある。

<下部構造 >な し。

<埋土>Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第85。 123・ 140図、写真図版71,107・ 122)集石を構成する礫に含まれていた石器 7

点、石製品 1点 と、集石の検出面付近から出土 した土器974.99gを 、合わせて本遺構出土として登録

した。 [土器]出土土器は縄文時代後期前葉を主体 とする。151の 1点 を掲載 した。 [石器]集石を構

成する礫には石器 7点が含まれていた。内訳は、磨製石斧 1点、台石 1点、磨石 1点、礫器 4点であ

る。その中で、747の磨製石斧 1点 を掲載 した。 [石製品]集石を構成する礫に含 まれていた919の 石

棒 1点 を掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代後期前葉 と考えられる。

R H 037集 石 (第 55図 、写真図版47)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y12vグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。礫は、全体的には九み帯びる河原石、所々角ばる礫、扁平気味の礫など様々である。

明らかに河原石と判断される礫は少なく、自然堆積による集まりなのか、人為により意図的に集めら

れた集石なのか、明確には判断できない。ただし、遺跡内に持ち込まれたと思われる礫 も混在するこ

とから、集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 7～ 50cmの礫が、 3× 2m程の範囲に分布する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き

集められたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 85。 123・ 124・ 140・ 141図、写真図版71,98,107・ 122)本遺構周辺から出上 した

土器1567.56g、 石器 4点、石製品 2点 を登録 した。 [土器] 出土土器は縄文時代後期初頭を主体 と

する。152・ 153の 2点を掲載 した。 [石器]627の 尖頭器、748の磨石、749・ 750の 石皿を掲載 した。

その内、集石を構成する礫に含まれていたのが、748と 750である。 [石製品]920の 円盤状石製品と92

1の石棒を掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代後期初頭 と考えられる。

R H038集石 (第 55図 、写真図版47)

<位置 。検出状況>調査区東部 2Y14xグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。礫は全体的に所々角ばる部分もあり1可原石とは判断できない。従って、自然堆積によ
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Ⅳ 検出された遺構

る集まりである可能性 も考えられる。ただし、配石遺構を多数検出した第 5次調査 と近接 した地点で

あることから、拳大以上の礫を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係 。建替え>な し。

<平面形・規模 >径10～ 20cmの礫が、 2× lm程の範囲に分布する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き

集められたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 141図 、写真図版122)集石を構成する礫に含まれていた石器 1点、石製品 1点 と、

遺構の検出面や礫の下位から出土 した土器1475.81g、 石器 7点、石製品 1点 を遺構出土 として登録

した。 [土器]時期は、後期前葉を中心に、中期末葉～後期後葉まで出土 している。小片が多 く、ま

た時期の幅が広いことから異時期の混在が多いと判断された。従って、遺構の帰属時期の推定資料 と

するには弱いと判断し、不掲載とした。 [石器]8点 出上 した。内訳は、磨製石斧 1点、敲石 1点、

石錘 1点、礫器 4点である。全て不掲載とした。なお、上記の中で、礫器 1点が集石を構成する礫に

含まれていた。 [石製品]集石を構成する礫に含 まれていた922の 石棒 と遺構周辺から出上 した923の

石刀を掲載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期前葉前後の可能性が考えられる。

R H 039集 石 (第 55図 、写真図版47)

<位置・検出状況 >調査区東部 2Y8vグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。下部上坑を持つことから人為により意図的に集められた集石と判断 し認知 した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模>径10～40cmの礫が、Ⅳ層黒褐色シル ト面から下部土坑内にかけて集められている。

<下部構造>礫の下部で土坑を検出した。壁・底面ともにⅦ層であることから、掘 り込み面はⅣ層 よ

り下位であることがわかった。下部上坑の規模は、110× 100cmの ほぼ円形で、深さは15cmである。

<埋土>1層が基本層序Ⅳ層、 2層 が下部上坑の埋上である。 2層 と命名 した下部土坑の埋土は、基

本層序Ⅳ層に由来するが、 1層 と比較 してやや明るい色調を示す。

<出土遺物>(第 85。 124。 141図 、写真図版71・ 107・ 122)集石を構成する礫に含まれていた石器17

点、石製品 1点 と、遺構の検出面や礫の下位出土 と下部上坑出土 と合わせて土器2357.1l g、 石器13

点を遺構出土として登録 した。 [土器]時期は、後期初頭を中心に、中期末葉～後期中葉まで出土 し

ている。下部土坑からは2点出上 してお り、中期末葉 と後期初頭の小片である。154。 155の 2点 を掲

載 した。 [石器]総数で30点出上 した。内訳は、敲石 1点、台石 1点、磨石13点、礫器15点である。

その内、751～ 7記の 4点を掲載 した。 [石製品]集石を構成する礫に含まれていた924の石棒 1点 を掲

載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期初頭前後 と考えられる。

R H 040集 石 (第 55図 、写真図版48)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y3vグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で礫のまとま

りを検出した。下部上坑を持つことから人為により意図的に集められた集石と判断 し認知 した。

<重複関係・建替え>な し。
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6 集石・立石

<平面形・規模 >径10～ 20cmの 礫が、直径 lmほ どの範囲で円形気味にみられる。これらの礫は、Ⅳ

層黒褐色シル ト面から下部土坑内にかけて集められている。

<下部構造>礫の下部で土坑を検出した。壁・底面ともにⅦ層であることから、掘 り込み面はⅣ層よ

り下位であることがわかった。下部上坑の規模は、120× 90cmの長楕円形で、深さは15cmである。

<埋土>下部上坑の埋土は、基本層序Ⅳ層に由来するが、 2層 は 1層 と比較 して黒味が強い。

<出土遺物>(第 141図 、写真図版123)集石を構成する礫に含まれていた石器 1点、石製品 1点 と、

遺構の検出面や礫の下位出土 と下部土坑出土と合わせて土器338,14g、 石器 1点 を遺構出土として登

録 した。 [土器]時期は、後期初頭を中心に、中期末葉・晩期前葉である。なお、下部土坑からは、

後期初頭の小片 1点が出土 したが、磨滅 も激 しいことから不掲載 とした。 [石器]台石 1点、礫器 1

点が出土 した。何れも不掲載 とした。なお、上記の内、台石が集石を構成する礫に混 じって出上 して

いる。 [石製品]集石を構成する礫に含まれていた925の石棒 1点 を掲載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期初頭前後と考えられる。

R H041集石 (第 56図 、写真図版48)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y5xグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で径40cm程礫

を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石もあるが、全体的

に所々角ばるものもあ り、基盤礫若 しくは崖水性のものが混 じる。従って、自然堆積による集まりで

ある可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点であること

から、拳大以上の礫を集石遺構 として査録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模>径10～ 40cmの 礫が 4m程の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ層

地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集めら

れたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物 >本遺構の位置する2Y5xグ リッドからは出土遺物はない。

<時期 >出土遺物がないため詳細な時期は不明であるが、縄文時代後期 と考えられる。

R H 042集 石 (第 56図、写真図版48)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y7xグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で径 10～ 20cm

程礫を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石 もあるが、全

体的に所々角ばるものもあり、基盤礫若 しくは崖水性のもが混 じる。従って、自然礫の集まりである

可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点であることから、

拳大以上の礫を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 10～ 20cmの礫が 4m程の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ層

地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集めら

れたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。
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Ⅳ 検出された遺構

<出土遺物>(第 85'114・ 124。 141図、写真図版98,108。 123)集石 を構成する礫に含まれていた

石器 3点、石製品 1点 と、遺構の検出面や礫の下位出土 と下部土坑出土 と合わせて土器■71.42g、

石器 3点 を遺構出土として登録 した。 [土器]時期は、後期初頭～前葉である。なお、下部上坑から

は、後期初頭の小片 1点が出土 したが、磨減 も激 しいことから不掲載とした。 [石器]628のスクレイ

パー 1点 と755・ 756の台石を掲載 した。 [石製品]集石を構成する礫に含まれていた926の 板状石製品

1点 を掲載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期初頭前後と考えられる。

R H 043集 石 (第 56図 、写真図版48)

<位置・検出状況>調査区東部 2 Yllyグ リッド付近に位置する。表土除去後、表土除去後、Ⅳ層中

で径10～ 30cm程礫を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石

もあるが、全体的に所々角ばるものもあ り、基盤礫若 しくは崖水性のもが混 じる。従つて、自然礫の

集まりである可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点で

あることから、拳大以上の礫を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径10～ 20cmの礫力M.4m程 の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ

層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置 き集め

られたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒掲色シル ト中に集められている。

<出土遺物>集石を構成する礫の中に、石器 4点が含まれていた。なお、集石の検出面付近や礫の下

位では土器が出土 しなかったが、 2 Yllyグ リッドⅣ層からは後期初頭～中葉 と晩期前葉が出上 して

お り、後期中葉を主体 とする。 [石器]4点 出土 した。内訳は、台石 1点、礫器 2点、器種不明 1点

で、全て不掲載とした。

<時期 >出土遺物がないため詳細な時期は不明であるが、縄文時代後期初頭～中葉と考えられる。

R H 044集 石 (第 57図 、写真図版48)

<位置 。検出状況>調査区東部 2A14cグ リッド付近に位置する。表土除去後、表土除去後、Ⅳ層中

で径10～ 30cm程礫を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石

もあるが、全体的に所々角ばるものもあ り、基盤礫若 しくは崖水性のものが混 じる。従って、自然礫

の集まりである可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点

であることから、拳大以上の礫を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模>径10～ 20cmの礫が2.5m程 の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ

層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集め

られたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物 >集石を構成する礫に石器 2点が含 まれていた。 [石器]磨石 1点 と礫器 1点である。 2

点とも不掲載とした。
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<時期 >出土遺物がないため詳細な時期は不明であるが、縄文時代後期 と考えられる。

R H045集石 (第 57図、写真図版48)

<位置・検出状況>調査区東部 2A17dグ リッド付近に位置する。表土除去後、表土除去後、Ⅳ層中

で径10～ 20cm程礫を検出 したことから、集石を想定 しその周辺の礫 を残 して掘 り広げた。礫は、全体

的に所々角ばるものがほとんどで、基盤礫若 しくは崖水性のものと思われる。従って、自然礫の集ま

りである可能性 も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点である

ことから、拳大以上の礫 を集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 10～ 20cmの 礫が2.5m程 の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ

層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集め

られたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土>Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 125図、写真図版108)集石を構成する礫に含まれていた石器 3点 と、遺構の検出面

や礫の下位から出土 した土器509.lgを 遺構出土 として登録 した。 [土器]時期は、後期中葉を主体に

晩期前葉が混 じる。何れも磨滅気味の小破片であることから、不掲載 とした。 [石器]礫器 3点が出

上 した。その内、757を 掲載 した。

<時期 >出土土器から縄文時代後期中葉前後 と考えられる。

R H 046集 石 (第 57図 、写真図版48)

<位置 。検出状況>調査区東部 2A16bグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で径30cm程礫

を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は,可原石もあるが、全体的

に所々角ばる小さいものであ り、基盤礫若 しくは崖水性のもが混 じる。従って、自然礫の集まりであ

る可能性も考えられる。ただし、多数の配石遺構を検出した第 5次調査 と近接 した地点であることか

ら、集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 5～ 30cmの 礫が 3m程の範囲に散在する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ層

地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集めら

れたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 125図、写真図版108)758の 台石 1点が出した。

<時期 >出土遺物がないため詳細な時期は不明である。本遺構の所在する2A16bグ リッドからは、

縄文時代後期中葉が出土 している。

R H 047集 石 (第 58図 、写真図版49)

<位置・検出状況 >調査区東部 2Y14gグ リッド付近に位置する。水田土を除去後、礫の馬蹄形状の

まとまりを検出した。石器 も多 く含まれることから人為的に集められたと判断される。

<重複関係・建替え>な し。
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Ⅳ 検出された遺構

<平面形・規模 >径 5～ 60cmの礫力認.5m程の馬蹄形に集散する。礫は黒褐色土中にみられ、礫の下

部はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などもない。また、石鉢の破片・磨石・礫器 も相当数混 じる

状況から、廃棄を目的に人為的に集められたものと判断される。

<下部構造 >な し。

<埋土 >黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 110,125～ 127・ 141図 、写真図版94・ 109・ ■0)集石を構成する礫に含まれていた

石器24点、石製品 4点 と、遺構の検出面や礫の下位から出上 した土器802.91g、 石器12点 を遺構出土

として登録 した。 [土器]時期は、後期前葉を主体 とする。ただ し、集石を構成する中に石鉢の破片

が 4片含まれることから、これら後期前葉は異時期と判断 し全て不掲載 とした。 [石器]総数で35点

出土 した。内訳は、磨製石斧 2点、台石 5点、磨石14点、礫器12点 、軽石製 2点である。その内、75

9～ 767の 9点 を掲載 した。 [石製品]集石を構成する礫に含まれていた927～980の 4点 を掲載 した。

[陶磁器類]陶磁器ではないが、中世 もしくは近世と推定される石製の石鉢片が 4片 出土 し、接合 し

た。観察表は、陶磁器の表に載せ、掲載番号1011を付 した。

<時期 >出土遺物から中世若 しくは近世と考えられる。

<その他>状況から推定 して、中世若 しくは近世の礫集中廃棄場的意味合いの遺構 と考えられる。

R H048集石 (第 59図、写真図版49)

<位置・検出状況 >調査区東部 2Y16fグ リッド付近に位置する。水田土を除去後、礫のまとまりを

検出した。人為的に集められたと判断される。

表土除去後、Ⅳ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 5～ 30cmの礫が1.5m程の範囲に集散する。礫は黒褐色土中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置 き

集められたものと捉えられようか。

<下部構造 >土坑を検出した。黒褐色シル ト中から掘 り込まれている。土坑の規模は、直径90cmの 円

形で、深さ20cmを 測る。

<埋土>Ⅳ層系の黒褐色シル トを主体 とする。自然堆積なのか人為堆積なのか明確ではないが、前者

と思われる。

<出土遺物>(第 127図、写真図版■0)集石を構成する礫に石器 3点が含まれていた。検出面付近や

礫の下位では、土器などの遺物は出上 していない。本遺構の位置する 2Y16fグ リッドⅣ層では、後

期前葉の土器が少量出土 している。 [石器]台石 3点が出土 した。その内、768の 1点 を掲載 した。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、縄文時代後期前葉前後 と考えられる。

R H049集石 (第 59図、写真図版49)

<位置・検出状況 >調査区東部 2Y16hグリッド付近に位置する。水田土を除去後、礫の弧状のまと

まりを検出した。人為的に集められたと判断される。

表土除去後、Ⅳ層中で検出した。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 5～ 30cmの礫が1.2m程の範囲に集散する。礫は黒褐色土中にみられ、礫の下部

はⅦ層地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置 き
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6 集石・立石

集められたものと捉えられようか。

<下部構造>土坑を検出した。黒褐色シルト中から掘り込まれている。土坑の規模は、直径1.6mの

円形で、深さ50cmを 測る。

<埋土 >Ⅳ層系の黒褐色シル トを主体 とし、責褐色粘土ブロックが混 じる。人為堆積と推定される。

<出土遺物 >(第85,127図 、写真図版71・ 110)土器は、本遺構の検出面や礫の下位から出土 した215。 58

gと 下部上坑出上の1377.46gと 合わせて、1598.04gを 本遺構出土 として登録 した。石器は、集石 を

構成する礫の中に 4点含まれる。 [土器]下部土坑から出土 している土器は、縄文後期初頭 と後期中

葉である。160の 1点 を掲載 した。 [石器]磨石 2点、台石 ?1点、礫器 1点が出上 した。769の磨石

と770の 台石 ?を掲載 した。

<時期 >出土遺物から縄文時代後期 と考えられる。

R H050集石 (第60図、写真図版49)

<位置・検出状況 >調査区東部 2Y21eグリッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で径 3～30cm

の礫を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石もあるが、全

体的に所々角ばる小 さいものであり、基盤礫若しくは崖水性のもが混 じる。また、この周辺は旧沢の

流路に相当する部分でもあ り、自然堆積による集まりである可能性 も考えられる。ただし、集石の中

には石器も相当数含まれることから、集石遺構として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 10～ 20側の礫が 3m程の範囲に集散する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ層

地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集めら

れたものと捉えられようか。

<下部構造 >な し。

<埋土>Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 127図、写真図版■1)集石を構成する礫に含 まれていた石器 8点 と集石検出面付近

で出土 した石器 8点 を合わせて、16点 を登録 した。 [石器]磨製石斧 1点、凹石 1点、磨石 8点、礫

器 6点が出土 した。その内、771の磨石 1点 を掲載 した。

<時期 >出土土器がないため詳細な時期は不明である。本遺構の所在する 2Y21eグ リッドからは、

縄文時代後期初頭～前葉の土器が出上 している。明確ではないが、縄文時代後期初頭～前葉 と考えら

れる。

R H 051集石 (第 60図、写真図版49)

<位置・検出状況>調査区東部 2Y21gグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で径 3～ 30側

の礫を検出したことから、集石を想定 しその周辺の礫を残 して掘 り広げた。礫は河原石もあるが、全

体的に所々角ばる小 さいものであ り、基盤礫若 しくは崖水性のもが混 じる。また、この周辺は旧沢の

流路に相当する部分でもあり、自然礫の集まりである可能性 も考えられる。ただし、集石の中には石

器も相当数含まれることから、集石遺構 として登録・認知することとした。

<重複関係・建替え>な し。

<平面形・規模 >径 10～ 40cmの礫が 4m程の範囲に集散する。礫はⅣ層中にみられ、礫の下部はⅦ層

地山まで達 していない。設置痕などもない。人為的な集石であるならば、当時の地表面に置き集めら

れたものと捉えられようか。
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Ⅳ 検出された遣構

<下部構造 >な し。

<埋土>Ⅳ層系の黒褐色シル ト中に集められている。

<出土遺物>(第 128図、写真図版111)集石を構成する礫に含まれていた石器 3点 と集石検出面付近

で出土 した石器 2点、合わせて 5点が出土 した。 [石器]磨製石斧 1点、磨石 1点、台石 ?1点、礫

器 2点が出上 している。その内772の台石 ?1点 を掲載 した。

<時期>出土土器がないため詳細な時期は不明である。本遺構の所在する2Y21gグ リッドからは、

縄文時代後期初頭～前葉の上器が出上 している。明確ではないが、縄文時代後期初頭～前葉と考えら

れる。

埋 設 土 器

R P006埋 設土器 (第 61図、写真図版52)

<位置 。検出状況>調査西部の 5W4eグ リッドに位置する。検出状況は、上記グリッド周辺のⅥ～

Ⅶ層中において、20cm程 の埋設土器と土坑 と想定される lm程の黒褐色シル トプランを認知 したこと

による。なお、埋設土器周辺には、炉石の 3個分の抜 き取 り痕 と推定される暗褐色シル トのシミが認

められる。従って、単独の埋設土器遺構ではなく、本来は竪穴住居跡に伴 う石囲炉内に埋設されてい

た土器と捉えられる。ただし、周辺からは竪穴住居が想定されるような柱穴は認められない。おそら

くは、水田造成以前に床面まで破壊するような掘削行為があったものと考えられる。

<重複関係・建替え>R D 124を切る。

<埋設状況>土器は胴中位 より上が欠落 (※ 切断されている可能性あり)し、胴下半～底部が正立で

埋設されている。掘 り方は、北壁・西壁・南壁はR D 124埋土中を、東壁はⅦ層黄褐色ローム中を円

形の上坑状に掘 られている。上端はやや広めであるが、中～下端にかけては埋設土器の形状・規模に

即 したぎりぎりの大 きさに掘 られている。据え方は、地山起源の暗褐色シル ト質粘上が使用されてい

る。

<出土遺物>(第86図、写真図版71)埋設されていた土器内や据え方土からは遺物は出土 していない。

埋設されていた162の 土器は、地文のみであるが中期末葉である。

<時期 >出土土器から中期末葉である。

R P007埋設土器 (第 61図、写真図版52)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5W5dグ リッドに位置する。検出状況は、Ⅶ層上面付近の検出作

業中において、地山土 と見分けがつかない褐色砂質ンル ト土を削った際に、土器のまとまりを検出し

たことによる。

<重複関係・建替え>な し。

<埋設状況>土器は、直径35硼程の円形の上坑を掘 り、その中に 2個体分の土器片が埋められていた。

1点は浅鉢である。他方は台付鉢 と推定される。なお、土器の埋め方は正立や倒立など設置された痕

跡はない。また、土器自体 も完形土器ではなく、特に台付鉢 と推定される土器は、台部の半分程の残

存である。

<出土遺物>(第 86図、写真図版71)埋置設されていた土器以外の遺物はない。埋置されていたのは、

163と 164で弥生時代前期の青木畑式相当である。

<時期 >埋められていた土器から、弥生時代前期である。
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7 埋設土器

<そ の他 >接合作業の結果、 2個体の上器の存在が明らかとなった。何れも完形個体にはならないが、

状況から土坑状の穴を掘 り、土器片を埋置 した類の遺構である。

土 取 穴

調査区西部において、粘土層を狙い、ランダムに掘 り広げられた粘土採掘坑と考えられる土坑 を、

土取 り穴 と呼ぶこととした。土取 り穴は 7箇所あ り、また当初単独の上坑として遺構登録 したものが

16基 ある。大 きく捉えれば、 2地点に土取 り穴が広がる。土取 り穴の認定基準 としては、底面の激 し

い凹凸具合 と、規格性の弱い平面形や壁形の様相から、該期の土坑 (貯蔵穴 ?)と は違う性格・目的

と判断したものである。

土取 り穴の壁を構成する地山層を細分すると、壁上部から壁下部にかけて 3つ の様相に大別 される。

上部からⅦ層-1(地 山 1)→Ⅶ層-2(地 山2)→Ⅶ層-3(地 山 3)と 命名 した。以下のような

内容である。

Ⅶ層-1は、地山粘土層の中では最上位に堆積する土層で、土取 り穴の検出面から0～ 20cmの層厚

でみられる。土質は、責褐色粘土質シル ト (粘土 とシル トの中間的な土質)で、粘性はやや弱い。観

察所見 としては、良好な粘土層 とは思われない。

Ⅶ層-2は、Ⅶ層-1と Ⅶ層-3の 中間にみられる粘土層で、Ⅶ層-1の下位において10～ 30cmの

層厚でみられる。土質は、明黄褐～責褐色粘土で、粘性は強 く、硬 く締まる。観察所見 としては、Ⅶ

層-1と した粘土層よりやや黄色味が強い良好な粘土層である。このⅦ層 -2と した土層が、最 も`粘

土らしい粘土'であり、採掘の対象となった粘土層ではないかと考えられる。

Ⅶ層-3は、Ⅶ層-2の下位にみられる礫を多 く含む粘土層である。上取 り穴の検出面から概ね50

～60cm下位でみられる。本層をさらに掘 り下げると、砂礫層が表れ、巨礫が認められる地点 もあ り、

本層 と砂礫層 とは区分できない部分 もある。土取 り穴の底面は、このⅦ層-3や砂礫層であることが

多 く、本層は採取の対象外の上層と判断される。

上記 した中では、Ⅶ層-2と した地山層部分に良好な粘土層が形成されている。土取 り穴の掘削深

度などから、このⅦ層-2の粘土層が主たる対象 と現場時は想定された。これらの上層は、一部サン

プリングを行い、胎上分析を実施 している。

R X001土取 り穴 (第62図 、写真図版50)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5X3fグ リッドに位置する。第62図 の平面図には、重複関係 にあ

る土坑についても、併せて図化 している。Ⅶ層中で検出した。現況は、水田造成に伴 う現代盛土層 (基

本層序 I層 に含めた)が層厚70～ 150cmで みられる (斜面上方である南側は整地層がやや薄 く、斜面

下方になる北側ほど厚い)。 それを除去 した段階で、Ⅶ層黄褐色粘土質シル ト層が直に表れ、同層中

で黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。Ⅲ～Ⅵ層及びⅦ層-1上部は水田

造成時に削平されている。

補足 として、本遺構及びその周辺は、検出当初竪穴住居跡や土坑など複数遺構が重複するプランと

想定された。従って、プランに複数の上層観察ベル トを設定 した上で、プラン中心部分を3号住 と命

名 して精査 を進めた経緯がある。精査途中から1号土取 り穴及びイ回々 の上坑に改名 した。従って、現

場時の調査記録である写真の撮影カー ドや遺構図面は、 3号住 として登録・記載 していたが、調査途

中で全て訂正 したことを付記 してお く。
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<重複関係・建替え>R A011、 R D 138～ 152が本遺構を切 り所在する。その中で、 R D139。 142・

144・ 148・ 149な どは、単独の上坑 として遺構名を付け登録 したが、本来的には本遺構 と合せ一連の

上取 り穴に関係する可能性 もある。

<平面形・規模・方向>平面形は、南北方向にやや長い不整形である。所々、円形や方形の張 り出気

味に見受けられる部分 もある。規模は、南北方向で 9～ 10m、 東西方向で 7～ 8mに広がる。深 さは

最深部で約60cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘上がブロックで混入する。全体的に人為堆積であるが、埋土

上位を中心にして各所に自然堆積された部分がみられる。

<底面 。壁 >底面は、概ねⅦ層-2～ Ⅶ層-3中 で、全体的には凹凸があ り、またマウンド状に地山

が掘 り残されている部分 も複数イ固所ある。壁は、上部がⅦ層 -1、 中～下位がⅦ層-2である。壁形

は、直立・外傾・外反・内湾様々である。

<遺物>(第86・ 128・ 142図 、写真図版72・ 111,123)土器7,015g、 石器16点 (剥片石器 2点、礫

石器14点 )、 石製品 3点が出土 した。 [土器]縄文時代中期～晩期まで多岐に亘る。文様などから土器

型式がある程度特定できるものとしては、大木 7b式、大木 8a式、大木 9式、大木10式、晩期大洞

B式 。大洞BC式などがある。その内、165～ 179ま での15点 を掲載 した。 [石器]ス クレイパー 2点、

磨製石斧未製品 1点、石錘 3点、磨石 3点、礫器 7点が出上 した。その内、773～ 779の 7点 を掲載 し

た。 [石製品]有孔石製品 1点、石刀 1点が出土 し、931の 1点掲載 した。

<時期>重複遣構の中で、 R A011よ り古いことから、中期末葉より古い。 しかしながら、重複関係

にある土坑の多 くは時期特定が難 しいため、本遺構の時期特定は難 しい。出土土器の主体時期は、縄

文時代中期後葉～末葉であ り、本遺構の廃絶時期についてもR A011の 構築時期 と大差ない時期 と考

えられる。

R X 002土 取 り穴 (第 63・ 64図 、写真図版51・ 52)

<位置 。検出状況 >調査区西部の 5X5mグ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係・建替え>R X003と 重複する。本遣構が新 く図化 したが、新旧関係を持つ異なる遺構で

はなく、一連の上取 り穴であると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、全体的には南北方向にやや長い不整形である。所々、円形や方形

の張 り出気味に見受けられる部分もある。規模は、南北方向で約4.8m、 東西方向で4.5mに広がる。

深さは最深部で約60cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘土がブロックで混入する。全体的に自然堆積であるが、各所

に人為による投棄ブロック層がみられる。

<底面・壁 >底面は、概ねⅦ層-2～Ⅶ層-3中で、全体的には凹凸があ り、またマウンド状に地山

が掘 り残されている部分もある。壁は、上部がⅦ層 -1、 中～下位がⅦ層-2である。壁形は、直立・

外傾を呈する部分が主体的である。

<遺物>(第87・ 114・ 129図 、写真図版72,98・ 112)土器5,留5g、 石器13点 (剥片石器 7点、礫石

器 6点)が出上 した。 [土器]縄文時代前期～晩期まで多岐に亘る。ある程度時期が特定できるもの

としては、縄文時代前期前葉、前期後葉、中期初頭、中期後葉、中期末葉、晩期初頭などがある。主

体は中期後葉～末棄大木 9～ 10式 である。その内、180～ 187ま での 8点 を掲載 した。 [石器]石鏃 1

点、スクレイパー 6点、磨石 3点、礫器 3点が出土 した。その内、629、 780、 781の 3点 を掲載 した。
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<時期 >断定はできないが、縄文時代中期後半の廃絶期 と考えられる。

R X003土取 り穴 (第 63・ 64図 、写真図版51・ 52)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5X81グ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係・建替え>R X002・ 004・ 007と 重複する。本遺構がそれらより古 く図化 したが、新旧関

係を持つ異なる遺構ではなく、一連の上取 り穴であると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、東西方向に最大長を持つ長楕円形である。規模は、東西方向で約

5.6m、 南北方向で約2.5mを 測る。深さは最深部で約40cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘土がブロックで混入する。全体的に自然堆積であるが、遺構

東側を中心に各所に、人為による投棄ブロック層がみられる。

<底面 。壁 >底面は、深い部分はⅦ層-3中で、西側など若干高い部分はⅦ層-2中 である。全体的

には凹凸があり、またベッド状に地山が掘 り残されている部分 も東側中心にみられる。壁は、上部が

Ⅶ層 -1、 中位がⅦ層 -2、 下位がⅦ層-3主体である。壁形は、直立・外傾を呈する部分が主体的

である。

<遺物>(第87・ ■4・ 129。 142図 、写真図版73・ 98,112・ 123)土器8,936g、 石器19点、石製品 2

点が出上 した。 [土器]縄文時代前期～晩期 まで多岐に亘る。ある程度時期が特定できるものとして

は、縄文時代前期後葉、中期初頭、中期中葉、中期後葉、中期末葉、後期初頭、晩期前葉などがある。

主体は中期後葉～末葉大木 9～ 10式 である。その内、188～ 194ま での 7点 を掲載 した。 [石器]石鏃

1点、スクレイパー 2点、Uフ レ1点、コア 1点、磨製石斧 2点、石錘 2点、磨石 3点、敲石 1点、

礫器 6点が出土 した。その内、630、 782～786の 6点 を掲載 した。 [石製品]石刀 2点が出土 し、932

の 1点掲載 した。

<時期 >断定はできないが、縄文時代中期後半の廃絶期 と考えられる。

R X 004土 取 り穴 (第65図、写真図版51・ 52)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5X9nグ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係・建替え>R X003・ 007と 重複する。本遺構がそれらより新 しく図化 したが、新旧関係を

持つ異なる遺構ではなく、一連の土取 り穴であると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、南北にやや細長い楕円形 (林檎の形状に似る)である。規模は、

南北方向で約2.8m、 東西方向で約2.3mを 測る。深さは最深部で約45cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘土がブロックで混入する。全体的に自然堆積であるが、各所

に人為による投棄ブロック層がみられる。

<底面・壁 >底面は、概ねⅦ層-2～ Ⅶ層-3中で、全体的には凹凸があり、また比較的大 きな窪み

状の部分 もある。壁は、Ⅶ層-2～Ⅶ層-3中である。壁形は、直立・タト傾を呈する部分が主体的で

ある。

<遺物>(第88。 114・ 129・ 142図 、写真図版73。 98・ 112・ 123)土器3,800g、 石器10点 、石製品 2

点が出上 した。 [土器]縄文時代前期後葉～後期前葉まで多岐に亘る。ある程度時期が特定できるも

のとしては、縄文時代前期後葉、中期初頭、後期初頭、後期前葉などがある。主体は後期初頭～前葉

である。その内、195～ 199ま での 5点 を掲載 した。 [石器]石匙 1点、スクレイパー 4点、石錘 2点、
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Ⅳ 検出された遣構

磨石 1点、台石 1点、礫器 1点が出土 した。その内、631、 787～ 789の 4点 を掲載 した。 [石製品]石

刀 2点が出土 し、933の 1点掲載 した。

<時期>断定はできないが、縄文時代後期前半の廃絶期 と考えられる。

R X005土取 り穴 (第65,66図、写真図版51・ 52)

<位置・検出状況>調査区西部の 5X10nグ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係 。建替え>重複する遺構はない。ただし、 R X002～ 004・ 006・ 007と 一連の上取 り穴であ

ると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、全体的には東西方向に長い不整形である。所々、円形や方形の張

り出気味に見受けられる部分もある。規模は、東西方向で約5。 lm、 南北方向で4.Omを 浪1る 。深さは

最深部で約40cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘土がブロックで混入する。全体的に自然堆積である。

<底面 。壁>底面は、Ⅶ層-3中の部分が多 く、東側の一部分がⅦ層-2中である。南から北に向かっ

て傾斜する。また、全体的に凹凸が激 しく、またマウンド状に地山が掘 り残されている部分 も複数個

所ある。そ して地山起源の礫 (径 10～60cm)が露出する部分も顕者にみられる。壁は、全体的にはⅦ

層-3である。壁形は、直立・外傾・外反を呈する。

<遺物 >(第88。 129図 、写真図版73・ 112)土器5,068g、 石器 4点、石製品 1点が出上 した。 [土器 ]

縄文時代前期前葉～後葉 と後期初頭が出土 している。主体は前期後葉である。200～ 204の 5点 を掲載

した。 [石器]磨石 3点、礫器 1点が出土 した。その内、790。 791の 2点 を掲載 した。 [石製品]石刀

1点が出土 している。不掲載とした。

<時期 >断定はできないが、縄文時代中期後半～後期初頭の廃絶期 と考えられる。

R X006土取 り穴 (第 65図、写真図版51・ 52)

<位置・検出状況>調査区西部の 5X9oグ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係・建替え>重複する遺構はない。ただし、 R X002～ 004・ 005'007と 一連の土取 り穴であ

ると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、半円形を呈する。調査区外東側は、急傾を呈 した後約 7m低い水

田に到ることから、本来の平面形も大差ない形状 と判断される。規模は、南北方向で4.2m、 東西方

向で 2mを測る。深さは最深部で約40cmで ある。

<埋土>黒褐色シル トを主体に黄褐色粘土がブロックで混入する。全体的に埋上下位は人為堆積であ

るが、埋土上位は自然堆積 と判断される部分が多 くみられる。

<底面・壁 >底面は、概ねⅦ層-2～Ⅶ層-3中 で、凹凸が激 しく、また全体的には悟鉢状 を呈する。

壁は、Ⅶ層-2～ Ⅶ層-3中で、壁形は直立・外傾を呈する。

<遺物>(第 129図 、写真図版112)土器1,051g、 石器 1点が出上 した。 [土器]縄文時代前期～後期

まで出上 している。全て摩滅した小片であることから、不掲載とした。 [石器]792の石錘 1点が出土

した。

<時期 >断定はできないが、縄文時代中期後半の廃絶期 と考えられる。
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R X007土取り穴 (第 65・ 66図、写真図版51・ 52)

<位置・検出状況 >調査区西部の 5X91グ リッドに位置する。Ⅵ～Ⅶ層で検出 した。現況は農作業

道で、それを除去 した段階で、黒褐色シル トの不整形の広が りを確認 したことにより認知 した。

<重複関係 ・建替え>R X 003と 重複する。ただし、新旧関係を持つ異なる遺構ではなく、一連の上

取 り穴であると判断される。

<平面形・規模・方向>平面形は、全体的には南西―北東北方向にやや長い不整形である。北側にカ

マ ドの煙道部状に細長 く張 り出す部分があ り、また円形や方形の張 り出気味に見受けられる部分 もあ

る。規模は、東西方向で3.8m、 南北方向で3.7mを 測る。深さは最深部で約35cmである。

<埋土 >黒褐色シル トを主体に責褐色粘土がブロックで混入する。全体的に自然堆積であるが、各所

に人為堆積される部分がみられる。

<底面 。壁>底面は、概ねⅦ層-2～ Ⅶ層-3中 で、全体的には凹凸があ り、また窪み状に掘 り下げ

られている部分も複数個所ある。壁は、上部がⅦ層 -1、 中～下位がⅦ層-2である。壁形は、直立・

外傾を呈する。

<遺物>(第88図、写真図版74)土器3,202g、 石器 2点が出土 した。 [土器]縄文時代前期前葉～後

葉が出土 している。主体は前期前葉である。その内、205～ 207ま での 3点 を掲載 した。 [石器]ス ク

レイパー 1点、礫器 1点が出上 した。 2点 とも不掲載とした。

<時期 >出土土器は縄文時代前期後葉であるが、重複する土取 り穴などの状況から、中期後半の廃絶

期 と考えられる。

9柱 穴 状 土 坑

調査区西部桂穴群 (第67図 )

<位置・検出状況>調査区西部の中央付近に位置する。Ⅶ層中で、80個の柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・規模>各柱穴状土坑の重複関係・規模については、表10に示した。

<埋土>黒褐色シルト・暗褐色シル トを主体とし、単層のものが多い。86号 ・53号 ・54号柱穴状土坑

では、柱痕跡と判断されるアタリを確認した。

<柱穴配置>調査区西部で検出された柱穴状土坑については、配置に明確に規則性を見出せなかった

が、本来はその多くが竪穴住居に伴う柱穴であったと考えられる。

<出土遺物>(第 88図 、写真図版74)16個 の柱穴状土坑から縄文土器406.73gが 出土し、そのうち 2

点を掲載した (208・ 209)。 208は、12号柱穴状土坑から出土した晩期末葉のものと考えられる深鉢の

口縁部破片である。209は、17号柱穴状土坑から出上した中期末葉のものと考えられる深鉢の口縁部

破片である。また、不掲載としたが、13号柱穴状土坑から礫器が 1点出土した。

<時期>詳細な時期は不明であるが、出土遺物や、周辺の遺構と埋土の様相が類似することから、縄

文時代中期後半と考えられる。

調査区中央部桂穴群 (第68図 )

<位置 。検出状況>調査区中央部に位置する。Ⅶ層中で、25個 の柱穴状土坑を検出した。

<重複関係・規模>各柱穴状土坑の重複関係・規模については、第10表に示した。

<埋土>黒褐色シルトを主体とする単層である。

<柱穴配置>調査区中央部で検出された柱穴状土坑については、配置に規則性を見出すことができな

-82-



Ⅳ 検出された遺構

かった。

<出土遺物 >すべて不掲載としたが、 8個の柱穴状土坑から縄文土器が229,08g、 223号柱穴状土坑

から石皿が 1点出上 した。

<時期>詳細な時期は不明であるが、出土遺物や埋上の様相から縄文時代後半 と考えられる。

調査区東部柱穴群 (第69～ 71図 )

調査区東部で検出した柱穴状土坑には、81～ 200号 。250～ 350号 。401～ 519号柱穴状土坑を付 した

が、所々欠呑があり、検出した柱穴状土坑は300イ回である。これらの柱穴状土坑から把握できた掘立

柱建物跡は先に述べた 4棟、使用 した柱穴状土坑は114イ回である。 したがって、ここで述べる調査区

東部柱穴群とした柱穴状土坑は、184イ固である。

<位置・検出状況 >調査区東部の北西～西側に位置する。表土除去後、Ⅳ層、及びⅦ層中で検出した。

<重複関係・規模 >各柱穴状土坑の重複関係・規模については、第10表 に示 した。

<埋土>黒褐色シル トを主体 とする単層のものが多い。14個 の柱穴状土坑 (87・ 91'94。 150,157・

181・ 186・ 188,199。 270・ 315。 441・ 450・ 455号柱穴状土坑)で柱痕跡 と判断されるアタリを確認

した。また、170号柱穴状土坑は人為堆積によるものと考えられる。

<柱穴配置>先に述べた 4棟の掘立柱建物跡のほかに、配置に規則性を見出すことはできなかった。

ただし、調査区中央付近に位置する304・ 314・ 316・ 269号柱穴状土坑は列状に並ぶことが看取される。

269号 。316号 間は440cm(14.5尺 )、 316号 。314号 間は232cm(7.6尺 )、 314号 。304号間は238cm(7.9

尺)であることから、これらの柱穴状土坑は柱穴列を構成 していた可能性が考えられる。

<出土遺物>(第 88図 、写真図版74)78個 の柱穴状土坑から4616.81gの縄文土器、 3個 の柱穴状土

坑から土製品 3点 (円盤状土製品 2点、粘土塊 1点)が出上 した。また、20個の柱穴状土坑から20点

の石器 (石錐 1点、磨石 7点、敲石 1点、石皿 1点、礫器 6点、軽石製 4点 )、 4個の柱穴状土坑か

ら4点の石製品 (石棒 2点、石刀 1点、板状石製品 1点)が出土 した。

<時期 >縄文土器、縄文時代の土製品、石器、石製品以外の遺物は出上 しなかったが、掘立柱建物跡

を構成する柱穴状土坑と、形状や埋上の様相が類似することから、中～近世と考えられる。

10捨  て 場

一定の空間内に多量の遺物廃棄を確認した場をいわゆる捨て場として認知する。今回の調査では捨

て場と認知した空間は 1箇所で、調査区中央部捨て場と命名した。

調査区中央部捨て場 (第 72・ 73図 、写真図版53)

<位置 。検出状況>調査区中央部の4W6xグ リッド付近に遺物包含層の広がりを認知した。現況地

形の標高は180～ 183mで、南東から北西方向に向かって下る斜面地である。検出状況は、調査開始当

初に設定・掘削した第25。 26ト レンチにおいて、Ⅳ層黒褐色シルトから多量の土器が出土したことか

ら、これらⅣ層は遺物包含層と判断された。この遺物包含層の分布する空間は、比較的広範囲にみら

れることから、調査区中央部捨て場と呼称し、精査を進めた。

<形状・規模>上記のとおり現況地形は南東～北西に向かって傾斜する。詳述すると、斜面上方側(4

X12aグ リッドなど)は急崖地状で、斜面下方側に向かって幾分傾斜角度が緩くなる。平面的な広が

りは約304♂である。
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<堆積土>遺物包含層の厚 さは15～ 150cmで 、斜面下方側に相当する西側ほど厚 く堆積する。上位に

堆積する黒色～黒褐色土系の土層は、上から下に 1～ 5層 に分層・命名 した。なお、 5層 の下位は責

褐色粘上の地山となる。全て南東方向から流入 した自然堆積層である。遺物を主に包含するのは 2層

で、 1層 は中量、 3層 は少量、 4層 は微量である。 5層からは遺物出土がない。遺物の出土状況を平

面的に見ると、 4X12dグ リッド付近 (同 グリッドの 2層 )か ら最 も多 く出上 している。下記に各層

の状況を詳述する。

[1層 ]:1層 は基本層序Ⅲ層相当の黒褐色シル ト層である。層厚は 8～ 30cmで ある。前期後葉～晩

期前葉までの上器が出土 している。主体は、前期後葉で、次いで中期後葉～末葉、後期初頭、晩期前

葉である。遺物量は本層の下位に堆積する 2層 と比べて少ない。本層には、崖水性と考えられる角礫

が多量に含まれる状況から推定 して、土砂流出などの影響が激 しかった土層 と考えられる。従って、

本層出土の前期後葉などの遺物は、本来的には下位の 2層 (Ⅳ層)に含まれていたものが混ざり、流

れ込んだものと想定される。また、第25。 26ト レンチ掘削時は、下位のⅣ層 と分層せず遺物を取 り上

げた。従って、Ⅲ～Ⅳ層 と幅を持たせた層名で遺物観察表には記載 してある。

[2層 ]:最 も遺物量の多かった 2層 は、基本層序のⅣ層に相当する黒～黒褐色を呈するシル ト層で

ある。本層の上位に堆積する 1層 と比較 して、やや黒色が強い色調である。また、角礫の含有率も 1

層 と比較 して、本層を含め下位の 3～ 5層 は極端に低い。このことから、土砂流出などの影響が比較

的少ない土層 と判断される。層厚は 0～ 35cmで 、平均的には20cm前後である。本層の細分はできなかっ

たことから、遺物の取 り上げはⅣ層 として一括 した。前期後葉が圧倒的な主体にあり、早期中葉や前

期前葉が微量出土 している。補足 として、調査区南西部のⅣ層中位～下位においてはTo― Cuが顕

著に確認されたが、本捨て場内のⅣ層からTo― Cuは認められなかった。従って、To一 Cuが流

されるなど、テフラが溜まり難い地形・地質環境にあるとも捉えられるが、主体を占める前期後葉土

器とTo― Cuが異時期 (To― Cu降下期が古い)にあることを示す可能性 もある。

[3層 ]:3層 は堀切テフラと考えられるオレンジパ ミスの混入する黒褐～暗褐色のシル ト質粘土層

である。上位の 3層 より黒味が弱い色調である (土色が明るい)。 層厚は 0～30cmで、平均的には20

cm前後である。早期中葉の土器が少量出上 した。基本層序 V層 に相当しよう。

[4層 ]:4層 は、 3層 と5層 の漸移層で、Ⅵ層相当と考えられる暗褐色シル ト質粘土層である。層

厚は、 5～ 25cmで ある。遺物は出土 していない。

[5層 ]:5層 は、褐色を呈する粘土層で、Ⅶ層 (地 山)相当である。遺物は出上 していない。

<出土遺物>(第 89～ 96・ 107・ 114・ 130・ 142・ 146図、写真図版74～ 80。 91・ 98,113・ 123・ )縄
文土器104,554.18g、 土製品 4点、石器24点 、石製品 2点が出上 している。 [土器]縄文早期中葉～

晩期前葉までが出土 している。前期後葉が圧倒に主体を占める。214～ 269。 1063を 掲載 した。主体を

占める前期後葉は、単軸絡条体第 lA類 と単軸絡条体第 5類を施文するものが圧倒的に多い。また、

頚部に横位貼 り付け隆線が巡るものや口縁部に弁状突起を持つものが比較的散見できる。特記事項と

して、245は 口縁部に環状突起 (ド ーナツ状)を持つ特徴から、大木 5式の中では古い段階の可能性

がある。また、249は唯一出土 した円筒下層 b式土器である。また、大木 6式は出土 していない。こ

のことから、本捨て場出土土器は、大木 5式の中では古い段階を主体 とする可能性があ り、併せて円

筒下層 b式が併行関係にある可能性が窺える。 [土製品]513・ 514の 斧状土製品と、515。 516の 円盤

状土製品を掲載 した。 [石器]石鏃 2点、石匙 4点、スクレイパー11点、 Uフ レ1点、、磨石 4点、

敲石 1点、礫器 1点が出土 している。その内、634～ 637と 798を 掲載 した。 [石製品]986。 987の 石棒

を掲載 した。
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Ⅳ 検出された遣構

<時期 >出土 している土器は縄文時代早期中葉～晩期前葉である。遺物の出土量などから縄文時代前

期後葉において、捨て場 として盛んに使用 された空間と判断 される。
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1 竪穴住居跡

RA003
土�罰 七 1歌

ネ

了

①PP4

∞P∴ ◎PP7

◎ PP6

S、 PP9

⑨ PP10

9 PPll

◎PP12

@,Pls

卜
L18■500m

水田整地層 I

卜
L187600m

ｑ
　
プ 亦

引

七 1臥

~提
� l欲 R劇 ∝ 鶴 号O A蜘

『
1 10Y R2/3黒褐色シル ト質粘土 粘性やや強

締 りやや密 オレンジパ ミス (※ 7 5Y R4/6

褐色パミス)(φ l～ 2m)1% To― Cu
ブロック1%混入

la 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締

り密 オレンジパミス 1%混入

lb 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締

り密 炭化物 (φ l um程 )オ レンジパミス 1%
未満 土器片混入

lc 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締

り密 オレンジパミス 1%未満混入

2 10Y R2/3黒褐色シル ト質粘土 粘性やや強

締り密 下位に黄褐色粘土プロック1% オ

レンジパミス (φ l～ 2 HJ4)3% 角レキ (φ

2～ 5m)1%未 満混入

3 10Y R2/3～ 3/3黒掲～暗褐色粘土 粘性やや

強 締 り密 黄褐色粘上ブロック2% オレン

ジパミス (φ l-211a)3%混入

4 10Y R2/3～ 3//3黒 褐～暗掲色粘土 粘性やや

強 締り密 黄褐色粘土プロック3% 炭化V/J

(φ l鰤 )1%未 満 オレンジパミス (φ l～

2D4)1%混 入

5 10Y R4/6褐色粘土 粘性強 締 り密 暗褐

色シル ト質粘± 1%混入

6 10Y R2/3黒褐色ンル ト質粘土 粘性やや強

締 り密 黄掲色粘土プロック 1% オレンジ

パミス (φ lm程)2%混 入

7 10Y R4/6褐色粘土 粘性やや強 締り中

8 10Y R2/3黒褐色ンル ト質粘土 粘性中 締

り中 黄掲色粘土プロック2% オレンジパミ

ス (φ lm程)1%混 入

9 10Y R2/3黒褐色シル ト質粘土 粘性やや強

締り密 オレンジパミス (φ ldM程 )1%Yjl
入

10 10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強

締 り密 オレンジパ ミス (φ l mat程 )2%混
入 (※ 3b層 よりも締 り密 13号 住 )

11 10YR3/3暗 褐色シル ト質粘土 粘性やや強

締 り密 黄褐色粘土ブロック3%混入

0              1:50              2m

引

イモ (cm) 深 さ(cm) 備  考

PP] 18X16 2

PP2 16× 14 6

PP3 18X16

PP4
PP5 42X32
PP6 24X18 22

PP7 20X18 9

PP8 34X32 34

PP9 12X10 廃面北西 南東側オーバーハング

P P10 14X12 5 礫混入

PPH 10× 10 8

P P12 14X12 2

P P13 22X10 22 礫湿 入

P P14 32X珈 底面北側オーバーハング

P P15 16X12 5
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RA004

Ⅳ 検出された遺構

締 りやや密 黄掲色粘土ブロック3% 焼土 (φ ldm程 )1% 炭化物 (,l un程 )1%混 入

締りやや密～密 黄褐色粘土プロック5%混 入

締 りやや密 黄褐色粘土プロツク3%混 入 炭化物 (φ lm程)1%混 入 (※ P P10 1層 )

七 9。

北�。。

北x相。

七 1釣

L=187200節

R ACl14(8号 住) A― A'B― B'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性中

2 10Y R2/3黒掲色シル ト 絡性中

3 10Y R2/2黒掲色シル ト 粘性中

ト 名

0                1:50                2m

R AOИ 径 (cln) 深 さ(cm) 備  考

PPl 20× 18

PP2 20× 16

PP3 30× 24 20

PP4 22× 18

PP5 22× 22

PP6 28× 災 PP7を切る

PP7 ■×20 PP6に切られる

PP8 14X12 14

PP9 20× 18

P P10 И×20

PP■ 34X34

P P12 20× 20

P P18 20× 20

P P14 4X12 9

P P15 24X18 9

P P16 14× 14 7

P P17 16× 16 7

P P18 7

P P19 12× 10

P P20 14× 14 5

第15図 R A004竪穴住居跡
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RA005

竪穴住居跡

/O∝

YS―

◎
Ｐ

RAO05内 土珀

◎
PP10

北�莉

卜
L486000m

卜
L486000m

RA∽5(9号 住) A一 A'B― B'
1 10Y R?/1黒 色シル ト 粘性やや弱 締 りやや強 オレンジバ ミス (φ lna程)1%混 入

:ピと岳統乗福を羞生
卜
粘複峰

や
幕貯密

締りやや密魁1%批物2%オレン本スψ lm樹 1%麒

4 10Y R2/2黒掲色シルト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土プロック3% 焼± 1% 炭化物 1% オレンジパ ミ
ス (φ l画程)1%混 入

5 10Y R2海 黒褐色シルト 粘性中 締 りやや密 オレンジパミス (φ l-2 dm)2%混 入
6 10Y R3/3暗褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 オレンジパミス (φ l～ 2鰤)2%混 入
7入

巽雛暴密

3洛黒褐～暗褐色シルト 粘性強 締 りやや密 nft(φ lm潮 炭化物 (φ l～ 勅 1%未満混

8 10Y R4ん 褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 (地 山※掘 り過ぎ)

引

上

当

0                1:50               2m

一、

ヽ

ヽ

R Alll15 径 (cn)

22X16 30

PP2 22X20
PP3 熟 ×2
PP4 16× 14 33

PP5 26× 26

PP6 %× 24

PP7 20X18 別

PP8 22X20 20

PP9 22× 20

P P10 22X20
PPH 26× 22 24

P P12 28

P P13 14× 14 6
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Ⅳ 検出された遺構

二提泳働 七 sk

下
，

７
壊
・ｇ
ユ

掌
~提

�7,

――に三xttI

毛 71

卜 Ha°。00m

麟

鵜性やや強 締りやや密 黄褐色粘上プロック1% 角藤 (φ 2cDl～ 5m程)2%― 魔化物d%―混入

引

RA006(12号 住) A― A'・ B一 B'
l lo了烹2/1～ 2/2黙色～慕籠 ―ンルト

R A006 径 (cal) 深 さ(cra) 0職            デす
22×20 7

一Ｘ 7

01             1150             2面

第17図 R A006竪穴住居跡
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竪穴住居跡

RA007

下膀ｒ　　Ｆ＝Ｐ∞９Ｎｏｏ日

嗚X3h

七 4h

七 5h

卜
Ltt ЮOm

賠

上

≒x団

AIX17(7号住) A― A'B― B'
10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性中～やや弱 締 りやや弱

5YR3/6暗 赤掲色焼土 粘性やや弱 締 り強

a 10Y R2/2黒 掲色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 焼上プロック 1%Fll入
10y r2/1～ 2/2黒 ～黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや疎 黄褐色粘土プロッタ3% 黄掲色粘土ブロック3% 炭化物 1%混入
10Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック 7%混 入

10Y R2/2黒掲色シル ト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土プロック10%混 入

径 (山 ) 深 さ(cm) 備  考

PPl 32× 22 22

PP2 30× 28

'P3
30× 26 礫混入

PP4 18× 14

PP5 42× 30

R Aa17(7号住) pp3 c― c'

l 10Y R″2黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 黄褐色粘土ブロック 3

%混入

R AOは (7号住) ppl a一 a'

1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性やや強

%混入

2 10Y R2/2黒褐色 シル ト 粘性やや強

ク5%混入

と,185600m

卜  当

R AO∝ (7号住) pp2 b― b'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強

%混入

2 10Y R2カ 黒褐色 シル ト 粘1生やや強

%混入

締 りやや密 黄褐色粘上プロック

締 りやや密～密 黄褐色粘土ブロ

締 りやや密 黄褐色粘土プロック 2

締 りやや密 黄褐色粘土プロック 5

R A007(7号 住) pp4 d一 d'

l Ю YR2/2黒 褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中
コック2%混 入

2 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

ブロック 5%混入

黄褐色粘土 ブ

黄褐色粘土

0                1:50               2m

L=185600m

卜  当

Ｐ４̈〕　都
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③ PP8

ビツ PP9

QPi。

蝕
錐
鋭

儀

蛤

　

Ｈ

鵠 布!Y2前

引

≒w劉

北 W25J

卜
L185お 00m

Ⅳ 検出された遺構

0                1:50               2m

△下

日
０
０
Φ
ゆ
∞
Ｈ
＝
コ
　
　
上

北W25h

引

R A008(16号 住) A― A'B― B'

1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘± 3% 焼上 2%混入

2 10Y R3ん 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘± 2% 焼± 5%混入

R AIK18 径 (cm) 深 さ(cm) 備 考

44×型

PP2 24× 22

PP3 20× 20

PP4 22× 20

PP5 40X32 12

PP6 16X14 17

PP7 16X14

PP8 12× 12 7

7

P P10 38× 36 13

P Pll 38× 24 17

P P12 16× 16

P P13 6

P P14 14× 1参

P P15 14× 12 17

P,16 18× 14 5

P P17

P P18 10× 10 2

P P19 20× 8 7

P P20 14X12 20

第19図  R A003竪穴住屋跡
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菰 1帥

鵠 22h

0                1:50

Ｐ，

　

　

　

／

マ
縛
ｉ
／
／

竪穴住居跡

北W22e

R Alll19(15号 住)A― A'
ユ 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 土器混入

2 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中

＼

R A009 径 (cm) 深さ(ca) 備  考

PPl %× %
PP2
PP3 36× 32 PP4を 切る

PP4 48× 32 PP31こ切ら/Lる

PP5 22× 20 16

PP6 13

PP7 24× 22 17

PP8 36× 30 PP9を 切る
28X■ 10

P P10

P Pll 22× 22 9

P P12

P P13 13

P P14 17

P P15 18× ■
P P16 26× 20 20 P P17を 切る

34X■
PPユ 8
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―
卜 L―

l路輛

締オ筆韓登傑勇轡靱球掛

V検出:碁 れた選構

0                 とつ0               .蕪

・碧

与種錢騒 鐵胤榔

卜 L―IB4艤

卜
榔 蜘

ヨ撃鰯

当

， 隷

1321図‐R―A∞9塞穴住層跡 (分)
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竪穴住居跡

RA010

~IИ
W20d

分

L=184700m

整地上

R A01o(6号 住) 炉 l a― a'

1 5 YR4ん赤褐色焼土 粘性中 締 り中 (※現地性焼土 )

2 10Y R3//3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 礫 (φ 3～ 10mm)10%混 入 (※ 炉構築土 )

3 10Y R76褐 色シル ト 粘性中 締 り中 砂礫±30%混入 (※ 地山 ?)

R A010(6号 住)焼± l b― b'

1 5 YR4海赤褐色焼土 粘性中 締 り中

端 2錐

塩 2確

0                1:50               2rn

0                    1120

(1)

③PP7

◎
ＰＰ

― %―

第22図  R A010竪 穴住居跡



岸
L=185600m

黄褐色粘土ブロック 焼土プロック 炭化材各所に散在 (※ 多量に混入)

黒褐色シル ト10%混 入 (※ 壁の崩壊土)

黄褐色粘土ブロック (φ 3～ 10mal)3%混入

黄褐色粘上プロック20%IFL入

Ⅳ 検出された遺構

0               1:50                2m

|

R A010(6号 住) A一 AiB― B'C― C'D― D'E― E'

b

d

10Y涅 2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 土器混入 (※大木 9～ 10式主体 )

10Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 (※ 柱 もしくは杭力辻 壌化 した部分と推定 される)

10Y R4//3に ぶい黄褐色 シル ト 粘性中 締 りやや疎 黒褐色ンル ト40%混入 (※ 混土 )

10Y R2/2黒 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 り中

10Y R2ん黒褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密

10Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密

10Y R2ん黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

10Y R4/6褐 色粘土質土 粘性やや強 締 りやや密

10Y R2/3黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 り中

10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや疎

10Y R2カ黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

10Y R2/2黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

10Y R3/4暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中

10Y R4/4褐色粘土質土 粘性やや強 締 りやや密 (※ 壁溝埋土 )

10Y R2/2黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ 柱穴埋土 )

R A010 径 (cm) 深 さ(ca) 備  考

PPl 20× 20

PP2 20× 18

PP3 10× 10

PP4 12X10 19

PP5 38× 22 6

PP6 30× 26

PP7 24× 18

PP8 16X14

PP9 20X18
P P10 53

PPH 22X18 17

P P12 16X16

P P13 24× 22

P P14 7

P P15 22X22 59

P P16 20× 20

P P17 30× 23

P P18 43

P P19 38× 24

第23図  R A010竪穴住居跡 (2)
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竪穴住居跡

RA010

-十万w20d

北W23d

卜 L=18年
100m

秀
~|ラ

高V20g

③

ＰＰ

監 |

qP6

R A010(6号 住) 炉 2 c― c'

1 10Y R2/2黒褐色ンルト 粘性やや強 締 りやや密 炭化物 (φ 5H al)5%混 入
2 5 Y R4/8赤褐色焼土 粘性やや強 締り密 (※ 地山が焼土化した土層 )

3 10Y R4/6褐色シルト 粘性中 締り中 砂礫±20%混入 (※ 地山起源の上)

茸
/   

稀 2錐

0                1:50               2m

0                    1:20

(3)
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RA011

Ⅳ 検出された遺構

⑥

~倦
�71

qP5

建⑧
脚

0
PP21

⑥
ＰＰ

③P聘

0晰 ◎

芦≪》②Ч

R A011(10号 住) A― A'B-3'C― C'
1 10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック2% 焼± 1% 炭化物 1%混入

la 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック5%混入 (※ 壁の崩壊土 )

2 10Y R3/2黒褐色シル ト 粘性強 締 りやや密～密 黄掲色粘土プロック3% 焼± 1%未 満混入 (※ 周溝

の埋土 )

勁4

炉

R A010 径 (cm) 深 さ(側 ) 備  考

PP] 84× 76

PP2 40× 28

PP3 28× 22

PP4 56× 36

PP5 20X16
PP6
PP7 62× 52 71

PP8 %× 24 とユ

PP9 44× 32

P P10 34× 24 8

P Pll 52× 52

P P12 44× 38 l】

P P13 90× 62 60

P P14 22X20 26

P P15 20X16 21

P P16 16X14 5

P P17 38× 20

P P18 26× 22

P P19 30× 26

P P20 30X18
P P21 20× 12 6

P P22 26× 22 8

P P23 13

P P24 脇×22

0              1:50              2m
|

第25図  R A011竪穴住居跡 (1)
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竪穴住居跡

卜 L187000m 名

A011(10号住) 炉  a― a' b― b'

10Y R3//3暗 褐色 ンル ト 粘性やや弱 締 りやや密 黄褐色粘土プロック

10Y R3庖暗褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや密 黄褐色粘土プロック

10Y R3/4暗 褐色 シル ト 粘性やや弱 締 り密 黄褐色粘上ブロック 5%
10Y R3ん暗褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック

5 Y R4/6赤 褐色焼土 粘性やや弱 締 り密

10Y R3/4暗 褐色シル ト 粘性やや弱 締 り密 黄褐色粘土ブロック10%

R AO■ (10号 住) ppl c― c'

1 10Y R3/4暗褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プ
ロック20%混入 (※ アタリ)

2 1oY R2海 黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎

卜
L凱 8■000m

ユ% 炭化物 (φ l～ 2 mm)1% 焼土 (,ユ nLIn)1%未満混入
1% 炭化物 (φ ユ～2m)1% 焼土 (φ l dI)1%未満混入 (※ ユ層と同じ可能性あり)

焼土 (φ l～ 2m)2%混 入
7% 焼±2%混入

‐炭化物 (″ 1～ 2噸)1%未満混入 (※ 人為堆積か)

R AOH(10号 住) pp9 F-1'
1 10Y R2/3黒 掲色 シル ト 粘性強 締 りやや密 黄掲色粘土 ブロッ

% 焼土 (φ l～ 2o3)1% 炭化物 (φ l～ 21n)混 入
2 10Y R5ん 黄褐色粘上 粘性強 締 り密 黒褐色シル ト3%混入

R A011(10号 住) p pll g― 宮
1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性強

土 (φ l aLn程)1%未 満 炭化物

締 り中 黄褐色粘土プロック2% 焼

(φ l～ 2 ma程 )混入

R A011(10号 往) pp4 d― d'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

卜
L■ 8■300m     

引

R AOH(lo号 住) pp7 土坑 l e一 e'
1 10Y R3/3暗 掲色 シル ト 粘性中 締 りやや密  黄褐色粘土 プロック 1

% 焼土 (φ la」 l)1%未満 炭化物 (φ ユIm)1%混 入 (※ ppl)
2 ЮYR3/3暗褐色シルト 粘性やや強 締 り密 黄褐色粘土ブロック1%
混入 (※ ppl)

3 10Y R3//3暗褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック
2% 炭化物 (φ lmm)1%未満混入 (※ ppl)

3a 10Y R3/3～ 10Y R2ん暗褐～黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 明黄褐色 (10Y R 5/8)粘 土ブロック (Ⅲ 10～ 20m)を 含む 焼土 (φ l～
104D程 )1% 炭化物 (φ lr」 n程)1%混 入 (※ ppl)

4 10Y R3/3暗褐色シルト 粘性強 締り中 黄褐色粘上プロック5%混入 (掘 り方土 ?)(※ ppl)
5 10Y R5/8明黄褐色粘土 粘性やや強 締り密  (※ ppl)
11 10YR〃 3黒褐色シルト 粘性やや弱 締 りやや密 黄褐色粘土プロック2% 焼土 (φ l～ 2 da)1% 炭化物 (φ l～ 2 nla)1%混 入 (※ 土坑 1)
12 10YR2/3黒 掲色シルト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック7% 焼土 (φ 2tla)1%未 満 炭化物 (φ ln」n)1%混入 (※ 土坑 1)
13 10YR2/2黒 褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック1% 炭化物 (φ l HEI)1%未 満混入 (※ 土坑 1)

話認穣沈題糧色3獄 穂桂軍ゃ筆
り
幕手奪ゃ霧

掲
峯箔き乏二歩ζ,歩お筋篭契散基冴ね換坐仔全受f帝

鋭壊〕(雅坑1)

16 10Y R2/3黒 褐色ンルト 粘性やや強 締り密 黄褐色粘土ブロック5% 炭化物 (φ lm)1%混入 (※ 自然堆積?、 土坑1)0         1:50        2ロ
|

R AOH(10号 住) p p13 h― h'

1 10Y R2/3黒褐色ンル ト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土プロック2% 炭

化物 (φ l～ 2 Hal)1%混 入
la 19YR2/3黒 褐色ンル ト 粘性中 締りやや密 黄褐色粘土プロック3%
炭化物 (φ l～ 2 dm)1%混入

2 10Y R3/3暗褐色ンル ト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土プロック7% 焼土 (φ

lmm)1% 炭化物 (φ lmm)1%混 入 (※ 人為堆積 ?)
3 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土プロック5% 焼土 (φ

5mm)1%未 満 炭化物 (φ lmm)1%混 入 (※ 掘り方土 ?)
3a 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土ブロック5% 焼土

(φ 5mm)1%未 満 炭化物 ("lmm)1%混 入 (※ 掘り方土 ?)
3b 10YRγ 3暗褐色ンル ト 粘性強 締 り密 黄掲色粘土プロック7% 焼土

("lmm)ユ % 炭化物 (φ lmm)1%混 入 (※ 掘り方土 ?)
3c 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土プロック7% 焼土

(φ lmm)1%未 満 炭化物 (φ lmm)1%未 満混入 (※ 掘 り方土?)

-98-
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RA012

R A012(2号 住) A― A'B― B'

1 10Y R2/1黒 色ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎 黄橙色粘土プロック2%混入 (※ 自然堆積

層 遺物少量 )

la 10Y R2/3黒 褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎

2 10Y R2/3～ 3/3黒 褐～暗掲色 シル ト 粘性やや強 締 り中  (※ 自然堆積層 遺物は 1層 より

多い)

3 10Y R5/6黄褐色粘土 粘性やや強 締 り中  (※ 地山の壁崩壊土 )

4 10Y R3ん 暗褐色シルト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土プロック7%‐ 決化物 (φ lmm)2%未
満混入 (※ 貼り床)

Ⅳ 検出された遺構

0               1:50              2m

0                   1:20

◇ ヽ

土

挙

移
冷 ぺ

◎P7

鰯PP4

0鵬

辟
L=186100m ，引 卜 L18α

 mOm

R A012土 坑 1 2(2号 住土坑 1 2) c― c'

1 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ 貼 り床 )

2 10Y R4/4褐色ンル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 暗褐色 ンル ト5%混入

(※ 整地層 )

3 10YR4μ褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密

径 (cm 深 さ (ct) 備  考

PPユ 30× 22

PP2 28X18
PP3 34× 26

PP4 18× 14

PP5 18× 18

PP6 42× 26

PP7 28× 26

卜 L=186100m

R A012(2号 住)炉  a― a'b― b'

1 10Y R3/4暗褐色シル ト 粘性中 締 りやや密

2 5YR4ん 赤褐色焼土 粘性やや強 締 りやや密

3 10Y R7/8黄橙色粘土 粘性やや強 締 り密

4 ЮY R2ん黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや密

第27図 R A012竪穴住居跡
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RA013

1 竪穴住居跡

卜 L186600m引

RA013炉 掘り方

R A013(14号 住) A― A'
1 10Y R4/4褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中

2 ЮY R3海黄褐色粘土 粘性中 締 り中 暗掲色シル ト10%混入

卜 L=186600m

炉石

R A013(14号 住) 炉  a― a' b― b' c― c' d― d'
1 10Y R4/4褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

la 10Y R2洛 黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

2 10Y R3れ 暗褐色 シル ト質粘土 粘性やや強 締 り中 (※ 炉構築土 )

10Y R2/ユ 黒色ンル ト 粘世やや強 締 りやや疎

10Y R3/4暗掲色 シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘±10%混入

10Y R5お黄褐色粘土 粘性中 締 り中

10Y R2/3暗褐色 シル ト 粘性中 綸 りやや疎

10Y R2//3黒 掲色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

10Y R4/4掲 色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや疎

T
Ｏ
ＰＰｓ

〈阿》ＰＰ３ ⑬

ＰＰ４Ｑ

へ
Ｏ
ＰＰ６

司
蟻

【
′
―‥
抵 引

辟
L=186600m

卜  L=186600m 判名

0                1:50               2m

R A013 径 (cm)

熟×22

PP2 42X36
PP3 22× 20 22

PP4 26×20 9

PP5 %× 22 11

PP6 30× 28 27
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Ⅳ 検出された遺構

RA014・ 015・ 016

七 5y
~キ

5″5a

R A014～ 016 深 さ(cn) 備  考

Pl

PP2 22X16

PP3 28× 18 PP41こ 切られる

PP4 28× 22 PP3 PP6を 切る

PP5 7

PP6 (18)× 14 9 PP4に切られる

PP7 22X16 14

PP8 14× 14

PP9 6

P P10 34× 32

P Pll 18× 16 R A015

P P12 28× 26 R A016 ◎
Ｐ，７み

欲
(本 遺構より新)

代

ト
L=187000m

R A014(4号 住)A― A■ B一 B'

1 10Y R2カ 黒褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 φ lnaの 炭化物 1%未満 オレンジ鉱物 ?(φ lma)1%未満混入

2 10Y R2/3黒褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 炭化物 ("ユ mr～ 2 ua)1% オレンジ鉱物 ?(φ l山 ～2 oM)1% 黄掲色粘土ブロック2%混 入

3 10Y R4お 褐色粘土 粘性強 締りやや密～密 暗褐色シルト5～ 9%混 入(※ 地山起源の粘土ブロック層、壁際全般に見られることから、何らかの人為層と推定される。)

4 10Y R4/76褐色粘土 粘性強 締りやや密 黒褐色シルト15%混 入

R A015(5号 住) R A016 (■号住) C― C'

粘性中 締 り中  (※ R A015)

粘性中 締 りやや疎  (※ 風倒木 )

粘性中 締 りやや疎 土器片少量混入  (※

粘性中 締 りやや密  (× R A016)

粘性やや強 締 り中  (※ R A016)

粘性やや強 締 り中 黄褐色粘± 7%混

10Y R2/3黒 褐色 ンル ト

10YR1 7/1黒 色シル ト

ЮY R2/3黒褐色シル ト

R A016)

a 10Y R2/3黒掲色 シル ト

3b 10Y R2/2黒 掲色ンルト

3c 10Y Rノ 3暗褐色シルト

入  (※ R A016)

4 10Y R3/4暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中  (※ R A016)

5 10Y R5/6黄掲色粘土 粘性中 締 りやや密  (※ R A016)

0              1:50             2即

第29図  R A014～016竪穴住居跡
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1 竪穴住居跡

一に
に

，
　
Ｆ
＝
Ｐ
∞
ド
ミ
ｏ
ｏ
Ｂ

塩 7aRAЫ

 7

塩 7c

塩 9a

卜
剪V ttOm

R A017(1号 住) A― A'B― B'
1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

2 10Y R73暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

2a 10Y R2/2黒 褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや密

明黄褐色粘土プロック3%混 入

明黄褐色粘土プロック3% 黒褐色ンル ト3%混 入

明黄褐色粘土プロック7% 焼土粒 1%混入

引

RA017炉 I期

塩 7b

RA017炉 ‖期

塩 7b

RA017炉 I‖ 期

樵 7b

藻部、△

域
樵 8b

猛
た
八

整地土範囲 ｀

とつS

イ
/             ｀＼

°
塩8b

⑩P陀 @曲

塩 8b

RA017炉 (1～ III期 )掘り方

R A017 径 (cnl) 深 さ(銅 ) 備  考

PPl 32× 24

PP2 38× 32

30
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ト

卜

L=187200m

L=137200m

L=187200m

3

3

4

5

8

9

10

11

12

Ⅳ 検出された遺構

R A017(1号 住)炉 a― a'b― b'c― c'd― d'c― e'

la 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性中 締 りやや強 黄褐色粘土 プロ ック 2

% 焼± 1%混入

lb 10Y R2浴 黒褐色ンル ト 粘性中 締 りやや強 黄褐色粘土プロック 2%
混入

lc 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強 黄褐色粘土プロック

15%混 入

ld 10Y R'/2黒 褐色シルト 粘性中～やや強 締りやや強 黄褐色粘土プ
ロック 1%混 入

3e 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや中

2 10Y R6/6明 黄褐色粘土質ンル ト 粘性中 締 り強

3a 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強

2% 焼± 5% 炭化物 2%混入

3b 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強

3% 焼± 2%・ 炭化物 2%混入

c 10Y R3ん 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強

%混入

e 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性中 締 りやや中

5YR4//6赤 褐色焼土 粘性中 締 り中 炭化物 5%混入

10Y R3/3暗褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや強 黄褐色粘土プロ ック 7

% 焼± 2% 炭化物 2%混入

19Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性強 締 りやや強～強 黄褐色粘土プロック 3

%混入

10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強 黄褐色粘土プロック 2

%混入

10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや強 炭化物 7%混 入

5YR4/6赤褐色焼土 粘性やや強 締 りやや強 炭化物 5%(φ 3om程 )

5%混 入

10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや強 炭化物15%混 入

10Y R3/3暗褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中 褐色粘土質シルト7%混入

10Y R2ん黒褐色シル ト 粘性中 締りやや強 黄褐色粘土プロック (φ 5

-30Hat)5% 焼土 (φ l～ 3 mal)1% 炭化物 (φ k～ 3m)2%混 入

0                    1:20                    1m

R A017(1号住)土坑 ユ f一 f'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや強 黄褐色粘土プロック 2

% 炭化材 1%未 満混入

当

卜

眸
L,187200m

ト
L=187200m

引

引

黄褐色粘土ブロック

黄褐色粘土プロツク

焼± 5% 炭化物 3

※f― f'

0                1:25

卜
L=187400m

第31図 R A017竪穴住居跡 (2)
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2 掘立柱建物跡

ｍ
汁

ぜ

第321図  R B901掘立桂建物跡 (1)

が

t

ぎ

曇

ざ

ぎ

゛

さ
閑

〆

ヾ
潤

ぎ

さ

ぎ

沖

ガ 十①ず 栽

-104-



棘洋

Ⅳ.凝占される齢

01           1100           Sm

Bヽ002掘立柱建物跡 (1)

-105-



2 掘立柱建物跡
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Ⅳ 検出された迪梼
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2 掘立柱建物跡

R3001 111号 柱穴状土坑 A― A'
1 10Y R〃 2黒褐色 シル ト 粘性やや強

黄褐色粘土ブロック10%混 入

締 り中

R Blll11 113号 柱穴状土坑 D― D'
1 10Y Rν 6黄掲色粘土質砂質土 粘性中 締 り密

暗褐色シル トЮ%混入 (※ 人為堆積層 )

2 10Y R2/3黒褐色ンル ト 粘性やや弱 締 りやや密

黄褐色粘±20%混入 (※ 据え方土 )

3 10Y R 2/1黒 色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密

黄掲色粘土ブロック7%混入

4 10Y R 4/4褐 色砂質土 粘性中 締りやや密

R31X11 96号 柱穴状土坑 G― G'
1 10Y R2″ 黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密

褐色ンル ト3%(※ 柱痕跡か ?)
2 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り密

掲色シル ト10%混 入

狐
R3001 169号 柱穴状土坑 」― J'
1 10Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性中 締

りやや疎

2 10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性中 締

りやや疎

3 10Y R5/6黄 褐色粘土 粘性強 締 り

中

4 10Y R4/4掲 色砂質土 粘性やや弱

締 りやや疎

礫 (φ 3～ 5 cH)中 量混入

5 10Y R4/6褐 色粘土質砂質土 粘性中

締 り中

6 10Y R2/2黒 褐色 シル ト質砂質土 粘

性中 締 りやや疎

R B001 110号 柱穴状土坑 B― B'
1 10Y R2/3黒掲色 シル ト 粘性やや強

黄褐色粘土ブロック 7%混入

2 10Y R3/3暗 褐色砂礫土 粘性やや弱

R Blll11 97号 柱穴状土坑 C― C'
1 10Y R2泡 黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中

褐色 シル ト5%混入

R B001 103号 柱穴状土坑 F― F'
1 10Y R2/1黒褐色ンル ト 粘性 中 締 り中

褐色粘土質土プロック7%混入

2 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性 中 締 り中

褐色粘土質±20%混入

R B001 85号 柱穴状土坑  正一 I'

ユ 10Y R3泡 黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中

黄褐色粘土プロック (ユ cm)7%混 入

R B001 185号 柱穴状土坑 M一 M'
1 10Y R黒 褐色 ンル ト 粘性やや強 締

り中

黄褐色粘± 7%混入

9                1:50               2m

出̈Ｗ

締 り中

締 りやや疎

卜
L17■200m引

RB001 115号 柱穴状土抗 E― E'
1 10Y R2海 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

褐色シル ト5～ 7% 焼土 (φ lm)1%
炭化物 (φ ユIId)1%混 入 (※ 柱痕跡か)

2 10Y R4/4褐 色シル ト 粘性やや弱 締り密

(※ 据え方土か)

2a 10Y R4/6褐色シル ト 粘性やや弱 締り密

R BIX11 128号 桂穴状土坑 H― H'
1 10Y R2カ 黒褐色 ンル ト 帖性やや強 締 り中 (※ 柱痕跡 )

la 10Y R〃 2黒掲色 シル ト 粘性やや強 締 り中

2 10Y R76黄 褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密

礫多量混入 (※据え方土 )

3 10Y R4/4褐色粘土質砂質土 粘性やや強 締 り中 (※ 地

山土 )

4 10Y Rツ6黄掲色粘土 粘性やや強 締 りやや密

礫多量混入 (※ 据え方土 )

5 ЮY R2/71黒 色 ンル ト質砂質土 粘性やや強 締 りやや疎
6 10Y R4/4褐色粘土質砂質土 粘性中 締 り中 (※ 地山土 )

R BIX11 171号 柱穴状上坑 K― K'
1 10Y R3/4暗褐色粘土質シル ト 粘性

やや強 締 り中

黒掲色シル ト20%混入 (※ 暗褐 と黒掲

の混土 )

BIX11 168号 柱穴状土坑 L― L'
10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性中 締

りやや疎

(※ 柱痕跡 )

10Y R2/3黒褐色 シル ト 粘性やや強

締 り中

黄掲色粘土ブロック7%混 入

卜
L477200m引

卜
L47■200m引

-108-
第36図  R B001掘立柱建物跡 (2)
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3 土坑

IRD103

土 敦¬4h

≒ 歌15h

RD104・ 105

+敦 ion

RD106

土象10a

Rつ 103(301土携) A― A'
l leYR2/1-2カ 黒～黒編付ンルト 祐性やや酸. 締りやや疎 角レキ(,,叩 ～1

Cm)1%・ 資褐

“

粘主/● ウクI%混入
2 10Y R〃2黒鶴色シルト 粘性申 締りゃや募 オレンジバ、ス (予 l mm粒)1%・
角レキ (,3� 1ヽ0ぬ〉1%温入

ε
!群 :監騨

シルト 鯉 やや警 締り中 黄縛芭狩土ブロッア5舛 崇化物ψ

卜
4ヽ8■000れ  引

RD104 126号土坑) A一 A'

1 lσYR"蝶褐色シルト 粘性中 締り中 鴇色シールドブ,ッ ク (φ lcm)
レンジウ〈ミス1%混入

31%‐オ

ＲＤ‐０５

　

下

砂

上

塩 P      上 9q

卜
手4知dm引

Rp105(″号土抗) E― E'

:帯こξ婚縫ヨ孝1麟鶉糠ケ愚:ヨ守輝嶽チ負テ那:縁

R D196(嬰 号土坑) A「 A'
1 19VR2/24褐 ●シ,ィ ト 粘性,マ猟 締,中 栄褐色措土rロ ツク

'96 

オンンツ

タ
機 撫 解

畢 よ新 脚 轟 強 爺りやや眸 鞭 錐 プゆ ケ7%・ 触 物1

■ llJY重1夢鶴 色精工 (地山)

0               1:50              2れ

4蔵 10q

-110-
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兆×8o

RD107～ 109

-十二×8n A上8p

Ⅳ 検出された遺構

R D 107(23号 土坑) A― A'      RD107
1 10Y R2カ 黒褐色シルト 粘性やや弱 締 り中 褐色シルトブロック(φ

3m)1% オレンジパミス 1%混 入 (※ Ⅳ層系 )

2 10Y R2/3黒掲色シルト 粘性中 締 り中 褐色シル トプロック (φ 3

m)混入

3 ЮY R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 掲色ンルト粒 3%
混入

4 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性やや強 締 りやや疎 褐色シルトプロッ

ク (φ l Cln)1%混 入

5 10Y R4/6褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 黒色シル トプロック

(φ l CIn)3%混 入

6 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性やや強 締 り疎 褐色シルト粒 3%混 入

R D 108(拠 号土坑) 3-3'
1 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性やや強 締 り中 掲色ンル トプロック(φ

ュ～2 cm)1% 小レキ (φ 2-5 mI)1%混 入

2 10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性中 締りやや疎 褐色シル ト粒 (φ 5m)
3%混入

3 10Y R3/4暗褐色シルト 粘性やや弱 締 り中 小 レキ (φ 7H4)1%
混入

4 10Y R2/2黒掲色シルト 粘性やや弱 締 りやや疎 掲色ンルトブロッ

ク (,2～ 3 cm)3%混 入

5 10Y R4/6褐色粘土

毛 9p

卜
L48GttOm引

R D 109(25号 土坑) C― C'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

ンジパ ミス 3%混入 (※ Ⅳ層系 )

2 10Y R3//4暗 褐色 シル ト 粘性強 締 り疎 褐色シル

混入

RDl10

土 ×4h R×莉

レキ (φ 2～ 7 cm)オ レ

トとの混土 レキ(φ 5cm)

RDlll

~士

昴K2g 毛 2h

RDl10

土 ×4i

北×団北 ×6h 上 3h

上

卜
L185 ЮOm

RDユ 10(12号土坑) A一 A'

1 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性中 締り中 オレンジパ ミス (φ l mal)1% レキ (φ

2 mm～ 6 cH程 )5%混 入

2 10Y R2/2黒 掲色ンルト 粘性中 締りやや疎 レキ (φ 2～ 5 Dul程 )3%混 入

3 10Y R2/2黒 褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 レキ (φ 2nm～ 10c4程 )混入

4 10Y R2/3黒 褐色シルト 粘性やや強 締りやや密 黄褐色粘土プロック5%混 入

5 10Y R2/3黒 褐色シルト 粘性やや強 締りやや密～密 黄褐色粘土プロック10%混入

6 10Y R2/3黒 褐色ンルト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土プロツク2%混入 (※ p'
tl)

RD■ 1(29号土坑) A― A'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 砂状テフラ ?(To―
Cuか ?)小 ブロック5%混 入

2 10Y R3/4暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中

3 10Y R4/4褐色シル ト 粘性強 締 りやや密 黒褐色シル ト20%混入

0              1:50              2m

当

膏

第39図  R D107～111土坑
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3 土坑

RDl12～ RDl15
~寸ラRV24h し=185700m

RDl12 113 114(54 55・ 56号土坑) A一 A'B― B'
1 10Y Rν 3暗褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密
1 10Y R3/3暗褐色ンル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密

土小プロック7%混 入 (※ R Dl13)

1 10Y R2/3黒掲色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密
土小ブロック3%混入 (※ R D l14)

ト

(※ RD■2)

明黄掲色粘

明黄褐色粘

RDl16

協 2オ

稀 2研

卜
と48α 7∞m引

甘

lm,0現
篭ギ

色ンルト粘性やや強締り密黄掲色粘±3%焼土(φ ユ～2卿)1%炭化物(φ l～ 2

:3帯

': 

駐ルt穂桂墓輔り審
り
墓褐雹羅皇管ガ途上狩チ守控ケ猛許粋携集練�デ砕

: ピと岳:寃乗福雹縫生
卜
粘種筆軍強 燥守密蚕綴見笛義皇糸娘象偕娑∫途生屁[盤七λ糸抒

入

ト
ロ醐O°m

引

1 10Y R3/3暗褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中
2 10Y R4れ 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密

RDl17・ 118

髯

卜
L■ 8側 00m

RD■ 8(49号 土坑) A― A'
1 10Y Rν 3/暗掲色ンル ト 粘性やや強 締 りやや密

入 (※ 人為堆積力う
2 10Y R3/3暗褐色シルト 粘性やや弱 締 りやや密
入 (※ 人為堆積か)

♯

◇

黄褐色粘± 5%混

黄褐色粘±10%混

L‐ 185800m

イ   RDl17

RDユユ7(51号 上坑) B― B'
1 10Y R〃 2黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘

±15% 炭化物 (φ ltm)1%rFt入

0                1:50               2m

R D l15(57号 土坑) C― C'

-112-
第40図  R Dl12～118土坑



RDl19～ 122

Ⅳ 検出された遺構

外区査調

――ト

辟

塊

L=188000m
引

RDl19 120 121 122(7 8 9 10号 土坑) A― A'

1 10Y R3/3暗褐色ンル ト 粘性中 締 り中 (※ R D l19)

2 10Y R2ん 黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中 (※ RD■ 9)

3 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 褐色 シル ト3% 土器片少量

混入 (※ RD■9)

3a 10Y R2/1黒 色シル ト 粘性やや強 締 り疎 (※ RD■ 9)

4 10Y R4/4褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 り中 (※ 壁の地山崩壊土  RD
l19)

4a 10Y R5/6黄 褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R Dl19)

5 10Y R3れ 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り密 黄褐色粘±10%混 入 (※ RD
l19)

5a 10Y R3/4暗 褐色シル ト 粘1生やや強 締 り中 (※ R D l19)

6 10Y R6/8明黄褐色粘上 粘性強 締 りやや密 暗褐色 シル ト20%混 入 (※ R
D l19)

7 10Y R6/8明黄掲色粘土 粘性強 締 りやや密 暗褐色 シル ト3%混入 (※ R
D l19)

11 10YR2/2黒 褐色ンル ト 粘性中 締 りやや疎 (※ R D 120)

12 10YR2/1黒 色シル ト 粘性中 締 りやや疎 (※ R D 120)

13 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 締 りやや疎 (※ R D 120)

14 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 120)

15 10YR2/2黒 掲色ン
'レ

ト 粘性やや強 lTり 中 土器片 円 レキ混入 (※ RD
120)

16 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性中 締 り中 褐色ンル ト10%混 入 (※ R D 120)

17 10YR2/2黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 120)

18 10Y R3れ 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D120)

19 10YR3れ暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D120)

20 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性中 締 り中 (※ R D120)

21 10YR2/2黒 褐色ンル ト 粘性中 締 り中 (※ R D120)

22 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 4Tり 中 (※ R D120)

23 10Y R5/6黄 褐色粘土質ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 シル ト5%
混入 (※ R D 120)

31 10YR〃 2黒褐色シル ト 粘性中 締 り中 (※ R D121)

32 10Y R2泡 黒褐色ンル ト 粘性中 締 りやや密 (※ R D121)

33 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性中 締 り疎 黄掲色粘± 3%混 入 (※ R D121)

34 10Y R3//3暗 褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中 黄掲色粘土ブロック20%混 入

(※ R D121)

35 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 (※ R D121)

36 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 黄褐色粘±10%混 入 (※

R D 121)

41 10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘±10%混入 (※

R D122)

51 10Y R2カ黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R A013)

61 10YR〃 2黒褐色シルト 粘性中 締 りやや密 (※ 基本層序Ⅳ層系)

62 ЮYR3/4暗褐色シル ト 粘性中 締 り中 黄褐色粘土プロック10%IFB入 (※

基本層序Ⅳ層系)

鶴 10Y R2//2黒 褐色ンル ト 粘性中 締 り中 (※基本層序Ⅳ層系)

0                1:50               2m

新水口造成時の盛土

覧

基本層序 lll層
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3 土坑

RD123～ 130

式ⅢV4d

汽 W5d

、
RD123 卜

L486500m引

土w腎

R D125(46号 土坑) C― C'
1 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強

2% 炭化物 (φ l am)1%未 満混入
2 10Y R2/3黒 褐色シルト 粘性やや強
5%混入

3 10Y R2/3黒 褐色シルト 粘性やや強
3% 焼土 (φ lnl)1%未満 炭イヒ物

L=187000m

R D 123(33号 土坑) A― A'
1 10Y R4ん にぶい黄褐色 シル ト 粘性中 締 り中 明黄褐色粘土プロック

7%混 入 (※ 人為堆積層 )

2 10Y R4/6褐 色 シル ト質粘土 粘性やや強 締 り中 明黄掲色粘土 プロッ

ク3%混 入 (※ 人為堆積層 )

3 10Y R5ん 黄褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 り中  (※地山上位土

壁の崩壊土系 )

4 10Y R4れ 褐色 ンル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 明黄褐色粘土小
ブロック3%混入 (※ 人為堆積層 )

5 10Y R3/3暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 黄褐色粘上 3%混入

(※ 人為堆積層 )

6 10Y R6/6明黄褐色粘土 粘性強 締 り密 (※地山土中位ブロック)

6a 10Y R6/6明黄褐色粘上 粘性強 締 り密 (※ 地山土中位ブロック)

6b 10Y R5/8黄褐色粘土 粘性強 締 り密  (※ 地山土上位ブロック)

6c 10Y R6/6明黄褐色粘土 粘性強 締 り密 (※ 地山土中位ブロック)

R D 124(翻 号土坑) B― B'
1 10Y R4/4褐 色シル ト 粘性中 締 りやや密

2 10Y R4/3に ぶい黄褐色シル ト 粘性中 締 りやや密
3 ЮYRツ 8黄褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密
4 10Y R4/6褐 色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密

北W7d

卜
と鵜7∽m

名

締 りやや密 黄褐色粘土

締 りやや密 黄掲色粘土

締 りやや密 黄掲色粘土

("l mm)混 入

D126(35号 土坑) D― D'
10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性中 締 り中

Ю Y R3/4暗 掲色シル ト 粘性中 締 り中 黄掲色粘±15%混 入 (※ 地山 1)
10Y R4/6掲 色シル ト 粘性やや弱 締 り中 明黄褐色粘±20%混入 (※ 地山 2)
10Y R6ん明黄掲色粘上 粘性強 締 り密 (※ 壁崩壊上 )

10Y R4/4褐 色ンル ト 粘性やや弱 締 りやや密
Ю Y R3/4暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 明黄褐色粘± 5%混入 (※ 地山 2)

L=187000m

R D128 129 130(37 39 45号 土坑) F― F'
1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロックlo%混 入 (R D128)
2 10Y R伊 6明黄褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 小 レキЮ%混入 (R D 128)
3 10Y R3た 暗褐色シル ト 粘性中 締 り中 (R D128)
4 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (R D129)
5 10Y R3れ 暗褐色シル ト 粘性中 締 りやや疎 (R D129)
6 10Y R4/3にない黄褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ 地山の再堆積層  R D129)
7 10Y R2ん 黒褐色シル ト 粘性中 締 り中 (R D130)

R D127(36号 土坑) E一 E'
1 10Y R2カ 黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎
2 10Y R3た 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 り中

3 ЮYR2れ 暗掲色 シル ト 粘性中 締 り中
4 10Y R3//4暗 褐色 シル ト 粘性中 締 り中 黄褐色粘± 5%混 入

5 10Y R4/5掲 色 シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘±20%混入

O                I:50               2m

名卜

エ
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常 ③

熟

卜
L486900m引

R D 131(51号 土坑) A― A'
1 10Y R2/2黒褐色 シル ト 粘性強

2 10Y R3/3暗褐色シル ト質粘土

締 りやや疎

粘性やや強 締 りやや密

RD132

北W6b

R D 132(52号 土坑) A― A'

1 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

褐色粘土プロック2%混入

2 10Y R3/3暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密

褐色粘土ブロック 5%vll入

北 V8x

R D 133(5号 土坑) A― A'

1 10Y R2ん 黒褐色ンル ト 粘性中 締 りやや密 黄褐色

粘土プロック2%混 入

2 10Y R2/ユ 黒色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘

土ブロック5%混 入

R D134(1号 土坑) A― A'
1 10Y R2/1黒 色シルト 粘性やや強 締 りやや密 明黄褐色粘土プロック (φ 5～ 10mm)1%混 入

2 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強～強 締りやや密 黄褐色粘土プロック (φ 3～ 10画)3%
暗褐色シルトプロック (φ 5～201m)1%混入

RD131～ 136

RD131

~十

電W6d

RD133

北 V6y

Ⅳ 検出された遺構

樵 6a

卜
L凱 8■ 300�

引

森

も 7a北V7y

嗚 7c億 7b

黄

　

黄

RD134

RD135'136

七 7b

土v9x

猛A生い略胞側

卜
L期ワ00m

引

R D 135(■ 号土坑) ▲―A'

1 10Y R3/4暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘土ブロッ

ク 3% 炭化物 1%未満混入

2 10Y R4//6掲 色粘土 粘性やや強 締 りやや密 暗褐色ンル ト2%混 入

3 10Y R3//4暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土 プロッ

ク 5%混入

4 Ю YR3/3暗 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロッ

ク 3% 炭化物 1%混入

5 10Y R4/4褐 色粘土 粘性やや強 締 りやや密 炭化物 1%混入

6 10Y R3/4暗 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロッ

ク3%混入

R D 136(47号 土坑) B― B'

1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 り中

2 10Y R4/6褐 色粘土質シル ト 粘性やや強 締 りやや密

0                1:50               2m

髯
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3 土坑

RD137～ 139

RD137

土w勤

土 W4j

土w菊

R D138(22号 土坑) A― A'
1 10Y R3/3暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック
20%混 入

2 10Y R2//2黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

3 10Y R5/8黄褐色粘上 粘性やや強 締 りやや密 暗褐色シル ト30%混入
4 10Y R〃 4暗褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 り中

土w罰

0                1:50               2m

土w割 IA L=186600m

R D137(2号土坑) A― A'
1 10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎
2 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

3 10Y R2海 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り疎

4 10Y R5/6黄 掲色粘土 粘性やや強 締 り密

5 ЮY R3//4暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘±20%混入

6 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘±20%混入

7 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

8 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

9 10Y R6/6明 黄褐色粘土 粘性強 締 りやや密 暗掲色 ンル ト20%混 入 (※ 壁

翔壌土 )

Ю 10Y R2″ 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中

11 10Y R2ρ黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中 褐色シル ト10%混 入

12 10YR2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中

13 10YR2//3暗 褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中

14 10YR2/3黒 掲色 シル ト 粘性中 締 り中

15 Ю YR4/6褐 色粘土質シル ト 粘性強 締 りやや密 黒褐色シル ト20%混入
16 10Y Rν 6黄掲色粘土 粘性強 締 り密 黒褐色 ンル トlo%混 入

17 ユOY R2/2黒褐色 ンル ト 粘性中 締 り中

RD139

北 W5k

R D 139(13号 土坑) A― A'
1 10Y R2//2黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中
la 10Y R2//2黒 褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや疎 黄褐色粘± 5%IFL入

(※ 木根撹乱 )

lb 10Y R3れ 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 褐色 シル ト30%混入
2 10Y R3/4暗 褐色シル ト 粘性中 締 り中 黄掲色粘土プロック3%混 入
2a 10Y R3/4暗褐色ンル ト 粘性やや弱 締 り中

3 10Y R4/6褐 色シル ト 粘性やや弱 締 りやや疎
4 10Y R5/6黄 褐色粘土 粘性中 締 りやや密

塩 3k

RD138

土～Y3h

北 W4i
~1毛

W4k

北w欲

外
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RD140～ 153

土W5f

千

Ⅳ 検出された遺構

1%混入 (※ 人為堆積と考えられる、R D144)

lm程 )と %混入 (※ R D145)

(φ ln」 d程)1%混 入 (※ R D145)

ユd」4程)1%混 入 (※ R D145)

Y

樵 7f

樵 8f

本

上

▼

ト
し=186800m

RD144 145 150(41 31 44号土坑) A― A'
1 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック5% 炭化物 (φ l nII)2% 焼土 (φ l lI)

2 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性中 締りやや密 黄褐色粘土ブロック15%混 入 (× R D144)

■ 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘土プロック3% 焼土 (φ lat程 )1% 炭化物 (φ

12 10YR2//3黒 褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック1% 焼土 (φ l lnH程 )1%未 満 炭化物
13 10YR2/2黒 褐色ンルト 粘性強 締りやや密 黄褐色粘土プロック1%未満混入 (※ R D145)

14 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック15% 焼土 (φ ユdm程 )1%未 満 炭化物 (φ

14a 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック15%混入 (※ R D 145)

15 10YR2/3黒 褐色シルト 粘性やや強 締りやや密 黄褐色粘土ブロック3%混 入 (※ R D 145)

16 10YR2ん黒褐色シルト 粘性強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック1%混入 (※ R D145)

21 10YR2/1黒 色シル ト 粘性中 締り中 黄褐色粘土プロック3% 炭化物 (φ 14W)1%混入 (※ 人為堆積 ?、 R D 1511)

22 10Y R3/2暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 り密 黄褐色粘土ブロック20% 炭化物 (φ lm)1%混 入
0                1:50               2m

(※ 人為堆積 ?、 R D 150)

23 10Y R3ん 暗褐色シル ト 粘性強 締りやや密 黄掲色粘上ブロック5%FFb入 (※ 人為堆積 ?、 Rつ 1醐)     |― ―――一一―――十一――一一――――司

閉 a 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性強 締 り密 黄褐色粘土ブロック7%混 入 (※ 人為堆積 ?、 RDl拗 )

第45図  R D140～ 153土坑
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土坑

卜

L=187800m

RD140 141 142 143(6 19 20 21号 土坑) B一 B'
1 10Y R2/2黒IPJ色 シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 140)

la 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 140)

lb 10Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D140)

lc 10Y R2/2黒 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 暗褐色 ンル ト30%混 入 (※ RD
140)

2 10Y R2/3黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 140)

2a 10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性中 締 りやや疎 (※ R D 140)

2b 10Y R3れ 暗褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック 5%混入 (※ R
D140)

2c Ю Y R3/3暗褐色 シル ト 粘
′
性中 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック3%混 入 (※ R

D140)

2d 10Y R3海 暗褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック3%混入 (※

R D140)

2e 10Y R3/3暗 褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密 (※ R D140)

3 10Y R4/6褐色 シル ト質粘上 粘性やや強 締 りやや疎 (※ R D 140)

3a 10Y R6ん 明黄褐色粘土 粘性やや強 締 り中 黒IP9色 シル ト30%混入 (※ R D 140)

3も  10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 140)

3c 10Y R2/3黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 140)

3d 10Y R3/3暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘土プロック15%混入 (※ R
D140)

4 10Y R3/3暗 褐色ンル ト 粘性中 締 りやや疎 (※ R D 140)

4a 10Y R3/4暗褐色シル ト 粘性中 締 り中 黄褐色粘上10%混 入 (※ R D 140)

4b 10Y R3/3暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D140)

4c 10Y R2/3黒 掲色 シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D140)

4d 10Y R3/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘±15%混 入 (※ R D140)

4e 10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D140)

4f 10Y R2/3黒 掲色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 140)

4g 10Y R3/3暗掲色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 褐色シル ト20%混 入 (※ R D14
0)

4h 10Y R3/3暗 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D140)

41 Ю Y R2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 140)

5 10Y R黒 掲色シル ト 粘性中 締りやや密 明黄褐色粘土ブロック (φ 10～ 15nIIn)7%

混入 (※ R D 140)

10Y Rγ8明黄褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 黒色シル ト20%混 入 (※ R D 140)

10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D140)

11 10YR2/3黒 IBJ色 シル ト

堆積層、 R D 141)

12 10YR1 7/1黒 色シル ト

13 10YR3ん暗褐色シル ト

人為堆積層、 R D141)

14 10Y R2/2黒 褐色シル ト

堆積層、R D 141)

15 10YR4れ褐色シル ト

積層、 R D141)

16 10YR2/3黒 褐色 シル ト

人為堆積層、 R D141)

17 10YR2ん黒掲色シル ト

18 10YR「D/6黄 褐色粘土

R D 141)

粘性やや強 締 り中 黄褐色粘± 7%混入 (※ 人為

粘性強 締 りやや疎 (※ 人為堆積層、R D 141)

粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘上20%混入 (※

粘‖生やや強 締 り中 褐色シル ト7%混入 (※ 人為

粘
′
性やや強 締 り中 黄掲色粘± 10%混入 (※ 人為堆

椎性やや強 締 りやや疎 暗掲色ンル ト10%混入 (※

粘性やや強 締 り中 (※ R D141)

粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 シル ト7%混 入 (※

21 10Y R2/1黒 色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 (※ R D 142)

22 10Y R2/2黒 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎 黄褐色粘± 5%混 入 (※

R D 142)

23 10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘上小プロック10%混 入

(※ R D 142)

24 Ю YR5/6黄 褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 ンル ト7%混 入 (※

主体は地山上位の上、主取 りの対象上の上の粘土層、 R D 142)

25 10Y烹 2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D142)

26 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性中 締 り中 (※ R D 142)

27 10YR3た 暗褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 ンル ト5%
混入 (※ R D 142)

28 10YR″ 1黒 色シル ト 粘性中 締 り中 黄褐色粘土小ブロック 5%混 入 (※

R D 142)

29 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D142)

30 10YRワ 8黄褐色粘土質ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 142)

31 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘± 2%混 入

R D 143)

32 ЮYR〃 3黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 安褐色粘± 5%lFL入
R D 143)

33 10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密 (※ 土器片を含む)(※ R D143)

34 10YR2/2黒 掲色 シル ト 粘性中 締 りやや密 黄褐色粘± 3%混入 (※ RD
143)

35 10YR3/4暗 褐色ンル ト 粘性中 締 りやや密 黒褐色 シル ト2%混入 (※ R
D143)

36 ЮYR3/4暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘± 3% 黒褐色

シル ト2%混 入 (※ R D 143)

(※

(※

R D148 151(40 42号 土坑) C― C'
1 10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中 黄掲色粘土プロック3%混入 (※ 自然堆積 ?、 R D148)
2 10Y R3ん 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 焼上 (φ lmm)1% 黄褐色粘土プロック2%混 入 (※ 自然堆積 ?、 R D148)
3 10Y R5/6黄 褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 暗掲色シル ト10% 焼土 (φ lm)1% 炭化物 (φ lmm)1%混入 (※ 人為堆積 ?、 R D148)
4 10Y R3/3暗 褐色粘土 粘性強 締 りやや密 黄褐色粘土プロック5%混 入 (※ 人為堆積 ?、 R D 148)

5 10Y R5/6黄褐色粘土 粘性強 締 り密 暗褐色シルト5%混入 (※ 人為堆積 ?、 R D148)

21 10Y R2/2黒 褐色ンル ト 粘性中 締りやや密 黄掲色粘土ブロック1% 焼土 (φ lnd)1%混 入 (※ 人為堆積か ?、 R D 151)

22 10Y R2/3黒 褐色ンル ト 粘性中 締りやや密 黄褐色粘土ブロック5%(※ 人為堆積か ?、 R D 151)

22a 10Y R2ん 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック7% 焼土 (φ l～ 5 mm)1% 炭化物 (φ lmm)1%混入 (※ 人為堆積か ?、 R D 151)

23 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘土プロック10% 炭化物 (φ l～ 2 mn)1%混 入 (※ 人為堆積か ?、 R D 151)

囲 10Y R3/3暗 褐色シルト 粘性やや強 締 り密 黄褐色粘土プロック5% 炭化物 (φ l～ 2HI)ユ %未満 焼土 (φ ld.l)1%未 満rFt入 (※ 人為堆積か ?、 R D151)
25 10YR5/6黄 褐色粘土 粘性やや強 締り密 暗褐色シルト7%混入 (※ 人為堆積か ?、 R D151)

0                1:50               2m

ト
ロV200m
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R D149 152(14 50号 土坑) E― E'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 (※ R D 149)

2 Ю YR3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 明黄褐色粘上ブロック 3

%混入 (※ R D149)

3 10Y R5/6黄 掲色粘土 粘性やや強 締 り中 (※ R D 149)

4 10Y R4/3に ぶい黄褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 (※ R D 149)

5 10Y R6/6明黄掲色粘土 粘性やや強 締 りやや密 (※ R D 149)

■ 10Y R2/ユ 黒色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘上 3%混入 (※ R
D152)

12 10YR3/3暗 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘± 3%混入 (※

R D152)

RD154

引七W3J 北W3k

卜
L48α200m

引

Ⅳ 検出された遺構

|二
L卓 87200m

1 10Y Rν6黄褐色粘土 粘性やや強 締 り密 オレンジ鉱物 ?(φ l～ 2 mm程 )

1%(※ 壁の地山崩壊土か、上部に10Y R3ん暗褐色ンルトが混じる)

RD155

北x9。

土 �lon 北�。。

卜
L178郷 Om

引

R D 155(59号 土坑) A― A'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 角礫 (φ 5or～ 5m程 )3%混 入

0                1:50               2m

R D146 147(43 32号 土坑) D― D'

1 10Y R2/1黒色ンル ト 粘性やや強 締 り中 炭化物 (φ l～ 2m)1% 焼土 (φ l nJF)1%混 入 (※ R D146)

2 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘土プロック2%混入 (※ R D146)

3 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄掲色粘土プロック3%混入 (※ 人為jt積 ?、 R D 146)

4 10Y R3/3暗 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック20%混入 (※ 人為堆積 ?、 R D143)

5 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック2% 炭化物 (φ l剛) 焼土 (φ lmm)1%未満混入 (※ R D146)

10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや強 (※ R D147)

10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや密 黄褐色粘土ブロック1% 炭化物 (φ llI)1%未 満 焼土 (φ lm)1%未 満混入 (※ R D 147)

10Y R3/3暗褐色シルト 粘性中 綺り中 黄褐色粘土プロック15% 炭化物 (φ lm)1%未 満混入 (※ R D147)

Ｗ

▲
八

土

O

R D154(3号 土坑) A― A'

1 10Y R2/2黒褐色ンル ト 粘性やや強

2 10Y R3/4暗褐色シル ト 粘性やや強

締 り中

締 りやや密

第47図  R D146・ 147。 149,152～ 155土坑
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3 土坑

RD156

七 1箭 七 1櫛

弦
R D156(62号 土坑) A― A'
1 10Y R2/1黒色ンル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘土ブロック2%混入

2 10Y R3れ 暗褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 (※地山土、壁の崩壊土 )

3 10Y R4/6褐色砂質粘土 粘性やや強 締 り中

七 1∽

RD157

七 2∞

七 21o

R D 157(63号 土坑) A― A'B― B'C― C'
1 10Y R2/1黒色シル ト 粘性やや強 締 り中 砂質± 2%混入
ユa 10Y R76明 黄褐色テフラ 粘性中 締 りやや疎 (※ To― c

2 10Y R3た 暗褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 り中

+

RD158

R D158(611号 土坑) A― A'
1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密

(φ I～ 2 nm)2%rFL入 (※ 璧際に主に混入)

RD159

R D 159(65号 土坑) A― A'
1 10Y R2海 黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中

褐色 シル ト3% 炭化物

七 22s 七 2約

七 23u七 2監

uプ ロック)

0                1:50               2m

-120-
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RD160-163

RD160

土YlЫ

土判刊

卜
L■ 76700m

tY47J

R D 160(61号 土坑) 127号柱穴状上坑 A― A'

1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 り中 褐色 シル ト3%
HLd)1% 炭化物 (φ 2～ 5m)2%混 入 (※ R D160)

H 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 褐色シル ト

127号柱穴状土坑)

し=177000m

R D 161(64号 土坑) A― A'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 掲色粘土プロ ック 2%
焼土 (φ l dr)1% 炭化物 (φ l～ 211m)1%混 入

2 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性強 締 り密 tgJ色 粘土プロックЮ%混入

3 10Y R3/3暗褐色シル ト 粘性強 締 り密 褐色粘土ブロック20%混入

R D 162(66号 土坑) A― A'

1 10Y R2/3黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 り中

cm)10%混 入

2 10Y R4/4褐 色シル ト質砂質土 粘性中 締 り中

3 10Y R76褐 色粘土質砂質土 粘性中 締 り中

褐色粘土ブロック (径 2～ 3

黒褐色シル ト5%混 入

黒褐色シル ト5%混入

Ⅳ 検出された遺構

土Ⅵ6g

土Y14

△
土Ⅵ4

土Ⅵ併
RD161

tⅥ青

r

焼土 (φ l

2%混入 (※

RD162

tⅥ 8e

土Ⅵ9e

RD163

tY14q

北Ⅵ5q

土Ⅵ9d

卜
L47■ 000m

R D 163(58号 土坑) A― A'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや疎

2 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

3 ЮYRユん暗褐色シル ト 粘性やや弱 締 りやや疎 褐色砂質土 シル ト20%混
入 (※ 壁の崩壊土 )

1:50               2m

127号柱穴状土坑

蔦

ノ

男49図  R D160-163:上 坑
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4 竪穴建物跡

RE002

(c

土 � 12p

も 14p

α
主

毛 14m

PP7

L=177200m

卜  当

隣
L177ワ∞m

当

RE∞2(17号 住) A― A'B― B'
1 10Y R2/2 黒褐色シル ト 粘性中 締 り中 褐色砂質粘土 (地山土)プロックで 5%混入 (※ 所々に炭化物混入 )

2 10Y R4/4褐色粘土質砂質土 粘性中 締 り中 (※ 整地層 ?)
3 10Y R4/6褐 色粘土質砂質土 粘性やや強 締 り密 (※ 整地層 ?)
4 10Y R3れ 暗褐色砂質粘土 粘性中 締 り中 (※ 壁の崩落土系 )

5 10Y R4た 褐色砂質粘土 粘性やや弱 締 りやや密 (※ 整地層 と推定される )

PP13

L=177200m

ト

PP15

L=177200m

卜  当

PP18

卜

L=177200m

〕̈ｓＴ
R E002(17号 住) pp2 7 13 15 18 a― a' b― b' c― c' d― d' e― e'
1 10Y R2/2黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎 掲色砂質± 5～ 10%混 入
2 10Y R4/4掲 色砂質土 粘性中 締 りやや疎 黒褐色シル ト5%混 入

R E002 径 (cm) 深 さ (cl) 備  考

PPl 32X28

PP2 28× 28

PP3 26X22 20

PP4 48×44

PP5
PP6 48X38
PP7 44× 36

PP8 15

PP9 32× 24 底面北東側オーバーハング

，ヨ

0                1:50               2m

中悩
帥
辞
＞
弄
件
灘

R E 002 径 (Qn) 深さ(cm) 備  考

P P10 26× 20

PPH 20× ユ8

P P12 34× 28

P P13 38× 30

P P14 38X38
P P15 42× 36 22

P P16 26X20 46

P P17 58× 58 炭化物集 甲 1を切 る

P P18 60× 58

-122-
第50図 R E002竪 穴建物跡



RE003

Ⅳ 検出された遺構

北Y10o

◎

ぺ

戴

O①
W

鴫 1ど

レ

北Y12o

ギ

RE003(18号 住)A― A B―B C― Ci

l 10YR2/2黒褐色シル ト 粘性中 締 りやや密 褐

色 (10YR4/6)シ ル ト2% 焼土 (φ l dal)1%未
満混

2 10YR2/2黒 掲色シル ト 粘性中 締 りやや密 掲

色 (10YR4/6)シ ル ト5%混 入

2a 10YR2/2黒 褐色 シル ト 粘性やや弱 締 り密

褐色 (10YR4/6)シ ル ト7%混 入

3 10YR4/6褐 色 シル ト 粘性やや弱 締 り密 黒掲

色シル ト7%混入 (※ 壁の崩壊土か ?)

3a 10YR4/6褐 色シル ト 粘性やや弱 締 り密 黒

褐色シル ト10%混 入

0                1:50               2m

齢

R E 093 径 (cm) 1朱 さ(cm) 備 考

46× 24

PP2 38× 30 PP3 PP4を 切る

PP3 (34)× 38 PP5を 切 り、PP2に 切られ

PP4 36× (32) PP2 PP3 PP5に 切られ

PP5 PP4を切り PP3に 切られ

PP6 30× 30

PP7 56× 42 14

PP8 foll× 26 PP9を 切る
PP9 PP8 P P10に 切 られる

P P10 58× 42 PP9を 切る

P Pll 32× 26

P P12 40X32 14

P P13

P P14 34× 22

P P15 26× 22 詢

P P16 (18)X20 258号柱穴状土坑に切 られえ

備  考

P P18 22X18
P P19 28× 20

P P20 22× 14

P P21 18× 16

P P22 20× 20

P P23 40× 36

P'24 34× 32

P P25 42× 38

P P26 24× 別

P P27 30× 28 P,28を 切る
P P28 18× (8) P P27 122号 桂欠状土坑に切られ

P P29 22× 20

P P30 34X32
P P31 30× 20 261 282号 柱穴状土坑に切られ又

P P32

P P33 32× 26

P P34 50× 30

P P35 34× 30 ∞

第51図 R E003竪穴建物跡 (1)
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ド
177ワ00判

∀

PPlS
L=177200m

卜  碧

PP25

声

V猛豹 0拍
:iと

身 覇 ヨケ島∴存吾 薄 辞

強 締 りやや密 褐色シル

和
＃
　
∧

竪穴建物跡

R E003(18号 住) pp3 4 a― a'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 褐色 (10Y R4/6)シ ル ト7

%混入 (※ 人為堆積か ?pp3)

11 10YR 2/2黒褐色シルト 粘性やや強 締 りやや密 褐色シルト5% 焼土 (φ

l lm)1%混 入 (※ 人為堆積か?pp4)
110Y R76褐 色ンル ト 粘性やや強 締 り密 黒褐色シル ト3%混入 (※ 人為堆

積か ?pp4)
10Y R2泡黒褐色ンル ト 粘性強 締 り密 褐色ンル ト5%混入 (※ 人為雅積か ?

pp4)

PP10

件
Ll‐200m

R E 003(18号 住) pp10 b― b'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性中 締りやゃ密 褐色シル ト10% 炭化物 (φ l

m)1%混 入 直径15c m程の石 (磨石 ?)を 含む
2 10Y R2/2黒褐色シルト 粘性やや強 締りやや密 褐色シル ト2%混入

PPll
L=177200m

R EOl13(13号 住) p pll c― c'

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性中 締 り中 褐色 シル ト7%混入

RF001-003

R EIX13(18号 住) p p12 d― d'

1 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 掲色 ンル

ト5%混入

2 10Y R4/6褐 色シル ト 粘性中 締 り密

R EIX13(18号 住) p p15 e― e'

1 10Y R2/2黒褐色 シル ト 粘性中 締 りやや密 褐色 シル ト7

%混入

2 19YR76褐 色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 シル

ト3%混入

R E IX13(ユ B号住) p p35 g― g'

1 10Y R2/2黒褐色 ンル ト 粘性やや強 締 りやや密 褐色 ンル

ト10%混 入

，引

当

卜  喘

RF001

隣
L=187100m

引

R F001(1号 焼土) A― A'
1 10Y R2/3黒掲色シル ト 粘性やや弱 締 り疎 (※ 木根撹乱 と

推定される)

2 2 5Y R4/6赤褐色焼土 粘性中 締 りやや密 (※ 現地性 と判断

される)

3 10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性中 締 り密 焼土プロック20%
混入

RF002
L=187100m

卜 引
壽

004

R Flll12(2号 焼土) B― B'
ユ 10Y R2/3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 焼上プロック

10%混 入 (※ 焼土は二次堆積の可能性大 )

RF003
L187100m

卜  引
鰤

R FOl13(3号 焼土) C― C'
1 3 5Y R4/4褐色焼上 粘性やや強 締 り中 (※ 現地性 発達は

悪い)

0                1:50               2m

RF001～003焼土

-124-
第52図 R E003竪穴建物跡 (2)。



RF004

R F 007(6号 焼土)A― A'

1 5 YR3/6暗 赤褐色焼上 粘性やや強

2 10Y R3れ暗褐色ンル ト 粘性やや強

3 10Y R3犯 暗褐色 ンル ト 粘性やや強

4 10Y R3/74暗 褐色シル ト 粘性やや強

RF010

Ⅳ 検出された遺構

締 りやや密 (※ 現地性 )

締 りやや疎

締 りやや密

締 りやや密 黄褐色粘±30%混入

RF006

辟
―
権茨9j

RF008

土 敦 12t

塩 3J橋 3i
4‐∝れ〔)W特。・

レ
L=185800m

1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや弱 締 り中 焼土プロック15%混入 (※焼土は二

次堆積の可能性 )

2 10Y R2/1黒色 シル ト 粘性やや弱 締 り中～やや密

RF005

卜

域

引
半 嵌1。k

卜
L485400m 

引

R F005(5号 焼土) A― A'
1 5YR4/8赤 褐色焼土 粘性弱 締り密
2 10Y R3れ 暗掲色シルト 粘性やや弱 締り密 炭化物 (φ lmm)5%未 満 オレン
ジバミス (φ l-2 mm)2%混 入

土 x9k

▼け
熱
lu
RF∞8(7号焼土) A― A'
1 5YR4/8赤 掲色焼土 粘性中 締 りやや密 (※

Lととことを廿ととと:」  2冷 喜彗こ狂手

暗赤褐色焼上 粘性 中 締 りやや密

R F006(1号炉跡) A― A'
1 5YRツ 8明赤褐色焼土 粘性やや強 締 り密

2 10Y R2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り密 黄褐色粘上プロック 3%混 入

石の抜 き取 り痕か )

3 10Y R5/8黄 褐色粘土 粘性やや強 締 り密 (※ 地山)

RF007

(※ 炉

土W袂

RF009

樵 1le 七相fA
R F010(9号 焼上) A― A'
1 5Y R4/8赤褐色焼土 粘性やや強

に入る 中近世 ?)

卜
L17■ 200m

ト
レV■郷Om当

七 2酌

締 りやや密 (※ 暗褐色シル ト質粘上に焼性の良い焼土力`大プロック状

引 卜
L■ 7■ 200m

名

R F009(8号 焼土)A― A' B― B'

―
R F004(4号 焼土) A― A'

卜
L484300m 

引

下
に

Ⅷ

４

1 10Y R2/3 黒褐色粘土質シル ト 粘性やや強 締 りやや粗 径 5鰤程の炭化粒20%程 混入

2 2 5Y R6/8 橙色焼土 粘性弱 締 り密 焼 き締 まつた大きさ 5画程の焼成粘土塊10%程混入

3 10Y R3/4 暗褐色粘上質ンル ト 粘性やや強 締 りやや粗  5 HI程の小礫 を20%程  5 mm程 の炭化粒 10%
程  3ml程 の栓色焼土粒10%程 混入

4 10Y R3/3暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや粗  5～ 10m程 の小礫を10%程  381程 の炭化粒 5%程混入

0               1:50              2m

レ

第53図  R F004～010焼土 。炉跡
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6 集石・立石

RH033 A
A

RH035

名 1“

→ふvig ▼鯨 lh

亀

0
◎

課0

ゆ

琳

や
´.0

R■033(1号立石) A― A'
l Ю YR2/3黒 樹色シル ト 務性申 締

'や

や疎
グ loマ R3/4暗綺色シルト 粘性ゃゃ嶺 締りな 黄褐色粘土孤略混入

名 l�

名 16w

―
悟

"lf

塩 3f

卜
L=186200m

卜
L48a20ぃ

RH034(1号集痢
― A― A'・ B― B'

1 40Y良 2泡黒梅色ラルト 粘性やや強 結けやや密
2. 10マ 声3カ暗褐色シルト 藉とやや強

―
締ケやや警

A

ト
レ聡500m

卜 鬱

冬

八

引

§
『
∂

▼ ヤ毯箆&
。

蛤

卜
Lユ 7制蜘

引

0        ■50        2m
|

難雛誓:子

'島

犠傍41監ィ腸≒テ響七i士持:麟灸1鍼線h
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第54図  R H033～036立石・集石



Ⅳ 検出された遺構

人
名 1転 斗�14y

唯
〇

OFD
① 時

A
メ

Q
▼

ラ
の

12Y14x +2Y15y

A
RH030下部上坑

下

卜
い17■300m

七 9w

七 1。w

卜
崖17■500m

ミH040(a号 集石)下部主抗 A― A'
1 loYR″ Z手綱色粘土 糖性やや蟄 締りやや密
彦 10Y R2/1黒色ンルト 粘性やや強―締りやや密

A

ち 9w

ん�low 北計1。v

卜
い11・ mo�

子・駕静H縄研¥逮モΥ強締りやや疎
(粟基本層序Ⅳ雇莉

2 1oY烹解鶴 掲色シル ト 粘性やや強 給 り申 (※

下部上rAl

毛 1。v

R‖040 RH040下部土坑

#升3w A
人

当

引

ｓ

軒

亀

塩

0               1150             2煎

七 1嵌

マ

R‖039

鮮

第55図  R H037～ 040集石

-127-



6 集石・立石

RH041・ 042

~1浄
5x 人北

"

§

~1予
7x 名 7y

畿 晩
2A12aキ 沙

⑤

卜 L177500m

0                   1:60                  3m

ヅ
⑧
◎
評七

び

び

。

ド

吼

七 1絶

七 9x

即℃

σ電」《こう

9P
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第56図  R H041～043集石



蛉 引 五 15d

亀

馬

引 琢 18c

ジ

0                     1:60                   3m

第57図  R H044～046集石
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Ⅳ 検出された遺構

。
７
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→ 五 16c

も戦P5
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料 ふ 17c

隣
L■ 7■ 500m

件
L=177500m 
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卜
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辣

ヤ
⑬
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6 集石や立石

乳

γ

下

曳

Ｔ

　

Ｔ

≦

と

ョ

引

　

引乳

も

上

ト

岸
L― 17■ 50つれ

R H047(7号集石) A■ A'
1 lor足 2ィ9黒褐告ンルト 堆性やや強―締j疎 (支基本層序Ⅳ層系)

9          1謳0          21

上
 札

-130-
第58図  R H047集石



RH048'

北 �16f

土 �17f

RH048下部土坑

毛 1併 ☆

A

V 検出された遺構

ドニ ・
I“ S90れ

出

R■048(9号 築石) A―ズ
1 10YR2/2黒褐色シルト 活性やや歿
層系,

2 ЮY磁ん黒褐色―シルト 絡性やや強
%混入 (隊下蔀上坑)

も 17gl

締りやや疎 (藤基本層序Ⅳ

締わやや密 褐色シルト10

☆

鬱 湊

Q

A

hた 七 1腎

RH049 RH049下 部上坑

卜

+4併  A
チ

ト 名

Q

望

隣
H々 O`m

R■049(1孵集石) A― A'

l 10Y R"寮 褐色ンルト 粘性やや強 締りやや疎 は基本層序�嬢系)

2 10Y貫熔 掲色シルト 粘柱強 締りやや密 黄褐色粘土プロック

'～

蛉弦混入(※ 下部主坑)

3 16マ R2/3黒緻色シルト 粘雄やや議―締り密 黄褐色活土ナロック1,%混入 (※下都土翔
―

引当

塁

卜  L=1″
.500rn

0'                1:50                2士n

鰯

ジ づ

第59図  R H048,049集 石
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6 集石・立石

Ｌ
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止

脳

ヅ
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現る闘 下

苺 θ
〔
:ヽ

(さ

こてフ洩ア′
翠

Ю  6Ъ
9°

き。こ

上 tO

上

下

♂

屯
ぐ

路

説
会
　

　

⇔

０
　
い

亀
涌

ｏ
美

Ｄ
Ｏ

ｎｅ

０
◇

上

⑥t
0                1:50               2m
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木

Ⅳ 検出された遺構

（〕一】賊舛身４Ｖ
，９
ヽ

名 5e

卜
L186い

嗚 5f

R P 006(1号 埋設土器) A― A'B一 B'
1 10Y R3れ 暗褐色ンル ト質粘土 粘性やや強 締 り中

2 2 5YR5洛 拐赤掲色焼土 粘性やや弱 締 り中

RP007

札5dぺ 塩 5e

口
01∞

卜
園m御

引

R P007(2号 埋設土器) A― A'

1 10Y R4/6褐色砂質ンル ト 粘性やや弱 締 り中 (※ 理設土器掘 りかた )

第61図  R P006・ 007埋設土器
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8 土取り穴

L点 186600m

R Xlll11(3号 住) A― A'
ユ 10Y R2/2黒褐色シル ト

la 10Y R2/3黒 褐色ンル ト

2 10Y R2/3黒掲色シル ト

1%混入

2a 10Y R2/3黒 褐色シル ト

2b 10Y R2/3黒 褐色ンル ト

B― B'C― C'D― D'

粘性中 締 り中

粘性やや強 締 り中

粘性やや弱 締 り中 黄褐色粘± 2～ 5% 炭化物

粘性やや強 締 りやや疎 黄褐色粘±10%混入

粘性中 締 り中 明黄褐色粘±20～ 30%混入

引

と言186600m

3 10Y R2/1黒色シル ト 粘性やや弱 締 りやや密  オレンジバ ミス (粒径 l aln程 ,生

出パ ミス ?)2%混 入

10Y R3/3暗 褐色ンル ト 粘性中 締 り中 黄褐色粘±15%混入

10Y R4/6掲 色シル ト質粘土 粘性中 締 りやや疎 黄褐色粘± 5～ 10%混入

10Y R5/8黄 掲色粘上 粘性やや強 締 りやや密 黒褐～暗褐色シル ト10～ 20%混入

-134-
第62図  R X001土 取り穴



RX002・ 003

W 検出された遺構

0          1:S10          2m

)

卜
いlV400m

引

第63図  RX002・ 003土取り穴 (1)
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8 土取 り穴

RXO02

出
L48■400m

卜
回8■400m

名

引
R X002(2号 土取 り穴) A― A'B― B'C― C'
1 10Y R2/1黒色ンル ト 粘性やや強 締 りやや疎
la 10Y R2/1黒 色 シル ト 粘性やや強 締 り中

lb 10Y R4/3に ぶい暗褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密

Ic 10Y R2/1黒 色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎
ユd 10Y R5/6黄褐色粘土 粘性やや強 締 り中 黒褐色 シル ト10%混入 (※

地山の再堆積土 )

le 10Y R5/6黄 褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 ンル ト10%混 入

2 10Y R2″ 黒掲色 ンル ト 粘性やや強 締 り中

3 10Y R3/3暗褐色粘土質シル ト 粘性強 締 りやや密
3a 10Y R2/3黒 褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄褐色粘上20%混入
4 10Y R3れ 暗掲色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘± 7%混入

5 10Y R5/8黄掲色粘上 粘性強 締 り密 黒褐色ンル ト5%混入 (※ 地山の

再堆積土 )

5a 10Y R5/41こ ぶい黄褐色粘土 粘性やや強 締 りやや密 黒褐色 シル ト10

%混入

XIX13(3号 土取 り穴) D― D'  E― E'
Ю Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘± 3%混入

a 10Y R3/3暗掲色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘±10%混 入

b 10Y R〃 3黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黒褐色粘土ブロック7%混 入

c 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締 り中

10Y R2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘土ブロック10%混 入

a 10Y R3/4暗掲色ンル ト 粘性強 締 りやや密 黄褐色粘±15%混 入

10Y R2/3黒 褐色ンル ト 粘性やや強 締 り中

10Y Rν6明黄掲色粘土 粘性強 締 り密 (※ 地山の再堆積土 )

0                1:50               2m

|
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第64図 R X002・ 003二上取 り穴 (2)



RX004´ψ007

L=187500m

XO14(4号 土取 り穴) A― A'
10Y R2/1黒色ンル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘土プロック 3% 土器混入

a 10Y R3れ 暗褐色 シル ト 粘性やや強 締 り中 黄褐色粘±30%混入

10Y R3れ暗掲色シル ト 粘性やや強 締 りやや密 黄掲色粘±20%混入

a 10Y R2泡 黒褐色 シル ト 粘性やや強 締 りやや疎

b 10Y R2/3黒 褐色 ンル ト 粘性やや強 締 り中 5 Y R4/8赤 褐色焼土小プロック3%混入

Ⅳ 検出された遺構

0                1:50               2m

土
≡
　

　

　

　

卦
ぎ

卦

“
や
３

RX004

F 碧

第65図  R X004～ 007土取り穴
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d 主取,ぶ

RX005

卜
と盛50°In

RX00r

卜
とこ鵡

引

〒X003(,号士熟η剰  母‐野

鞠 謀

刺 諄 サ 妙 導 ?儘呻 う 騨

a lov猟爆 縛魯ンルI I粘性やや絵 縦笠申■黄福色監とヤ撼混永―

Oa. IOy蛉 絡色粘圭 鞘盤津や豫 締|,やや密 轄色ラ
"Ⅲ

敷醸鍵入
ユ1 暉 聰 騨 学″1 構控中 維コやや密1黄鶴魯絹士,96縫入
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西部柱穴状土坑
1～80号

Ⅳ 検出された遺構

0                  1:200                 10m
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第67図 西部桂穴状土坑
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9 柱穴状土坑

中央部柱穴状土抗
201´ヤ224手子
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第68図 中央部柱穴状土坑
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9 柱穴状土坑

東部柱穴状土坑儀
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42Ⅵ割

北砲団

474

鞄175
476

挙

金

多
北Y浮

454

42Y20d雄141° T鳶狛

■2V18w

◎324

東部柱穴状土坑勧

す0323

2Y23q◎ 322

携1ぴ

髯

llJm

一142-

第70図 東部柱穴状土坑 (2)



東部柱六状土坑③
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Ⅳ 検出された遺構

パミス (φ l～ 2a」 H程)1%

(φ 2～拗Ш程)1%混入
1～ 2Ш程)2% 角礫 (φ

0                1:50               2m

引卜

調査区中央部捨て場 A― A'B― B'C― C'
1 10Y R2/2黒褐色シル ト 粘性やや弱 締りやや疎 角礫 (φ 311t～ 30m程 )3～ 15%混入

2 10Y R2/1～ 2″黒～黒褐色ンル ト 粘性やや強 締リマや密 角礫 (,1～ 10帥程)?%混 入

3 10Y R2/3-3/3黒 褐～暗掲色ンルト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 オレンジ (7 5YR5ん 明掲色)

角礫 (φ 2～ 10o8)2%混入 (※ 早期の上器片含む)

3a 10Y R2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 オレンジパミス (φ lma程 )1% 角礫

4 10Y R3た 暗褐色シルト質粘土 粘性やや強 締 りやや密 オレンジ (7 5Y R5/6明 褐色)パ ミス (φ

2～ 20ma程 )2～ 3%混入

5 10Y R4/6褐色粘土 粘性やや強 締り密 角礫 (φ 2am～ 30cI程 )3%混 入 (※ 地山)

第73図 中央部捨て場 (2)
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第 3表 竪穴住居跡一覧表

遺構名 ヨ遺梼を 調査区 時期 位置 長軸方向 平面形
規 模

炉 檄
⑩

付属施設 備考
長(m) 短 (m) 壁高 (cm) k面積(ぽ

R A003 13号住 南西部

葉

Ⅲ

中
裏朝齢幻

5X13i 南―北 隅九長方形 (530) (310) な し 15 壁柱穴、壁溝

R A004 8号住 南西部
前期 後 葉

(大木5式 )

5X9o 南―北 隅九長方形 (420) (2銘 ) 10 な し 壁柱穴

埋土上に

R F001
002 003

R A00〔 9号住 南西部
前期 前 莱

(大木2式 )

5X8j 北西―南東 卵 形 (682) 4 40 12～ 40
地床炉 ユ

焼± 2
土坑 1、 壁柱穴

埋土上に

R F005
1回以上
の建て替
えあ り

R A00て 12号住 南西部
前期 後 葉

(大木5式 )

5X5j 北西―南東 隅丸方形 (328) 2 58 10～ 22 な し 3 壁溝

床面に焼
土、炭化

材の広が

りあ り

R A00「 7号住 南西都
前期 後 葉

(大木5式 )

5X2h 東―西 隅丸方形 (380) 3 48 12～ 24 地床炉 1 4
床面有段、土坑 1、

壁柱穴、壁溝

R AOllt 16号住 西部
前期後葉 4W23h 南 ―北 隅九長方形 (470) (330) 南20 西 よ 地床炉 1

R A00〔 15号住 西 部 中期 4W19e 北東―南西 不整楕円形 33以上 51前後 焼± 3

R A01( 6号住 西部

葉

‐Ｃ瞬呻却
4Ⅵ「20d 南―北 多角形 (480) 東45 騨雌

棚状施設
焼失住居
土屋根

R A011 10号住 西部 中期末葉 5W6h 北西―南束 多角形 (694) (624) 複式炉 1 4 土坑 1、 壁溝 2

2回以上
の建て替
えあ り

R A01Z 2号住 西部 中期末葉 5W3b 北西―南東 多角形 (500) (450) 複式炉 ユ 7
土抗2、 壁溝3、

棚状施設

2回以上
の建て替
えあ り

R A01〔 14号住 西言[
中期後

～末業
5部「 3c 北東―南西 不 明 4～ 5 複式炉 2 6

炉の作 り

替えあ り

R A014 4号住 西き【 中期末葉 5V5y 不 明 3前後 18～ 20 な し

R A01〔 5号住 西 部 中期末葉 5V6x 不 明 4以上 20～35 な し 1 壁溝

R A01( 11号住 西部 中期 ? 5V7w 不 明 5以上 15 な し 1 壁 溝

R A011 1号住 西都 中期末葉 5W7a 北東 一南西 多角形 3 90 3 80 複式炉 3 土坑 1

同
て
た

２

替

は

り

り

炉

作

あ

第 4表 土坑一覧表

遺構名 I日 遺構名 調査区 位置 主軸方向 平面形 開口部径 (m) 深 さ (m) 断面形 付属施設 備考

R D103 30号土坑 南西部 5X13h N-53° ―E 不整円形 180× 144 Ю A-3 な し

R D 104 26号土抗 南西部 5X10n N-13° 一E 円形 96× 90 A-3 な し

R D 105 27号土坑 南西都 5 Xlln N-9° 一W 不整楕円形 70× 40 34 C な し

R D106 28号土抗 南西都 5X9o N-47° 一W 楕 円形 68× 62 38 C な し

R D 107 23号土坑 南西都 5X8o N-18° 一W 楕円形 92× 86 54 A-1 な し

R D 108 24号土抗 南西都 5X8n N-76° 一E 楕円形 (116)× 62 C な し

R D 109 25号土坑 南西部 5X8n N-63° 一W 円 形 96× 82 A-2 な し

RD 0 12号土坑 南西部 5X4h N-15° 一E 円形 166× 166 A-3 副穴 1

RD 1 29号土坑 南西部 5X21 N-3° 一E 円形 132× 124 A-3 副穴 1

RD 2 Й号土坑 西部 4W244g N-33° 一E 不整形 96× 70 D な し

R D l13 55号土坑 西 部 4W%h N-42° 一E 不整形 (156)× 92 14 D な し

RD 4 56号土坑 西部 4W25h N-7° 一E 権円形 (36)× 28 C な し

5 57号土坑 西 部 41パ「25g N-73° 一E 長権円形 224× 86 D な し

RD 6 48号 土坑 西部 4邪「241 N-12° 一W 円形 152× 148 24 A-3 小穴 ユ

R Dl17 53号土坑 西 部 5Wle N-45° 一W 楕円形 (62)× 66 C な し

49号 土坑 西部 4ヽパ「25e N-48° 一W 楕円形 (132)× 148 D な し

R Dl19 9号土坑 西 部 511T2c 不 明 不 明 (148)× 72 B な し

RD 8号土坑 西都 5ヽVl d 不 明 不明 (110)× (66) B な し

1 7号土坑 西 部 5ヽVld 不 明 不 明 不 明 B な し

10号 土坑 西部 5ヽV2c 不 明 不 明 不明 不明 B 不 明

33号土坑 西 部 5M「 3e N-1▽ ―W 不整円形 82× 76 54 B な し

RD 34号土坑 西部 5M「 4e N-53° 一W 不整楕円形 104× 72 D な し
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遺構名 旧遺構名 調査区 位 置 主軸方向 平面形 開日部径 (m) 深 さ (m) 断面形 付属施設 備考

R D 125 46号土坑 西 部 5耶14d N-55°  一部I 不整楕円形 (1%)× 122 D 小穴 1

R D 126 35号土坑 西 部 5W5c N-62° ― W 楕円形 114× 86 70 A-1 な し

R D 127 36号 土坑 西部 5ヽ〃5d N-21° 一E 楕円形 HO× 92 84 A-1 な し

R D128 37号 土坑 西 部 5M「 6e N-35° 一W 円形 (72)× 76 A-1 な し

R D 129 39号土坑 西 部 5W6d N-3ν ―W 楕円形 126× 80 A-3 な し

R D 130 45号土坑 西 部 5W6c N-14° ―E 楕円形 (86)× (78) 20 A-3 な し

R D131 51号土坑 西部 5W6c N-33° ―E 不整円形 66× 62 30 C な し

R D 132 52号土坑 西 部 5ヽA「 5b N-0° (真 北 ) 隅九長方形 130× 84 小 ピット状の掘 り込み

R D 133 5号土坑 西 部 5V6y N-74° ―E 不整円形 68× 56 な し

R D 134 1号土坑 西 部 5V8v N-33° ―W 不整楕円形 134× 106 E な し

R D135 11号土坑 西部 5W7b N-28° ―W 脩円形 92× 64 D な し

R D 136 47号 土坑 西 部 5W7b N-38° ―W 不整楕円形 100× 45 A-2 な し

R D137 2号土坑 西部 5W3j N-6° ―W 不整円形 176× 176 E な し

R D138 22号土坑 西部 5W3h N-53° ―W 不整形 184× 168 A-2 な し

R D139 13号土坑 西 部 5W4 N-26° ―E 不整円形 168× 164 64 E な し

R D 140 6号土抗 西部 5W5g N-12° ―W 不整形 156X156 翻 な し

R D 141 19号土坑 西部 5W5g N-75° 一W 不整楕円形 216×  (140) E な し

RD 20号土坑 西 部 5W5f N-30° 一W 不整楕円形 288X196 な し

RD 21号土坑 西部 5W5f 不 明 不 明 不 明 な し

41号土抗 西都 5ヽV5g 不 明 不 明 不明 な し

31号土抗 西 部 5W6h N-10° 一W 楕円形 148× 116 D な し

43号土抗 西 部 5W6h N-81° 一E 不整楕円形 284× 228 な し

32号土坑 西 都 5M16h 不 明 不 明 不 明 な し

RD 40号 土坑 西 部 5部′6g N-53° 一W 不整楕円形 128× 104 な し

RD 14号 土坑 西 部 5部′6f N-45° 一E 不整形 272× 164 な し

50 44号 土坑 西部 5郡/7g N―砕
°

一W 楕円形 168× 116 な し

R D151 42号土坑 西 部 5M16g N-25° 一E 楕 円形 224× 156 な し

R D 152 50号土坑 西 部 5W7h N-60° 一E 楕円形 224× 148 な し

R D 153 4号土坑 西 都 5W7h 不 明 不 明 不 明 な し

R D 154 3号土坑 西 部 5Mた 21 N-16° 一W 不整円形 134× 108 A-3 な し

R D155 59号土坑 中央部 3X9m N-1▽ ―E 楕 円形 122× 122 A-2 な し

R D156 62号土坑 東部 2Y18o N-14° 一E 楕円形 250× 88 F な し

R D 157 63号土坑 東 部 2Y19o N-45° ―W 不整形 252× 128 F な し

R D 158 60号土坑 東部 2Y201 N-42° ―E 楕円形 138× 116 A-2 な し

R D159 65号土坑 東部 2Y22s N―黎
°

―E 楕 円形 236× 180 A-3 な し

R D160 61号土坑 東都 2Y15i N-83° ―E 不整厖 124X102 10 D な し

R D 161 64号土坑 東部 2Y16f N-36° ―E 円 形 132× 124 A-3 小穴 1

R D 162 66号 土坑 東部 2Y17c N-24° ―W 長方形 136× 96 な し

R D163 58号土坑 東部 2Y14q N-52° ―E 不整形 340X166 F な し

Ⅳ 検出された遺構

第 5表 竪穴建物跡一覧表

遺梼名 日遺梼宅 調査区 時期 位 置 主軸方向 平面形
規模

柱 穴 付属施設 備考

長(m) 短 (m) 壁高 (cm) 末面積 (ポ )

RE002 17号住 東部 中近世 2Y12m N-53° ―E 長方形 4 50 6～ 10 18 炭化物集中範囲 2箇所、壁溝

RE003 18号住 東部 中近世 2Y101 N-41° ―W 長方形 4 76 4 08 8～ 20 壁 溝 建替えの可能性あ り

第 6表 炉跡・焼土一覧表

遺構名 旧遺構名 調査区 位置 形状 暁土範囲 (cm) 厚 さ (cm) 焼上 の様相 時 期 備考

R F 001 1号焼土 南西都 5X10o 不整形 104× Й 4 現地性、焼成良 縄文前期後葉 ? R A004よ り新しヤ

R F002 2号焼土 南西部 5X10p 楕円形 38× 30 8 現地性、焼成良 縄文前期後葉 ? R A004よ り新しセ

R F003 3号焼土 南西都 5X10p 楕 円形 42× 32 4 現地性、焼成良 縄文前期後葉 ? R A004よ り新しし

R F004 4号焼土 南西部 5X8j 不整形 60×46 二次堆積、焼成やや不良 縄文前期後葉 ?

R F005 5号焼土 南西部 5X9i 不整楕円形 И ×Ю 8 現地性、焼成良 縄文前期前葉

R F006 1号炉跡 西部 5M「 2i 20× 18 2 現地性、焼成良 縄文中期 ?
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遺構名 旧遣構名 調査 区 位置 形状 焼土範 囲 (cm) 厚 さ (cm) 焼上の様相 時期 備考

R F007 6号焼土 西部 4W18g 楕円形 40× 20 5 現地性、焼成良 縄文中期 ?

R F008 7号焼土 中央部 3X12t 不整形 50× 34 6 現地性、焼成良 現代 ?

R F009 8号焼土 東部 3 Ylle 不整楕円形 364× 148 現地性 ?、 焼成不良 不 明

R F010 9号焼土 東部 2Y24a 楕円形 58× 36 14 現地性 ?、 焼成良 中 近世 ?

第 7表 立石・集石一覧表

遺構名 旧遺構名 調査区 時期 位置
規模

備考
長 (m) (m)短

R H033 1号立石 西部 後期初頭 5W5g 下部上坑あ り

R H 034 1号集石 西部 中期末葉 5V16g 下部上坑 あ り

R H 035 2号集石 東部 後期中葉 2Y14u 3 2

R H036 3号集石 東 部 後期前葉 2Y15v 2 2

R H037 4号集石 東部 後期初頭 2Yユ 2 3 2

R H038 5号集石 東 部 後期前葉 2Y14 2 ユ

R H039 6号集石 東部 後期初頭 2Y8v 100 下部上坑あ り

R H040 8号集石 東 部 後期初頭 2Y3v 1 1 下部土坑あ り

R H04ユ H号集石 東部 後 期 2Y5x 4

R H042 12号 集石 東著【 後期初頭 2Y7 4

R H 043 13号 集石 束部 後期初頭～中葉 2 Yllッ

R1044 14号集石 東 部 後期 2A14c 25

R Hl145 15号集石 東部 後期中葉 2A17d 25

R■ 046 16号集石 東 部 不 明 2A16b 3

R H047 7号集石 東部 中近世 2Y14g 25

R H048 9号集石 東 部 後期前葉 2Y16f

R■ 049 10号集石 東部 後 期 2Y16h 12

R H050 17号集石 東 部 後期初頭～前葉 2Y21e 3

R H051 18号集石 東部 後期初頭～前葉 2Y21g 4

第 8表 土取り穴一覧表

遺構名 旧遺構名 調査区 位 置 平面形 規模 (m) 深 さ (帥 ) 時期 備考

R X001 1号土取 り穴 西 部 5X31 不整形 9～ 10× 7～ 8 中期後葉～末葉

R X002 2号土取 り穴 西 部 5X5m 不整形 48× 45 中期後半

R X003 3号土敦 り穴 西音Ь 5X81 長楕 円形 56× 25 中期後半

R XO餌 4号土取 り穴 西 部 5X9m やや細長い楕円形 28× 23 後期前半

R X005 5号土取 り穴 西 部 5X10n 不整形 51× 40 中期後半～後期初頭

R X006 6号土取 り穴 西 部 5X9o 半円形 42× 20 中期後半

R X007 7号土取 り穴 西 部 5X91 不 X_t形 38× 37 中期 後半

第 9表 柱穴状土坑一覧表

遺構名 出土 区 位置 重複関係 開口部径 (m) 深さ (clr) 備考

1号柱穴状土坑 西 部 5M「 2e な し 36× 30

2号柱穴状土坑 西 部 5W6f な し 20× 20

3号柱穴状土坑 西 部 5W4e な し 20× 20 125

4号柱穴状土坑 西 部 5W4e な し 30× 25

5号柱穴状土坑 西 部 5W4f な し 35× 25

6号柱穴状土坑 西都 5W4f な し 30× 25 26 3

7号柱穴状土坑 西 部 5W5f な し 25× 20 563

8号柱穴状土坑 西部 5W4e な し 25×20 33 9

9号柱穴状土坑 西 部 5W5e な し 26× 25

Ю号柱穴状土坑 西部 5W4d な し 30× 22 36 2

11号柱穴状土抗 西部 5ヽV4d 12号 に切 られる 33× ―

12号柱穴状土坑 西 部 5W「 4d 11号 を切 る 30× 28 208出 土

13号柱穴状土坑 西部 5M15e な し 28× 20

14号柱穴状土坑 西 部 5W5d な し 25X25 101
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遺構名 出土区 位置 重複関係 開口部径 (m) 深さ (cm) 備考

15号柱穴状土坑 西 部 5W5d 16号 を切る 28× 23

16号柱穴状土坑 西部 5W5d 15号 に切 られる ―×25 419

17号柱穴状土坑 西 il[ 5W5d な し 70× 60 22 0 209出 土

18号柱穴状土坑 西部 5耶「6b な し 32× 30 310

19号柱穴状土坑 西 部

20号柱穴状土坑 西 部 5耶「 5e R D 125を 切 る 25× 25

21号柱 穴状土坑 西 部 5Ⅵ「 lg な し 33× 25 28 0

22号柱穴状土坑 西 部 5W2f な し 22× 18 12 0

23号柱穴状土坑 西著Б 5W5k な し 29× 28 75 5

24号柱穴状土坑 西部 5W6c な し 30× 23 12 0

25号柱穴状土坑 西都 5W7f な し 25× 23 100

26号柱穴状土抗 西部 5W2f な し 35× 30

27号柱穴状土抗 西 都 4W25e R Dl18に 切 られ る F。0× 36

28号柱穴状土抗 西部 5W4g R X001を 切 る 25× 23 36 0

29号柱穴状土抗 画部 5W5h R X001を 切る 25× 23 跡 0

30号柱穴状土坑 西部 5W8d な し 26× 22 117

31号柱穴状土坑 西部 5W7d な し 41× 34 172

32号柱穴状土坑 西部 5M14e R D124に 切 られ る ―×24 129

33号柱穴状土坑 西部 5W4f 42号 を切る 33× 30

34号柱穴状土坑 西部 5ヽV3g な し 23× 19 29 1

35号柱穴】犬土坑 西部 5W2f な し 23× 21 23 7

36号柱穴状土抗 西部 5Ⅵオ6b な し 35X32 26 1 アタリあり

37号柱穴状土坑 西 部 5W7c 38号 に切 られる 20× 16 22 0

38号柱穴状土抗 西 部 51Xv 7 c 37号 を切る 19× 16

39号柱穴状土坑 画 部 5W7c な し 22× 18 164

40号柱穴状土坑 画 部 5Ⅵオ4c な し 29× 25 244

41号柱穴状土坑 西 部 5W4d な し 30× 26

42号柱穴状土坑 西 部 5W4f 33号 に切 られる 33× ― 16 1

43号柱穴状土坑 西 部 5W3g な し 36× 26 47 ]

44号柱穴状土坑 西 部 5都′3g な し 20× 19 37 2

45号柱穴】夫土坑 西 部 5W2g な し 29× 28 37 9

46号柱穴状土坑 西 部 5都/2e な し 30× 28

47号 柱穴状土坑 西 部 5W2e な し 22× 22 10 2

48号柱穴状土坑 西 部 5M13f な し 24× 24 23 6

49号柱穴状土坑 西 部 5W2f な し 21× 19 157

50号柱穴状土坑 西 部 5W/3f な し 21× 19 120

51号柱穴状土抗 西 部 5W2g な し 30× 災 37 1

52号柱穴状土抗 西部 5Wlg な し 32× 26

53号柱穴状土抗 西 部 5W2h な し 43× 37 43 4 アタリあり

54号柱穴状土坑 西部 5W2h な し 34× 30 29 5 アタリあり

55号柱穴状土坑 西 部 5W2h な し 31× 28 41 2

56号柱穴状土坑 西部 5W3h な し 28× 22

57号柱穴状土坑 西 部 5W3h な し 23× 22

58号柱穴状土坑 西部 5W2j な し 25× 23 12 1

59号柱穴状土坑 西 部 5W3j な し 21× 18

60号柱穴状土坑 西部 5W3i な し 23× 22

61号柱穴状土坑 西 部 5W3h な し 19× 16 28 2

62号柱穴状土坑 西部 5W3h な し 19× 18 32 7

63号柱穴状土坑 西 部 5ヽVユ g な し 36× 25

64号柱穴状土坑 西 部 5ヽVlg な し 22× 22

65号柱穴状土坑 西 都 411T25g な し 36× 26 7]

66号柱穴状土坑 西部 4ヽV25g な し 32× 26

67号柱穴状土坑 西 都 4ヽV24g な し

68号柱穴状土坑 西 部 4ヽV24g な し 19× 18

69号柱穴状土坑 西 部 4W24g な し 24× 20
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遺博名 出土 区 位置 重複関係 開口部径 (m) 深さ (cm) 備 考

70号柱穴状土坑 西 部 5M「 18 な し 26× 26 134

71号柱穴状土坑 西 部 5ヽVl g な し 30× 28 216

72号柱穴状土坑 西 部 5W5k な し 29× 26

73号柱穴状土坑 西 部 5W51 な し 23× 22 59 0

陶号柱穴状土坑 西 部 5W5k な し 22× 16

75号柱穴状土抗 西 部 5M「 5k な し 29× 28 177

76号柱穴状土坑 画 部 5W5k な し 16× 16

77号柱穴状土坑 画部 5W3k な し 19X18

路号柱穴状土坑 西部 4W25e な し

79号柱穴状土坑 西部 4W25e な し

80号柱穴状土坑 西部 5Wle な し 34× ―

81号柱穴状土坑 束部 2Y9r 82号 を切る、190号 に切 られる 72× 認

82号柱穴状土坑 東部 2Y9r 82 190号 に切 られる 108× ― R B 001

83号柱穴状土坑 東部 2Y13r な し 62× 54 52 3 R B 001

84号柱穴状土坑 東部 2Y131 86号 を切 る 80× 73 R B 001

85号柱穴状土坑 東部 2YHn R E 002を 切る 69× 62 58 ユ R B001

86号柱穴状土坑 束部 2Y13m 84号に切 られる 46×44

87号柱穴状土坑 東部 2Y14m な し 45× 38 33 5 アタリ?あ り

88号柱穴状土抗 東部 2Y131 な し 41× 32

89号柱穴状土坑 東部 2 Yllo な し 42× 38 17 9

90号柱穴状土坑 東部 2 Yllo な し 33× 30

91号柱穴状土坑 東部 2Y12p な し 39× 36 19 7 アタリ?あ り

92号柱穴状土坑 京都 2Y12q な し 32× 26 140

93号柱穴状土抗 東部 2Y12r な し 64× 59 32 3 アタリ?あ り、R3003

94号柱穴状土坑 東部 2Y13q な し 38× 36 アタリ?あ り

95号柱穴状土坑 東 部 2Y13p な し 64× 63 R B002

96号柱穴状土坑 束部 2Y14p な し 64× 62 アタリ?あ り、R B 001

97号柱穴状土坑 束部 2Y15q な し 64× 61 47 8 R B001

98号柱穴状土坑 束部 2Y14p な し 48× 41 R B003

99号柱穴状土抗 東きЬ 2Y14p な し 41×34

100号柱穴状土坑 束部 2Y14o な し 42× 38

101号柱穴状土抗 束部 2Y14o な し 44× 38 R B002

102号柱穴状土坑 京都 2Y15o な し 32× 28

103号柱穴状土坑 東部 2Y15o な し 60× 50 R B001

104号柱穴状土坑 東部 2Y15o な し 36× 35 R B002

105号柱穴状土坑 東部 2Y15o な し 「03× 38 R B 003

106号柱穴状土坑 東都 2Y15o な し 56× 56

107号柱穴状土坑 東部 2Y15n な し 53× 磁 R B 002、 934出 土

108号柱穴状土坑 東部 2Y15n な し 32× 28

109号柱穴状土坑 東部 2Y16o な し R B002

10号柱穴状土坑 東部 2Y16o な し 69× 55 「D44 R300よ

111号柱穴状土坑 東部 2Y16n な し 100× 77 33 1 R B00〕

12号柱穴状土坑 東部 2Y14o な し 52× 49 R B 003

113号柱穴状土坑 東部 2Y16m な し 105× 100 63 0 人為堆積、 R B 001

14号柱穴状土坑 東部 2Y14q な し 44× 4] 23 1 R3003

115号柱穴状土坑 束部 2Y15n な し 76× 71 515 アタリあり、R B001、 1027出土

6号柱穴状土坑 東部 2Y12k な し 56× 50 R3002

7号柱穴状土坑 東部 2Y12k な し 64× 60 32 2 R B001

8号柱穴状土坑 束部 2Y121 な し 47× 45 30 0 R B 003

9号柱穴状土坑 束部 2Yユ6n な し 28× 22 17 5

120号柱穴状土坑 東部 2Y18g な し 40× 38 38 7 R B 004

121号柱穴状土坑 東部 2Y12m R EO∝ を切る 60× Й 513 アタリ?あ り、R B 003

122号柱穴状土坑 東 部 2 Yllm R E003を 切 る 36× 32 R B002

123号柱穴状土坑 東部 2Y12m R E002 003を 切る 37× 30 R B 001、 No210出 土

124号柱穴状土坑 東音Б 2Y12s な し 79× 穆 43 5 人為堆積 ?、 R B003
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125号柱穴状土坑 束部 2Y12 な し 51× 48 427 人為堆積 ?、 R B002

126号柱穴状土坑 東 部 2Y9o な し 66× 46 32 3

127号柱穴状土坑 東部 2Y16i な し 50× 38

128号柱穴状土坑 東部 2Y13q な し 93× 80 710 アタリあり、R B00ユ

129号柱穴状土坑 東部 2 Y ll な し 73× 72 人為堆積 ?、 R B002

130号柱穴状土坑 東部 2 Yllr な し 60× y 22 4

131号柱穴状土坑 東部 2Y12s な し 60× 48 R B003

132号柱穴状土坑 東部 2Y13q 133号 を切る 84× 52 33 1 R B003

133号柱穴状土抗 東部 2Y13p 132号 に切 られ る 45× 36

134号柱穴状土坑 東部 2Y131 な し 34× 26

35号柱穴状土坑 東きЬ 2Y17k な し 114× 101 R B 002

136号柱穴状土坑 東部 2Y171 な し 75× 66 R B 001

37号柱穴状土坑 東言る 2Y17' な し 58× 契 R B 002

138号柱穴状土坑 東都 2Y181 な し 112× 96 R B001

39号柱穴状土坑 東 部 2Y14o な し 25× 22

140号柱穴状土坑 東部 2Y13s な し 「D4× 39 21 8

を41号柱穴状土坑 東 部 2Y6r な し 38X33 27 1

142号柱穴状土坑 東部 2Y6r な し 64× 認

143号 柱穴状土坑 東 部 2Y6r 144号 を切 る 73× 68

144号柱穴状土坑 東部 2Y6r 143号 に切 られる 63× 58 29 7

145号 柱穴状土 1/L 東音Ь 2Y6r な し 51× 44 21 8

146号柱穴状土坑 東部 2Y6s な し 46× 35 282

147号柱穴状土坑 東 部 2Y7s な し 58× 57 R B003

148号柱穴状土坑 東部 2Y8s な し 36× 32 略 5

149号柱穴状土坑 東 部 2Y8s な し 72× 64 アタリ?あ り、R3003

150号柱穴状土坑 東部 2Y8t な し 62× 46 65 6 アタリ?あ り

151号柱穴状土坑 東 部 2Y5u な し 34× 33

152号柱穴状土坑 東都 2Y6s な し 84× 84 35 3

153号柱穴状土坑 支 部 2Y6s 154号 を切 る 40× 25 21 2

154号柱穴状土坑 東部 2Y6s 153号 に切 られる 38X36 20 4

155号柱穴状土坑 東部 2Y7s な し 55× 45 252 R B 003、 NQ935出 土

156号柱穴状土坑 東部 2Y6u な し 42× 39

157号柱穴状土坑 東部 2Y8u な し 32× 31 アタリあり

158号柱穴状土坑 束部 2Y9u な し 28× 25

159号柱穴状土坑 東部 2Y10t な し 39X38 IIlo211出土

160号柱穴状土坑 束部 2Y9u な し 40× 38 144

161号柱穴状土坑 東部 2 Yllu な し 56× 50 R B003

162号柱穴状土坑 束言[ 2Y9m な し 52× 47 21

163号柱穴状土坑 東言ほ 2Y9n な し 46× 36

164号柱穴状土坑 東部 2Y9n 257号を切 る 48× 47

165号柱穴状土坑 東きL 2Y9o な し 57× 49 R B002

166号柱穴状土坑 束言Б 2Y10o な し 62× 58 76 R B003

167号柱穴状土坑 東部 2Y10o な し 40× 36

168号柱穴状土坑 東部 2Y10o な し 66× 46 36 3 アタリあり、R B 001、 R3002

169号柱穴状土坑 東部 2 Yllp な し 66× 58 留 0 人為堆積、 R B 001

170号柱穴状土坑 束著Б 2 Yllp な し 57× 52 人為堆積

171号柱穴状土坑 束言ト 2Y10q な し 76× 67 53 rl 人為堆積、R B 001

172号柱穴状土坑 東言Б 2Y10q な し 43× 42 146

1℃号柱穴状土坑 束言Б 2Y10q な し 40× 36

1密号柱穴状土坑 東苦悟 2Y9p 175号 を切る 48× 45 23 9 R B001

175号柱穴状土坑 東言L 2Y9p 1密号に切 られる 47× 40 R B 002

176号柱穴状土坑 東音Б 2Y9p な し 42× 42

177号柱穴状土坑 東言Б 2Y9p な し 40× 39 187 R B 002

178号柱穴状土坑 東音Б 2Y8q 252号 を切る 61× 59 41 4

179号柱穴状土坑 束言Б 2Y9q な し 「D4× 48 R B002
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遺構名 出土 区 位 置 重複関係 開口部径 (m) 深さ (cm) 備考

180号 柱穴状土坑 東 部 2Y9q な し 50× 48 24 9 R B 003

を81号柱穴状土坑 東部 2Y9q な し 32× 30 335 アタリ?あ り

182号柱穴状土抗 吏き【 2Y7q 196号に切 られる 50× 49 193

183号柱穴状土坑 東部 2Y7r な し 61× 認

184号柱穴状土坑 東 部 2Y10r な し 35× 34 R B 002

185号柱穴状土坑 東部 2Y10r な し 68× 56 R B 001

186号柱穴状土坑 東 部 2Y9t な し 43× 41 58 7 アタリ?あ り

187号柱穴状土坑 東部 2Y161 429号 を切る 60× 56 R B 002

188号柱穴状土坑 東 部 2Y4v な し 密 ×盈 アタリ?あ り、212出 土

189号柱穴状土坑 東部 2Y7r 260号 に切 られる 57× 一 25 7 R B 003

190号柱穴状土坑 京部 2Y9s 81 82号 を切る 39× 32

191号柱穴状土坑 東部 2Y7r 260号 を切 る 40× 36

192号柱穴状土坑 東部 2Y13j な し 67×磁 人為堆積 ?、 R B001

193号柱穴状土坑 東部 2Y13i な し 34× 32 アタリあり、R B002

1銘号柱穴状土坑 東 部 2 Y14 な し 46× 44 25 6 R B 001、 632出 土

195号柱穴状土坑 東部 2Y7p 270号 に切 られ る 49× 一

196号柱穴状土坑 東 部 2Y7q 182号に切 られる 71× 64 49 7

197号柱穴状土坑 東部 2Y121 な し 60× 46 57 8 人為地橋 、 R B 002

198号 柱穴状土坑 貢 部 2Y121 な し 56× 開 R B 001、 1012出 土

199号 柱穴状土坑 東部 2Y12m な し 36× 32 319

200号柱穴状土坑 東 部 2Y12m な し 30× 28

201号柱穴状土坑 中央部 3Y12d な し 20× 18 541

202号柱穴状土坑 中央部 3 Yll な し 45× 39 26 0

203号 柱穴状土坑 中央部 3Y12c な し 58× 5ユ

204号柱穴状土坑 中央部 3Y13b な し 83× 69 31 2

205号柱穴状土坑 中央部 3 Ylla 206号 に切 られ る 35× 25

206号柱穴状土坑 中央部 3 Ylla 205号 を切る 38× 一

207号柱穴状土坑 中央部 3Y12a な し 38× 31 174

208号柱穴状土坑 中央部 3Y12a な し 35× 29

209号柱穴状土坑 中央部 3Y13a な し 45× 40 165

210号柱穴状土坑 中央都 3Y13a な し 44× 28 27 0

211号柱穴状土坑 中央部 3 Xllx な し 48× 35

212号柱穴状土坑 中央部 3X12w な し 114× 73

213号柱穴状土坑 中央部 3X12u な し 31× 30

214号柱穴状土坑 中央部 3X13u な し 44× 43

215号柱穴状土坑 中央部 3X12t な し 73× 47

216号柱穴状土坑 中央部 3X12t な し 45× 36 22 6

217号柱穴状土坑 中央部 3X12t な し 46×42

218号柱穴状土坑 中央部 3X10s な し 37× 27

219号柱穴状土坑 中央部 3X12s な し 26× 24

220号柱穴状土坑 中央部 3X12s な し 25×24 20 1

221号 柱穴状土坑 中央部 3X12r な し 31× 30

222号柱穴状土坑 中央部 3X12s な し 35× 30 146

223号柱穴状土坑 中央部 3X13s な し 30× 28

224号柱穴状土抗 中央部 3X13s な し 40× 40 28 8

225号柱穴状土坑 中央部 3X4q な し を50× 125 94 6

251号柱穴状土坑 東 部 2Y8q 259号 に切 られる 52× 46 30 5

252号柱穴状土抗 東部 2Y8q 178号 に切 られる 61× 56 R B002

2開号柱穴状土坑 東部 2Y7q な し 48× 42 25 8

254号柱穴状土坑 東部 2Y7q な し 36× 35

255号 柱穴状土坑 東部 2Yll n 258号 を切る 52× 44 R B 001、 R B003

256号柱穴状土坑 東部 2Y9n な し 66X50

257号 柱穴状土坑 東部 2Y9o 164号 に切 られる 43× 38 22 4

258号柱穴状土坑 東部 2YユIn 255号 に切 られる 54× 46 43 4 R B 002、  R B 003、 213出 土

259号柱穴状土坑 束部 2Y7q 251号 を切る 45× 40
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260号柱穴状土坑 東部 Y7r 7s 189号 を切 り、191号 に切 られる 64× 56 27 2

261号柱穴状土坑 東 部 2 Ylll R E003を 切る 60× 40 R B003

262号柱穴状土坑 東部 2Y17n な し 74× 58 R B 001

263号柱穴状土坑 東 部 2Y17n な し 34X32 17 0

264号柱穴状土坑 東部 2Y17n な し 32X28

265号柱穴状土坑 東 部 2Y17o な し 34× 30 21 5

266号柱穴状土坑 東部 2Y17n な し 31× 27 167

267号柱穴状土抗 東 部 2Y17p 60× 36

268号柱穴状土坑 東部 2Y16m な し 52× 47 38 4 R B 002、 795出 土

269号柱穴状土坑 東 部 2Y161 な し 「94× 44 R B 003

270号柱穴状土抗 東部 2Y17p 196号 を切る 54× 48 33 5 アクリ?あ り、512出土

271号柱穴状土抗 東部 2 Yllk な し 104× 84 50 5

272号柱穴状土抗 東部 2Y12k な し 40× 38 32 9 R B003

2格号柱穴状土坑 東部 2Y13k な し 44× 42 27 3 R B002

2密号柱穴状土坑 東部 2 Yllt な し 30× 20

275号 柱穴状土坑 東部 2Y12s な し 72× 70 R B 001、 R B002

276号柱穴状土坑 東部 2Y12u な し 65× 61 23 ] R B001

277号柱穴状土坑 東部 2 Yllu な し 「D2× 40 R B003

278号柱穴状土坑 東部 2Y12t な し 68× 65 23 8 R B00]

279号柱穴状土坑 東部 2 Yllt な し 83× 79 R B 001

280号柱穴状土坑 東部 2Y171 な し 50× 46 R B 001

281号 柱穴状土坑 東部 2Y17k な し 86× 6〕 R B001、 1013 1028出 土

282号柱穴状土坑 東部 2 Ylll R E003を 切 る 62× ― R B002

283号柱穴状土坑 東部 2Y16k 284号に切 られる ―×62 R B 001

284号柱穴状土坑 東部 2Y16k 283号 を切る 62× 55

285号柱穴状土坑 東部 2Y16k な し 50× 42

286号柱穴状土坑 東部 2Y16j な し 48× 41 633出 土

287号柱穴状土坑 東部 2Y14j な し 70× 64 R B001

288号柱穴状土坑 東部 2Y14i な し 66×42 R B001

289号 柱穴状土坑 東部 2Y13k な し 66× 45 R B003

290号柱穴状土坑 東部 2Y13j な し 路×42

291号在穴状土坑 東部 2Y13k な し 82× 56 R B 001

292号柱穴状土抗 東部 2Y14 な し 44× 39

293号柱穴状土坑 東部 2Y9r な し 53× 43 R B001

2飩号柱穴状土坑 東部 2Y13 な し 41× 36

295号柱穴状土坑 東部 2 Ylll な し レ×45 R B 002

296号 柱穴状土坑 東部 2Y12 な し 26× 25

297号柱 穴状土坑 東 部 2Y16k 427号 を切 る 81× 72 R B001

298号柱穴状土抗 東部 2Y15m な し 39×36

299号柱 穴状土坑 束 部 2Y13o な し 51× 29

300号 柱穴状土坑 東部 2Y13o R E002を 切る 32× 32

301号柱穴状土坑 東 部 2Y13t な し 56× 48 153 R B00ユ

302号 柱穴状土坑 東部 2Y14t な し 22× 22 87

303号柱穴状土坑 京都 2Y15t な し 30×26

304号柱穴状土坑 京都 2Y15s な し 34× 3]

305号柱穴状土坑 東部 2Y15s な し 46×44

306号 柱穴状土坑 束畜Б 2Y17t な し 32× 29 164

307号柱穴状土坑 束部 2Y17t な し 42× 36 254

308号柱穴状土坑 束音る 2Y17u な し 41× 35

309号柱穴状土坑 東部 2Y17u な し 46× 40 373

310号柱穴状土坑 京都 2Y13s 311号 を切る 56× 50 35 5 R B 001

311号 柱穴状土坑 東部 2Y14s 310号に切 られる

312号 柱穴状土抗 東部 2Y14s な し 32× 26 23 2

313号 柱穴状土坑 東 部 2Y14s な し 27× 27 175

314号柱穴状土坑 東部 2Y15r な し 40× 38

Ⅳ 検出された遺構
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遺構名 出土 区 位 置 重複関係 開口部径 (m) 深 さ (c m) 備考

315号柱穴状土坑 東部 2Y16r な し 36× 35 23 8 アタリ?あ り

316号柱穴状土坑 東部 2Y16q な し 30× 29

317号柱穴状土坑 東部 2Y17r な し 22× 21 86

318号柱穴状土坑 東都 2Y10n な し 40× 28 32 2

320号 柱穴状 土坑 東部 2Y16r な し 32× 27 17 9

322号柱穴状土坑 東部 2Y23q な し 50× 44 383

323号 柱穴状土坑 東 部 2Y23q な し 22× 18 165

324号柱穴状土坑 東部 2Y18w な し 52× 48 385

326号柱穴状土坑 束部 2Y10s 327号 に切 られる 90× 一 R B001

327号柱穴状土坑 東部 2Y10s 326号 を切 る 56× 42 R B002

328号柱穴状土坑 東 都 2Y8 な し 60× 55 R3003

330号柱穴状土坑 東部 2Y7q な し 50× 40 R B 002

331号柱穴状土坑 東 都 2Y8 な し 35× 33

332号柱穴状土坑 東都 2Y8r な し 64× 41 R B 002

333号柱穴状土坑 東 部 2Y13 な し 61× 50 R3003

334号柱穴状土坑 東部 2Y9r な し 50× 42

335号柱穴状土坑 東部 2Y8s な し 49× 41

336号柱穴状土坑 末言ト 2Y8s な し 42× 36

337号柱穴状土坑 東部 2Y8t な し 63× 31

338号柱穴状土坑 東部 2Y8t な し 51× 47 60 5

339号柱穴状土坑 東 都 2Y13o R E002を 切 る 88× 46

340号柱穴状土抗 東部 2Y14k な し 82× 52

341号柱穴状土坑 吏をほ 2Y14u な し 68× 65

350号柱穴状土坑 東部 2 Yllq な し 51× 40

401号柱穴状土坑 東 部 2 な し 38X37

402号柱穴状土坑 東部 2Y18i な し 26× 24 120

403号柱穴状土坑 東 部 2Y18i な し 28× 24

404号 柱穴状土坑 東部 2Y18i な し 44× 34 26 9

405号 柱穴状土坑 東 都 2Y18i な し 42X30 126

406号柱穴状土抗 東部 2Y19i な し 34× 32

407号柱穴状土坑 東 部 2Y19i な し 36× 33 552

408号柱穴状土抗 東部 2Y19i な し 26× 25

410号柱穴状土坑 東 部 2Y15k な し 66× 43

4H号柱穴状土坑 東部 2Y15k な し 45× 42

412号 柱穴状土坑 東部 2Y15j な し 72× 40

413号 柱穴状土坑 東部 2Y12 な し 52× 52 R3003

414号 柱穴状土坑 東 部 2Y13j な し 62× 60 R3002

415号 柱穴状土坑 東部 2Y13 な し 49× 46 R B 002

416号柱穴状土坑 東 部 2Y15k な し 52× 44 R B001

417号柱穴状土坑 東部 2Y121 な し 40× 24

418号柱穴状土坑 東 部 2Y15j な し 69× 53 R B001

419号柱穴状土坑 東部 2Y14 な し 33× 30

420号柱穴状土坑 京都 2Y14j な し 36× 30

421号柱穴状土坑 束都 2Y15j な し 45× 36

422号柱穴状土坑 東部 2Y15j な し 42× 36 R B 002

423号柱穴状土坑 束吉Б 2Y14k な し 52× 43 R B 003

424号柱穴状土坑 真部 2Y15k な し 41× 39

425号柱穴状土坑 東都 2Y161 な し 52× 40

426号柱穴状土坑 東部 2Y16m な し 39× 37

427号 柱穴状土坑 東都 2Y16k 297号 に切 られる

428号 柱穴状土坑 東 部 2Y161 な し 42× 40

429号 柱穴状土坑 東部 2Y161 187号 に切 られる 61× 60 R B 003

430号 柱穴状土坑 東部 2Y18m な し 35× 30

431号 柱穴状土坑 東部 2Y17h な し 38X32 36 6

432号柱穴状土坑 東部 2Y17h な し 36× 30 478 R B 004
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遺構名 出土区 位置 重複関係 開口都径 (m) 深 さ (cm) 備考

433号柱穴状土坑 東 都 2Y17h な し 36× 26 139

434号柱穴状土坑 東部 2Y171 456号 に切 られる 30× 一 23 7

435号 柱穴状土坑 東 部 2Y16j な し 34× 30

436号 柱穴状土抗 東部 2Y 7m な し 33× 32

437号 柱穴状土坑 東 部 2Y17 な し 36× 26

438号 柱穴状土抗 東部 2Y171 439号 を切る 48× 37

439号 柱穴状土坑 東部 2Y171 438号 に切 られる ―×67 R B 002

440号柱穴状土坑 東部 2Y18五 な し 40× 32 底面にアタリの痕跡あ り、R B 004

441号柱穴状土坑 東部 2Y19e な し 30× 29 底面 にア タリの痕跡 あ り

442号柱穴状土坑 東部 2Y18王 な し 31× 30 R B 004

443号柱穴状土坑 東部 2Y18f な し 30× 26 R B 004

444号柱穴状土坑 東 部 2Y18e な し 38× 32 39 1 R B004

445号柱穴状土坑 東部 2Y17f R D 161を 切 る 34× 28 34 5 底面にアタリの痕跡あ り、R B 004

446号柱穴状土坑 東 部 2Y17e な し 26× 24 R3004

448号 柱穴状土坑 東部 2Y18g な し 24× 22 32 6 R B004

449号 柱穴状土坑 東 部 2Y18h な し 37× 30 R B 004

450号 柱穴状土坑 東部 2Y17h な し 60× 57 13 ユ 底面にアタリの痕跡あ り

451号 柱穴状土坑 東 部 2Y17g な し 24× 24 36 5 R B 004

452号 柱穴状土坑 東部 2Y16e な し 42× 36 36 4

453号 柱穴状土坑 東 部 2Y17e な し 望 ×44 29 7

454号 柱穴状土坑 東部 2Y16f な し 32× 30

455号 柱穴状土坑 東音偲 2Y17e な し 54× 38 41 1 底面にアタリの痕跡あ り

456号 柱穴状土坑 東部 2Y17f 434号 を切る 40× 34 192

457号 柱穴状土坑 東 部 2Y17g な し 38× 34 37 9 R B004

458号 柱穴状土坑 東部 2Y16g な し 28× 28 11 5

459号 柱穴状土坑 東言Б 2Y19h 460号 を切る 36× ― 38 7

460号 柱穴状土坑 東部 2Y19h 459号 に切 られる 38× 一 34 5

461号 柱穴状土坑 東音偲 2Y19e な し 32× 30

462号 柱穴状土坑 東部 2Y20e な し 27× 27

463号 柱穴状土坑 東音Б 2Y16i な し 28× 28

464号 柱穴状土坑 東部 2Y17d な し 49× 48 26 8

465号 柱穴状土坑 東音偲 2Y16d な し 42× 41

466号 柱穴状土坑 東部 2Y18j な し 26× 26 25 0

468号 柱穴状土坑 東 部 2Y19i な し 42× 36

469号 柱穴状土坑 東部 2Y16k な し 38× 32

470号 柱穴状土坑 東音[ 2Y19f な し 33× 26 30 7

471号 柱穴状土坑 東都 2Y17h な し 32× 28 233

472号 柱穴状土抗 東部 2Y191 な し 32× 32

473号 柱穴状土抗 東部 2Y201 な し 49× 35

4馳号柱穴状土抗 京都 2Y21k 475号 を切る 22× 22

475号 柱穴状土筑 東部 2Y21k 4紹号に切 られ、476号 を切る 35× 31

476号柱穴状土坑 東 部 2Y21k 475号 に切 られる 25× 21

477号 柱穴状土坑 東部 2Y17h な し 46× 36

501号柱穴状土坑 東部 3Y9b な し 189× 119 52 9

502号柱穴状土坑 東部 3 Ylle な し 28× 24 142

503号柱穴状土坑 東 部 3Y9f な し 40× 33 199

504号 柱穴状土坑 東部 3Y12e な し 42× 37

醐5号柱穴状土坑 東部 3Y9d な し 30× 28 182

506号 柱穴状土坑 東部 3Y5g な し 33× 25

5C7号 柱穴状土坑 東部 3Y10e な し 27× 27 20 2

508号柱穴状土坑 東部 3X5w な し 28× 26

509号柱穴状土坑 東部 3Y3h な し 36× 33

5Ю号柱穴状土坑 東都 3Y2h な し 67× 36 41 9

5H号柱穴状土坑 東 部 3Y9b な し 50× 48

513号柱穴状土抗 東都 2X22w な し 52× 35 83 5

Ⅳ 検出された遺構
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遺構名 出土 区 位置 重複関係 開日部径 (m) 深 さ (cm) 備考

514号柱穴状土坑 東部 2X23v な し 42× 32 43 0

515号柱穴状土坑 東 部 2X22v な し 82× 32

516号柱穴状土抗 束部 2X25w な し 35× 28 26 8

517号柱穴状土坑 東 部 3X4v な し 30×24 38 8

518号柱穴状土坑 東都 2Y8q な し 50× 45

519号柱穴状土坑 東 都 2Y10n な し 55× 50
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V出 土 遺 物

遺物は、縄文土器92箱分 (42× 32× 30c mの コンテナで換算 )、 弥生土器 4点、土製品168点 、石器

1,920点、石製品386点 、土師器 3点、須恵器 1点、陶器・陶磁器12点 、金属製品19点 、チップ・フレー

ク約10箱分、琥珀約3.75gが出土 した。

ここでは、遺構内出土 と遺構外出土を合せて扱 うこととし、観察から得 られた内容を記述する。

1 縄文土器 ・弥生土器

縄文土器は遺跡全体の総量で92箱分、弥生土器は4点出土している。縄文土器は、早期中葉～晩期

末葉までが出土している。時期別の出土量は、縄文時代後期初頭～中葉が最も多く、次いで前期後葉、

中期末葉、晩期初頭～前葉、前期前葉の順となる。弥生土器は前期が微量出上している。

先に、本文で記述する項目と観察表への記載に際して、若干説明を補足する。

[時期]:文様や特徴から周知の土器型式に比定させた分類を行った。観察表の時期の項には、土器

型式への比定ができなかったものや型式名の提示が困難なものは、把握できる範囲内での帰属時期ま

たは?マークを添付して記載した。

[出土地・出土量]:本文への記述に際しては、主な出土地と、全体の出土量からみた多少の傾向に

ついて記載した。遺構内出土については、異時期の遺構出土と推定される場合についても、ここでは

取り上げることとする。

[器種・器形・底部]:器種・器形について記述するが、今回の調査では完形個体が少ないことから、

詳細はわからないものが多い。なお、ミニチュア土器と判断されるものは、基本的に土製品に含めた。

観察表の部位の項目には、残存率で完形、ほぼ完形、3/4完形、2/3完形、 1/2完形と明記し

た。破片は部位を記述した。なお、口唇部が欠損するものであっても、口縁部と判断できる場合はそ

の旨記述した。

[口縁形状・口唇部]:口縁の形状 (平縁、波状口縁など)、 突起の有無 (種類や単位数)、 手法 (折

り返しや貼り付けなど)、 口唇部の状況内容 (例 :刻 目・縄文施文など)を記述する。

[文様・特徴]:文様や地文の種類などを記載した。以下の①～④には観察表の記載方法について記

述する。

① 残存率の良いものは部位毎に記載した。例としては、口縁部は「口 :」 、頸部は「頸 :」 、胴部は

「月同:」 ,真言Б

イよ「底 :」 と略称した。

② 縄文原体の回転方向について、観察表では縦回転を縦、横回転を横、斜回転を斜と簡略して表記

した。

③ 原体の側面などを押し付ける押圧縄文は、観察表では「側圧」と表記した。

④ 粘土紐を貼り付けたものは、基本的に「隆線」と言う用語を用いた。頸部に横帯するものは、本

来的に「隆帯」の用語を使用するべきかもしれないが、用語の併用を避ける目的で使用していない。

[底部]:底部の状況を記述する。今回の調査では早期を除き、そのほとんどが平底である。極少数

上げ底状がある。底面に何らかの痕跡が確認できるものは、網代痕 8点、木葉痕 3点ある。

[内面]:内面の調整が↓巴握できるものについて記載した。例としてミガキ、ナデ、ケズリなどがあ
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l 縄文土器・弥生土器

る。未調整と思われるものや摩滅などにより調整が解 りかねるものは記載 していない。

[胎土]:胎上の様相について、焼 きの具合や、特徴的な混入物などが含まれている場合に記述 した。

[特記事項]:上記以外の特記事項を明記する。

(1)縄 文 時 代 早 期

縄文時代早期 と推定される土器群を集め、ここで一括 して記述する。1・ 5。 84。 250・ 251・ 252・

270～ 279・ 1060が該当する。なお、中葉以外の時期は今回の調査では未確認である。

[出土地 。出土量]:調査区南西部・西部・中央部の山際緩斜面で出土 してお り、標高180m以 上の

高位面で出上 し、標高180m以下である調査区東部や中央部の一部などの低位面では出上 していない。

今回の調査全体の出土量は30点程である。層位的に良好 と捉えられるのが、 R A003出 土の 1と 遺構

外出上の251・ 274・ 275で、何れも堀切テフラと推定されるオレンジパ ミスを含む土層 (基本層序V
層相当)中 より出上 している。なお、堀切テフラの降下年代は、早期末葉～前期初頭 とされている。

[器種・器形 。底部]:全 て深鉢である。全体の器形を窺い知れる資料 としては明神裏Ⅲ式と考えら

れるとが挙げられる。底部が砲弾状の尖底で、底部から胴部まで穏やかに立ち上が りヽ胴部上半～顎

部がやや窄み、頚部から口縁部にかけてキャリパー状を呈する。なお、底部片のみのが 3点あり、何

れも尖底である。

[口縁形状 。口唇部]:口縁部が確認できるのは 5点ある。平縁が 4点、小波状が 1点である。

[文様・特徴]:貝殻腹縁文や沈線による文様モチーフが描かれる。また、押し引き状沈線により文

様が施文される土器も幾つか散見される。 1を みると、①口縁部の文様帯 (押 し引き沈線による横位

の幾何学文と貝殻腹縁文)→②頚部～胴部上半に無文帯→③胴部中位に文様帯 (押 し引き沈線による

横位平行線)→④胴部中位～胴部下位文様帯 (押 し引き沈線 。沈線による山形文と幾何学文を合わせ

た文様と貝殻腹縁文)→⑤胴部下位～底部無文帯の、大きくは5つ に文様帯が分かれる様相を示す。

また、 1と 同様に270～2密は、幾何学文や山形文が横方向に展開する。58や 84は 、沈線により縦・横

に格子目状にモチーフされる。

[内面]:内面の調整はミガキが施される。

[胎土]:他時期の上器と比較して、器厚がやや薄いものが主体で、堅密な良好な焼きのものが多い。

また、胎土中に雲母の混入が顕著なものもある。

[特記事項]:土器型式への比定について、84は 白浜式、58は 白浜～寺の沢式、250が寺の沢式、 1・

270～274明神裏Ⅲ式、275。 276物見台式と推定しておきたい。

(2)縄 文 時代 前 期

縄文時代前期と推定される土器を集めた。初頭・前葉 。前葉～中葉・後葉が確認された。末葉は未

確認である。また、55～ 57・ 188・ 260。 261は 、時期を特定できず前期～中期と幅を広げて捉えた。

胎土中に繊維が混入するのは初頭と前葉で、前期後葉は249の 円筒下層 b式以外は認められない。こ

こでは、初頭、前葉、前葉～中葉、後葉に分けて記述する。

前期初頭

前期初頭と推定されるものを集めた。長七谷□群や上川名 2式、表館 X～ XⅢ群に比定・併行する

と推定される。113・ 114・ 253・ 280・ 281が該当する。

[出土地・出土量]:遺構内出土としては、R D136よ り113が、調査区中央部捨て場より253が出土
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している。他は遺構外出上で、調査区西部・東部のⅣ層から出土 している。この出土状況 を見る限り、

高位面・低位面の標高の差異に関わらず出土 していることを指摘でき、早期中葉などの出土状況とは

相違する。調査全体では 4点の出土で、全て掲載 した。

[器種 。器形・底部]:全 て深鉢である。底部資料 としては253。 280の 2点が得 られてお り、尖底で

ある。

[口縁形状・口唇部]:口縁部を窺える資料は得 られていない。何れも小片のため全体の器形を窺い

知れるものはない。

[文様・特徴]:縄文原体による側圧 (ル ープ文含む)、 斜位の短沈線、 0段多条による節の幅が太

い原体を用いた非結束羽状縄文の施文などがみられる。

[内面]:281は内面にLRが施文される。

[胎土]:胎土中には多量の繊維が含まれる。

前期前葉

前期前葉大木 1～ 2a式若 しくはそれに併行すると推定されるものを集めた。メルクマールとなる

特徴に乏 しいものについては、繊維の混入具合などを目安にここに位置付けた。 3～ 9,35・ 63・

180。 200。 205,206・ 254～ 259'282～ 302・ 1058が該当する。

[出土地 。出土量]:遺構内出土は、R A005・ 007・ 011、 R X002・ 005'007、 調査区中央部捨て場

から出土 している。ただし、R A005以外は異時期の遺構から出土 している。遺構外 としては、標高

的に高位面にある調査区南西部・西部が主体 を占め、302が唯一調査区中央部の低位面か ら出土 して

いる。調査区南西部においては、Ⅳ層 よりTo― Cuが各所で確認されたが、To一 Cu下位から出

土 していると捉えられる。出土量は、一定量あるものの、そのほとんどが小破片である。

[器種・器形・底部]:全 て深鉢である。全体の器形を窺い知れるものはない。底部は、299と 300が

該期と推定されるが、 2点 ともに平底で、299は網代痕、300は木葉痕がみられる。

[口縁形状・口唇部]:口縁形状が窺える資料は18点 あり、16点が平縁、 2点が小波状口縁である。

口唇部の形状は面取 りされ平坦に角張るものが多 く、九み帯びるものが少数ある。297'298は 、口唇

部に刺突列が施される。

[文様・特徴]:横位に貼 り付け隆線を持つ 3・ 9や、口縁部に横回転による不整撚糸文 を持ち胴部

にRL縦回転を施文する283・ 284な ど以外、口縁部文様帯を形成するものはない。従って口縁部と胴

部の分離を意識 していると捉えられるものは非常に少なく、器面全体に地文のみを施文するものが主

体である。地文は、斜行縄文、単軸絡条体、不整撚糸文、組縄縄文などがみられる。縄文は、 LR、

RL、 LRL、 RLRの 順に多い。なお、0段多条によるものが 6,35・ 200,256・ 257・ 282・ 293・

1058に 認められるが、それらは全てLR横回転で、繊維を多量に含む傾向が看取される。羽状縄文は、

3と 259に みられ、何れもLRと RLに よる結束第 1種である。組縄縄文は255の 1点のみ認められる。

単軸絡条体は、第 1類 。第 lA類、第 4類 ?、 第 5類がみられる。単軸絡条体第 5類を施文するもの

の内、 3・ 5。 9は胎土中に繊維の混入が認められないが、出土遺構の帰属時期を憂慮 しここに含め

た。ただし、前期後葉である可能性 もある。不整撚糸文と呼ぶものについては、単軸絡条体第 3類で

ある可能性があるものの、明確には判別できなかった。

[胎土中]:胎土中への繊維の混入が顕著に看取される。

[特記事項]:土器型式への比定に関して、2811ま大木 1式 ?、 1058は 大木 1～ 2a式、302は 大木 2

式、254・ 283・ 284は大木 2a式 ?に それぞれ推定される。それ以外のものは、土器型式への比定は
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できなかった。

前期前葉～中葉

白座式 と推定される小破片が 2点出上 した。前期前葉～中葉と時期幅を持って捉えることとする。

210と 303が該当する。

[出土地・出土量]:123号柱穴状土坑、 5X7hグ リッドⅣ層で出土 した。出土量は 2点で全て掲

載 した。

[器種・器形・底部]:深鉢である。 2点 とも口縁部片で、直立気味に立ち上がる。底部資料はない。

[口縁形状・口唇部]:平縁で、波状口縁は確認 していない。口唇部は、面取 りされ平坦である。303

は円形の細かい刺突列が施されている。

[文様・特徴]:210は 口端に刻みが施 され、単軸絡条体第 lA類が横回転で施文される。303はやや

条間の空いたLRを横回転される。

[胎土中]:胎土は、硬質で良好な焼 きである。胎土への繊維の混入はみられない。

前期後葉

前期後葉 と推定される土器を集めた。今回の調査では最も多 くの復元個体を得 られた。大木 5式並

行期の土器群 と推定される。

大木 5式

[出土地 。出土量]:遺構内としては、R A004・ 006・ 007・ 008・ 010・ 014・ 015、 R D015、 R X001

～005、 調査区中央部捨て場などから出土 している。遺構外 としては、調査地全体から出土 している

が、調査区南西部が圧倒的に多い。出土量は、非常に多 く (大 コンテナ約15箱分 )、 今回の調査にお

ける時期別の出土量は後期初頭に次いで多い。特に、 R A 006と 中央部捨て場では接合率が高 く、復

元個体 も多数得 られた。

[器種 。器形・底部]:全 て深鉢である。底部から口縁部にかけて外傾 して立ち上がる器形を基調と

する。また、底部から胴部中位にかけて内湾気味 (やや丸み帯びる)に立ち上が り、胴部中位付近か

ら口縁部にかけて直立気味となるものが少量含まれる。

[口縁形状・口唇部]:平縁 と、波状・小波状口縁がある。台形状の突起が付 くものは、平縁・波状

に関わらずみられる。突起の頂部には指頭圧痕文や刺突文が 3～ 4個施文される。また、今回の調査

出土で唯一環状突起力認45に 認められる。

[文様 。特徴]:全体的には口縁部～胴部下半まで、地文のみを施文するものが圧倒的に多い。口縁

部～顎部に横位の隆線 (横帯)が巡るものとしては、12・ 195,201・ 214・ 221・ 223。 234・ 236・ 237・

238・ 247・ 305な ど一定量みられ、隆線上に指頭圧痕文若 しくは刺突文が顕著に施文される。粘土紐

貼 り付けにより文様がモチーフされるものに、12・ 214。 228・ 234・ 236・ 237があり、それらの大部

分は横位隆線に連結 して円形・V字状・連続 S字状などの文様がみられる。口縁部に沈線による文様

が描かれるものは、230,231,232・ 233・ 239な ど少数である。地文は、単軸絡条体第 lA類、単軸

絡条体第 5類が圧倒的に多 く、多軸絡条体 と原体の片方の末端を縛ったLR(縦 位綾繰文)が少数、

LRと Lが各 1点みられる。本遺跡の該期土器は、地文には単軸絡条体が主体的に用いられているこ

とが指摘され、単節などの縄文は極少数である。また、原体の回転方向は、単軸絡条体・単節の差異

に関わらず、ほとんどが縦回転であることが指摘されよう。

[底部]:底部を窺える資料は10点 で、何れも平坦である。それらは、ナデが施されるものが顕著で
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ある。

[内面]:ナ デ調整が主体で、粗いケズリが施されるものが少量みられる。

[胎土]:砂粒の混入が顕著である。繊維は基本的に含まれない。

円筒下層 b式

[出土地・出土量]:中央部捨て場において、円筒下層 b式 と判断される249の 1点が出土 した。

[器種・器形・底部]:深鉢である。底部から胴部下半にかけてやや外傾 し、回縁部にかけては直立

に立ち上がる。底部は平坦基調のやや上げ底である。底面はナデが施される。

[口縁形状・口唇部]:口唇部が欠損することから、平縁か波状口縁なのかはわからない。

[文様・特徴]:口縁部に結節回転文、頸部に横位隆線、胴部上半にLRoRL非 結束羽状縄文、胴

部下半にRRLを 施文後に結節回転を施文する。顕部の横位隆線上とその上下には、刻み目が連続 し

て施文される。 [内面]:粗いケズリに見えるが、剥落が著 しく不明瞭にある。

[胎土]:胎土中には多量の繊維が含まれる。

(3)縄 文 時 代 中 期

縄文時代中期 と推定される土器を集めた。初頭～末葉までが認められ、特に後葉や末葉が多い。

中期初頭

中期初頭大木 7a式に相当するもの若 しくは推定されるものを集めた。182・ 196・ 308の 3点 を掲

載 した。

[出土地・出土量]:R X002・ 004及 び調査区南西部などで出土 している。何れも破片資料で、出土

量は極少量である。

[器種・器形・底部]:深鉢以外の器種は認知 していない。182と 196は 、何れも胴部上半～口縁部に

かけてやや内湾気味に立ち上が り、口縁部が肥厚する。308は 、頸部～口縁部にかけてやや内傾 した

後、口縁部が直立 して立ち上がる。底部を窺える資料はない。

[口縁形状・口唇部]:口縁形状は全て平縁である。182は三角形状の突起を持つ。口唇部は面取 り

され磨かれている。

[文様・特徴]:182と 196は 、口縁部に斜位方向に集合沈線、頸部に横位の平行沈線→沈線間に刺突

列が施文される。308は、口縁部に「逆ノ字状」の沈線が引かれ、粘土紐による縦の貼 り付けが施さ

れる。そして、頸部に横位の平行沈線が引かれる。

[内面]:内面調整はナデ、ミガキ、ケズリの 3種がみられ、何れも横方向に調整が施される。

[胎土]:繊維の混入は確認できない。砂粒や粗礫を多 く含むもの比較的が多い。182と 196は 良好な

焼 きのものである。

[特記事項]:掲載 した 3点の共通点として、何れも頸部に横位の平行沈線が引かれることで、口縁

部と頸部を分離する行為が看取される。

中期前葉

中期前葉大木 7b式若 しくはそれに相当すると思われるものを集めた。52・ 99,100。 110。 121・

177・ 178が該当する。その内、51・ 100。 121は 、大木 7b式～8a式の時期幅で捉えられようか。

[出土地 。出土量]:R☆ 010・ 015、 R D131・ 147、 R X001な どで出土 している。何れも調査区西
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部の遺構であるが、それらの帰属時期は何れも中期後葉～末葉 と推定されることから、出土状況は異

時期の流れ込みと判断される。出土量は少量である。

[器種・器形 。底部]:全 て深鉢である。52は 口縁部破片で、 ミニチュアとする規模のものである。

胴部下半～口縁部までが窺える■0は 、胴部下半～頸部にかけてやや九み帯び、頸部～口縁部にかけ

て外傾 して立ち上がる。底部を窺える資料はない。

[口縁形状・口唇部]:口縁部の残存するものをみると、平縁 と波状の両者がほぼ同様の割合にある。

また、折 り返 し口縁を呈するものも顕者にみられる。

[文様・特徴]:貼 り付け隆線の側縁にLや LRの原体による押圧縄文 (※ 以後「側圧」と呼ぶこと

とする)が施されるものが多い。若干異質なのものとして、沈線による細長い区画の中に刺突列が施

される100が挙げられる。胴部の地文は、 LRの横回転が主体的にみられる。

[内面]:ミ ガキを主体 とし、特に横 ミガキが多い。

[胎土]:良好な硬質の焼 きが多い。繊維の混入は認められない。

中期中葉

中期中葉を集めた。大木 8a式 と大木 8b式 に相当する。円筒式は、円筒上層 c式～ d式の過渡期

と推定されるものが 1点ある。

大木 8a式

大木 8a式に相当するものを一括する。掲載 した中では、123・ 166。 169。 170。 179・ 262,309が

該当する。

[出土地・出土量]:遺構内出土 としてはR D149、 R X001、 調査区中央部捨て場が、遺構外出土は

4W23h～ 23iグ リッドⅢ～Ⅳ層で出土 している。出土量は少量である。

[器種・器形・底部]:全 て深鉢である。完形や略完形はなく、全体の器形を窺い知れるものはない。

口縁部の形状については、123・ 169・ 170。 262・ 309の ように口縁部が内湾するキャリパー形の器形

を呈するものと、179の ようにわずかに外反するものがあ り、前者が多い。底部を窺える資料はない。

[口縁形状・口唇部]:平縁、波状口縁がある。また、170の ように口縁に上面観「耳状」を呈する

突起が付 くものもある。

[文様 。特徴]:口縁部文様に着眼すると、沈線や貼 り付け隆線により文様がモチーフされるものが

基本形である。その際、166と 262は、下地にLRや RLな ど単節の横回転を施文する。また、頸部が

窺い知れるものは、横位の貼 り付け隆線が施文され、166な どは隆線上に縦位の短沈線が引かれる。

胴部は262を 見る限 り口縁部 と同じ原体 (※ 262の場合RL)を 用いて、縦回転が施される。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキが主体に用いられる。

[胎土]:焼成状況が良好なものが多い。

[特記事項]:本遺跡資料は、大木 8a式の中では古い段階と思われる資料が主体を占める。その中

で262は唯一新 しい段階と推定される。

大木 8b式

大木 8b式に相当するものを一括する。50・ 189。 263,264,310～ 313が該当する。

[出土地・出土量]:遺構内出土 としては、R A010、 R X003、 調査区中央部捨て場などが、遺構外

は調査区東部を中心に出土 している。遺構内出土は、遺構の帰属時期 とは異時期である。出土量は少

ない。

[器種・器形・底部]:全 て深鉢である。全体の形状を知 り得る完形資料 として、313が挙げられる。
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器形は、口縁部が内湾するものが主体である。底部を窺える資料は313の 1点で平底である。底面は

剥落が多い。

[口縁形状・口唇部]:口縁が残存する311と 313は 、何れも波状口縁である。3131ま 4単位である。

[文様 ,特徴]:今 回出土 した資料からは、胴部まで広 く文様が展開するものが多 く、口縁部と胴部

が分離されるものはない。地文を施文後に、隆沈線 (貼 り付けによる隆線の側縁に沈線が沿うもの)

により縦方向に展開し、起点に渦巻 き文が描かれるものが基本形である。その際に施文される地文の

回転方向は、全て縦回転である。地文の種類はRLRが 圧倒的に多 く、次いでLRである。このこと

は、 0段の段階が左撚 りを基本 とすることが窺える。また、複節の割合が他の時期と比較 して格段に

高い。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキが主体に用いられる。

[胎土]:焼成状況が良好なものが多い。

[特記事項]:今 回出上 した資料は、大木 8b式の中では新 しい段階が主体で、318な どに代表され

るように大木 9式への漸移段階と捉えられる。

円筒上層 c～ d式

51の 1点が出上 した。円筒上層 c～ d式 と幅を持って捉えた。従って、中期前葉の可能性 もある。

[出土地・出土量]:調査区西部のR A010か ら出土 している。 R☆ 010の帰属時期は、中期末葉であ

ることから、異時期の流れ込みと思われる。

[器種・器形 。底部]:深鉢である。器形は口縁部が外反する。

[口縁形状・口唇部]:波状口縁である。

[文様・特徴]:口縁端部にLR側圧、口縁部に貼 り付け隆線により楕円形気味の文様が描かれる。

貼 り付け隆線の上には刻み目が連続 して施される。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキである。

[胎土]:焼成状況は良好である。

[特記事項]:今回の出土状態からは、大木式 との共伴関係は不明にある。

中期後葉

中期後葉大木 9式 に相当を一括する。37,39,40。 41・ 47・ 48・ 59・ 62・ 67・ 68・ 77・ 78・ 88～

90・ 104・ 105。 118・ 120。 122・ 132・ 145・ 168・ 176・ 183・  184 ・ 190-192,314々 -318, 1052-1055

が該当する。

[出土地・出土量]:R A009～ 013・ R☆ 107、 R D 143・ 147・ 148・ 160、 R H034、 R X001～ 003な

どの遺構から出土 している。何れも調査区西部で検出された遺構であるが、次の中期末葉 と捉えられ

る遺構から出土 しているものが多い。遺構外は、調査区西部を中心に調査区ほぼ全域から出上 してい

る。

[器種・器形・底部]:132の台付 き鉢 ?を除き、深鉢である。全体の器形を窺える資料は、39・ 176・

315の 3点である。39は 底部から胴都中位にかけて曲線的に立ち上が り、胴部中位から胴部上半にか

けて直立 した後、日縁部が強 く外反する。176は 、胴部中位に膨 らみを持ち、胴部中位から胴部上半

にかけて外反 した後、口縁部は直立 して立ち上がる。315は底部から胴部上半にかけて外反気味に立

ち上がり、口縁部が外反する。次に、日縁部付近についてその傾向を探ると、①口縁部が外反するも

の、②口縁部が直立するもの、③口縁部が内湾するものの、概ね3種類が看取される。①は39。 192・

315な ど、②は104・ 168。 176・ 19な ど、③は184・ 316・ 318な どである。底部を窺える資料は4点で、
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全て平底でミガキが施される。

[口縁形状・口唇部]:平縁、波状口縁 (小波状口縁含む)がほぼ同じ割合でみられる。波状口縁の

176は 4単位である。突起を付加するものは確認 していない。口唇部は、角状や九気味がみられる。

[文様・特徴]:縄文原体の縦回転を施文後に沈線による区画文様が描かれ、区画外を磨消 した後 (磨

消縄文 )、 再度沈線を引き直 しされるものが多い。夕J外的なものとして、59は先に沈線が引かれ、充

填縄文が施される。この59は 胴部小破片で文様の連続性力W国 み難いことから、大木10式の可能性 も残

る。沈線による区画文様は、懸垂文、逆U字状文、楕円形文、長楕円形文などがあり、何れも縦方向

に文様が展開する。192や318の 回縁部には、早蕨状の沈線文様がみられる。地文は、LRが大半を占

め、次いでRLRで ある。RL、 lRLは非常に少ない。従って、0段最初の撚 り方向は、左撚 り(1)
が圧倒的に多い。 0段多条によるLRが315の 1点確認された。

[内面]:内面の調整はミガキを主体にナデも多用される。

[胎土]:良好な焼成状況のものが多 く、併せて砂粒が少量含まれるものが多い。

中期末葉

中期末葉大木10式 に相当するものを一括する。38,42～ 46・ 49・ 60・ 61・ 64～ 66・ 69～ 76・ 79,

87・ 91-94・ 96。 101 ・ 102・ 106・ 111 。 112, 116。 125, 126 ・ 146・ 162 ・ 167・ 172・ 185。 186・

193・ 209・ 319～ 325。 1051・ 1056。 1061が該当する。

[出土地 。出土量]:調査区西部の竪穴住居跡、土坑、土取 り穴などから主体的に出土 している。主

な遺構 として、R A010～ 012,017を 挙げてお く。遺構外は、調査区西部を中心に調査区ほぼ全域か

ら出上 している。出土量は非常に多い。

[器種・器形 。底部]:深鉢と鉢がある。鉢は42と 38の 小型鉢の 2点のみである。38は共伴関係から

中期末葉と推定 したが、明確には時期を特定できない。全体の器形を窺える資料は少ないが、49。 101・

185な どから胴部中位に最大幅を持つものが一定量みられる。また、lolの ように底径が口径と比較し

て小さく、直立させるのにバランスの悪いと思われるものもある。異質な器形として、45は 顎部に屈

曲を持ち、口縁部が直立する。口縁部は緩く外反若しくは外傾するものが主体的である。底部を窺え

る資料は4点で、平底 3点、やや上げ底のものが 1点である。網代痕や木葉痕などの痕跡は確認でき

ない。

[口縁形状 。口唇部]:平縁が圧倒的に多く、波状口縁 (小波状含む)は少数である。また、324の

ように中空突起を持つものもある。口唇部は九気味を主体とする。

[文様・特徴]:①地文を施文後に、沈線による区画的文様が描かれ、磨消縄文手法が用いられるも

の (磨消後に再度沈線が引き直される場合もある)と 、②沈線区画 (文様を施文)後に、地文を充填

し、沈線で引き直しされるもの (刺突文を伴う場合は沈線引き直し後に多い)に三分される。磨消縄

文と充填縄文はほぼ同じ割合で見られる。沈線による区画文様は、「C字状」若しくは「逆C字状」

が多い。地文はLR、 RLR、 RL、 単軸絡条体第 1類の順に多い。単軸絡条体第 5類は、322以外

大木10式 と特定できる文様を併せ持つものがなく、共伴性や胎土の様子から中期末葉と推定したもの

がほとんどである。ただし、上記した322は、後期初頭の可能性も捨てきれないことを補足してお く。

特殊なものとして、口縁部に2段の刺突列を持ち、異条異節と推定される原体を施文する46を 挙げて

おきたい。

[内面]:内面の調整は、ミガキを主体にナデも多く用いられる。

[胎土]:精製と粗製では胎土に相違があり、粗製ほど砂粒や小礫が含まれる割合が高い。
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(4)縄 文 時 代 後 期

後期と推定される土器を集めた。初頭～中葉が多く、後葉や末葉は少ない傾向で捉えられる。補足

として、本地域の後期土器は、南北両地域の要素を併せ持つと思われるものもあり、該期土器の研究

動向として、土器型式は確立していないように思われる。従って、観察表へは積極的に土器型式での

記載を行つていない。

後期初頭 。初頭～前葉

後期初頭と推定されるものを集めた。また、後期初頭～前葉と時期幅を広げて提えたものもここで

一括することとし、明らかに後期前葉と判断されるものとは別に扱い記述することとする。80～ 83・

85・ 86・ 127・  136々-138・  140^ヤ 144 ・ 152-155・  157・  194・  197。 204・ 211 ・212・ 265'326々-363 ・

1057が該当する。

[出土地・出土量]:遺構内出土としては、 R A012、 R D 156・ 163、 R H033・ 037・ 039,042、 R

X003～ 005な どがある。異時期 と考えられる遺構から出土 しているものも多い。遺構外出土としては、

調査区東部から広範囲で出土 している。今回の調査では時期別の出土量で最も多い。

[器種・器形・底部]:深 鉢を主体 とする。壷 ?が339,340・ 353に 認められる。また、器種不明と

したものに157がある。腕輪の可能性 もある。完形個体が無 く、全体の器形を窺える資料はない。口

縁部～胴部下半までの器形が窺える資料 としては、127・ 142・ 204・ 326が挙げられる。127は、胴部

下半～口縁部にかけて外傾 し、回縁部がやや内湾する。142・ 204・ 326は 、胴部上半若 しくは頸部付

近に最大幅を持ち (膨 らみ)、 口縁部にかけて内傾気味に屈曲して立ち上がる。上記以外に328・ 345・

860・ 362な どのように口縁部がやや外反して立ち上がるものもある。ただ、360。 362は若干新しい段

階と思われる。底部は、該期と推定される155は平底で網代痕が認められる。

[口縁形状・口唇部]:波状口縁 (小波状や微波状を含む)の割合が平縁よりやや多い。何らかの突

起を持つものの割合は非常に少ない。また、折り返し口縁を呈するものが、平縁のものに一定量みら

れる。回唇部の形状は端部が磨かれ丸み帯びるものが多い。

[文様・特徴]:文様のモチーフ、文様の手法などはバラエテイーに富む。貼 り付け隆線を施文し、

隆線上に刺突文を伴うもの、沈線により文様モチーフされるものが顕著にみられる。大別すると、①

127や 326の ようにボタン状貼 り付け文や蛇行文を持ち、胴部下半にまで広 く文様が展開するものと、

②85,142・ 204・ 211な どのように口縁部にのみ文様が割 り付けられ、頸部になんらかの区画文様を

持ち、胴部は地文のみのもの、が特徴的にみられる。今回の調査では層位や一括性に乏しく、これら

の違いを時期や地域の差異に関連付けることはできない。ただ、①の上器群は、門前 Ic式若しくは

門前Ⅱ式・宮戸 Ib式などに類似性が高いと思われる。②の土器群は、土器型式への比定が難しいが、

①より若干新しい土器群である可能性も視野に入れ考える必要があろう。地文は、LRが圧倒的に多

く、RLは少ない。複節は、RLRが極少数含まれるが、LRLは認められない。単軸絡条体は第 1

類と第 5類が少数含まれる。地文の回転方向は縦回転が主体で、斜回転は縦回転との併用で見られる。

また、横回転のものは、初頭～前葉と時期幅を広くして提示したものに多い様相である。

[内面]:内面の調整は、ミガキを主体にナデも多く用いられる。

[胎土]:砂粒や小礫が含まれる。焼成の状況はやや良のものが多い。
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後期前葉

後期前葉 と推定されるものを集めた。東北地方北部の十腰内 1式、本県南部では新山権現社 1式 など

に類似 。相当すると思われる。107・ 108・ 131・ 134。 135,151・ 156・ 173・ 198・ 199,266～ 268・ 364

～387が該当する。

[出土地・出土量]:R Dl16・ 158・ 161、 R H036・ 042、 R X004・ 調査区中央部捨て場などの他、

調査区東部から出土 している。全般的には調査区東部東端付近のⅣ層出上が多い。全体の出土量は多

いものの、小破片がほとんどの状況にある。

[器種・器形・底部]:深鉢を主体に、壺、鉢、台付 き鉢が少数含まれる。ほとんどが破片資料で全

体の器形を窺えるものはない156以外無い。198・ 369は 底部を欠 くが、胴部上半にやや膨 らみを持ち、

頸部が括れ、口縁部が外反する器形が看取される。また、唯―の完形に近い個体 として156の壼があ

る。底部を窺える資料は 3点である。156の壷はやや上げ底状で、底面にLR・ RLの 2種類が施文

されている。386・ 387は、台付 き鉢の台部で、387は穿子し部がある。

[口縁形状・口唇部]:6対 4ほ どの割合で波状口縁が平縁よりやや多い。369や 382の ような台状の

突起が付 くものもある。口唇部は、先鋭気味を主体 とする。

[文様・特徴]:地文を施文後に、平行沈線による曲線的文様が描かれ、部分的に磨消縄文が施 され、

また文様の起点などに刺突文がみられる。地文はほとんどが単節 LRが多 く、複節は認められない。

地文の回転方向は、横回転が主体で、縦回転は少数である (掲載 した中では横回転800/0以 上、縦回転

160/0)。 また、櫛状の工具による流水文を施文するものが266～ 268に 認められる。流水文を施文する

ものは、共伴性から前葉に含めたが、該期に特定できるものではない。

[内面]:内面の調整は、 ミガキを主体にナデも多 く用いられる。

[胎土]:良好な焼成状態のものが多い。

後期中葉

東北地方北部の十腰内 2式、十腰内 3式などに類似・相当すると思われるものを、後期中葉 として

集めた。133・ 148～ 150,160。 161・ 388～ 418・ 1062が該当する。なお、417・ 418は 、中葉～後葉 と

時期幅を広 く捉えたものであるが、時期の特定はできない。

[出土地・出土量]:R D 160、 R H035・ 049,050な どの他、調査区東部のⅣ層から主体的に出上 し

ている。出土量は多い。

[器種・器形・底部]:深鉢を中心に、重、浅鉢、注口土器、台付 き鉢の順に多い。全体の器形 を窺

える資料 としては、398の深鉢と390,395・ 397の浅鉢などが挙げられる。胴部下半の状況から底径が

回径 と比較 して小 さいと思われるものが多い。底部を窺える資料は 6点で、388,390。 395,397・ 402

が平底、592がやや上げ底状を呈する。網代痕や木葉痕は確認できない。

[口縁形状・口唇部]:平縁と波状口縁がほぼ同じ割合でみられる。口唇部は、面取 りされた角状気

味が多い。

[文様 。特徴]:388・ 391・ 392・ などのように口縁部に一定幅の無文帯を持ち、単節の横回転 を施

文後に、横方向に 5～ 6条の平行沈線が引かれ、それを縦に「連続 S字状文」で区切るような文様モ

チーフされるものが顕者にみられる。それらは十腰内 2式に類似する。また、401,402・ 405。 413・

414な どのように、磨消縄文手法による幅広の入り組み文が施文されるものや、402・ 414・ 416な どの

ように刻み目列を持つものなどが、十腰内3式の段階に並行すると捉えておきたい。また、若干異質

なものとして150・ 409の ように地文に平行沈線による直線的な文様がモチーフされ、沈線間に磨消縄
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文を伴 う土器がある。該期 と捉えたが、時期的な位置づけには検討の余地があろう。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキを主体 とする。

[胎土]:硬 質で良好な焼 きのものが多い。

後期後葉

後期後葉 と推定されるものを集めた。東北地方北部の十腰内 4式や十腰内 5式、東北地方南部の新

地式などに類似する。213。 420～ 486が該当する。

[出土地・出土量]:近世に帰属する258号柱穴状土坑の埋土から 1点 出土 している以外は、全て調

査区東部遺構外から出土 している。出土量は一定量あるが、前時期である後期中葉などと比べた場合

は少ない。

[器種・器形・底郡]:深鉢を主体に、壷 と注目土器が出土 している。全体の器形を窺える資料 とし

ては425,427・ 429な どが挙げられる。なお、425は筆者の観察眼からは該期 と捉えたが、若干新 しい

時期である可能性 もあることを補足 してお く。底部を窺える資料は 3点で、425。 427・ 429である。

何れもやや上げ底状を呈する。

[口縁形状・口唇部]:口縁部の残存する資料を見る限り、平縁が多 く、波状口縁は非常に少ない。

口唇部は、九気味を主体 とするが、内削 ぎ状のものも含まれる。

[文様・特徴]:帯縄文による入 り組み文が主要文様である。帯縄文は、地文を施文後に磨消縄文を

施 しするものと、沈線による文様施文後に充填縄文が施されるものの、 2種類ある。ほぼ同様の割合

にある。地文の種類は全てLRで、 0段多条によるものがわずかに含まれる。また、羽状縄文が425

の粗製深鉢 1点 に認められる。瘤が付加されるものとして、423・ 428・ 431の 3点ある。また、新地

式類似の213と 432に隆起線文が認められる。この 2点は小片であるが、屈曲する器形の在 り方から、

何れも注口土器と推定される。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキを主体 とする。

[胎土]:良好な焼きのものが多い。

後期末葉

後期末葉 と推定されるものを集めた。437～441が該期 と推定 したが、440と 441晩期初頭の可能性 も

ある。

[出土地 。出土量]:調査区西部 と東部の遺構外 として出土 している。遺構からの出土はない。出土

数は非常に少なく8点であり、今回の調査で筆者が該期 と推定 したものは全て掲載 した。

[器種・器形・底部]:8点 全て破片資料であるが深鉢以外の器種はない。全体の器形を窺える資料

はない。底部を窺える資料はない。

[口縁形状・口唇部]:口縁部の残存するものは全て平縁である。口唇部は、角状気味を主体 とする。

[文様・特徴]:平行沈線が横方向に引かれ、沈線間に刺突列を施すもの力滋34・ 435,437・ 439に み

られる。また、沈線による文様区画内に短沈線が連続 して施文されるものが、440と 441に みられる。

この 2点は晩期初頭に比定される可能性 もある。地文は、434と 439に LRが施文される。補足 として、

磨消縄文とヒレ状の突起を持つ438は 、該期 と推定 したが、古い時期の可能性 も否定できない。

[内面]:内面の調整は、ナデを主体 とする。

[胎土]:胎土に相違があり、粗いものと良好な焼きのものがある。
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(5)縄 文 時 代 晩 期

晩期 と推定される土器を集めた。初頭～中葉・末葉が出上 している。初頭～前葉が主体である。

晩期初頭

大洞B式に比定されるものである。基本的に三叉文をメルクマールとした。187。 455～471が該当

する。

[出土地・出土量]:R X 002か ら187の 1点が出土 (異時期の流れ込みと考えたい)しているが、他

は全て遺構外出上である。調査区東部を中心に、調査地ほぼ全域から出上 した。

[器種 。器形・底部]:深鉢、鉢、壼、注口土器がある。深鉢と注口土器が顕著である。468～ 471は、

同一の個体であるが接点がなく、 4片 に分けて掲載番号を付 した。香炉の可能性がある。全体の器形

を窺える完形資料はない。深鉢は、455・ 459・ 461な どのように、胴部から口縁部に緩 くタト傾 し、口

縁部がやや内湾する器形を基本形とする。注口土器は、464・ 465,466・ 467な どから胴部は強 く屈曲

する器形が基本形と推定される。また、これら4点の注口土器に共通 して回縁部は欠損することから、

壊れやすい形状の可能性が窺え、あるいは463の ような口縁部が付 く可能性 もある。底部 を窺える資

料は467の 1点で平底である。

[口縁形状・口唇郡]:平縁 と小波状があ り、平縁 を主体 とする。B突起が付 く資料が少数ある。

[文様 。特徴]:①三叉文をメルクマールとした。浮彫 り状の精巧な作 りのものが多い。また、磨消

縄文手法が用いられているものが187と 458に 認められる。

[内面]:内面の調整は、ミガキを主体にナデが用いられる。注口土器や鉢は非常に鍛錬な調整が施

される。

[胎土]:深鉢 とその他では胎土に相違があ り、深鉢ほど砂粒や小礫が含まれる割合が高い。

晩期前葉

大洞BC式に比定されるものである。羊歯状文をメルクマールとした。472～ 482・ 1063が該当する。

これらの中には三又文を合わせ持つものもあ り、それら判断の難解なものは晩期前葉に含めたことを

補足 してお く。

[出土地・出土量]:調査区東部を中心に、調査地ほぼ全域から出土 した。 R D156以 外はほとんど

が遺構外若 しくは異時期の流れ込みと考えられる。出土量は一定量ある。所見を述べれば、前時期の

大洞B式 とはほぼ同量が出土 しえいると捉えられる。

[器種・器形 。底部]:鉢 を主体に、深鉢、注口土器、重、台付鉢がみられる。大洞B式 と比較 して、

深鉢の割合が低 く、鉢の割合が高いように思われる。全体の器形を窺える資料はない。底部 を窺える

477の 台付 き鉢 1点である。

[口縁形状・口唇部]:平縁が圧倒的に多い。B突起が付加されるものが顕著にみられ、また副突起

が付 くものもある。日唇部は、九気味を主体 とする。

[文様・特徴]:羊歯状文をメルクマールとした。横方向に咬合するようなモチーフのものが多 く、

また複数段に文様が割 り付けられるものもある。

[内面]:内面の調整は、横 ミガキが主体的にみられる。

[胎土]:良好で硬質な焼 きのものが多い。
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晩期中葉

大洞Cl式 と大洞C2式に分かれる。前時期である晩期前葉と比較すると、その出土量は極端に減

少する。

大洞Cl式

胸骨文的な文様のありかたから、大洞Cl式に比定されるものである。483・ 484が該当する。

[出土地・出土量]:R D 156か ら1点出土 している以外は、全て調査区東部からの遺構外出土であ

る。出土量は非常に少ない。

[器種・器形・底部]:130が皿、483と 484は 鉢 と推定される。何れも小破片である。底部を窺える

資料はない。

[口縁形状・口唇部]:口縁部が残存する484は 小波状口縁で、口唇部に沈線が引かれる。口唇部の

断面形は丸気味を呈する。

[文様・特徴]:LR横 回転を施文後、沈線→磨消縄文手法による胸骨文がモチーフされる。

[内面]:内面の調整はミガキとナデが認められる。

[胎土]:良好で硬質な焼 きが多い。

大洞C2式

大洞C2式に比定されるものである。485。 486が該当する。

[出土地・出土量]:全 て調査区東部の遺構外出土である。出土量は非常に少ない。

[器種 。器形・底部]:皿 と浅鉢が認められる。底部が窺える485は 、ほぼ平底で、底面に沈線 によ

る円形文が施文される。

[口縁形状・口唇部]:486は平縁である。口唇部の断面形は九気味を主体 とする。486の 内面 には沈

線による文様がモチーフされている。

[文様 。特徴]:LR横 回転を施文後に、沈線→磨消縄文手法による雲形文がモチーフされる。

[内面]:内面の調整はミガキが認められる。

[胎土]:良好で硬質な焼 きが多い。

晩期後葉～末葉

大洞A式～A′ 式に相当するものを集めた。■7・ 119。 175・ 208が該当する。

[出土地・出土量]:調査区西部の遺構内から出土 している。 R D 140、 R D 143、 R X001、 などで

ある。全て異時期の遺構出土と考えられる。推定を含め 4点の出上で、出土量は非常に少ない。

[器種・器形・底部]:深鉢 と台付 き鉢がある。全体の器形を窺える資料はない。底部 もない。

[口縁形状・口唇部]:口縁部が残存する119と 2081ま 平縁である。■9は小突起が付 き、口唇部に沈

線が引かれる。

[文様・特徴]:沈線による文様がモチーフされる。117は LR横回転を地文とする。

[内面]:内面の調整はミガキとナデが認められる。

[胎土]:良好な焼きで、砂粒が少量含まれる。

(6)弥 生 時 代

弥生時代 と推定されるものを集めた。163・ 164・ 490・ 491が該当する。前葉の青木畑式に相当する

と考えられる。

[出土地・出土量]:R P007埋 設土器遺構 と、調査区西部遺構外から出土 している。推定を含め 4
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点の出上で、出土量は非常に少ない。全て掲載 した。

[器種・器形・底部]:深鉢、浅鉢、壺、高台付鉢がある。1631よ 1/2程 の残存率の浅鉢である。

164は 高台の部位のみである。490・ 491は 口縁部の小破片で、4901よ 深鉢、491は壼 と推定 した。163は

平底である。

[口縁形状・口唇部]:平縁である。口縁部の裏側に複数条の沈線が横走する。

[文様・特徴]:163。 490・ 491は 、沈線による文様モチーフが横方向に展開する。163の鉢は、口縁

部～胴部下半に広い文様帝を持つ。なお、今回の調査では縄文を施文するものは認められない。

[内面]:内面の調整はミガキが施される。

[胎土]:良好で硬質な焼 きが多い。

2土 製 品

土製品は総数168点出土した。内訳は、ミニチュア土器21点、土偶27点 、動物形土製品 (ク マ形土

製品)1点、土製耳飾 7点、鐸形土製品 2点、円盤状土製品104点、斧状土製品 2点、粘土晩 2点、

不明土製品2点である。

(1)ミ ニチュア土器

21点出上し9点 を掲載した (501・ 503・ 510・ 517・ 518・ 519・ 520・ 521・ 522)。 517の 単軸絡条体

第 lA類を施文するものを除くと、他は全て無文である。その内、501・ 520・ 5221よ外面が未調整の

素面である。特徴的文様を持たないことから詳細な時期は特定できないが、出土地・層位 。伴出土器

などから判断し推定すると、517は前期後葉、501は 中期末葉～後期初頭、519は後期後葉 ?、 他は後

期とそれぞれ推定される。

(2)土 偶

27点出土 し、20点掲載 した (502・ 508・ 523～ 540)。 525は 晩期初頭～前葉 と推定される。それ以外

は後期 と推定される。完形品は無 く、全て欠損品である。細かい刺突が施されるもの、乳房を持つも

の、足の屈曲具合などから、後期中葉に帰属するものが多いと思われる。以下に残 りの良いものを取

り上げ文章記載する。

508・ 530。 540は腹部に瘤状の貼 り付けを持つ。妊婦 とするよリヘそを表出 しているように思われ

る。502・ 526・ 531・ 535・ 539は 、肩部や胴部中軸線上などに径 1～ 2 Hlm程 の刺突文が施文される。

その中で、535は、首 。足 と胴部の接着部がソケット状を呈する特殊なものである。また、539は 首を

持たないが乳房 と捉えられる2つ の貼 り付け突起を持つことから土偶 と捉えたものである。

(3)動 物 形 土 製 品

1点出土 し、掲載 した (541)。 胴部上半部 と前足の途中までの残存であるが、クマ若 しくはムササ

ビを模 していると考えられる。長さ3.2cm以上、幅3.Ocm以上、厚さ1.4cm、 重さ8.47g以上である。

(4)土 製 耳 飾

7点出上 し、 7点掲載 した (505,542～ 547)。 輪型を呈するのは544の 1点で、沈線による渦巻 き

状の文様がモチーフされ、長さ3.95cm、 幅4.lcm、 厚さ0。 95cm、 重さ19.28gで ある。他は滑車型で、
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V 出土遺物

547を 除き中軸線状に貫通孔を持つ。長さ1.4～ 3.55cm、 幅1.4～ 2.55cm、 重さ1.09～ 13.61g、 孔の径

は2～ 10Hlmで ある。

(5)鐸 形 土 製 品

2点出上し、 2点掲載した (506・ 548)。 506は摘み部を持たないが、形状や厚みから鐸と判断した。

長さ2.55cm、 幅2.6cm、 重さ10.69gで ある。出土地は中・近世と推定されるR E 002竪 穴建物跡の埋

土中から出上している。ただし、同遺構の埋土や柱穴からは、縄文時代後期前半の遺物が出土してい

る状況から、本製品についても後期前半の産物と推定される。5481よ、摘み部と鐸身部上半が残存す

るもので、摘みの短軸方向に穿孔を持つ。穿孔部径は約0.4cmである。不明瞭ではあるが、沈線文様

を持つことから、後期初頭～前葉と推定される。

(6)円 盤 状 土 製 品

104点出土し、17点掲載した (509・ 511・ 515・ 516・ 549～ 561)。 土器片を再利用し、周縁に打ち欠

きや研磨を施し円形に整形したもの、及びこれに類するものである。規模は、長さ (長径)2.6～ 5.4

cm、 厚さ0.55～ 1。 15cm、 重さ4.77～ 30。 22gである。出土地は、調査区東部からの遺構外出土が全体

の約800/0を 占める。遺構内出土は非常に少なく、また遺構出土についても異時期の遺構と思われる。

帰属時期は、556と 561は沈線文様から後期前葉と推定される。他は地文のみで時期の特定は難しいが、

胎土の様相から中期～後期と考えられる。上記したとおり、調査区東部の遺構外出土が多い状況から

は、縄文時代後期が、その帰属時期の主体と考えられる。

(7)斧 状 土 製 品

2点出土し、 2点掲載した (513・ 514)。 扁平気味の板状を呈する土製品で、斧状土製品と判断し

た。 2点 ともに調査区中央部捨て場から出上したもので、何れも欠損品である。513は 、全面 (表裏

面及び両側面に亘り)に LRが施文される。両端が欠損するため、長さは不明にあるが、幅3.4cm、

厚さ1.6 cmを測る。514は、RLRが表裏面及び両側面に施文され、表裏面に沈線文様 (逆 U字状 )

がモチーフされ、身部中軸線上に穿孔を持つものである。片方の端部が欠損するため長さは不明にあ

るが、幅3,9cm、 厚さ2.lcmを 測る。513と 比較すると、全体の形状はやや丸 く厚みがある。斧状土製

品の事例として岩手町秋浦 I遺跡から7点出上しているが、その内 5′点が欠損品である。また、秋浦

I遺跡では穿孔を持つものが 3点あるが、基部側に近い部分に穿たれているように思われる。従って、

514についても基部側に相当する可能性が考えられる。

(8)不 明 土 製 品

本来の形態が不明で上記の各器種に分類できなかったものを一括した。 2点出土し、 2点掲載した

(507・ 562)。 507は、板状で、両端部が「ハの字状」に開く形態を呈する。長さ4。 2cm、 幅2.4cm、 厚

さ1.lcm、 穿孔部径0。 2cmである。上端～下端に穿孔が施される。文様は表面とした器面に刺突と沈線

が、裏面とした器面に刺突文がみられる。 R E 003と した中世の可能性がある竪穴建物跡の柱穴から

出上しているが、刺突文のあり方からは後期の産物と考えられる。562は、舌状の素地に粘土紐が這

うように付けられた穿孔を持つ土製品である。貼 り付けの縁辺には刻み目が施される。長さ2.85cm、

幅2.3cm、 厚さ2.65cm、 穿孔部径0.3cmで ある。穿孔部のあり方からは、糸を通すことが考えられるこ

とから、用途は何らかの装身具と推定しておきたい。
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(9)粘 土 塊

2点出土 し、 2点掲載 した (504・ 512)。 団子状に九 く整形され、いずれも火熱によって焼成を受

けている。 2点 とも穿孔は持たない。504は、外面に調整が施されない粘土塊状のもので、直径2.3～

2.7cm、 重さ13.87gで ある。縄文時代後期前半 R D163か ら出土 している。512は 、外面が磨かれてい

るもので、直径2.8～ 3.3cm、 重さ27gで ある。出土地は中 。近世と推定される柱穴状土坑の埋土中か

ら出土 している。

3  死ξ 器

石器は総数で1,892点出土 した。

剥片石器は660点である。内訳は石鏃182点、尖頭器15点、石錐13点 、石箆 4点、石匙43点、スクレ

イパー320点、Uフ レ46点、ピエス・ェスキーュ 6点、多面体石器 1点、コア30点である。

礫石器は1226点である。内訳は磨製石斧145点、半円状扁平打製石器 1点、快入扁平磨製石器 1点、

磨石396点、特殊磨石 5点、敲石53点、凹石15点 、砥石 5点、石皿31点 、台石45点 、石錘63点、礫器

417点 、軽石49点である。これらのほか、チップ 。フレーク16,949g、 礫片20箱分などが出土 してい

る。

(1)石 鏃

扁平で鋭利な左右対称の尖頭部が作出された小形の剥片石器で、矢の先端に用いられたと推定され

るものである。182点 出土 し、42点掲載 した。補足 として、182点 中、未製品と推定されるものが14点

ある。基部形態の違いから以下のA～ G群に細分 した。

A 群 :無茎で基部に狭 りを有するもの。607・ 621・ 625'644・ 646・ 653・ 659が該当する。長さ1.5

～2.8cm、 幅1,15～ 1.85cm、 厚 さ0。 3cm前後、重さ0.31～0.81gである。石材は北上山地産の頁岩を主

体 とし、659の 1点黒曜石製がある。竪穴住居跡出上の607.621か ら縄文時代中期末葉が制作時期の

中心 と推定される。ただし、黒曜石製の659は後期初頭の上器と共伴 して出土 している。

B 群 :無茎で基部がわずかな袂 りを有するもの。606・ 630・ 635。 636・ 648。 649・ 657が該当する。

長さ1.8～ 4.45cm、 幅0。 8～ 2.Ocm、 厚 さ0.2～ 0.5cm、 重さ0.6～2.8gで ある。石材は北上山地産の頁

岩を主体とし、649の 1点黒曜石製がある。出土地・層位から、縄文時代前期後葉から後期初頭の時

期幅で捉えられるが特定はできない。

C 群 :無≧で基部が九みを持ち、平面形が涙滴形を呈するもの。627・ 647・ 664が該当する。長さ2.2

～2.9cm、 幅1.75～ 2,05cm、 厚さ0,4～ 0。 85cm、 重さ1.04～ 4,35gで ある。石材は北上山地産の頁岩、

赤色頁岩と黒曜石である。出土地・層位から、縄文時代後期初頭前後の可能性があるものの特定はで

きない。

D 群 :無茎で基部が直線的 (平坦)な もの。601・ 604・ 608・ 616・ 629・ 639,662が該当する。長

さ3.0～ 3,9cm、 幅1.45～ 2.00cm、 厚 さ0,3～ 0.5cm、 重さ1.63～ 2.81gで ある。石材は北上山地産の頁

岩を主体 とする。竪穴住居跡出土の608・ 616か ら中期末葉が制作時期の中心 と推定される。

E 群 :全体に長菱形を呈 し、最大幅をほぼ中央部にもつもの。609・ 654が該当する。長さ1.35～ 2.3

cm、 幅0.85～ 1.65cm、 厚さ0.25～ 0。 3cm前後、重さ0.24～ 0.52gで ある。石材は北上山地産の頁岩で

ある。出土地・層位から、縄文時代後期初頭～晩期前葉の時期幅で捉えられるが特定はできない。
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F 群 :明瞭な≧部を有するもの。624・ 638・ 640・ 641・ 642・ 643・ 645。 650・ 651・ 652・ 655・

656・ 658・ 660・ 661が該当する。長さ1.9～ 2.9cm以 上、幅0,95～ 1,95cn4、 厚 さ0。 2～ 0.55cm、 重さ0.27

～1.51gである。石材は北上山地産の頁岩を主体 とし、次いで奥羽山脈産のメノウ、北上山地産の赤

色頁岩である。出土地・層位から、縄文時代後期初頭～晩期前葉の時期幅で捉えられるが特定はでき

ない。

G 群 :全体の形状が棒状を呈するもの。663・ 690が該当する。長さ2.4cm以 上、幅0,8～ 0,95cm、 厚

さ0,15～ 0.45cm、 重さ0,41～ 1.19gである。石材は、掲載 した 2点 ともに奥羽山脈産のメノウである。

出土地・層位から縄文時代後期初頭～晩期前葉の時期幅で捉えられるが特定はできない。

(2)尖 頭 器

扁平な尖頭部をもち槍先等の刺突具とみられるものを尖頭器とした。15点 出土 したが、そのほとん

どが欠損品であるため、620の 1点 を掲載 した。長さ5,4cm、 幅2.54cm、 厚 さ1.02cm、 重さ8,31gで あ

る。620の石材は奥羽山脈産の凝灰岩であるが、不掲載 としたもののほとんどが北上山地産の頁岩で

ある。不掲載 としたものを含めても、柳葉形に類する形態のものは少なく、先端が尖 り全体の形状が

卵形に類するものが多い。また、石鏃 との区分に際 しては、長さ4 cm以上、重さ4g以上の厚みのあ

るもの (凡そ0。 5cm以上)を尖頭器 とした。例外 として、635は長さ4.45cmを 測るが大型の石鏃 と捉え

た。また、厚さが0.5cmを超える627・ 647は 、石鏃未成品と捉え、尖頭器には含めていない。竪穴住

居跡出上の620か ら中期末葉が制作時期の中心 と推定される。

(3)石 錐

剥片の端部に横断面形が菱形を呈する尖鋭な刃部を有 し、主に対象物に穿孔を施すことを目的に用

いられたと思われる石器である。13点 出土 し、 5点掲載 した。形態から以下の各群に分類 した。

A 群 :全体形状が棒状を呈するもの。666が該当する。長さ4.Ocm、 幅1,Ocm、 厚 さ0,75cm、 重さ2.77

gである。石材は北上山地産の頁岩である。出土地・層位からは、縄文時代中期～後期の可能性があ

るものの特定はできない。

B 群 :棒状の長い刃部をもち一端に整形されたつまみ部を有するもの。665'667・ 668が該当する。

長さ4。 15～ 4.4cm、 幅1.4～ 2.lcm、 厚さ0。 35～ 0.4cm、 重さ0。 88～ 1.53gである。掲載 した 3点 を見る

限 り、長さや厚さからは規格性が高いことを指摘できる。石材は北上山地産の頁岩である。出土地・

層位からは縄文時代中期～後期の可能性があるものの特定はできない。

C 群 :刃部が先端から基部側に向かって次第に広が り、摘み部との境界が不明瞭なもの。633が該

当する。長さ2,75cm、 幅1.65cm、 厚 さ0。 6cm、 重さ2.04gで ある。石材は北上山地産の頁岩である。

出土地・層位からは縄文時代中期～後期の可能性があるものの特定はできない。

(4)石 箆

扁平な剥片を素材 とし、周縁加工によってヘラ状に整形され、下端に主要刃部が設けられているも

のである。 4点出土 し、614・ 615の 2点掲載 した。今回の調査では、側縁がほぼ平行 し、平面形が短

冊形に近い形状を呈するものが出上 している。長さ6.65～ 7.15cm、 幅2.8～ 2.9cm、 厚さ1.0～ 1.lcm、

重さ25。 50～ 28.21gで ある。614は 、主要な刃部 と思われる下端は両面に加工が施 される。対 して、

615は 、片方の剥離面にのみ押圧剥離が施 される。上記のことから、掲載 した 2点は、両面加工 と片

面加工の相違はあるものの、規模的な観点からは規格性が高い。石材は何れも北上山地産の頁岩であ
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る。 2点共にR A010竪穴住居跡出土で、縄文時代中期末葉が制作時期の中心 と推定される。

(5)石   匙

一端に摘み状の突起を持ち、側縁の一部に刃部を有するもののうち、石錐を除いたものを一括 した。

43点出土 し、21点掲載 した。摘みの付 き方で、縦形をA群、横形をB群、斜形をC群の 3つ に分群 し

た。その中で身部の平面形の違いでさらに分類を行った。

A 群 :摘み部を上にした場合、身部が縦長になるものをA群 とした。

A群 1類 :縦形の中で、両側縁がほぼ平行する縦長剥片を素材 とし、両側縁 と先端部に刃部加工が

施されるもの。626・ 671・ 676が該当する。長さ4.1～ 8.55cm、 幅1.45～ 3.95cm、 厚 さ0.5～ 1.5cm、 重

さ3.08～43.3gで ある。石材は、何れも北上山地産で、626イよ赤色頁岩、671・ 676は 頁岩である。出

土地・層位からは縄文時代中期～後期の可能性があるものの特定はできない。

A群 2類 :縦形の中で一側縁が直線的、他方が弧状を呈するもの。611・ 617・ 634・ 672・ 675が該

当する。長さ4.3～ 7.4cm、 幅1,9～ 4.05cm、 厚 さ0.6～ 1.2cm、 重さ7.12～27.7gである。石材は、何

れも北上山地産の頁岩である。611・ 617は縄文時代中期末葉の R A010竪穴住居跡出土である。他の

出土地をみると、調査区西部 。南西部であることから、縄文時代前期後葉～中期末葉が制作時期の中

心と推定される。

A群 3類 :縦形の中で、比較的幅広で楕円形を呈するもの。631,670・ 673が該当する。長さ5,0～

5,7cm、 幅3.1～ 6.lcm、 厚 さ0.6～ 1.2cm、 重さ9.93～25,20gである。石材は、何れも北上山地産の頁

岩である。出土地をみると調査区西部を主体とすることから、縄文時代中期が制作時期の中心と推定

される。

A群 4類 :縦形の中で、形状が特殊なもの。677・ 678・ 680が該当する。今回の調査では調査区東

部で出土 している。長さ6.5～ 9。 lcm、 幅2.6～ 4.4cm、 厚 さ0.8～ 1.25cm、 重さ11,39～ 44.07gで ある。

石材は、何れも北上山地産の頁岩である。出土地をみると調査区東部を主体 とすることから、縄文時

代後期～晩期が制作時期の中心 と推定される。

B 群 :摘み部を上にした場合、身部が横長になるものをB群 とした。

B群 1類 :横形の中で、全体の形状が楕円形若 しくは四角形に近いもの。610・ 679が該当する。長

さ4。 25～ 5.55cm、 幅6.3cm、 厚 さ0.55～ 0。 8cm、 重さ13.29～ 15,76gである。石材は、何れも北上山地

産の頁岩である。610は縄文時代中期末棄のR A010竪穴住居跡出土である。他の出土地をみると、調

査区東部であることから、縄文時代中期～晩期の時期幅で考えられよう。

B群 2類 :横形の中で、柳葉状に細身で、両端が尖頭状を呈するもの。637・ 669が該当する。長さ

4。 3～ 6.4cm、 幅4.35～ 6.25cm、 厚 さ1,35～ 1.4cm、 重さ20.01～ 28.19gである。石材は、何れも北上

山地産の頁岩である。出土地・層位から、縄文時代前期～中期の可能性がある。

C 群 :摘み部を上にした場合、身部が斜めになるものをC群 とした。

C群 1類 :斜形の中で、楕円形若 しくは四角形に近いもの。612・ 674が該当する。長さ4.9～ 5,62

cm、 幅2.4～ 5,35cm、 厚 さ0,7～ 1,43cm、 重さ6,83～ 31,94gで ある。石材は、何れも北上山地産の頁

岩である。612は縄文時代中期末葉のR A010竪 穴住居跡出上である。674は 調査区南西部の風倒木出

土で、縄文時代前期の可能性がある。

C群 2類 :斜形の中で、三角形に近いもの。602が該当する。長さ5.4cm、 幅5。 7cm、 厚さ1.25cm、

重さ23.85gで ある。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。602は 縄文時代前期前葉のR A005竪

穴住居跡出上である。
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(6)ス ク レ イ パ ー

石鏃、石槍・尖頭器、石錐、石箆、石匙などには該当しないものの中で、意図した刃部を作出され

ていると考えられるものを一括 した。320点 出土 し、27点掲載 した。

ここでは素材に用いられている剥片の形状で「群」を設定 した。

A群 :両側縁がほぼ平行する縦長の剥片を素材 とするもの。

B群 :全体の形状が横長の剥片を素材 とするもの。

C群 :平面形が円形～楕円形・卵形を呈する剥片を素材 とするもの。

これに加え、主要な刃部 として機能する部位の面数の違いで「類」を設定 した。

1類 :1側縁に刃部が形成されるもの。

2類 :2側縁に刃部が形成されているもの。

3類 :3側縁以上に刃部が形成されているもの。

さらに、刃部加工の方法によって以下の「種」を設定 した。

a種 :片面にのみ刃部加工を施されたもの (片刃)。

b種 :両面に刃部加工を施されたもの (両刃)。

c種 :方刃と両刃の両者を持つもの。

A 群 :縦長の剥片を用いるものは以下の 5種類が認められる。

A群 1類 a種 :605・ 618・ 619・ 681・ 682が該当する。長さ6.48～ 9.5cm、 幅3.05～ 4.6cm、 厚さ0,8

～1.65cm、 重さ12.66以上～65。 15gである。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。帰属時期につ

いて、605は縄文時代前期後葉のR A007竪穴住居跡、618・ 619は 縄文時代中期末葉のR A011出 土で

ある。

A群 1類 b種 :692が該当する。長さ6.25cm、 幅3.5cm、 厚さ0。 65cm、 重さ16。 19gで ある。石材は、

何れも北上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出上 していることから、縄文時代中期～後

期 と推定される。

A群 2類 a種 :603・ 622・ 699が該当する。長さ4.9～ 8.66cm、 幅1.65～ 4.55cm、 厚 さ0。 7～ 1.34cm、

重さ5.03～ 49,32gである。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。603は縄文時代前期前葉のRA

005竪穴住居跡、622は 中期末葉のR A015出上である。

A群 3類 a種 :613・ 623・ 683・ 687が該当する。長さ2.3以 上～8.64cm、 幅2.0～ 3.95cm、 厚さ0。 3

～1.33cm、 重さ0。 95以上～40。 38gで ある。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。613は縄文時代

中期末葉のR A010竪穴住居跡出土である。

A群 3類 b種 :691・ 696が該当する。長さ5。 25～ 5.3cm、 幅3.4～ 3.8cm、 厚さ0.6～ 1,Ocm、 重さ23,85

～32,99gである。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。出土地・層位から縄文時代中期～後期

の可能性がある。

B 群 :横長の剥片を用いるものは以下の 3種類が認められる。

B群 1類 a種 :684・ 688・ 697'698が該当する。長さ3.05～6.1以上 cm、 幅6.5～ 8.7cm、 厚 さ0。 9～

1.6cm、 重さ12.23～ 68.23gである。石材は、684・ 688・ 697が北上山地産の頁岩、698が奥羽山脈産

の珪質頁岩である。出土地・層位から縄文時代中期～後期の可能性がある。

B群 3類 a種 :694が該当する。長さ4.25cm、 幅4.5cm、 厚さ0,9cm、 重さ14.21gで ある。石材は北

上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出土していることから、縄文時代中期～後期と推定
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される。

B群 3類 c種 :685が該当する。長さ5,9cm、 幅12.9cm、 厚 さ2.lcm、 重さ94,09gである。石材は北

上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出土 していることから、縄文時代中期～後期と推定

される。

C 群 :平面形が円形～楕円形・卵形を呈する剥片を用いるものは以下の 4種類が認められる。

C群 1類 a種 :686・ 689が該当する。長さ5.2～ 5。 9cm、 幅2.98～ 3.3cm、 厚さ0.86～ 1.5cm、 重さ13.54

～16.39gで ある。石材は、何れも北上山地産の頁岩である。出土地・層位から縄文時代中期～後期

の可能性がある。

C群 1類 b種 :628が該当する。長さ3.Ocm、 幅2.5cm、 厚 さ1,lcm、 重さ7.3gである。石材は、北

上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出上 していることから、縄文時代中期～後期 と推定

される。

C群 2類 a種 :695が該当する。長さ4.98cm、 幅5。 37cm、 厚 さ1。 26cm、 重さ15,17gで ある。石材は

北上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出上 していることから、縄文時代中期～後期 と推

定される。

C群 2類 c種 :693が該当する。長さ3,05cm、 幅2.35cm、 厚 さ0.85cm、 重 さ7.20gで ある。石材は

北上山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出土 していることから、縄文時代中期～後期 と推

定される。

(7)ユ ーテ イライズ 。ドフレーク

剥片自体には意図的な加工などが看取できないが、縁辺に何 らかの使用によると判断される微細剥

離が観察されるものをユーティライズ 。ドフレーク (※ 観察表などへの記載に際 しては「Uフ レ」 と

簡略 して呼ぶ)と した。46点出上 し、701の黒曜石製 1点 を掲載 した。701は 剥片の右辺や左辺に微細

剥離が認められる。剥片の断面形からは、掻器的な用途の可能性がある。また、不掲載としたものを

見ると、石材は奥羽山脈産の頁岩 2点 と北上山地産の赤色頁岩 1点 を除き、北上山地産の頁岩である。

46点 中42点が調査区東部Ⅳ層から出土 していることから、縄文時代中期～晩期の可能性がある。

(8)ピエス・エスキーユ

上下端部に階段状剥離痕跡をもつ一群である。対辺で一対をなす階段状剥離痕跡が認められるもの

が基本だが、同様の剥離が一端にのみみられる個体 も一部含んでいる。 6点出土 し、632・ 700の 2点

を掲載 した。長さ1.8～ 2.75cm、 幅2.15～ 2.3cm、 厚さ0.65～ 0.85cm、 重さ2.03～ 5,88gである。石材

は、北上山地産の頁岩である。不掲載を含め全て調査区東部から出土 していることから、縄文時代中

期～晩期の可能性がある。

(9)多 面 体 石 器

複数面に剥離が施され、広 く自然面が残るものである。何 らかの未成品の可能性 も考えられようか。

702の 1点出土 し掲載 した。長さ2.55cm、 幅2.75cm、 厚さ2.05cm、 重さ121.32gである。石材は北上

山地産の頁岩である。調査区東部遺構外Ⅳ層で出土 していることから、縄文時代中期～後期 と推定さ

れる。
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(10)コ    ア

剥片剥離作業中の残核 と思われるものや、剥片剥離後の残核 と思われるもの、原石の一端に打撃が

加えられたもの含めて、コアと定義 した。30点 出土 した (全て不掲載 とした)。 石材は、北上山地産

の頁岩を主体 とし、奥羽山脈産のメノウ (2点 )。 凝灰岩 (1点 )、 産地不明の黒曜石 (2点 )があ

る。最 も多い北上山地産は10～ 384g、 奥羽山脈産のメノウは24～48g前後、黒曜石は 2点 ともに2.5

gである。

(11)磨 製 石 斧

研磨が施された斧状の形態の石器である。未成品を含め145点出上 し、43点掲載 した。なお、打ち

欠きや敲打調整 (ペ ッキング)等により、全体の形状が斧形に仕上げられているものは、研磨される

前段階未成品と捉え磨製石斧 とした。未成品は、磨製石斧として登録 した中では約28%に 上る。ただ

し、磨製石斧 と認知 しなかった原石の中には、極一部に剥離が施された礫があ り、本来は磨製石斧の

制作を意図し制作途上で放棄 された可能性が考えられるものもある。従って、実際の割合はさらに高

いものと思われる。

平面形について、完形品は非常に少ないが、残存部の連続性から推定すると、概ね撥形と短冊形が

あ り、またそれらのミニチュア的な小型品も一定数みられる。ここでは平面形状の違いで撥形 と短冊

形に三分 し、通常サイズと小型の区分を長さ 8 cm若 しくは幅 4 cmを 目安 として、撥形をAI群、小型

の撥形をAⅡ 群、短冊形をBI群、小型の短冊形をBⅡ 群と分群 した。また、未成品はC群、再加工

途中と思われるものをD群として分群 した。なお、通常サイズと小型の区分に用いた長さ8 cmの 基準

は、何 らかの研究成果を基に設定 したものではなく、今回の出土品の観察所見 と経験則から筆者が設

定 した数値である。ただし、欠損品の多い状況を鑑みて幅 4 cmの 基準を加味させた。ただし、短冊形

としたものは、今回の調査で幅が2.lcm以下の細身 (ス マー ト)な ものしかないことから、撥形に限

り幅 4 cmの 数値を加味することとした。

AI群 :撥形の中で、長さ8 cm以上、若 しくは幅 4 cm以 上を本群とした。706・ 709,729,747・ 799・

803,804・ 807～ 810・ 812・ 815,820が該当する。完形品は706・ 729,799・ 812の 4点のみである。

706は、長さ8.3cm、 幅3.Ocm、 厚 さ1.5cm、 重さ65。 23gである。729は 、長さ8.7硼 、幅4.lcm、 厚 さ1,2

cm、 重さ66.33gである。7991よ長さ8.Ocm、 幅2.5c14、 厚さ0.8cm、 重さ26.Ogで ある。8121よ 、長さ22.5

cm、 幅7.25cm、 厚さ3.65cm、 重さ930。 96gである。他は全て身部が欠損するものであることから長さ

は不明にあるが、幅3.9～ 5.Ocm、 厚 さ1.4～ 2.6cmを測る。欠損品が多 く、積極的に規模の観点から傾

向を見出すことは難しいが、AI群 とした通常サイズの撥形の中でも706。 799は 幅の数値からは小形、

729はやや小形と捉えられる。812は、突出して大きく、大形に相当すると考えられる。石材は、北上

山地産の蛇紋岩と頁岩から構成される。 R A010出土の709は縄文時代中期末葉の可能性があるものの、

他は出土地・層位からは縄文時代中期～晩期の幅で可能性があり、詳細な時期を特定できない。

AⅡ 群 :小型撥形である。長さ8 cm未満、若 しくは幅 4 cm未満を本群とした。706・ 708,782・ 801・

806・ 819が該当する。完形品は782,806の 2点のみである。782は 、長さ4.75cm、 幅2.4c14、 厚 さ1.0

cm、 重さ20。 73gである。806は、長さ4,Ocm、 幅1.3cm、 厚 さ0。 4cm、 重さ3.35gで ある。他は全て身

部が欠損するものであることから長さは不明にあるが、幅2.3～ 2.5cm、 厚さ0,7～ 1,4cmを 測る。石材

は、北上山地産の蛇紋岩を主体に頁岩・滑石から構成される。R A010出土の708は 中期末葉の可能性

があるものの、他は出土地・層位からは縄文時代中期～晩期の幅で可能性があ り、詳細な時期を特定
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できない。

BI群 :短冊形である。長さ 8 cm以 上を本群 とした。800が該当する。800は刃部が欠損する資料であ

る。長さ9,05cm以上、幅1.8cm、 厚さ1.Ocm、 重さ35.74gである。石材は、北上山地産の頁岩である。

出土地・層位からは縄文時代中期の可能性が高いものの、詳細な時期を特定できない。

BⅡ 群 :小型短冊形である。長さ8 cm未満を本群 とした。783・ 817が該当する。783は ほぼ完形、817

は基部が欠損する。783は、長さ7.3cm、 幅2.lcm、 厚 さ1,05cm、 重 さ32。 9gである。806は 、長さ4.3

cm以上、幅1,Ocm、 厚さ0.5cm、 重さ4.56gで ある。石材は、北上山地産の頁岩と滑石である。出土地・

層位からは縄文時代中期～後期の可能性が高いものの、詳細な時期を特定できない

C 群 :未成品と推定されるものを一括する。平面形状や法量値からは、今回未成品と判断 したもの

は、全てAI群 とした撥形の制作を意図 したものであると考えられる。

磨製石斧の製作工程を「剥離調整段階」→「敲打調整段階」→「研磨調整段段階」 と考え、各段階

をそれぞれ 1～ 3類 に充て、以下に分類・記述する。

C群 1類 :剥離調整段階と捉えられるものである。736・ 753・ 802・ 814・ 816・ 821・ 822・ 824～

826・ 876・ 884・ 886な どが該当すると考えた。

その中で剥離調整の初期段階と思われるのが、原石そのものの一部に剥離がみられる736・ 753・ 822

などの個体である。長さ14.1～ 19.5cm、 幅7.2～ 9.5cm、 厚さ2.3～ 3.85cm、 重さ449,12～ 698.64gで

ある。

ある程度剥離作業がすすんだ段階に位置づけられるのが816・ 876・ 886な どで、表面などに自然面

を残 しながらも周縁に剥離が施されている。816は 、長 さ12,7cm以 上、幅7,75cm、 厚 さ3.85cm、 重さ

401.37gである。

本段階の終盤には、平面形が石斧のそれに近い802・ 814・ 821・ 824～ 826・ 884な どのようにほぼ全

面に剥離が施されたものが該当すると考えられる。上記 したとお り、平面形状から、何れもAI群 と

した撥形の未成品と捉えられる。長さ7.3cm～ 12.05cm、 幅4.8硼 ～5.55cm、 厚さ1.5～ 3.Ocm、 重 さ112。 73

g以上～250。 47gで ある。825と AI群の完形品である729の法量値を比較すると、長さ1,3cm、 幅が1,0

cm、 厚さが0。 lcm、 重量約50gの差異がある。 C群 1類 にみられる石材は、北上山地産の輝緑凝灰岩

を主体に同産の蛇紋岩・頁岩・閃緑岩である。出土地・層位からは縄文時代中期～晩期の幅で可能性

があり、詳細な時期を特定できない。

C群 2類 :敲打調整段階と捉えられるものである。773・ 813・ 823・ 886・ 892な どが該当すると考

えた。

敲打調整の初期段階と思われるのが、823・ 892で ある。892は 、平面形状は石斧状ではな く、刃部

の作出もされていないものの、側面に打ち欠き痕を切 り敲打調整が密にみられることから、ここに含

めた資料である。他器種である可能性 もあることを補足 してお く。長さ10.6cm以 上、幅6.15～ 7.3cm、

厚さ1,9～ 4.3cm、 重さ169.56～ 5盈 .81gである。ある程度敲打作業がすすんだ段階に位置づけられる

のが773で、左側面に剥離、右側面に磨面を残 しなが らも周縁に全体的に敲打が施されている。右側

面に形成されている磨面について、本報告でC群 3類段階とした研磨調整段階のものとするには、773

は厚みが有 り過ぎる。なお、磨製石斧未成品において、この一側面に磨面を形成するものは、筆者の

知見では普代村力持遺跡の剥離調整段階の初期のものに一定量みられたことから、本報告で C群 1類

とした剥離調整の中でもより前段階に行われた作業と考えたい。この773は 、長さ6.95cm、 幅6.5cm、

厚 さ3,75cm、 重さ275.努3gである。本段階の終盤には、平面形が石斧状の813の ようなほぼ全面に敲

打が施されたものが該当すると考えられる。この813は 敲打調整中に破損 して制作放棄された と考え
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られるもので、長さ8,8cm以 上、幅6.6cm、 厚 さ3.5cm、 重 さ256.92gで ある。幅の数値を見る限 り、

大形品の制作を意図した可能性 も窺える。 C群 2類にみられる石材は、北上山地産の閃緑岩・はんれ

い岩・カンラン岩・頁岩である。出土地・層位からは縄文時代中期～晩期の幅で可能性がある。

C群 3類 :研磨調整段階と捉えられるものを本類 とする。掲載 した中では811と 818が該当するが、

不掲載を含めても非常に少ない。811は 、側面や裏面の加工途中のものと捉えたが、刃部は両面 とも

研磨が施されてお り、成品である可能性 もある。長さ6.05cm以 上、幅4.Ocm、 厚さ1.85cm、 重さ64.12

gである。818は 、全面に敲打調整が施され、表面の一部分に研磨痕がみられる。この818は 、基部は

折れ面の状態にあるが、欠損 と捉えるかこの後に加工が施されるものなのか難しい状況にある。また、

敲打調整と研磨痕の在 り方から最終段階と捉え本類に位置付けたが、厚みがあり刃部の作出が弱いよ

うに思われる点で、C群 2類段階の域を出ない資料にも受け取れる。長さ9.lcm以上、幅7,Ocm、 厚 さ

3.35cm、 重さ421.68gで ある。石材は、北上山地産の蛇紋岩・はんれい岩である。出土地・層位から

は縄文時代中期～晩期の幅で可能性がある。

D 群 :再加工途中と思われるものである。掲載 した中では805が該当する。805は、刃部の再加工途

中と考えられる。長さ7.45cm、 幅4.5cm、 厚さ2.6cm、 重さ137.74gで ある。石材は、北上山地産の閃

緑岩である。出土地・層位からは縄文時代中期～後期の幅で可能性があり、詳細な時期を特定で きな

▼ヽ。

(12)半円状扁平打製石器

外縁を全周打ち欠き、一側縁が直線状、反対側縁が弧状の半円形に仕上げているもので、半円状扁

平打製石器とした。858の 1点出土し掲載した。弦にあたる右側面に幅約1.2cmの 磨面を形成し、孤に

あたる左側面やその縁辺には敲打が施されている。なお、この磨面は縁辺に打ち欠きされた痕跡があ

る (※ 磨減しているが剥離と捉えられる)。 長さ16.8cm、 幅9,2cm、 厚さ2.5cm、 重さ613,18gである。

石材は、北上山地産の輝緑凝灰岩である。出土地・層位からは縄文時代中期の可能性があるものの特

定できない。

(13)袂入扁平打製石器

外縁を打ち欠き、一側縁が直線状、反対側縁が弧状の半円形で狭りが施されたものを、狭入扁平打

製石器とした。859の 1点出上し掲載した。平面形状は半円状扁平打製石器に類似するが、孤にあた

る部分に狭 りが施されることで、分けて捉えた。弦にあたる部分の側面には、磨面の形成はみられな

い。長さ15.5cm、 幅7.4cm、 厚さ1.55cm、 重さ246.52gで ある。石材は、奥羽山脈産の頁岩である。

出土地・層位からは縄文時代中期の可能性があるものの特定できない。

(14)磨   石

研磨痕跡の観察される礫石器である。本器種の認定に際しては、敲石・石棒・自然礫などとの区別

が困難な個体も多かった。以下の基準で他器種と区別を行った。①磨面が他の使用加工痕を我ってい

るもの。②磨面の広がりが顕著 (他の痕跡に比して優勢)と 判断したもの。③自然摩耗か意図的な擦

痕か区分が難しいものの、出土状況等から意図的に遺跡内に持ち込まれたと思われるもの。①～③の

基準を満たすものは396点出上し、その内43点掲載した。703・ 705。 712～ 714・ 718,725～ 728・ 730。

739～ 741,743・ 躍8。 751・ 752,759・ 769・ 771・ 780,789～ 791・ 828～ 845が該当する。長さ3.8～

29.Ocm、 幅3。 2～ 15。 lcm、 厚さ3.3～ 8.3cm、 重さ54.27～ 5000.00gである。所見として、725'741・

-179-



3 石器

748,771な ど重さ1000gを 超えるものについては、手に持ち動作するには適さないように思われるこ

とから、台石的に置いた状態で磨るような行為が行われた可能性 もあろう。 R A005出 土の703は縄文

時代前期前葉、R A006出上の705は縄文時代前期後葉、 R A010,012出 土の712～ 714・ 718は縄文時

代中期末葉の可能性が高い。他は縄文時代前期～晩期・中 。近世までの可能性があ り、時期の特定は

できない。

留意点として、本報告で磨石とした中には、敲石や磨製石斧の未成品と考えられるものもあり、本

報告で示 した器種定義から逸脱するものが含まれている可能性 もあることを補足 しておきたい。

(15)特 殊 磨 石

扁平気味の礫を用い、 1側面にのみ磨面が形成されているものを特殊磨石と呼び、通常の磨石とは

区分 して器種登録 した。 5点出土 し、4点掲載 した。704・ 711・ 733・ 827が該当する。長さ7.4～ 14.5

cna、 幅6.8～ 8,65cm、 厚 さ2.3～ 4.25cm、 重さ218.60～ 624。 19gで ある。磨面の幅は、704が約1.8cm、

711が約1.4cm、 733が約2。 2cm、 827が約1.Ocmで ある。石材は、北上山地産の花筒閃緑岩・チヤー ト・

閃緑岩 と奥羽山脈産のデイサイ トである。出土地・層位からは縄文時代前期～中期の時期幅で可能性

がある。

留意点として、磨石とした中には類似品が相当数含まれるが、 1側面以外の部分に磨面や敲打痕な

どが認められるものについては本品に含めていない。また、これらはいわゅる半円状扁平打製石器 と

は平面形状などが相違することから便宜的に区分 した。ただし、704や 733を 見る限 り磨面が形成され

ている側面において、半円状扁平打製石器 と同様に磨面を切る剥離が施されていることと、磨面幅が

近い数値を示すことでは共通する要素 と思われ、同じ用途に用いられている可能性 も考えられる。

(16)敲   石

敲打痕が観察される礫石器である。他の使用痕等が複合する場合、敲打痕がもっとも新 しい痕跡で

あると判断されたものをここに含めた。53点出上 し、10点掲載 した。738,745,794。 798・ 846～ 851

が該当する。長さ4。 9cm以上～13.7cm、 幅4.4～ 9.7cm、 厚 さ3.1～ 5,7cm、 重さ109.28～ 554.32gで あ

る。石材は、北上山地産の頁岩・はんれい岩・砂岩・閃緑岩 。蛇紋岩、奥羽山脈産の安山岩である。

特殊なものとしては、上下の端部何れかに敲打痕を有するものや、複数面若 しくは多面的に敲打痕を

有するものがある。798は 調査区中央部捨て場から出土 してお り縄文時代前期後葉の可能性が高い。

他は出土地・層位からは縄文時代前期～中期及び中 。近世の時期幅で可能性がある。

(17)凹    石

明瞭な凹部を確認できるものを凹石 とした。15点 出土 し、 6点掲載 した。731・ 734・ 854～857が該

当する。石器の中心軸線上で石器中央部よりやや上に凹部が形成されているものが多い。長さ7.2cm

以上～17.6cm、 幅6.2～ 8.6cm、 厚 さ3。 1～ 4.2cm、 重さ224.24～ 672.63gで ある。凹部の深さは2～ 5

alllで ある。普代村力持遺跡の調査で実施された凹石の使用痕分析結果を参考とすると、オニグルミ殻

の先端を敲 き飛ばす道具である可能性が高い。石材は、北上山地産の輝緑凝灰岩・デイサイ ト、奥羽

山脈産の砂岩である。出土地・層位からは縄文時代中期～後期の可能性があるものの特定できない。

(18)石   皿

主に大形の扁平礫を素材 とし、周縁に高まりが巡らされ、その内部の形成された使用面に研磨痕・
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敲打痕・磨耗痕などが観察される礫石器である。31点出上 し、11点掲載 した。715・ 746・ 留9,750・

860～ 866が該当する。長さ7.8c m以上～17.55cm、 幅6.5cm以上～16.3cm、 厚 さ1,9～ 6.2cm、 重さ

182.37～ 1158.67gで ある。石材は、奥羽山脈産の安山岩が顕著に用いられている。それに奥羽山脈

産の砂岩、北上山地産の花南岩である。 R A010出 土の715は縄文時代中期末葉の可能性があるものの、

他は出土地・層位からは縄文時代中期～晩期の幅で可能性があり、詳細な時期を特定できない。

(19)砥   石

溝砥痕など、研磨に使用 したと思われる痕跡を有する石器である。5点出土 し、2点掲載 した。717・

852が該当する。717は 、複数面に溝砥痕がみられ、形】犬も三角錐に近い。長さ7.2cm、 幅7.4cm、 厚 さ

4.7cm、 重さ98.00gである。石材は、奥羽山脈産の安山岩である。852は 、扁平な形状で 4面 にわた

り砥痕がみられる。長さ■.65cm、 幅4.4cm、 厚 さ3.3cm、 重さ265,69gで ある。石材は、奥羽山脈産

の頁岩である。 R A012出上の717は縄文時代中期末葉の可能性がある。852は 出土地・層位からは縄

文時代中期～後期及び中・近世のまでの幅で可能性があるものの、砥痕のあ り方などからは古代以降

の産物 と推定 しておきたい。

(20)台   石

作業台的な使用が想定される扁平な礫である。45点出土 し、14点掲載 した。724・ 密4・ 755'756・

758。 760～ 763,768,770,772・ 867・ 868が該当する。大半が自然礫そのままの形状であ り、素材の

選択の段階で、扁平な礫が選ばれていると考えられる。作業面に磨痕が確認できるものも含まれるが、

石皿としたものと比べると磨耗の発達具合が弱い。長さ12.6cm以上～28.8cm、 幅9.6～ 33.2cm、厚さ2.85

～10.lcm、 重さ662.87～ 11604.00gで ある。 R A017出土の724は縄文時代中期末葉と捉えられる。 R

H047出 上の759～ 763は 中世の可能性が高い。他は出土地・層位からは縄文時代中期～後期及び中・

近世までの幅で可能性があるものの、時期の特定はできない。

(21)石   錘

側面に施された快 りの状況から石錘 と推定されるものを一括する。61点 出土 し、16点掲載 した。707・

710,720。 722・ 723・ 735'737・ 774～ 776・ 784・ 787・ 788,792・ 853・ 869が該当する。長さ5,9～ 9.

2cm、 幅5.6～ 9,9cm、 厚さ1.1～ 2.5cm、 重さ65。 馳～278。 30gである。平均的には長さ7～ 8 cm、 幅5.5

～6.5cm、 厚さ1.5～ 2,Ocm、 重さ120g前後が多い。快 りの深さは、 2～ 811mである。石材は、北上山

地産の輝緑凝灰岩・頁岩・砂岩、奥羽山脈産の頁岩・安山岩である。主体は北上山地産の輝緑凝灰岩

である。竪穴住居跡出上の710。 720,722,723は 縄文時代中期末葉の可能性が高い。他は出土地・層

位からは縄文時代中期が制作時期の主体 と思われるが、詳細な時期を特定できない。

(22)礫   器

礫石器の中で、上記の (■)～ (21)の 各器種に帰属できなかった礫石器、あるいは石器の可能性

を有するが形態的な特徴や各種使用痕が明瞭に確認できなかったものなどをここに一括 した。417点

出土 し、34点掲載 した。716。 719。 721・ 754・ 757・ 764～ 767・ 777～ 779・ 781,785。 795・ 870～ 875・

877～ 883・ 885,888～ 891が該当する。長さ5.15～ 22.6cm、 幅4.2～ 10.5cm、 厚 さ0.8～ 3.3cm、 重さ45.67

～598。 47gで ある。平面形状・規模・特徴など様々で、あるいは何 らかの未成品である可能性を有す

るものも多い。代表的なものを取 り上げ以下に文章記載する。
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716は、右側面に剥離が施されるもので、特殊磨石の未成品の可能性 もある。719・ 721・ 766・ 871・

890は、半円状扁平打製石器の未成品の可能性 も想定される形状である。754・ 778・ 779は下端や側面

に刃部を作出したような剥離が施されるものである。これを刃部と捉えた場合、鋭利な刃部を必要と

しない用途の成品 (石鍬 ?)と も推定されるが、平面形状からは磨製石斧の未成品の可能性もあろう

か。757は、上下端に剥離が施される。764・ 765は 、下端などに剥離・左右の側面や上端などに敲打

痕が施されるものである。磨製石斧の未成品若しくは754な どと同様の用途の可能性が窺える。785。

786は、鍬状の平面形状であるが、下端には刃部が作出されていない。土掘 りに使用する類の用途で

あろうか。870は、上下端に敲打痕が見られる。敲石の可能性もあるものの、平面形状的には磨製石

斧の未成品の可能性もある。872～8留 ・887～ 880・ 882・ 883は 、平面形円形の礫の下端に剥離が施さ

れる特徴を有するものである。

石材は、北上山地産の頁岩と同産の輝緑凝灰岩が主体で、これら2種類で約80%を 占める。出土地・

層位からは縄文時代中期～後期の幅で可能性があるものの、時期の特定はできない。

(23)軽 石 製

軟質な安山岩製の石器を軽石製と呼称 し、一括して扱う。49点出上し、10点掲載した。不掲載の多

くは小破片である。732,742・ 793,796,797・ 893～ 897が該当する。長さ5。 4～ 11.lcm、 幅4.4cm以

上～8.5c m、 厚さ1.4～ 6.45cm、 重さ17.24～ 477.91gで ある。石材は、奥羽山脈産の安山岩である。

同じ安山岩でも、石錘や磨石に用いられるものは新生代第三紀で、本機種や石皿などに用いられるも

のは新生代第四紀のものである。大半は出土地・層位からは縄文時代中期～後期の可能性がある。た

だし、中には中 。近世の柱穴状土坑から出土したものもあり、時期の特定はできない。

4 石 製  品

石製品は249点出上 した。内訳は石棒102点、石刀類68点 、石剣17点 、円盤状石製品31点 、有孔石製

品 3点、板状石製品16点、不明石製品10点 、軽石製石製品 2点である。その内、83点 を掲載 した。

(1)石 棒

全体の形状が棒状を呈する礫の中で、断面形が円形に近いものである。本器種には、自然礫あるい

は磨石・敲石との区別が難しく、本来これらに帰属させるべき個体が混入している可能性があること

をお断りしておく。102点 出上し、39点掲載した。901,903～ 908・ 913・ 917～ 919,921・ 922,924・

925・ 927～ 929・ 935～ 955が該当する。長さ6.3～ 43.6cm、 幅1.5～ 12.6cm、 厚さ0.8～ 8.5cm、 重さ12.2

～8400.00gで ある。石材は、北上山地産の頁岩・輝緑凝灰岩 。粘板岩、奥羽山脈産のデイサイト、

北上山地産の砂岩の順に多い。R A010出 土の903～ 908と R A012出 上の913は 縄文時代中期末葉の可

能性が高い。940は 、柄の部分に印刻された三叉文から晩期初頭と捉えられる。その他については、

縄文時代前期～晩期の時期幅で考えられる。

(2)石 刀 。石 剣

全体の形状が棒状を呈するもののうち、断面形が円形のもの以外を一括 した (断面形円形のものは

石棒類に登録している)。 自然礫との区別が難しく、人為による製作品以外の個体が含まれた可能性

は高い。85点出上し、18点掲載した。923,932～ 934・ 956～ 963が該当する。断面形が楕円片刃のも
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のと断面形が楕円両刃のものの両者がみられる。また、902と 958は 、基部側の身部に穿孔を持ち、孔

は表裏両側から穿たれている。長さ4.8cm以上～20.8cm以 上、幅1,6～ 6.7cm、 厚 さ0.5～ 3.5cm、 重さ3.

8～457.88gである。石材は、北上山地産の頁岩・輝緑凝灰岩・粘板岩、奥羽山脈産のデイサイ ト・

頁岩がある。R A007出上の902は縄文時代前期後葉、R A010出 上の909～ 911と R A017出 上の916イま

縄文時代中期末葉と捉えられる。958は 出土地・層位から、前期前葉若 しくは前期後葉の可能性があ

る。その他は縄文時代前期～晩期の時期幅で考えられる。

(3)円 盤 状 石 製 品

縁辺を打ち欠 く、または研磨することによって円盤状に整形されているものである。31点出土 し、

12点掲載 した。920・ 964～ 974が該当する。磨 くなどして薄手の楕円形に仕上げられているものと、

礫片の縁辺を打ち欠いて円形に仕上げているものがある。長さ4.0～ 10。 9cm、 幅3.8～ 9,6cm、 厚 さ0,6

～1.6cm、 重さ13.60～ 211.57gで ある。石材は、北上山地産の頁岩と奥羽山脈産の頁岩を主外 とする。

出土地・層位から縄文時代後期を中心に前期～晩期の時期幅で考えられる。

(4)有 孔 石 製 口
印

穿孔が施された石製品のうち他器種に属さないものをまとめたものである。 3点出上し、 3点掲載

した。931,980。 981が該当する。孔は両側から穿たれている。孔の位置は、中心より右辺に近 く、

やや上に寄った位置にある。長さ2.1～ 3,9cm、 幅2.0～ 3.05cm、 厚さ0,5～ 1.Ocm、 重さ3.28～ 13.16g

である。石材は、奥羽山脈産の頁岩と北上山地産の赤色頁岩がある。出土地・層位から縄文時代中期

～晩期の時期幅で考えられる。

(5)板 状 石 製 品

16点登録し、7点掲載する。926・ 930・ 975～979が該当する。長さ6.6cm以 上～17.4cm、 幅4,3～ 8,0

cm、 厚さ1.1～ 1.5cm、 重さ74.06～ 358.18gである。石材は、全て奥羽山脈産の頁岩である。出土地・

層位から糸愚文時代中期～晩期の時期幅で考えられる。

(6)不 明 石 製 品

人工品と思われるものの、名称の付け難いものを一括した。9点登録し、3点掲載する。912・ 982・

983が該当する。912は、長さ5.6cm、 幅3.Ocm、 厚さ1。 35cm、 重さ12.80gで 、奥羽山脈産の凝灰岩で

ある。全面が磨かれている。9821よ 、長さ8.lcm、 幅3,6cm、 厚さ2.9cm、 重さ49。 31gで、奥羽山BFR産

の安山岩である。全体の形状は石棒状で、横方向に剥離がみられる。983は 、長さ5,lcm、 幅5,8cm、

厚さ0,9cm、 重さ33.95gで、奥羽山脈産のデイサイトである。上端に剥離、縁辺に敲打痕が見られる。

(7)軽 石 製 石 製 品

遺跡内に持ち込まれている奥羽山BFR産 の新生代第四紀の安山岩 (軽石)製の中で、非実用品と思わ

れた 2点 を軽石製石製品と呼称し、その内915の 1点 を掲載した。なお、人為的な加工が施されてい

ない軽石片は礫石器の項に含んでいる。長さ4.2cm以 上、幅5.8cm、 厚さ2.Ocm、 重さ42.41gで ある。

左側面に磨面を持ち、裏面には溝砥痕に類似する痕跡がある。
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5 古代の土器

5古 代 の 土 器

須恵器片 1点 と土師器片 3点が出土した。その内、須恵器片 (1001)と 土師器片 2点 (1002・ 1003)

を掲載した。出土地は、何れも調査区東部Ⅳ層で、単発的に出土している。帰属時期は平安時代であ

る。

6 石 鉢

10■の 1点出土 した。 R H047の 集石を構成 していた 4片が接合 したものである。口縁部～胴部が

残存するものの、底部を欠 く。帰属時期は特定できないが、中世の R E 002・ 003や 、近世のR B 001

～003と 近接 した位置関係にあることから、中 。近世と推定される。

7 陶 器 陶 磁 器

11′点出上 し、その内近代 より古いと捉えられる1012～ 1020の 9′点を掲載 した。1012・ 1013。 1018は、

瀬戸・美濃産の皿で、年代は17世紀前半登 Iと 考えられる。1014は、大堀相馬産の腰さびの碗で、18

世紀代 と考えられる。1015は、肥前産の碗で18世紀代 と考えられる。1016・ 1017・ 1019は産地・時期

不明で、1016が小鉢、1017・ 1019が碗である。1020は 産地不明のす り鉢で、中世の可能性がある。

8金 属 製 品

(1)古   銭

今回の調査では、13枚出土し、全て掲載した。1021～ 1026・ 1028～ 1033・ 1039である。識別できた

ものは、北宋銭と明銭に分かれる。北宋銭としては、嘉祐通費 (か ゆうつうほう1056年 )、 熙寧元賓

(き ねいげんぽう1068年 )、 元豊通賓 (げんぽうつうほう1078年 )の 3種類が、明銭は洪武通費 (こ

うぶつうほう1368年 )、 永築通費 (え いらくつうほう1408年 )の 2種類が出土している。鋳造年の古

い順に記述する。

1023は 嘉祐通賓で、R D 162の 埋土下位より出上した。このR D162は 、平面形が方形を呈し、埋土

は人為堆積で、中 。近世の墓墳と考えられる。長径2.45cm、 短径2.50cm、 穿孔部0,75cmで ある。1022

の熙寧元賓と1025の 元豊通賓は、種不明の1021と 伴にR D138よ り出土 した。1022は 、長径2.35cm、

短径2,35cm、 穿孔部0,70cmで ある。1025は 、長径2.35cm、 短径2.45cm、 穿孔部0。 70cmで ある。1021は、

長径2.30cm、 短径2.30cm、 穿孔部0。 65cmで ある。1026の洪武通費は、R E003竪穴建物跡の埋上下位

より出土した。このR E 003は 、近世の掘立柱建物跡であるR B 001～ 003に切られる関係にあり、中

世と推定される。長径2.25cm、 短径2.20c14、 穿孔部0。 65cmで ある。永築通費は、1028。 1029,1039の

3枚出上した。1028の永築通賓は、1013の 瀬戸・美濃産の皿と伴に281号柱穴状土坑から、1029と 1039

は遺構外より出土した。この281号柱穴状土坑は、R B001～ 003に 近接することから近世と考えられ

る。長径2.45～ 2.55cm、 短径2.45～ 2.50cm、 穿孔部0。 60～ 0。 65cmで ある。
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(2)鉄 製 品

1027・ 1034～ 1038の 6点出土した。1027は 棒状を呈する破片で、R B 001を 構成する■5号柱穴状土

坑より出土した。1034～ 1038は 、調査区東部の遺構外出土で、出土層位は1034・ 1035が I層 、1038が

Ⅲ～Ⅳ層、1036。 1037がⅣ層である。1038は刀子で、長径5,8cm、 短径1.15cmを 測る。その他は器種

不明にあるが、1034は パイプの煙管 ?、 1035は 釘 ?の可能性がある。

9琥  珀

今回の調査では3地点より、3.75gの琥珀が出上した。垂飾品や玉類などの加工されたものは無く、

全て2～ 51114(約0,lg)の細片である。全般的な傾向として脆いという特徴が看取される。出土地

は、R A009の床面直上層、R A010埋土下位、R D146埋 ± 4層から出上した。個々の遺構からの出

土状況は、特殊性は窺えず、むしろ土器や石器と一緒に廃棄された様相で捉えられた。

<産地>(財 )元興寺文化財研究所による熱分析で琥珀の成分の違いを検討した。その結果、全て同

一産地ではない可能性が示唆された。ただし、遺跡の性格および地理的な条件を考慮すると、久慈市

産の琥珀である可能性はかなり高いと考えられた。

<時期>琥珀の時期は、出土遺構の時期や共伴遺物などから、縄文時代中期期末葉中心と考えられる。
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第75図 遺構内出土土器 (2)
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第76図 遺構内出土土器 (3)



V 出土遺物

0             1:3           10cm

|

第77図 遺構内出土土器 (4)
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第79図 遺構内出土土器 (6)
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第81図 遺構内出土土器 (3)
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第89図 中央部捨て場出土土器 (1)
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第90図 中央部捨て場出土土器 (2)
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第95図  中央部捨て場出土土器 (7)・ 遺構外出土土器 (1)



鬱房冤宅罰甲
291

攀
７

２９７
２９５

弾
義  峯

301

３。５



V 出土遺物

0             1:3           10cm

-209-

第97図 遺構外出土土器 (3)
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第100図 遺構外出土土器 (6)
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第107図  土製品 (1)
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第144図 遺構外出土石製品 (3)
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第10表 縄文土器観察表

載
号

掲
番 出土地点 層位 器種 部位 口縁形状 文様 原体 その他 内 面 時 期 型 式 日径 底径 器高 備考

1 R A003 3b層 深鉢 3/4完 形 波状日縁

回 :押 し引 き状沈線による

lA状のモチーフ,頸 :押 し

引き状沈線による 3条平行

沈線,胴 :胴上半～胴中位

無文 (約 1lc m),胴 下半 :

押 し引き状沈線 +沈線によ

る斜行主体の直線的モチー

フ,胴下半～底部 :胴下半
～底部無文,底 :尖底

≡
ヽ
　

，
　

キ

競
キ
難
ジ

ロ
ガ

胴
斜

早期中葉 明神裏 皿 28 1
文様帯は無文帯 を含め

4つ に分割 される

2
R A 004 Q
4

検出面 深鉢 日縁都

上面観楕

円形状の

突起

単軸絡条体第 lA類 前期後莱 大木 5

3
RA005 Q
1

黒褐色土

(キ 焼土

上面 )

深鉢
口～胴部上

半
平 縁

口 :LR RL結 東羽状縄

文縦→貼付隆線 (隆線上に

束1突 文),胴 :LR RL
結束羽状縄文縦

横 ミガキ
前期前葉

大木 2? (386) (176)

4
R A005 A
―A'ベルト

西側焼土

上面
深鉢 単軸絡条体第 lA類 前期前葉

5
R A005 B
―B'ベ ルト

2層 深 鉢 単軸絡条体第 5類 ナ デ
前期前葉

R A005 B
―B'ベ ルト

2層 深 鉢 胴 部 0段多条LR検 前期前葉 致維中

7
R A005
坑 1

土
埋土 中 深鉢 回縁部 平縁 LR斜 横ナデ 前期前葉 牛面スス中,繊維少

R A005 床 直 深鉢 口 ～胴 部 平縁 単軸絡条体第 5類
前期前葉

勺面スス少

9 R A005 埋土 中 深 鉢 口～胴部 平縁

口 :無文 (横 ナデ),顕 :

横位貼付隆帯 (隆帯指頭圧

痕)胴 :単軸絡条体第 5類
横ナデ 前期前葉 大木 2?

R A006 埋土 中 深鉢 1/2完 形 平 縁
胴

底　ヽ

，

口
類

単軸絡条体第 lA
平底,ナ デ

前期後葉 (195) (103) 勺面胴下半スス少

11 R A006 埋土 中 深 鉢 胴 ～底苫偲
胴

底
単軸絡条体第 lA類 ,

平底,ナ デ
横ナデ 前期後葉 (235)

内面底部付近スス多※
C-1

R A006 埋土 中 深鉢 回～胴部

波状日縁

台状突起

(突 起上

に指頭圧

痕文 )

回～胴 :単軸絡条体第 lA
類

横ナデ 前期後葉 大本 5

R A006 里土 中 深鉢 3/4完 形 平縁
口～胴 :単軸絡条体第 lA
類,底 :平底

前期後葉 (151) 1面剥落多

R A006 塁土 中 深鉢 2/3完 形 平 縁
胴

底　ヽ

，

日

類
単軸絡条体第 lA
平底,指ナデ

ナ デ 前期後葉 (221) (122) (339) 勺面胴下半スス少

R A006 埋土中 深鉢 日 ～胴 部 平縁 単軸絡条体第 lA類 ナ デ 前期後業

木目文様の中央 に結 び

目の圧痕。右下が りが

1段,左下が りが 0段
ん、

R A 006 埋土 中 深 鉢 2/3完 形 平 縁
日～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底,ナ デ

口 :横ナ

デ,胴 :

縦 ケズ リ

前期後葉 11 32 4

R A006 埋土中 深鉢 2/3完形 平縁
回～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底,ナ デ

横 ナデ 前期後葉 (212) (104)

R A006 埋土 中 深鉢 口～胴部 平縁 日～胴 :単軸絡条体第 5類 横ナデ 前期後葉 21 3 (270)

R A006 埋土 中 深 鉢 3/4完 形

縁

起

単

細

盤

４
Ｊ

波

台
ぐ

位

日ヽ胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底, ミガキ

前期後葉 大木 5 153 181

央起は内外面か ら指頭
でよじれるもの と頂部
に指頭圧痕 をもつ もの

の2種類あ り

R A006 理土 中 深 鉢 2/3完 形

突

単

縁

く

？

平
起

位

‥
底

胴

平

一

‥

日
底

単軸絡条体第 5類
前期後業 (156) 9( 豊礫多

R A006 埋土 中 深鉢 2/3完 形 平 縁
日～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底,網代痕→ナデ

前期後葉 (185) 勺面胴下半スス少

R A006 埋土 中 深鉢 3/4完 形

台
Ｑ，起

，

縁

突

位

平

状

単

日～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底

前期後葉 大木 5 161 91 204

R A 006 埋土 中 浜 鉢 日～底部 平 縁
日～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底

前期後菜 (1215) 7モ 14
外面口縁 内面胴下半
スス少

R A006 埋土 中 深 鉢 2/3完 形 平 縁
日～胴 :単軸絡条体第 5類
底 :平底 , ミガキ

横ナデ 前期後葉 (173) 101 27 1 勺面胴上半にスス少

R AOЭ6 埋土 中 深 鉢 回縁 ～底畜

突

形
，
台

縁
く

＞

平

起

状
単軸絡条体第 1類

ケ
　

，
ケ

横

，

縦

ロ
ズ

胴

ズ

前期後葉 大木 5?

R A006 埋土 中 深鉢 回縁部 波状口縁 単軸絡条体第 1類 縦ケズ リ 前期後葉 R体要検討

V 出土遺物
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載

号

掲

呑 出土地点 層位 器種 部 位 日縁形状 文 様 原体 その他 内面 時 期 型式 日径 底径 器高 備考

R A006 埋土 中 深鉢 口 ～胴 部

刺

部

縁
文

的

平
突

分

口～胴 :単軸絡条体第 lA
煩

能ケズ リ 前期後葉 (227) (274)

R A006 埋土 中 深鉢 3/4完 形 平 縁 廠
私

ヽ口
底

LR片 末端 縦 ,

前期後葉 (183) (1035) 224〔

R A006 埋土 中 深鉢 3/4完 形 平縁 回 :LR結 節有縦,底 :平底 前期後葉 207〔 同下半スス少

R A007 北
壁際

里土中 深鉢 日縁部 平縁
原体不明→貼付隆線 (隆 線
上に指頭圧痕文 )

横ナデ 前期後葉

R A007 埋土 中 深 鉢 単軸絡条体第 lA類 前期後葉

R A007 哩土 中 深鉢 単軸絡条体第 lA類 ナ デ 前期後葉

R A007 Q
2

1層 深鉢 単軸絡条体第 lA類 チ デ
前期前～

後葉
夕(面スス中

RA007 Q
3

埋土 中 深 鉢 丹同言ト 単軸絡条体第 5類 横 ナデ 前期後葉

R A007 埋土 中 深鉢 0段多条LR横 ナ デ 前期前葉 跛維多

R A008 焼
土

1層 栗鉢 胴部 単軸絡条体第 lA類 横ナデ
前期後葉

少粒多

R A009 埋土下位 深鉢 LR縦 ナ デ
中期後葉

大木 9?

RA010 Q
2

床面直上 小形鉢 完 形 平縁
日～胴 :LR縦 →IFI引文 ,

底 :平底
横ナデ

中期末葉
7 内外面黒色物質付落

R A010 Q
1

埋土下位 深鉢 日～底部 波状 日縁

口～胴 :沈線区画→ LR縦
→磨消縄文→沈線引き直 し

底 :平底 , ミガキ

日 :横 ミ

ガキ 中期後葉 大木 9 (230) 9乏 (322) 胴部下半スス中

RA010 Q
5

床面直上 深 鉢 口縁部
小波状口

縁

LR縦→沈線区画→磨消湘
文

横 ミガキ 中期後葉 大木 9

R A010 Q
10

埋土下位 深鉢
付加条→沈線区画→磨消不
文

ミガキ 中期後葉 大木 9

RA010 Q
2

1～ 2層 鉢 1/3完形 平縁
日～胴 :沈線文→ LR俄
嘆縄文)→ ミガキ,底 :平底

ナ デ 中期末葉 大木 10 (156) 6〔 (108)
然りの緩い縄文原体が

寛用 されている

RA010 Q
2

1～ 2層 深 鉢 日縁部 平縁
沈線 区画→ LR(充 填縄
文)

奮ミガキ 中期末葉 大木Ю

44
A010 Q

1層 深 鉢 胴～底きる
LR縦 ,胴下半 :無文
平底 , ミガキ 中期末葉 大木10 (282) (225) 治土粗

A010 Q
1層 深鉢 日～胴部 平縁

日 :無文,顕 :横位沈線,

胴 :LR縦 ミガキ 中期末葉
大木10? (172) (136) 後期初頭 ?

A010  Q
1層 深鉢 口縁部 平縁 刺突列,異条異節 ミガキ 中期末葉

原体要検討

RA010 Q
1

埋土上位 深鉢 口縁都 平縁
LR縦→沈線区画一磨消縄
文

横 ミガキ 中期後葉 大木 9

RA010 Q
5

埋土上位 深 鉢 月同～底 部
胴 :LR縦 →沈線区画→磨
消縄文,底 :平底

縦 斜ミ
ガキ 中期後葉 大木 9 11( (164)

R A010 Q
5

埋土上位 深鉢 口 ～胴 部 平 縁 口 :無文,胴 :RL維
ミガキ

,

焼はじき

多

中期末葉 大木10 (264) (293)

R A010 Q
2

と～ 2層 深 鉢 胴 部 RLR縦 →隆沈線 横 ミガキ 中期中葉
大木 8b
新

R A010
6

Q 2層 深 鉢 口縁部 波状口縁
口端にLR?lll圧、貼付隆
線→亥」み目

横 ミガキ
中期中葉 円筒上層

C～ d

R A010
5

2層
ミニチュ

ア
口 ～ 胴 部 平 縁 日 :LR狽 J圧 , 胴 :LR櫻 横 ミガキ 中期前葉

木

？

大

ｂ
2層 炭化材層上付近て
ヨ土

路
A010 Q

1～ 2層 深鉢 日縁部
小波状 ,

弁状突起
単軸絡条体第 5類→貼付隆
線

横ナデ 前期後葉 勺面スス少

54 R A010 床面直上 深 鉢 日縁部
平縁 ,カ
み目

横位貼付隆線 (隆線上に指
頭圧痕文),単 軸絡条体第
1類→沈線文

横ナデ
前期後葉 ※大木 5の 中では古ψ

段階か

R A010 Q
8

埋土下位 深鉢 日縁部
小波状日

縁
単軸絡条体第 5類 貰ナデ 前～中期

RA010 Q
10

埋土下位 深鉢 日縁部 平 縁

単軸絡条体第 lA類→横位
貼付隆線 (隆 線上に指頭圧
痕文 )

横ナデ 前～中期 大本 6～ 7a

R A010 Q
10

理上下位 深 鉢 伺部 単軸絡条体第 lA類 ナ デ 前～中期

R A010 西

壁際
埋土 中 深 鉢 口縁部 ? 貝殻腹縁文→沈線文

貝殻条痕

文
早期中葉

白浜～寺
の沢

R A011 炉 6層 深鉢 胴 部 平行沈線文→ RLR縦 縦 ミガキ
中期後～

末葉

太木 9～
10

R A011 床面下位 深鉢 単軸絡条体第 5類 中期末葉
二次焼成受ける
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R A01l P
P7 3a層 深鉢 日縁部 平縁 単軸絡条体第 1類 中期末乗

R A01l P
P7 理上下位 深 鉢 月同言Б

LR統一it線区画→ ミガキ

(磨消縄文 )

横 ミガキ
中期後諜

大木 9?

R A011 土

坑 1
4層 深 鉢 回縁部 平 縁 RL横 ミガキ 前期前葉 域維多

R A01l Q
6

la層 深鉢 胴部
沈線 区画→ LR(充 填絹

文 )

維ケズリ 中期末葉 大木10

R A01l Q
2

1層 深鉢 胴部
沈線 区画→ LR(充 填雅

文)→ ミガキ
横 ミガキ 中期末環 大木10

A012 Q 未直 (2
暮下位 )

深 鎌 胴 部 沈線→ RL縦 , ミガキ 横 ミガキ 中期末葉 大木10

A012 Q ぐ

位

直

下

未

菖
日

深 鉢 胴 部 RLR縦 ,沈線区画 横 ミガキ 中期後葉 大木 9

A012 Q 禾直 (2
詈下位 )

深鉢 胴部
Ｌ

文
R ivl→ 沈線 区画→暦消縄

横 ミガキ 中期後業 大木 9

A012 Q 未面 (2
詈下位 )

深鉢 回縁都 平縁 RL縦 横ナデ 中期末葉

R A012
3

Q 2層 下位 深 鉢 胴 部
沈線区画→単軸絡条体第 1

類

ミガキ,

焼はじき
少

中期末葉 大木 10 ホ面スス多

R A012
3

Q 2層 下位 深鉢 口縁郡 平縁
沈線区画→単軸絡条体第 1

類→ ミガキ
ミガキ 中期末葉 大木10

穆
R A 012
4

Q 壁際土 (を

層下位 )

深 鉢 日縁部 平 縁
RLR縦 ,日 縁幅約1 5cr

無文
横 ミガキ 中期末葉 大木10

胃
R A012
2

Q 2層 中位 深 鉢 口縁部 平 縁 R L YIE 横 ナデ
中期末葉

Й
R A012
2

Q 2層 深鉢 胴部
半軸絡条体第 1類一沈線区

画→磨消縄文
ミガキ 中期末葉 大木10

'卜

面スス少

R A012
2

Q 2層 深鉢 日縁部 平縁
日縁無文 (幅 約2 5cm),R
LR縦 横 ミガキ

中期末葉

R A012 B
―B'ベ ルト

2層 深鉢 胴 部
単軸絡条体第 1類→沈線区
画→磨消縄文

ミガキ 中期末葉 大木 10

R A012 Q
ユ

壁際土 深 鉢
Ｌ

文
R維→沈線区画→磨消縄

横 ナデ 中期後葉 大木 9 勺面スス多※C-2

R A012 Q
2

1層 下位 深 鉢 RLR斜 ,沈線区画 中期後葉 大木 9

R A012 A
―A'ベルト

1層 深鉢 単軸絡条体第 5類 ミガキ 中期末葉 胎土の様相からは中身

後半 と推定

R A012 A
―A'ベルト

1層 深鉢 胴部
黄位 隆線→ 円形 の貼付 文

(刺 突文), LR縦,沈線
横ナデ

後期初頭
門前 ?

R A012 A
―A'ベ ルト

1層 深 鉢 日縁部 山形状
貼付隆線 (起点に円形の刺

突文)→側縁に沈線文

頂下に逆
ノの字状
の貼付

後期初頭 門前 ?

R A012 A
―A'ベルト

1層 深鉢 日縁部 山形】夫
貼付隆線 (起点に円形の刺

突文)→側縁 に沈線文

頂下に縦

位貼付文
後期初頭 門前 ?

R A012 A
―A'ベルト

1層 深 鉢 月同言Ь 沈線文,ボタン状貼付文
後期初頭

門前 ?

84
R A012 A
―A'ベルト

1層 深鉢 日縁部

平縁 ,口
唇吉Бlこ亥」
み

刺突文 (貝 殻腹縁文 ?)→
横位沈線

早期中葉 白浜

R A012 B
―B'ベ ルト

1層 深鉢
回～胴部上

半
波状 口縁

日:貼付隆線 (起点に円形の

刺突文),沈 線文 (ク ランク

状),頸 :横位貼付隆線 (隆 線
上に刺突文),胴 :L維

横 ミガキ 後期初頭

R A012 A
―A'ベ ルト

1層 深鉢 日縁部 平縁 単軸絡条体第 5類 横ナデ
後期初頭

R A012 土

坑
底面 深 鉢 丹同著[

RL縦→沈線区画→磨消縄

文
ミガキ 中期末葉 大木10

RA012 Q
4

床下土功
埋土中

深 鉢 胴 都
LR縦→沈線区画→磨消縄

文→沈線引 き直 し(部分的)

横ナデ 中期後葉 大木 9 勺面スス少

R A013 炉

炉内埋土

(埋 め戻

し土 )

深鉢 胴都
RL維 →沈線文→ ミガキ

(磨 消縄文 )

中期後業 大木 9

R A013 炉

炉内埋土

(埋め戻

し上 )

深鉢 胴 部
RL縦 →沈線文→ ミガキ

(磨 消縄文 )

中期後葉 大木 9 勺面スス多※C-3

R A013 埋土中 深鉢 回縁部 平縁
口縁無文 (幅 約 3 cm),R
LR維 横ナデ 中期末葉 大木10

本面二次焼成,R A01
2出土 と遺構間接合 ,

)2と 同一

R A013 埋土 中 深鉢 口縁部 RLR縦 横ナデ 中期末葉 大木10 )1と 同一

V 出土遺物
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93
A014 Q

2層上位 深鉢 RL縦 横 縦 ケズ リ
中期末葉

94
R A014 Q
3

2層 上位 深 鉢 RL縦 中期末葉

R A014 Q
3

2層 上位 深 鉢 口縁 平縁 単軸絡条体第 1類 横ナデ
前期後葉

96 R A015 埋土 中 深鉢 RLR縦 横 ナデ
中期末葉

97 R A015 埋土 中 深鉢 単軸絡条体第 5類 横ナデ 後期 ?

98 R A015 埋土 中 深鉢 日縁部

波状日縁

頂部に指

頭圧痕文

単軸絡条体第 1類 横 ナデ
前期後葉

99 R A015 埋土 中 深 鉢 回縁部
平縁,折
り回縁

祐付隆線→隆線倒縁にとR
則圧

横ナデ 中期前葉 大木 7b

100 R A015 埋土中 深鉢 口縁部 平 縁 尤線,刺突文 横 ナデ
中期前葉 大 木 7

b? 大木 7a?

R A017 炉
炉内埋設
土器 1

深鉢
RLR統 一it線区画→磨消
健文

横 ミガキ 中期末棄 大木10 (143)
本面胴下半 内面胴下
羊スス中

R A017 炉 炉内埋設
土器 2

浜 鉄 日縁部 平縁
ヨ :RL維 →沈線区画→磨
肖縄文

横 ミガキ 中期末葉 大木 10 ※C-4

R A017 炉
新炉 Ⅱ室
埋土

深 鉢 同部 LR縦 中期

104
RA017 Q
4

床面 深鉢 口縁 部 平 縁
LRL斜 →沈線区画→磨消
縄文→沈線引き直 し

黄ナデ 中期後葉 大木 9

R A017 P
itl 1層 深鉢 日縁部 平縁

キ
リ

ガ
漆

黒色 顔 料 塗 布
横ナデ

中期後 ～

末葉

大木 9ヽ
10

106 R D l16 1～ 2層 深鉢
胴下半～底
言[

胴 :RL縦  斜,底 :網代
痕

横 ケズ リ
中期末葉

(200) 94 106

107 R Dl16 埋土 中 浜 鉢
コ～胴部上

半
日唇欠損 ナ デ 後期前葉

108 RDH6 11層 深鉢 無文 (素 面), L R斜 横 ナデ 後期前葉

109 R D 125 1層 深鉢 日縁部 平縁 LR? 横 ミガキ 中期

R D 131 理土 中 深 鉢 回 ～ 胴 部 波状日縁
日:LR横 →貼付隆線→2条
のとR狽 !圧 ,胴 :LR横 斜

横 ミガキ 中期前葉 大木 7b (153) (148)

R D131 埋土中 深鉢
胴下半～底
部

LR横 斜 ,胴 下半無文 (磨

消縄文),底 :平 底 .ミ ガキ
横 ミガキ

中期末葉
11 (140)

R D132 1層 深鉢 沈線区画→ RLR→ ミガキ
中期末葉

大木10? 1層 (南狽Jの 石の下 )

R D136
埋土下位

(2層 )

深鉢 胴部 LR Rと 非結東羽状縄文
頭

翻

，

単副
繊維多※上川名 ?

R D 136
埋土中位

(1層 )

深 鉢 月同言К下半 無文 (ミ ガキ)

頭鞠

？

ユ副
破維 ?

R D137 埋土 中 深 鉢 口～胴都
平縁,台
状突起

日～胴 :単軸絡条体第 lA
類

前期後葉 大木 5 19 75 (2225)

R D140 埋土上位 深鉢 胴部
沈線 区画→ LR(充 填縄
文 )

ミガキ 中期末葉 大木10

R D140 埋土中位 深 鉢 平行沈線, LR横 ミガキ 晩期後葉 大洞A?

R D 143 埋土 中 深鉢 沈線→ LR維→磨消縄文 横削 り 中期後葉 大木 9

R D 143 埋土 中 深 鉢 口縁部

平縁,小
突起,日
唇に沈線

回端に刻み目 横 ミガキ
晩期後ヽ

末葉

R D 147 埋土中位 深鉢
LR縦→沈線区画→ ミガキ

(磨 消縄文 )

横 ミガキ 中期後葉 大木 9

R D 147 埋上下位 深鉢 口縁部
小波状口

縁
L側圧,LR横 ミガキ 中期前 ～

中葉

122 R D 148 1層 深 鉢
しR縦→沈線→磨消縄文→

先線引き直 し
ミガキ 中期後葉 大木 9

123 R D149 埋土 中 深外 口縁部 平縁 尤線 資ナデ 中期中葉 大木 8a

R D150 2層 深 鉢 口縁部 平 縁 単軸絡条体第 4類 ? ナ デ 中～後期

R D151 2層 深 鉢 胴部 単軸絡条体第 5類 中期末葉

R D 151 1層 深鉢 LRL?縦 中期末葉

埋土 中 深 鉢 3/3完 形

中空把手
4単位 ,

副突起 4

単位

中空把手下 :LR縦→沈線
文→磨消縄文 (変形 Y字状
のモチーフ),副 突起下 :

連鎖状隆起線文十ボタン状

貼付文,LR縦 →蛇行文

報
キ
靴
キ

ロ
ガ
胴

ガ

後期初頭
一制
Ⅱ

門

ヽ
(348)
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128 R D 156 埋土 中 鉢
口～胴部上

半
平縁 回 :羊歯状文 ,胴 :LR横 横 ナデ 晩期前葉 大洞BC

R D156 埋土 中 注目土器 羊歯状文,三叉文 晩期前葉 大洞 BC

R D 156 埋土 中 皿 ? 口縁部 B突起 LR横 ミガキ 晩期中葉 大

１

R D 158 埋土 中 一霊 日縁部 日唇欠損 LR横→沈線文 ミガキ 後期前葉

R D160 1層
付

？

台

鉢 台部 RLR縦 ,隆沈線 中期後葉 大本 9 (30)

R D 160 1層 深鉢
LR横→沈線区画→磨消絹

文→沈線引 き直 し
横 ミガキ

後期中葉

R D161 2層 深鉢 LR→沈線文 横ナデ 後期前葉

R D161 埋土 中 深 鉢 打同音偲 RL横 ?→沈線文 横 ナデ 後期前葉

R D 163 埋土 中 深 鉢 口縁都 波状日縁 S字】大文 横 ナデ
後期初頭

R D 163 里土 中 深鉢 口～胴部

折

日

縁

返

平

り

縁

回 :沈線文,胴 :単軸絡条

体第 1類
横 ミガキ

後期初頭
～前棄

R D 163 埋土 中 深鉢
口～胴部上

半

小波メ夫回

縁

日

胴
無文,頸 :横位沈線 ,

単軸絡条体第 5類
横 ミガキ 後期初頭

R D 163 埋土 中 深 鉢 口縁部 平縁 単軸絡条体第 5類 横ナデ 後期

R D 163 理土 中 深 休 口縁部

微波状回

縁,折 り

返 し口縁

LR縦 →沈線文 横 ナデ
後期初頭
～前葉

R D 163 埋土 中 深鉢 口縁部 日唇欠損 RLR縦 →沈線文 横 ミガキ
後期初頭
～前葉

142 R D 163 埋土 中 深 鉢 日～月同部 波状 日縁
口 :RL縦→沈線文+刺突

文,胴 :RL縦 横 ミガキ 後期初頭

143
下０３

坑

Ｈ

土

Ｒ

部 埋土 中 深 鉢 ミガキ 後期初頭

144
下０３

坑
Ｈ
土

Ｒ
部

埋土 中 深鉢 LR縦 後期初頭

R H034 2層 深鉢 月同著Б RL縦 焼イよじき
中期後葉

R■ 034 2層 深鉢 LR縦 横 ナデ
中期末葉

R H 034
検出面付

近
鉢 日縁 部

平縁,突
起

羊歯状文, LR横 横 ミガキ 晩期前葉 大洞 BC

R H 035 Ⅳ層 深 鉢 口～胴部 口唇欠損
口

文
L横→沈線文,胴 :無

(ミ ガキ)

横 ミガキ 後期中葉
十腰内 2

R H035周 辺 Ⅳ層 深鉢 口縁都 平縁 無文 ミガキ 後期中葉

R H035 Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 LR横→磨消縄文→沈線文 横 ミガキ 後期中葉
109と 同一個体 の可能

生あ り

R H036 Ⅳ層 深鉢 口縁都 波状日縁 RL横→沈線文 ナ デ 後期前葉

152 R H037 Ⅳ層 深然 口縁都 平縁 無文,沈線文 ナ デ 後期初頭

153 R H037 Ⅳ層 深鉢 単軸絡条体第 5類→沈線文 ナ デ 後期初頭

1望 R H039 Ⅳ層 深外 口縁部 波状回縁
頂部から縦位貼付隆線→沈
線文

隣 ミガキ 後期初頭

155 R H039 Ⅳ層 深外
胴下半～底

部
同 :RL縦 ,底 :網代痕 ミガキ

後期初頭

156 R■ 042 Ⅳ層 一車 略完形 波状 口縁

口～胴 :沈線モチーフ→ R
L LR(充 填縄文)→沈

線引 き直 し(部 分的),底 :

やや上げ底,RL LR

践ナテ 後期前葉 (54) (915) 也文は 2種類使用

157 R1042 Ⅳ層 不明 不 明 LR 従ケズ リ
後期初頭 (88)

158
R H 048
部上坑

下
埋土 中 深外 単軸絡条体 第 1類 ナ デ 後期 ?

159
R H048
部上坑

下
埋土 中 深 鉢 票体不明 後期 ?

160
R H049 下

部上坑
埋土 中 深鉢 しR横→平行沈線 横 ミガキ

後期中葉

R■ 050 集石下位 深鉢 口縁部 平縁 しR横 横 ミガキ
後期中葉

162 R P006 深鉢 月同～底部
LR縦,底 :や や上げ 中期末葉

(186) (89)

V 出土遣物
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R P007 1層 浅鉢 1/2完形 平縁
]～ 胴 :沈線文 ,

ミガキ
底 平底

ミガキ ,

日縁裏側
に沈線全

周

弥生前井 青木畑 ? 16 61

R P 007 1層 高台付働 台部
平行沈線 (3条 )に よるモ
チーフ 横 ミガキ 弥生前期 青木畑 ? (105) (91) 本面赤色顔料塗付

R X001 Q
4

3層 深鉢 胴～底都
胴

底
単軸絡条体第 5類

,

平底, ミガキ
前期後葉 91

R X001
1

Q 埋土 中位

(2層 )

深鉢
口～胴部上

半
日唇欠損

日 :LR横 →沈線,頸 :櫻

位隆帯→縦位短沈線,胴 :

LR縦→沈線
横 ミガキ 中期中葉 大木 8a

R X 001
4

Q 埋上下位

(2層 )

深鉢 口縁部 平縁
RLR統 →沈線文→磨消飛
文

横 ナデ 中期末葉 大木 10

168
R X 001
4

Q 埋上下位

(2層 )

深 鉢 回縁部 平縁 ?
RLR統 →沈線文→磨消寝
文

横ケズ リ 中期後葉 大木 9

169
R X 001
4

Q 埋上下位

(2層 )

深鉢 日縁部 波状 日縁 貼付隆線→ LR側圧 横 ミガキ 中期中葉 大木 8a

R X001
4

Q 埋上下位

(2層 )

深鉢 日縁部 耳状突起 貼付隆線→ LR側圧 ? ミガキ 中期中莱 大木 8a

R X001 埋上下位 深鉢 節引文 横 ミガキ 後期 ?

172
R X001
1

Q 1唇 深鉢
沈線区画→ RL(充 填森
文)

横 ミガキ 中期末葉 大木10 付面 スス中※ C-5

X001 Q
1層 一宣 顕 ～月同言[

顎 :LR横 →沈線モチーフ
→磨消縄文,胴上 :LR斜
→沈線モチーフ→磨消縄文
胴中～下 :LR横 →横位 2

条平行沈線

横 ミガキ 後期前葉 0)

174
X001 Q

1層 鉢 口～胴部 平縁
日 :羊歯状文,胴 :LR横
胴下半ほど無文

枝 ミガキ 晩期前葉 大洞 BC (138) (77) 4) 外面スス少

X001 Q
1層 台付 鉢 台部 沈線, ミガキ 晩期後葉

81 (44)

176 R X001 埋土上位 深 鉢 日 ～ 胴 部 平縁
口～胴 :RLR縦 →沈線区
画→磨消縄文

横ミガキ 中期後業 大木 9 (180) (140)
文様モチーフは長楕

「
形文 と 2個 の楕円形技
の繰 り返 し

177 R X001 埋土上位 深鉢 回緻 部 波状日縁 LR側 圧 中期前葉 大木 7b

178 R X001 埋土 中 深鉢 口縁部 日唇欠誓 貼付隆線→ LR側圧 ミガキ 中期前葉 大木 7b

R X001 Q
2

埋土中 深鉢 日縁部
波状回縁

弁上突起

突起下に円形の透か し,沈
線

ミガキ 中期中葉 大木 8a

R X002 Q
3

埋土 中 深鉢 LR縦 0段多条
LR横

前 期 前

葉 ?

R X 002 Q
1

埋土 中 深鉢 口縁部 平縁 単軸絡条体第 lA類 枝 ナデ 前期後葉

182
R X 002
3

Q
埋土 中 深鉢 日縁部

平縁,突
起 (頂部
に 刺 突
文 )

斜位の集合沈線→横位平行
沈線→沈線間に刺突列,※
縦位貼付隆線の剥落痕あ り

横ナデ 中期初頭
大本 7a

異系統 ?

183 R X002 埋土中 深鉢
LR縦→沈線区画→磨消fl

文
横 ナデ 中期後葉 大木 9

R X 002 Q
1

埋土 中 深 鉢 日縁部 波状 口縁

波頂下に隆線による渦巻文
LR縦→貼付隆線→隆線の

側縁 ミガキ,補修孔 1個
横ナデ 中期後葉 大木 9

R X002 埋土 中 深 鉢
口～胴部上

半
平縁

‥
終

胴

填
，
充

、］
′ヽ

６ｃ

Ｒ期画↓Ｌ器
猟
経
＞↓

日
沈

文
貰ナデ 中期末葉 太本 10

R X002 埋土中 深鉢 日縁部
小波状 日

縁
沈線文.刺突文 横 ミガキ

中期末葉
内面スス中※C-6

R X002 埋 上 中 鉢 口～胴部 日唇欠損

口 :LR横一三又文,胴 :

胴上半 に LR横 一 三 叉文
(部分的に磨消縄文),胴

下半無文

横 ミガキ 晩期初頭 大洞 B (75)

188
X003 Q

埋土 中 深外 日縁部 平縁
無文,横位貼付隆線 (隆線
上に刺突文 )

ナ デ
前期後～

中期初頭

R X 003 Q
4

埋 土 中 深鉢
L RII→ 隆沈線 に よるモ
チーフ 横 ミガキ 中期中葉

大木 8b
新

大木 8b新段階,内面
スス微

R X003 Q
4

埋土 中 深鉢 阿部
LR縦一沈線区画→磨消縄
文→沈線引 き直 し

ナデ,焼
はじき 中期後葉 大木 9 勺面スス少

R X003 Q
5

埋土 中 深 鉢 日縁部 平縁 LR→沈線区画 横 ミガキ 中期後葉 大木 9

192
R X003 Q
4

埋土中 深鉢 口縁部 波状日縁
沈線文 (逆 U字状,早蕨状
長楕円形 ?)→刺突文, L
R縦→ ミガキ

横 ミガキ 中期後葉 大木 9 184 (103)
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193
K003 Q

埋土中 深鉢 口縁部 平縁
LR縦→沈線文→磨消紀文
→沈線引 き直 し

横 ミガキ 中期末葉 大木10

194
R X003 Q
4

埋土 中 深鉢 月同音焉 しR縦 斜
ミガキ,

焼はじき 後期初頭
206と 同一個体。接蕉
なし。

R X 004 東
狽‖

埋土 中 深 鎌 口 ～胴 部 回唇欠損

口 :単軸絡条体第 lA類
頭 :横位貼付隆線 (隆 線上
に指頭圧痕文),胴 :単 軸
f4条 体第 lA類→貼付文

指ナデ 前期後葉 大本 5

196
R X 004 西

部
埋土 中 深 鉢 国縁 部 平縁

横位平行沈線→沈線間に刺
突列→斜位の集合沈線

ケズリ 中期 初頭 大木 7a 異系統 ?

R X 004 西

部
埋土 中 深 鉢 月Π部 RL統 一沈線 による弧状文 横 ナデ 後期初頭 蛍沢式並行

198
R X 004 東
狽廿

埋土中 深鉢
口～胴部上

半
波状口縁

口 :RL横 →沈線文→磨消
縄文→沈線引き直 し,顕 :

横位平行沈線,胴 :RL横
横 ミガキ 後期前葉 十腰内 1

R X 004 西

狽‖
埋土 中 深 鉢 回縁部

小波状日

縁
沈線区画→ LR(充 填縄

文)→沈線引 き直 し
ミガキ 後期前 葉 十腰 内 1

200 R X005 埋土 中 深鉢 打同言Б 0段多条 LR横 ナ デ
前期前棄

域維多

R X005 埋土 中 深 鉢
回～胴部上

半
平 縁

日 :無文→横位貼付 隆線
(隆線上に刺突文),胴 :

多軸絡条体 ?側圧
横 ナデ

前期後葉
大木 5? 胎土に小礫多 ,202と

同一

202 R X005 埋土中 深鉢 多軸絡条体 ?側圧 横ナデ
前期後葉

大木 5? ,01と 同一

203 R X005 埋 土 中 深 鉢 単軸絡条体第 lA類 縦 ナデ 前期 〕07と 同一

20甦 R X005 埋土 中 深鉢 口～胴部

波状回線

折 り返 し

回縁

日 :沈線文,刺突文,胴 :

LR縦 横
ア^
キ

ナ

ガ

横

ミ 後期初頭 (374) (256)

196と 同一個体。接点
なしだが,合体 して示

す。

R X007 埋土上位 深鉢 LR横 前期前葉 誠維 中

206 R X007 埋土上位 深鉢 LR? ナ デ
前期前葉

就維少

207 R X007 埋土中 深鉢 胴部 単軸絡条体第 lA類 維 ナデ 前期 ,03と 同一

12号柱穴状土

坑
埋土 中 深鉢 口縁部

平縁,刻
み目

横位沈線 (複数条,浅め ) 横 ナデ
晩期末葉

209
17号柱穴状土

坑
埋土 中 深鉢 口縁都 平縁 RLR縦 積 ナデ

中期末棄

123号柱 穴状
土坑

埋土 中 深鉢 日縁部
平縁,日
唇面取 り

日端に刻み目,単軸絡条4
第 lA類横

前期前菜
～中葉

白座 ?

159号 柱 穴状
土坑

埋土 中 深鉢
日～胴部上

半
口唇欠損

日 :無文,連鎖状隆起線文
+ボ タン状貼付文,胴 :単

軸絡条体第 5類
ナ デ 後期初頭

188号 柱 穴状
土坑

埋土 中 浜鉢 口縁部

波状口縁

突 起 (上

面観「の」
字状 )

連鎖状隆起線文,渦巻文 ナ デ 後期初頭

258号 柱 穴状

土坑
埋土 中

注目土器
径起線文 ケズリ 後期後葉 新地式 ?

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 大形深鉢 3れ完形 平縁

日 :単軸絡条体第 lA類→

横位貼付隆線 (隆線上に指

頭圧痕文)→貼付隆線によ

る円文 (隆線上に指頭圧痕
文,施文単位は 5?),胴 :

単軸絡条体第 lA類 ,底 :

平底基調 (や や上げ底 )

横 維ナ
デ 前期後葉 大木 5

中央部捨て場 Ⅱ～Ⅳ層 朱鉢 口～胴部 波状口縁
日～胴 :単軸絡条体第 lA
類

横 ナデ 前期後葉 大木 5 (260) (252)
突起は台状 とよじれた

タイプの 2種

中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深 鉢 日 ～胴 部

縁

起

単

，指

文

肺
腰
４
り
祉
疎

波

台

く

位

頂

頭

回～胴 :単軸絡条体第 lA
頌

横ナデ 前期後葉 (225) (264)

中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 革軸絡条体第 lA類 維 ケズ リ 前期後葉 (140) (285)

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 日～胴部 平縁 日～胴 :単軸絡条体第 lA類 横ナデ 前期後葉 (178) (250)

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 日縁部

平縁,日
唇にす旨頭
圧痕文

単軸絡条体第 lA類 前期後葉 大木 5?

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 月同言Б 単軸絡条体第 lA類 ナ デ
葉帷

，

単副

V 出土遺物
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中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢
口～胴部上

半
平縁

日 :単軸絡条体第 lA類
,

顕 :横位貼付隆線 (隆線上
に指頭圧痕文),胴 :単 軸
絡条体第 lA類

資ナデ
前期後葉

222 中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 胴部 単軸絡条体第 lA類 前期後葉

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 口 ～胴 部 平縁

日 :無文 (横 ナデ),横位

貼付隆線 (陸線上に指頭圧
痕文),胴 :単 軸絡条体第
5類 ?

横ナデ 前期後葉 (314) (337)

224 中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 1カ 完形 不 明
日～胴 :単軸絡条体第 5森
底 :平底,ナ デ

前期後葉 (120) (29,0) 句面胴下半スス少

中央部捨て場 lll～ Ⅳ層 深 休 日～胴部

平縁,日
唇に指頭
圧痕文

口～胴 :単軸絡条体第 5襲 前期後葉 (140) 4)

中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 胴 ～底部
胴

底
単軸絡条体 第 5類 ,

やや上げ底】犬?
前期後葉 (1105) 桐下半スス少

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 架鉢 日縁部

波状口縁

(頂部に

指頭圧痕

文 )

単軸絡条体第 5類 前期後葉

中央部捨 て場 Ⅲ～Ⅳ層 深外 日縁都 台状突起
突起部に指頭圧痕文,単軸
絡条体 第 5類 →貼付 隆線
(隆線上に沈線 )

横ナデ 前期後葉 大木 5

229 中央部捨て場 Ⅱ～Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁 ,亥 !

み目
単軸絡条体第 5類 横 ナデ 前期後葉 大木 5?

中央部捨 て場 Ⅳ層 深 鉢 口縁部 波状口縁 単軸絡条体第 5類→沈線文 前期後葉 大木 5? 大木 5の 中では古い段
階か若 しくは大木 4式

中央部捨 て場 Ⅳ層 深 鉢 日緑音[ 波状 口縁 単軸絡条体第 5類→沈線文 前期後葉 大木 5? 太木5の古い段階かぞ
しくは大木4式

中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 胴 部
単軸絡条体第 5類→鋸歯状

文
前期後葉 大木 5? み41と 同一個体 ※大木

5の 中では古い段階か

中央部捨て場 Ⅳ層 深 鉢 胴部
単勒絡条体第 5類→鋸歯淋
文

前期後葉 大本 5? (本 5の中では古い段

皆か若 しくは大木 4式

234 中央部捨て場 El～ Ⅳ層 深鉢 回～胴部平縁，日勒］的

口～胴 :単軸絡条体第 1寿
→賄付隆線 (隆線上に指雰
圧痕文,横位隆線か ら接霧
して縦の波状文 )

横ナテ 前期後葉 大木 5
234～ 237 239同 一個

体。接点なし。

中央都捨て場 lll～ Ⅳ層 深 鉢 口 ～胴 部 口唇欠損

日～胴 :単軸絡条体第 1毒
→貼付隆線 (隆線上に指牙

「
t痕文,横位隆線か ら接覇
して円文 )

横ナデ 前期後葉 大木 5
234～ 237 239同 一個

体。接点なし。

中央部捨 て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 口～胴部

平 縁 ,日
唇に孝旨頭
圧 痕 文

(部分的 )

口～胴 :単軸絡条体第 1類
→賄付隆線 (隆線上に指頭
圧痕文,横位隆線から接続
してV字状文 )

廣ナデ 前期後葉 大木 5
ど34～237 239同 一犯

本。接点なし。

中央部捨て場 lll～ Ⅳ層 深鉢 日 ～胴 都

平 縁 ,日
唇に指頭
圧 痕 文
(部分的 )

口～胴 :単軸絡条体第 1類
→貼付隆線 (隆線上に指頭
圧痕文,横位隆線から接続
して円文 )

横 ナデ 前期後葉 大木 5
多34～237 239同 一t
休。接点なし。

中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深 鉢
回～胴部上

半
平 縁

口 :単軸絡条体 第 1類 ,

顕 :横位貼付隆線 (隆 線上
に指頭圧痕文),胴 :単軸
絡条体第 1類

横ナデ 前期後葉

中央部捨て場 狙～Ⅳ層 深 鉢 胴部
単軸絡条体第 5類→鋸歯以

文
前期後葉 大木 5? 334と 同一固体 ※大本

5の 中では古い段階か

240 中央部捨て場 Ш～Ⅳ層 深 鉢 口縁部
平縁,面
取 り

単軸絡条体第 1類一貼付隆

線 (隆線上に刺突列 )

前期後葉
大木 5? ※大木 5の 中では古ヤ

Fx階か

中央部捨て場 ]～ Ⅳ層 深鉢 胴 部 多軸絡条体
前期後葉

242 中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深 鉢 口 ～胴 部 平 縁 単軸絡条体第 1類 ? 前期後葉 (143) (150) 阻礫多

中央部捨て場 Ⅱ～Ⅳ層 深 鉢 1/2完 形 波状 口縁
口～胴 :多 軸絡条体,底 :

平底
前期後葉 (192) 122 27〔

内面日～胴スス少※C
-7

244 中央部捨て場 lll層 深 鉢 口 ～ 胴 部 波状口縁 口～胴 :多軸絡条体 ナ デ 前期後葉 太木 5 (200) 160) 日縁内面にスス少

245 中央部捨て場 Ⅳ層 深 鉢 回 ～胴 部

波状口縁
口唇に刺

突列,波
頂 部 に

ドーナツ

形の突起

日 :貼付隆線による波状文
(頂下がV字状,隆線上に

指頭圧痕文),胴 :LR結
節付統

ナ デ 前期後葉 大木 5 (271) (266) 内外面スス少

246 中央部捨て場 Ⅳ層 深 鉢 口 ～胴 部

日

状

突

指

痕

灘
お
ぷ
＝
圧

，

小

縁

突

起

頭
文

日～胴 :L片 末端縦 前期後葉 大木 5
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中央都捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁
横位貼付隆線 (隆線上に刺

突文)→ LR縦 賞ナデ 前期後葉

中央部捨 て場 Ⅱ～Ⅳ層 深 鉢 日縁部

突起 (突

起上に刺

突文 )

景J落 横ナデ 前期後葉 大木 5

中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深 鉢 日～底部 口唇欠損

回 :結節回転文,頸 :横位

陸線→隆線上 隆線側縁に

刻み目列, 胴 :LR Rと
非結束 羽状縄文縦 ,RR
L?縦→結節回転文 (部 分

的),底 :やや上げ底状

前期後葉
円筒下層
b

(2915) 破維 中

250 中央部捨て場 Ⅱ層 深鉢 回縁部
縁

目

平

み
貝殻条痕文→貝殻腹縁文 ,

刺突文
ミガキ 早期 中葉 寺の沢

中央部捨て場 V層 深鉢 胴部 無 文

貝殻条痕

文 (部分
的 )

早期中葉 金雲母 中。252と 同一

個体。

252 中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 胴部 無 文

貝殻条痕

文 (部 分
的 )

早期中葉 金雲母 中。251と 同一

個体。

253 中央部捨 て場 阻～Ⅳ層 深 鉢 底 部 LR,尖 底
頭翻

ワ

ユ副 馘維多

254 中央部捨て場 巴～Ⅳ層 深 鉢 口縁部 平 縁 革軸絡条体第 1類 ? 横 ナデ 前期前葉
木

？

大

ａ
戯維 中

中央部捨て場 Ⅳ～V層 深鉢 回縁部 平縁
組状縄文 ?→単軸絡条体第
1類側圧

横ナデ 前期前葉 誠維多

256 中央部捨て場 Ⅱ～Ⅳ層 深鉢 0段多条 LR横 前期前葉
競維多

中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 胴部 0段 多条 LR横 前期前葉 哉維多

258 中央部捨て場 ■～Ⅳ層 深鉢 胴部 LR横 前期前葉
誠維多

中央都捨て場 Ⅳ層 深 鉢 胴 部 L R RL結束羽状縄文横 横 ナデ 前期前葉 披維多

中央部捨て場 Ⅱ～Ⅳ層 深鉢 回縁部 平縁 縦位綾繰文 横 ナデ 前～中期

中央部捨て場 Ⅳ層 深 鉢 回縁都 平縁 単軸絡条体第 1類 前～中期 葺母多量混入

中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢
回～胴部上

半
波状口綴

口 :RL横 →貼付隆線 (棲

位連結渦巻文),頸 :横位
2条貼付隆線,胴 :RL縦

横 ミガキ 中期中葉
大木 8a
新

中央部捨 て場 Ⅲ～Ⅳ層 深 鉢 月同音Б RLR縦 →隆沈線 ミガキ 中期中葉
大木 8b
新

中央部捨て場 Ⅳ層 深」
‐
I 胴 部 RLR縦 → 隆沈線 ミガキ 中期 中葉

大木 8b
新

265 中央部捨て場 Ⅲ～Ⅳ層 深鉢
日～胴部上

半
平縁

日 :沈 線文,頸 :枝 位貼付隆

線 (達鎖状),胴 :RL斜 横ナデ 後期初頭

266 中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 沈線 による流水文 ミガキ 後期前葉 367 268と 同一個体

267 中央部捨て場 Ⅳ層 深鉢 口縁部 平 縁 沈線 による流水文 ミガキ 後期前棄
ど66 268と 同一個体

268 中央部捨て場 Ⅳ層 深 鉢 月同言Б 平 縁 沈線 による流水文 ミガキ 後期前葉
366 267と 同一個体

269 中央部捨て場 Ⅳ層 不 明 脚 部 無文 後～晩期

5 Xllk Ⅳ層 深鉢 日縁部

平縁,外
削 ざ状 ,

口唇に刻
み目

沈線文 ミガキ 早期中葉 明神裏□
271  272 273 274と
同一個体

271 5X8i Ⅳ～ V層 深鉢 月同音ト
貝殻復縁文 (連 続多段状 )

沈線文
ミガキ 早期中葉 明神裏 □

:70  272  273  274と

司一個体

5X8i Ⅳ～ V層 深鉢 月同著Б
貝殻復縁文 (連続多段状)

沈線文
ミガキ 早期中葉 明神裏 □

フ0 271 2硲  2密 と
司一個体

273 5X7k Ⅳ層 深鉢
貝殻復縁文 (連 続多段状 )

沈線文
ミガキ 早期中葉 明神裏凪

η0 271 2i2 2密 と

司一個体

274 5X7 V層 深鉢 月同音Б
貝殻復縁文 (連 続多段状 )

沈線文
ミガキ 早期 中葉 明神裏 皿

」Ю 271 2722勾 と
司一個体

5X7j V層 深鉢 平行沈線,貝殻腹縁文 ミガキ 早期中葉 物見台

276
5X7j～ 8

〕
Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 平行沈線,貝殻腹縁文 ミガキ 早期中葉 物見台

4W19g Ⅳ層 深鉢 貝殻腹縁文 ミガキ 早期中葉

4W%h Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 貝殻腹縁文
早期中葉

279 5X7j Ⅳ層 深 鉢 底 部 LR?,尖 底 (乳 頭状 ) 早 期

5X9k～ 9

1

Ⅳ層 深鉢 底都
底 :LR横  斜,尖底 (乳

頭状 )

前期初頭

V 出土遺物
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2Y21b Ⅳ層 深 鉢 LR斜 頭胸

？

学副
両面に縄文あ り

282 5X4 Ⅳ層 深鉢 回縁部 平縁 0段多条,LR棲 ミガキ 前期前葉 大本 1? 哉維多

283
5X6f～ 7

f
Ⅳ層 深鉢 日 ～胴部 不 明 維

縁

Ｌ

口

Ｒ
不整撚糸文,胴部 :

前期前棄
木

，

大

ａ

繊維多,284と 同一 lE

体

284
5X7h～ 8
h

Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁,日
唇面服 り

‥
縦

縁

Ｌ

日

Ｒ
不整撚糸文,胴部

前期前葉
本

？

大

ａ

敦維多量,283と 同
団体

5X8f～ 8
g

Ⅳ層 深 鉢 RLR横 ミガキ 前期前葉 跛維多

286 5X7g Ⅳ層 深 欲 RL横 ミガキ 前期前葉 競維多

287
5X7h～ 8

h
Ⅳ層 深 鉢 日縁部 平縁 単軸絡条体第 4類 ? ミガキ

前期前葉
鼓維多

288 5X9h Ⅳ層 深 休 胴部 RLR横 前期前葉
城維多,大木 1式の可

セ性

289
5X13k～ 14

k
Ⅳ層 株 鉢 口～胴都

小波状口

縁

口

胴
単軸絡条体第 1類

,

LR横
前期前葉

競維多

5X7j～ 8

,

Ⅳ層 深鉢 0段多条LR横 前期前葉 疵維多

5X6j Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁,回
唇面取 り

LR横 ミガキ
葉姉

，

一削
破維多

5X8h～ 8
Ⅳ層 深 鉾 口縁 部

小波】犬,

日唇面取
LR横 (結節あ り) 横 ミガキ

前期前葉
誠維多

第 6ト レンテ
表土～35

深 鉢 口 ～胴 都 平縁
単軸絡条体第 1類横 ,

0段多条, LR横 横ナデ
前期前葉

誠維多,※時期要検言

294
5X6f～ 7

f
Ⅳ層 深鉢 RLR横 前期前葉

誠維中

5X13k～ lJ

k
Ⅳ層 深鉢 L R横,指圧痕

前期前葉
競維中

296
5X7h～ 8
h

Ⅳ層 深 鉢 しRL縦 ナ デ 前期前葉 誠維少

297 5X7h Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁,日
唇に刺突
列

RLR横 横 ナデ 前期前葉
繊維少 ,298と 同一個

体

298 5X7k Ⅳ層 深鉢 日縁部
平縁,日
唇に刺突

アJ

RLR横 横 ナデ 前期前葉
繊維少,297と 同一個

体

5X7g Ⅳ層 深鉢 底部 底 :網代痕 前期前葉

5X7h～ 8

h
Ⅳ層 深鉢 底部 底 :木葉痕

前期前葉
木葉痕

5X41～ 5

1

Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁,日
唇面取 り

LR横 横ナデ 前期前葉

3X14x Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 不整撚糸文 前期前葉 大木 23 戯維中

303 5X7h Ⅳ層 条鉢 口縁部

平縁,日
唇面取 り

末」突文

LR縦 横 ナデ
前期前葉
～中葉

自座

304
5V7y 凧

倒木
Ⅳ層 深 鉢 回縁部

平 縁 ?

(花弁状 )

日唇部に

沈線

口端に指頭圧痕文 ,

条体第 5類→貼付文
上に沈線文 )

絡

付

軸

貼

単

く 横ケズリ 前期後葉 大木 5

305 第 9ト レンチ Ⅳ層 深鉢 日 ～胴 部 平縁

口 :単軸絡条体第5類 ,胴 :横

位隆線 (隆線上 に指頭圧痕
文),単軸絡条体第5類

ケズリ,

ナデ 前期後葉

3Y13b Ⅳ層 深 鉢 口縁部
花弁状日

縁
半軸絡条体第 5類 前期後葉

3Yla Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 革軸絡条体第 1類 (LR) ナ デ 前期 ?

308 第 6ト レンチ Ⅳ層 深鉢 日～顕部 平縁
ヨ :縦位賄付隆線,沈線文

冥 :横位平行沈線
横 ミガキ 中期初頭 大木 7a

4W23h～ 23
lll～ Ⅳ層 深鉢 日縁部 平縁

クランク状文 (区 画内波獄
文 )

横 ミガキ 中期 中乗 大木 8a

3X12u～ 13
Ⅲ層 深 鉢 婦部 隆沈線 による渦巻文 ナ デ 中期 中葉 大木 8b

2Y13j Ⅳ層 深 鉢 口縁部
小波】大回

縁
RLR縦 →隆沈線 横 ミガキ 中期中葉 大木 8b

2Y16k～ 2(

k
Ⅳ層 深鉢 RLR横 →隆沈線 ナ デ 中期中葉 大木 8b

2 Yllk Ⅳ層 深鉢 略完形 波状口縁
R L Rilt→ 隆沈線 底 :剥

落多
積 ミガキ 中期 中葉

大木 8b
新

(211) 23 5

5X61 Ⅳ層 深 鉢 2/3完 形 波状口縁 指ナデ 中期後葉 大 木 9 (135) 52 1385
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2Y12v Ⅳ層 深鉢 1/2完形

小波状口

縁 (4単
位 )

日～胴 :0段多条 LR維→

沈線区画→磨消縄文,底 :

平底 . ミガキ
横 ミガキ 中期後業 太木 9 185

2Y22v Ⅳ層 果鉢 口縁部 平 縁
Ｌ

文
R縦→沈線区画→磨消縄

横ナデ 中期後葉 大木 9

317 2A12a Ⅳ層 集鉢 日縁部 波状日縁 R LR縦 → 沈線 区画 ミガキ 中期後葉 大木 9

318 2 Yllv Ⅳ層 朱鉢 口縁部
小波状口

縁

口端に渦巻文, RLR縦 →

隆沈線
横 ミガキ 中期後葉 大木 9 勺面スス多※C-9

5X7h Ⅳ層 深 鉢
沈線区画→ LRL(充 填縄

文)

ミガキ,

剥落中
中期 末菜 大木 10

5X8i Ⅳ層下位 深鉢
沈線 区画→ LR(充 填縄

文 )

ナ デ 中期末葉 大木 10

第 6ト レンチ Ⅲナi::: 深鉢
LR縦→沈線区画→磨消縦

文→沈線引 き直 し
中期末葉

大木10?

322 5X5g Ⅳ層 深 鉢
単軸絡条体第 5類→磨消縄

文→沈線

中期末葉
大木10新 後期初頭の可能性 も彦

る

2Y10x Ⅳ層 深鉢 国縁部 波状回縁 沈線文,刺突文 ミガキ 中期末葉 大木10新

5Wlh Ⅳ層 深 鉢 日縁部 中空突起 貼付隆線,刺突文 中期末葉 大木 10 (116) 大木10式新段階 ?

3X13a 14
x 9t lll～ Ⅳ層 深鉢 回縁部 平縁

LR縦→沈線区画→ ミガキ

(磨消縄文)→沈線引き直
し (著Б分的 )

中期末葉 大木 10 ※後期初頭 ?

5X13j～ 14
Ⅳ層 深鉢 3/4完 形

小波状日
縁

口:無文,波 頂下に円形刺突
文 (縦位 ,胴 部上半 まで続
く),月同:LR横 斜 縦→沈

線文 (倒 卵文,Y字 状文,蛇
行文)→磨消縄文→沈線引
き直 し?,底 :欠損

上

ミ
胴

下

ミ

却

鞘

ｉ

ヽ
珊

キ

ロ
半

ガ

中
半

ガ

後期初頭 門前 Ⅱ (389) 波状口緑 文様の単位
は 5単位 ?

2Y16f Ⅳ層 深鉢 口縁部

波状回縁

頂部 1こ 弟J

突文

RLR縦 →沈線区画→磨消
縄文→文様の起点にボタン

状貼付文

ナ デ 後期初頭
門前 Ic

2Y18g Ⅳ層 深鉢 口縁部 波状口縁

L?縦→沈線文→磨消縄技
→ボタン状貼付文,縦位斑

行文

ミガキ 後期初頭
問前 Ic

卯遠坂道跡出上 に類り

2Y18o Ⅳ層 深 鉢 日縁きБ 波状 日縁
沈線文,刺突文,ボタン状

貼付文
横 ミガキ 後期初頭

門前 Ic

2Y24a 風倒木 深 鉢
国～胴部上

半
平 縁

日 :沈線文 (弧 状文),ボ
タン状賄付文,1同 :LR縦 横ナデ 後朗初頭

2Y13y Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁
RL縦 ,ボタン状貼付文+
窒線

陵チデ 後期初頭

2Y16h Ⅳ層 深鉢 胴部
L?縦→沈線文→r_i消 縄文
→ボタン状貼付文

ミガキ 後期初頭
133 338と 同一個体 ,

幻前 Ic?

2Y16h Ⅳ層 深 鉢
L?縦→沈線文→磨消縄文
→ボタン扶貼付文

ミガキ 後期初頭
)32 338と 同――個体 ,

幻前 Ic?

334 2Y14u Ⅳ層 深 鉢 口縁 部 平縁 ?
平行沈線 (3条 1単位 )

ボタン状貼付文
ナ デ

後期初頭

2Y15k Ⅳ層 深 鉢
RL→沈線文→磨消縄文→

沈線引 き直 し
横 ミガキ

後期初頭 宮戸 Ib

336 2Y18m Ⅳ層 深鉢 把手 弓形の凹部,沈線文
後朗初頭

2Y20e Ⅳ層 深鉢 日縁部 回唇欠損 しR縦→沈線文 横ナデ
後期初頭

338 2Y16h Ⅳ層 深 鉢
口～胴部上

半
波状 口縁

口 :無文,横位貼勾隆線 (隆

線上 に短沈線),胴 :L?
縦→沈線文→磨消縄文

ミガキ 後期初頭
332 333と 同一個体
門前 Ic?

339 2Y19e Ⅳ層 一霊
L RiI→ 沈線文→磨浦縄文
(ラ子々 )

後期初頭 〕40と 同一個体

2Y19e Ⅳ層 堕 ?
LR縦→沈線文→磨消縄文
(所々)

後期初頭 ,39と 同一個体

341 2Y15u Ⅳ層 深 鉢 国縁部 波状 口縁
単軸絡条体第 1類→沈線文
渦巻文,刺突文

横 ナデ 後期初頭 卵速坂遺跡出上に類初

342 2Y20f Ⅳ層 深 鉢 日縁部 波状日縁 平行沈線 に よる弧状文 後期初頭

343 2Y23a 風倒木 深 鉢 日縁部 波】大口縁
沈線文 (倒 卵状 のモチー

フ)

ミガキ 後期初頭

第15ト レンチ 水田床土 深鉢 連鎖状隆起線文, RL縦 横 ミガキ 後期初頭

2 Ⅳ層 深鉢
日ヽ胴部上

半
波状口縁

口 :沈線文,縦位短沈線(2
列), 胴 :LR縦 ナ デ 後期初頭

2A17b Ⅳ層 深 鉢 口縁部

折

口

縁

返

平

り

縁
無文 (素 面),沈線文 ナデ 後期初頭

第12ト レンチ 水田土 深鉢 口縁都 回唇欠損
貼付隆線 (隆線上に刺突文 )

沈線文
後期初頭

V 出土遺物
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2Y13y Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁 ,折
り返 し回

縁

4E文,沈線文 横 ミガキ 後期初頭

2Y14u Ⅳ層 深鉢 口縁部 波状回縁 貼付隆線,刺突文 横ナデ 後期初頭
勺タト面黒色の付着杉
(ア スファルト?)

350 2Y14w Ⅳ層 決 鉢 口縁部

平縁,折
り返 し回

縁
沈線,単軸絡条体第 5類 ナ デ 後期初頭

第12ト レンチ Ⅳ層 ? 深鉢
単軸絡条体第 5類→貼付隆
線

後期初頭

352 2Y19f Ⅳ層 深鉢 口縁部 平 縁 単軸絡条体第 1類→沈線文 横ナデ 後期初頭

353 2Y13y Ⅳ層 士軍 月同音Б 流水文 横 ミガキ
後期初頭

3Y14a Ⅱ層 深鉢 日縁部 波状日縁
LR縦一沈線文→貼付隆線
→ボタン状貼付文

横 ミガキ
後期初頭
～前葉

355 2Y10t Ⅳ層 深 鉢 口縁部 平縁
沈線文 (連続 S字状文)→
ボタン状貼付文

横 ナデ
後期初頭
～前葉

2Y10t Ⅳ層 深鉢 口～胴上半 口唇欠損

口 :無文→ LR側圧 (純位 )

頸 :LR側 圧 (横 位),胴 :

LR横
横 ミガキ

後期初頭
～前葉

2Y15k Ⅳ層 深鉢
日～胴部上

半
平縁

日

胴
無文,頸 :LR側 圧 ,

LR糖 横 ミガキ
後期初頭
～前葉

358 2Y21f Ⅳ層 深 鉢 口 ～顕 部 平 縁
日 :無文 (ミ ガキ),頸 :

RL倒圧
横 ミガキ

後期初頭
～前葉

2Y21h Ⅳ層 深鉢
日～胴部上

半
平 縁

ヨ :LR横 ,頸 :LR側 圧

同 :LR
後期初頭
～前葉

2Y22t Ⅳ層 深鉢
口～胴部上
半

平縁
口:LR横 ,無文,頸 :L
R laJ圧 , 丹同:LR横 隣ミガキ

後期初頭
～前葉

2 Alla I層 深 鉢 口 ～胴 部 平縁
回

桐
無文,頸 :LR側 圧,

LR横 陵ミガキ
後期初頭
～前葉

2 Ylly Ⅳ層 深 鉢
口～胴部上

半
波状 口縁

口

胴
無文,頸 :LR倒 圧 ,

LR斜 ミガキ 後期初頭
～前葉

363 2Y15k Ⅳ層 深鉢 日縁部 平縁 ?
円形刺突列,LR横 ,沈線
文

横 ミガキ
後期初頭
～前葉

364 2Y16k Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁 無文→ LR側 圧 ミガキ 後期初頭
～前葉

3X12( Ⅳ層 深鉢 日縁部 波状 口縁 RL横→沈線文 刺突文 横 ミガキ 後期前葉 十腰内 1

366 3X12x Ⅲ層 深 鉢 日縁部 波状口縁 LR横→沈線文 横 ミガキ 後期前葉 十腰内 ]

2Y16i Ⅳ層 一亜 日縁部 平縁 をR横→沈線文 横 ミガキ 後期前葉

368 2 Ⅳ層 深 鉢 日縁都 波状口縁 RL横→平行沈線,刺突文 横 ミガキ 後期前葉 ※新山権現社類似

2Y13v Ⅳ層 深鉢 口縁部
平縁,段
状

RL横→平行沈線 (4条 ユ

単位),補修孔
ナデ 後期前菜 ※新山権現社類似

3紹Э 2Y10x Ⅳ層 深鉢 口縁部 波状日縁 RL横→沈線文 ミガキ 後期前葉 内面スス多※C-8

2Y13u Ⅳ層 深鉢 口縁部 平 縁
沈線モチーフ (沈線間に刺
突文 )

横 ミガキ 後期前葉

2Y23r Ⅳ層 深 鉢 回縁部 波状日縁 LR→沈線文→磨消縄文 横 ナデ 後期前葉

373 2AHa I層 深鉢 口縁部 LR横→磨消縄文→沈線文 横 ミガキ 後期前葉

374 2 Al13 I層 深鉢 日縁部
波状日縁

突起
RL横→磨消縄文一沈線文 ミガキ 後期前葉 勺面 スス中

375 2Y10ソ I層 壺 ? 顕～胴上半

顕 :無文,胴 :RL横 →沈
線文→磨消縄文→沈線引 き

直 し (部 分的)

後期前葉 (40)
阿部上半は意図的に切

新されていると思われ

る。

376 2Y14u Ⅳ層 深鉢 日縁部 平 縁 LR横→沈線文→磨消縄文 横 ミガ キ 後期前葉

2Yユ 4u Ⅳ層 深鉢 口縁部 波状口縁 RL横→磨消縄文→沈線文 横 ミガキ 後期前葉 Ⅲ面スス少

2Y3w Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁
Ｌ

文
R縦→平行沈線→磨消霜

贖ナデ 後期前葉

2Y10y Ⅱ層 深 鉢
LR横→磨消縄文,赤色顔
料塗布

陵ナデ
後期前葉

380 2Y12y Ⅳ層 士更 胴部 LR綻→磨消縄文→沈線文 後期前葉

2Y13y Ⅳ層 深鉢 日縁部
波状口鰐

刻み目
LR縦→磨消縄文→沈線文 横ナデ 後期前葉

382 2Y13y Ⅳ層 深 鉢 口縁都

平縁,台
状突起 ,

口唇部に

LR

LR横→磨消縄文→沈線文 横ナデ 後期前葉 ※新 山権現社類似

2Y8x Ⅲ層 鉢 日縁部 平 縁 LR横→磨消縄文→沈線文 ミガキ 後期前棄
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384
2Y10y～ 11

y
Ⅳ層 深 鉢 回縁部 波状日縁 LR横→磨消縄文→沈線文 橋ミガキ 後期前葉

2Y14u Ⅳ層 深 鉢 口縁 部 波状口縁 RL横→沈線文,磨消縄文 横 ナデ 後期前菜

2Y12y Ⅳ層 台付土器 台部 LR
後期前葉 (54) (51) 打ち欠き痕あり

2Y13y Ⅳ層 台付土器 台部 LR,穿 孔部 (3ケ 所 )

後期前葉
(56) (36)

388 2Y15u Ⅳ層 深鉢 1/3完形
大波状 ロ

縁

日 :無文 (ミ ガキ), LR
横→沈線文,胴 :無文 (ミ

ガキ),底 :平底,ケズ リ

ミガキ 後期中葉 (258) (73) ■面スス少

3Y3f Ⅳ層 朱鉢 口縁部 波状口縁 LR斜→刺突列→沈線文 ミガキ 後期中葉

3X2ソ Ⅳ層 一

括土器
,霊鉢 略完形 平 縁 横 ミガキ 後期中葉 (269) 10を

2Y18e Ⅳ層 深鉢 口縁部 口唇欠損 日端無文, LR→沈線文 ミガキ 後期中葉

2A14b I層 深鉢 国縁 部 小波状ロ 無文 ,
RL横 →沈線支 横 ミガキ 後期 中葉

393 2Y14w Ⅳ層 深 鉢 口縁部 平縁
日端無文 (約 2 5cm),LR
横→横位平行沈線

横 ミガキ 後期中葉

394 2Y13x Ⅳ層 深 鉢 日縁部 波状日縁 無文 ,
しR横→沈線文 ミガキ 後期中葉

2Y13u Ⅲ層 鉢 1/2完形 平 縁
日 :無文,胴 :沈線文,無
文

横ナデ 後期中葉 (119)

2Y14u Ⅳ層 台付鉢 ? 口～胴部 平縁
口 :無文,胴 :LR横 ,胴
下半 :無文

横 ミガキ 後期中葉

2Y15w Ⅳ層 浅鉢 1ん完形 平縁
回 :無文,胴 :LR横→沈

線文
横ナデ 後期中葉

398 2Y18x Ⅳ層 一重 口縁部 平縁 口端無文,RL横 →沈線文 横 ミガキ 後期中葉

399 2Y15w Ⅳ層
土日

？

柱

器 日～胴部
小波状口

縁,突起
LR横→沈線文→ ミガキ ナ デ 後期中葉

3Y6q Ⅳ層 深鉢 日縁部
波状回縁

突起
LR→沈線 横 ミガキ 後期 中葉

401

2X13y 12
y 試掘トレ
ンチ

Ⅳ層
沈線 区画→ LR(充 填癬

文)→ ミガキ
後期中葉

2A15b I層 注 目土器 l同 ～底部

胴上半 下半沈線モチーフ
ー LR充填縄文一沈線引 き

直 し,※ S字状の帯縄文部

分は磨消縄文

ナ デ 後期中葉 3( (75)

403
5X8h～ 8

Ⅳ層 深 鉢 口縁部 波状日縁
LR横→沈線→磨消縄文→

沈線引 き直 し (部分的に)

横 ナデ 後期中葉 十腰内 3

404
3X12v～ 13

Ⅳ層上面 深鉢 口縁部 平縁 LR横→沈線文→磨消縄文 横 ミガキ 後期 中葉 十腰内 3

3X14s lll～ W層 深鉢 胴～底部
胴 :LR横 →沈線区画→磨

消縄文,底 :や や上げ底
後期中葉 4

2Y18d Ⅳ層 深鉢 回縁 部 平 縁
LR横→沈線区画→磨消縫

文→沈線引 き直 し
横 ミガキ 後期中葉

2Y23a 風倒木 深鉢
口～胴部上

半
口唇欠損

ヨ :LR横→磨消縄文→沈

泉文,頸 ～胴 :LR横→平

〒沈線

ナ デ
後 期 中

葉 ?

408 2Y15u Ⅳ層 深鉢 口縁部 波状 口縁 LR横→磨消縄文→沈線文 横 ミガキ 後期中葉 10 411と 同-4団体

409 2Y14u Ⅳ層 深鉢 胴部 LR横→磨消縄文→沈線文 責ミガキ 後期中莱
t50と 同一個体 の可軒

陛あ り

2Y14u Ⅳ層 深 休 LR横→磨消縄文→沈線文 奮ミガキ 後期中葉 11 408と 同一個体

2Y15u Ⅳ層 深然 LR横→磨消縄文→沈線文 横 ミガキ 後期中業 10 408と 同一個体

2Y15u Ⅳ層 深鉢
RL→沈線→磨消縄文→沈

線引 き直 し (部分的)

蓑ナデ 後期中葉

2Y3w Ⅳ層 重 ?
LR横→沈線文→磨消縄文
→沈線引 き直 し

ケズリ 後期中葉

2A16d Ⅳ層
土口

？

い圧
器

胴 部
祐瘤,刻み日,RL→ 磨消

篭文 ?→沈線文
ケズリ 後期中葉

3Y7m Ⅳ層 栗鉢
口～胴部上

半

平縁,日
唇にLR LR横 陵ミガキ 後期 中葉

416 2A17b Ⅳ層 壺 ? 口縁部 波状日縁
回端 に刻み目 (2列 ), L
R横 斜

ケデ

リ

ナ

ズ 後期中葉

2Y15w Ⅳ層 深鉢 突起 無文,穿孔部 ミガキ 後期中～

後葉

2Y16i Ⅳ層 壺 口 ～胴 部 平縁 ? 口～胴 :無文 (ミ ガキ) 横 ミガキ
後期中～

後葉

2A16d Ⅳ層 一豆
沈線区画→ LR(充填縄文 )

→沈線引き直 し→ ミガキ
後期中～

後葉

V 出土遺物
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3Y12w 13
b 13d Ⅳ層 深 休

LR横→沈線区画→ ミガキ

(磨消紀文 ?)→沈線引 き
直し

横ミガキ 後期後葉 十腰内 4

2Y19j Ⅳ層 深鉢 回縁部 ? 口唇欠損 LR横→沈線文→磨消縄文 横ナデ
後期後葉

422 2Y19k Ⅳ層 深 鉢 沈線→ LR(充 填縄文 ) 橋 ミガキ
後期後業

423 2A12a Ⅳ)i:!' 深 鉢 日縁部 波状 口縁 張瘤 . L 後期後葉

2A15b I層 深 鉢 日縁部 平縁

無文, LR横→沈線区画→

磨消縄 文→ 沈線 引 き直 し
(部分的 )

後期後葉

3Y9h Ⅳ層 深鉢 略完形 平縁
束結非Ｒ

底
Ｌ
平

Ｌ
底

‥
文

胴

縄
一
状

日
羽 横ミガキ 後期後葉

81 33 1

2A18d Ⅳ層 深 鎌 口縁部 平縁
沈線 区画→ LR(充 填 霜
文)→ ミガキ

横 ミガキ 後期後菜

2A16c Ⅳ 層 深 鉢 2/3完 形 平縁
0段多条LR横→沈線モ
チーフ→磨消縄文

横 ミガキ 後期後業 (350)

428 2Y23o Ⅳ層 深鉢 日縁部 口唇欠損
沈線 (入組文)→ LR(充
填縄文)→張瘤

横 ミガキ 後期後葉
十腰内 5

併行

2Y21r Ⅳ遷 略完形 平縁

日 :無文,顕 :沈線,貼付
隆線,刺突文,胴 :無文 ,

底 :上げ底状
後期後葉 1 17 1

2Y15v Ⅳ層 士笙
沈線文→ LR(充 填縄文 )

→沈線引 き直 し
横 ミガキ 後期後葉

2Y20r Ⅳ層 士霊 口縁部 ? 沈線文,張瘤 後期後葉

432 2Y13y Ⅳ層 注目土器 隆起線文 後期後葉 新地式 ?

433 3X12s Ⅳ層
人面付土

器
突起部

眉と日は粘土紐貼付 , 目は

刺突

細めの沈
線による
モチーフ

耳裏刺突
文

後期後葉
(555)

3Y13g Ⅳ層 深鉢
口～胴部上

半
平縁

日 :亥 Jみ ロテ」, 頚 :亥」み目
列+張瘤 (瘤 上に刺突文 )

]同 :RL
横ナデ

後期後ヽ

末葉
135と 同一個体

3Y13g Ⅳ層 深
/ilN

日縁部 平縁 ′1み 目列 横 ナデ
後期後～

末葉
能 と同一個体

436 3Y3p Ⅳ層 深鉢 胴 部 帝縄文,張瘤 ナ デ
後期後～

末葉

5X9o～ 15

h
I層 深 鉢 口縁部 平 縁

横位沈線 (2条 1単位 を移
数条)→刺突文

横ナデ
後期末葉

時期要検討

5X9m～ 10
Ⅳ層 深鉢 口縁部 平縁

LR縦→沈線→磨消縄文→

ヒレ状の突起付加
横 ミガキ

後期末葉
寺期要検討

439

‐２

レ
ｙ
掘

Ｂ
試

Ｘ

　
チ

Ⅳ層 深鉢 口縁部 平 縁 LR横→沈線文→刺突文 横ナデ
後期末葉

2Y21r Ⅳ層 浜 鉢 日縁部 平縁 短沈線 (刻 み)→沈線文 横 ナデ
後期末葉

坐 1 2Y22( Ⅳ層 深 鉢 日縁部 ? 日唇欠損
沈線による入組文 (区画内
刻み目)

後期末槃

2Y14w Ⅳ層 深 鉢 日縁部 平縁 LR横→平行沈線,刺突列 横 ナデ 後期

2Y18d Ⅳ層 深鉢 日縁都 平 縁 沈線による流水文 ミガキ 後期

444 2Y7s Ⅳ層 浅 鉢 略完形 平縁 口～胴 :無文,底 :平底 横 ミガキ 後期 (116) 5( (54)

2YZd Ⅳ層 台付鉢 脚 部 無 文 後 期 仰 働

446 2Y10w Ⅳ層 胴～底部 丹Π:無文,底 :やや上げ底状 繕 ナテ 後期 (76) 54

2Y13x Ⅳ層 霊 ? 胴 ～底部 同:無文,底 :平底 ,ミ ガキ 横ナデ 後期 64 (H7)
3X12y～ 14

Ⅳ層 深 鉢 底 部 木葉痕 後期 ?

3Y] Ⅳ層 深鉢
胴下半～底
音Б

平底,網代痕 後期 ?

450 2Y16f Ⅳ層 深鉢 底 部 吹 :網代痕 後期 ?

Y18j Ⅳ層 器台 ? 底都 吹 :脚部欠損 後期 ?

452 A13a V層 深鉢 底 部 個代痕→木葉」R 後期 ?

Y10y Ⅳ層 深鉢 底部 網代痕 後期 ?

454 2Y25y Ⅳ層 台付鉢 台部 台音「に透か し 後期 ? (71) (38)

5M13d Ⅲ～Ⅳ層 深 鎌
口～胴部上

半
平縁,B
突起

日 :三 叉文,顕 :横位 3条
平行沈線,胴 :LR横 横 ナデ 晩期初頭 大洞B

456 3X10t Ⅳ層 深鉢 日縁都
縁

起
平
突 LR横→平行沈線,三叉文 横 ミガキ 晩期初頭 大洞 B
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載

号

掲

呑 出土地点 層位 器種 部 位 日縁形状 文様 原体 その他 内 面 時 期 型式 日径 底 径 器 高 備考

3x13 I層 深 鉢 口縁 部
平縁,刺
突文

三叉文 横 ミガキ 晩期初頭 大洞 B

3X14x Ⅳ層 深鉢 口～頸部 □唇欠損 LR横→沈線文→磨消縄技 横 ミガキ 晩期初頭 大洞 B

3Yls Ⅳ層 深鉢 口縁部
小波状口

縁
沈線文,LR横 横 ナデ 晩期初頭 大洞 B

460 2Y23g Ⅳ層 深 鉢
口～胴部上

半
平 縁

日 :三 叉文,頸 :平行沈石

胴 :LR横 晩期初頭 大洞 B

3X12u～ 1〔

lll層 深 鉢 日～胴都 平縁 日 :三 叉文,胴 :LR横

胴

ミ

胴

　

キ

・離
ｉ
訛
ジ

日
上

ガ

下
斜

晩期初頭 大洞B

2Y23d Ⅳ層 鉢 ? 口縁部 平縁 突起,赤色顔料塗布 ? 横 ナデ
晩期初頭

463 2Y23x Ⅳ層 一車 回縁部
平縁,突
起

三叉文 横 ナデ 晩期初頭 大洞 B 勺外面スス多※ C-1

464 3Y81 風倒木 注口土器 沈線文 晩期初頭 大洞 B

465 3Y12w Ⅳ層 注 口土器 三叉文 ミガキ 晩期初頭 大洞 B

466 3Y13b Ⅳ層 注目土器 胴～底部 阿～底 :三叉文 晩期初頭 大洞 B

2Y15u Ⅳ層 注目土器 胴～底部 同 :沈線文,底 :平底 ケズリ 晩期初頭 4 74[ 内外面黒色の付着彰
(ア スファルト?)

2Y23d Ⅳ層 不 明 不 明 三叉文,透か し 晩期初頭 大洞 B 469470471と 同

個体

2Y23d Ⅳ層 不 明 不 明 三叉文、赤色顔料塗布 晩期初頭 大洞 B ８
体

４６
個

471と 同

2Y23d Ⅳ層 不 明 不 明 透か し 晩期初頭 大洞 B ８
体

４６
個

471と 同

471 2Y23d Ⅳ層 不 明 日縁部 辛縁
三叉文,透か し,赤色顔十

塗布
横ナデ 晩期初頭 大洞 B

辟

体

４６

個
470と 同

2A17d Ⅳ層 深鉢 日～胴部
平縁,B
突起

晩期前棄 大洞 BC 内外面 ス ス中

473
3Y3u～ 3

Ⅳ層 鉢
口～胴部上

半

平縁,B
突起

ヨ:羊歯状文,胴 :LR横 横 ミガキ 晩期前葉 大洞 BC 内外面スス多※C-11

474 2Y2〕 Ⅳ層 鉢 ? 口～胴都
平縁,B
突起

ヨ :羊歯状文,胴 :三叉文 横ナデ 晩期前葉 大洞 BC

475 2Y24j Ⅳ層 鉢 口 ～胴 部
平縁,刻
み目

ヨ :羊歯状文,胴 :LR横 晩期前業 大洞 BC 内外面スス多※ C一エ

476 2Y25t Ⅳ層 鉢 口 ～ 胴 都

小波状口

縁,B突
起,刻み

目

ヨ :沈線文,胴 :LR横 ミガキ 晩期前葉

477 2Y25y Ⅳ層
付

？

台
鉢 台 部 L R,羊歯状文 晩期前葉 大洞 BC 74 (37)

478 2 Ylly Ⅳ層 深鉢 口 ～胴 部 平縁
LR横 → 平行沈線 ,

LR横

ミ
ヽ
　

，
デ

積

キ

ナ

ロ
ガ
胴

晩期前葉
(244) (205)

479 3Y91 Ⅳ層 一璽 日 ～胴 部 平縁 羊歯状文 横 ミガキ 晩期前葉 大洞 BC

480 3Y91 Ⅳ層 注目土器 口縁部 平縁 羊歯状文,三又文 横 ミガキ 晩期前葉 大洞 BC

2Y22b Ⅳ層 注目土器 月同音[ 同都下半無文 晩期前葉 大洞 BC 同部上半の文様要検討

482 2Y22b Ⅳ層 注 国土器 丹同音Б 三叉文 晩期前葉 大洞 BC

483 2Y22t Ⅳ層 鉢 ? 不 明 しR→磨消紀文→沈線文 ナ デ 晩期中葉
大

１

484 2Y22w Ⅳ層 鉢 ? 口縁部
波状口傷
B突起

LR→沈線文 ミガキ 晩期中葉 大洞 Cユ

2Y24e Ⅳ層 浅鉢 ? 胴～底部
しR横→沈線モチーフ (雲

杉文)→磨消縄文
ミガキ 晩期中葉 大洞 C2

2Y22p Ⅳ層 皿 ? 日縁部 B突起 LR→沈線文
ミガキ

,

沈線
晩期中葉 大

２

2Y19j Ⅳ層 注 目土器 注目部 無文 晩期

2 Ylly Ⅳ層 注 目土器 注目部 無文 晩期 ?

2Y24h Ⅳ曙 皿 ? 胴
～

底 部 【文 晩期 ?

4M「24e Ⅳ層下位 深 鉢 日縁 部

波状口縁

(頂 部に

刺突 )

3条平行沈線

横 ミガキ

ロ縁裏側
に沈線

弥生前期

5V7y 風

倒木
Ⅳ層 壺 ? 口縁部

平縁,日
唇部に沈

線

沈線文
条

線
３
沈

位

行

横

平 弥生 ?

V 出土遺物
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載

号

掲

番 出土地点 層 位 器種 部 位 日縁形状 文様 原体 その他 内 面 時 期 型式 日径 底径 器高 備 考

R X001 南

北ベ ル ト
埋土 中 深 鉢 月同言L 単軸絡条体第 1類 中期末葉 大木 10 ※胎上分析 ]

1052
R X 002
3

Q
埋土 中 深鉢 しR→沈線区画→磨消縄文 ナ デ 中期後葉 大木 9 ※胎上分析 2

1053
R X 002 Q
1

理土 中 深鉢 LR→沈線区画→磨消縄文 横 ナデ 中期後葉 大木 9 ※胎 上 分析 3

10開
R X 003 Q
3

埋土 中 深 鉢 単軸絡条体第 lA類 前期後葉 ※胎 上 分析 4

1055
R X003 Q
5

埋土中 深鉢 日縁部 平 縁 LR→沈線区画 横 ミガキ 中期後葉 大本 9 ※胎上分析 5

R X 003 Q
4

埋土中 深鉢
沈線区画→ RLR(充 填飛
文 )

中期末葉 大木 10 ※胎上分析 6

R X 004 埋土 中 深鉢
沈線 による弧状文,起点に

円形刺突文
横 ナデ 後期初頭 <胎上分析 7

R X005 埋土 中 深 鉢 0段多条 LR横 ナ デ 前期前葉
大木 1ヽ

2a 誠維多 ※胎上分析 8

1059
R A007 Q
3

[層 深 鉢 単軸絡条体第 lA類 ナ デ 前期後葉 ※胎上分析 9

R A008 Q
2

埋土中 深鉢 貝殻条痕文→刺突文
早 期 中

葉 ?
物見台 ? ※胎上分析10

5X6g～ 6

h
Ⅳ層 深鉢

沈線 区画→ LR(充 填網
文 )

縦 ミガキ 中期末葉 大木10 ※胎 土 分析 11

1062 第 9ト レンチ Ⅳ層 深鉢 口縁部 台波状 口端無文, LR横 →沈線文 ミガキ 後期中葉 十腰内 2 ※胎上分析12

1063 中央部捨て場 コ～Ⅳ層 重 ? 日縁部
平縁,B
突起

羊歯状文 晩期前葉 大洞BC ※胎上分析 13

第11表 土製品観察表

載

号

掲

番 出土地点 層 位 器種 文様 特徴
長 さ 幅 厚 さ 重 量

備 考
g

RA012 Q3 底面 ニチュア土器 無 文 口径 (32) 底径33 器高465 27 56

502 R D156 理土 中 土偶 腰～右足部 (23) (235) 11

503 RE002 Q4 理土 中 耳飾 り 15× 21 21 (11)

R D 163 埋土 中 ニチュア土器 ミ径(275 器高 (37) 25 23

505 R D163 埋土中 粘土塊 指頭痕複数あ り 27 23 1387

RE002 Q4 埋土 中 鐸形土製品 2 55 10 69

PP
埋 土 不 明 刺突文、沈線 24 02 11 10 55

R H039 下部上坑埋土 土偶 胴 ～足音L (103) 55 72

R H039 下都
土坑

埋 土 円盤状土製品 2 95 8妥

R H042 Ⅳ層 ミニチ ュア土器 無 文 日径 (29) 嘆径 (10) 器高24

R H047 円盤状土製品 9 36

512 P P270 埋土 中 粘土塊 27 00

捨て場 4Xna Ⅳ層 斧状土製品 LR (615) 16 3514
265の大木 8a式 上器 と共

伴

捨て場4X12a
～12d

Ⅲ層 斧状土製品
RLR、 沈線、穿孔 (上端
0 9nm、 下端0 6rln)

(45) 21 39 70

捨て場4W9x
ヽ9y Ⅲ～Ⅳ層 円盤状土製品 47 21 16

捨て場4X12a
～12d

Ⅳ層 円盤状土製品 4 75 1 15 30 22

第 6ト レンチ Ⅲ層 ミニチュア土器
単軸絡条体第1類、補修孔
あり

日径 (52) 底径42 器高58 87 12
胎土中に繊維含 まず、前期

後葉 ?

2Y15w Ⅳ層 ミニチュア土器 無文 底径16 器高 (13) 1242

2Y19a Ⅳ層 ミニチュア土器 無文、四脚 (※ 残存は一脚 )

口径
05× 3遷

器高23 10 02

3Y5q Ⅳ層 ニチュア土器 無文 日徴 1 底径21 器高33 32 64

3Y13a Ⅳ層 ニチュア土器 口径 (42) 底径225 器高52 26 22
伴搬土器か らは後期初頭の

可能性あ り

522 2A14b 〔層 ミニチ ェア土器 無文 日径39 底径24 器高20 1683

523 2Y3v [層 土偶 左 ?足部 (29) (20) 23 1192

524 2Y12u Ⅳ層 土偶 3 05 3 85 1 55 1883

2Y13v Ⅳ層 土偶 足 部 (255) (16) 8 48
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敦
号

掲
番 出土地点 層位 器種 文様 特徴

長 さ 幅 厚 さ 重量
備 考

526 2Y14w Ⅳ層 土 偶 刺突文、沈線 (3 95) (185) 1348

527 2Y15g Ⅳ層 土偶 (44) (275) 15 12 59

528 2Y15g Ⅳ層 土偶 右足部、沈線 (285) 27 2 25 14 77

529 2Y15u Ⅳ層 土偶 545 2 35 47 95

530 2Y15y Ⅳ層 土 儡 (43) 21 35 90

2Y16h Ⅳ層 土偶 左肩都 (33) (35) (195) 17 95

2Y16u Ⅳ層 土 偶 右足部、刺突文 (44) (25) 1 85 169]

2Y19f Ⅳ層 土 偶

胴都、▼L房 2個 、円形の刺

突文が表面 と裏面の背中部

分に施文 される
(46) 36 22

534 2Y21u Ⅳ層 土偶 (45) 44 2 75 32 8] 首が斜めに付 く

535 2Y22b 風倒木 土偶 胴苦卜、 刺突文 (1015) (825) 180 83

2Y24e Ⅳ層 土偶
右足部、足裏に何 らかの痕

跡
(335) 21 14 09

2Y24r Ⅳ層 土偶 右足部 (425) 315 29 9逍

3Ylf Ⅳ層 土偶 骨同著[、  刺突文 (28) (315) 1 7 1230

3Y3e Ⅳ層 土偶

胴言Б、乳房 2個 、円形の刺

突文が表面 裏面 側面に

施文 される

37 1 05

540 2A15g Ⅳ層 土偶 胴～足音ト (78) 55 36 85

541 2 Y15 Ⅳ層 クマ型土製品 (32) (30) 14 8 47

5V4w Ⅳ層下位 土製耳飾 り 225× 22 2 25 05 19(高 さ) 6 95

5M12f Ⅲ～Ⅳ層 土製耳飾 り 28 0 55 7(高 さ)

2Y16i Ⅳ層 土製耳飾 り 3 95 41 19 28

545 2Y18f Ⅳ層 土製耳飾 り 6× 255 2 55 17(高 さ) 6 74

546 2A12a [層 土製耳飾 り 上面 に沈線 2条 3 55 10 8(高 さ)

547 2Y12 土製耳飾 り 15× 14 14 7(高 さ)

548 2Y211 Ⅳ層 鐸形土製品 沈線 (25) (23) 04 5 32

5X12i Ⅳ層 円盤状土製品 5 65 25 29

5X13j～ 14j Ⅳ層 円盤状土製品 1319

2Y3x Ⅳ層 円盤状土製品 3 35 8 95

2Y9x Ⅳ層 円盤状土製品 39 3 55 13 78

553 2Y13v Ⅳ層 円盤状土製品 3 65 11開

2Y14g Ⅳ層 円盤状土製品 47 19 53

555 2Y16h Ⅳ層 円盤状土製品 26 25 0 85 5 15

2Y16w Ⅳ層 円盤状土製品 26 2 95 4 77

557 2Y18f Ⅳ層 円盤状土製品 28 11

558 2A16c Ⅳ層 円盤状土製品 16 12

559 2A16d Ⅳ層 円盤状土製品 35 8 84

560 3Y13b Ⅳ層 円盤状土製品 11 28 02

3Y3u Ⅳ層 円盤状土製品 4 05 17 03

562 19号 トレンチ Ⅳ層 不 明 亥Jみ 目 2 85 23 03 1120 垂れ飾 り?

V 出土遺物

第12表 剥片石器観察表

載

号

掲

番 出土地点 層 位 器種 石質 産地 時代
長 さ 幅 厚 さ

備考 重 量

601 R A005 埋土中 石 鏃 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 32 21

R A005 埋土中 石 匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 54 57 1 25 23 85

603 R A005 覆土下位 スクレイパー 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 5] 34 1] 20 90

RA007 Q l 黒掲色土 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代 三畳 ～ジュラ紀 23

605 RA007 Q 3 1層 スクレイパー 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 36 85

RA010 Q 2 床面直上 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 325 17 2 26

RA010 Q 6 埋土中位 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 15 1 15

R A010 西壁際土 埋土 中 石 鏃 買岩 北上 山地 古生代 ～中生代 三畳 ～ジュラ紀 35 2 81

R A010 北壁際土 埋土 中 石錐 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 1 65 0 52

R A010 北壁際土 埋土 中 石 匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代 三畳 ～ジュラ紀 61) 13 29

-275-



載

号

掲

番 出土地点 層位 器種 石 質 産 地 時代
長 さ 幅 厚 さ

備考 重 量

R A010 P P23 埋土 中 石匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 15 47

R A010 西壁際土 埋土 中 石 匙 買岩 北上 山地 古生代 ヽ中生代三畳～ジュラ紀 31 94

RA010 Q5 2層 スクレイパー 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 3 75 と 2 40 38

R A010 西壁際土 埋土中 石飽 買岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 6 65 11 28 21

R A010 西壁際土 埋土 中 石 箆 買岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 7 15 25,50

R A0 Q3 床直 石鏃 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 (16) 1 45 0 67

R A01l PP8 1層 石 匙 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 43 19 421

R A011 炉 2層 スクレイパー 頁岩 耳ヒ上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 (58) 3 65 12 66

R A01l PPH 埋土 中 スクレイパー 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 31 92

620 R A012 炉 炉内 1層 スクレイパー 疑灰 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 831

R A012 PP] 埋土 中 スクレイパー 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 35 07

622 R A015 埋土 中 尖頭器 買 岩 北上 山地 古生代～中生代三畳ヽジュラ紀 1 65 07 5 03

R D142 埋土 中位 石 鏃 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 (23) 20 03 0 95

R D156 埋土 中 石 鏃 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 25 10 0 55 1 04

R E003 B― B'ベルト 2唇 石鉄 珪質頁岩 奥羽山lrk 新生代新第三紀 1 65 15 03 0 39

626 R E003 A― A'ベ ルト 1層 スクレイパー 赤色頁岩 北上 山地 中生代三畳～ジュラ紀 8 55 3 95 15 43 30

R H 037 Ⅳ層 尖頭器 赤色頁岩 北上 山地 中生代三畳～ジュラ紀 29 2 05 0 85 4 35

628 R H042 下位付近 スクレイパー 頁 岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 30 25 1] 7 33

RX002 Q3 埋土 中 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代ヽ中生代三畳～ジュラ紀 31 18

RX003 Q4 埋土中 石 鏃 買岩 北上 山地 古生代 ヽ中生代三畳～ジュラ紀 19 05

R X004 哩土中 石 匙 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 34 07 9 95

632
P P 194

理土
ピエス ェス
キーユ 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 0 65

P P286 埋土 石錐 買岩 北上 山地 吉生代～中生代三畳～ジュラ紀 2 75 1 65 06 2 04

中央都捨て場4W9v～ 9y
ベルト

1層 石匙 買岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 6 55 4 05 08 20 53

中央部捨て場 4X12a～ 12d ベ

ル ト
I層 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代 ヽ中生代三畳～ジュラ紀 4 45 0 35 2 34

中央部捨て場 4W6x Ⅱ～Ⅳ層 石 鏃 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 19 0 55 2 80

中央部捨て場 4W6x Ⅲ～Ⅳ層 石匙 頁岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 6 25 20 01

4W19h Ⅲ～Ⅳ層 石 鏃 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 13 0 35 0 65

4耶「25h Ⅱ～Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 17 03 と 63

4M「21h Ⅱ～Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 (20) 1 55 0 48

2Y6u Ⅳ層 石鏃 買 岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 (175) 0 95 04 0 38

2Y8x Ⅱ層 石鏃 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 (19) 14 03 0 48

2Y8x Ⅲ層 石 鏃 頁 岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 15 0 69

2Y9u Ⅳ層下位 石鏃 頁岩 】ヒ上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 22

2Y10t Ⅳ層 石 鏃 赤色頁岩 北上山地 中生代三畳～ジュラ紀 05 1 27

2Y10t Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 2 45 0磁

2Y13x Ⅳ層 石 鏃 貢 岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 18 03 0 60

2Y15x Ⅳ層 石鏃 貢岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 16 071

652 2Y17u Ⅳ層 石 鏃 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 19 1 1 02 0 27

653 2Y18g Ⅳ層 石鏃 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 2 35 と6 0 25 045

654 2Y20j Ⅳ層 石 鏃 頁 岩 北上山地 古生代 ヽ中生代三畳～ジュラ紀 0 85 0 25

655 2Y22e Ⅳ層 石鏃 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 (19) 12 03 051

656 2Y22e Ⅳ層 石鏃 メノウ 奥羽山RFk 新生代新第三紀 2 05 0望

657 2Y21f Ⅳ層 石 鏃 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 3 55 1 62

2Y23g Ⅳ層 石 鏃 赤色頁岩 北上山地 中生代三畳～ジュラ紀 25 13 0 49

659 2Y24a 風倒木 石 鏃 黒曜石 不 明 28 081

3Y12b Ⅳ層 石 鏃 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 29) 15 151

2A14a Ⅳ層 石 鏃 赤色 買岩 北上山地 中生代三畳～ジュラ紀 04

662 2A16c Ⅳ層 石 鏃 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 17 04 2 25

663 2A18c Ⅳ層 石 鏃 メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 24) 15 041

9号 トレンチ Ⅳ層 石 鏃 買岩 北上山地 古生代～中生代
=畳

～ジュラ紀 22 と 04

2Y8 lll層 石錐 買 岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 4 15 1 53

2Y12J～ 13」 Ⅳ層 石 錐 買岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 40 10 0 75 2 77
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2Y13v Ⅳ層 石鉾 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 14 04 1 27

668 2Y13x Ⅳ層 石錐 頁岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 42 2] 0 35 0 88

5X41～ 51 風倒木 石匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 4 35 13 28 19

5X61 Ⅳ層 石匙 頁 岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 52 6ユ 1.2 25 20

5X8i Ⅳ層 石匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳ヽジュラ紀 73 25 0 65 11 53

672 5 Xlll～ 1lj Ⅳ層 石匙 頁岩 北上 山地 古生代 ヽ中生代三畳～ジュラ紀 49 2 35 7 12

673 5 Xlll～ 1li 「v層 石匙 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳ヽジュラ紀 57 31 9 93

調査区南西部 表採 石匙 買 岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 24 07 6 83

4W23h 阻～Ⅳ層 石 匙 頁岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 33 12 27 77

676 2Y12u Ⅳ層 石 匙 頁 岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 1 45 05 3 08

2Y12u Ⅳ層 石 匙 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 65 08 11 39

678 2Y14u Ⅳ層 石 匙 頁 岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 6 75 4 25 10 22 81

2Y14w Ⅳ層 石匙 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 5 55 63 0 55 右端部欠損 15硲

2A13a 〔層 石匙 ? 頁 岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 91 1 25 47 07

5X9n Ⅳ～ V層 スクレイパー 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 18 57

5X13k～ 14k Ⅳ層 スクレイパー 夏 岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 46 1 65 65 15

4ヽV21f～ 21g Ⅲ～Ⅳ層 スクレイパー 頁岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 34 33

4W23h～ 23i Ⅲ～Ⅳ層 スクレイパー 買 岩 北上 山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 に 1) 87) 09 59 20

4ヽV24h lll～ Ⅳ層 スクレイパー 買岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 59 129 2 1 94 06

4W24j [層 スクレイパー 頁 岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 13 54

4ヽV25h I層 スクレイパー 買岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 0 85 16 88

2 Ylly Ⅳ層 スクレイパー 頁 箔 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 3 05 1 05 1223

2Y13t Ⅳ層 スクレイパー 頁者 耳ヒ上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 38 15 16 39

2Y14u Ⅳ層 スクレイパー メノウ 奥羽山脈 新生代新第三紀 265) 0 95 0 45 1 19

2Y15u Ⅳ層 スクレイアヾ― 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 53 23 85

692 2Y16e Ⅳ層 スクレイパー 頁岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 6 25 35 0 65 1619

2Y16f Ⅳ層 スクレイパー 赤色頁岩 北上 山地 中生代三畳～ジュラ紀 3 05 2 35 0 85 7 20

2Y19e Ⅳ層 スクレイパー 買岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 4 25 14 21

2Y20k Ⅳ層 スクレイパー 買岩 北上山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 15 17

2Y22b Ⅳ層 スクレイパー 買岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 5 25 06 32 99

3A2a Ⅳ層 スクレイパー 買岩 北上山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 68 23

第12ト レンチ Ⅳ層 スクレイパー 珪質頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 27 19

2Y15b Ⅳ唇 異形石器 頁岩 北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 49 32

2Y16k Ⅳ層
ピェス ェス
キーユ

頁岩
北上 山地 古生代～中生代三畳～ジュラ紀 2 75 2 15 5 88

2Y20h Ⅳ層 Uフ レ 黒曜石 不 明 3 25 1 85 3 05

702 2Y25b Ⅳ層 多面体石器 頁岩 北 ヒヽ山地 古生代 ～中生代三畳～ジュラ紀 2 55 2 75 2 05 121 32

V 出土遺物

第13表 礫石器観察表

載

号

掲

番 出土地点 層位 器種 石 質 産地 時代
長 さ 幅 厚 さ 重 量

備考
g

招Э3
R A005 B― B'
ベルト

2層 (T層 ) 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 (98) 73 55 570 74

‐
04 R A005 Ⅳ層 特殊磨石 花商閃緑岩 北上 山地 中生代自亜紀 145 27 624 19

紹D5 R A 006 Ⅳ層 磨石 花商閃緑岩 北上 山地 中生代自亜紀 120 3 1 572 07

706 RA008 Q2 埋土 中 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長 野峠付近)

古生代オル ドビス紀 15 65 23

707 R A009 南壁 埋 土 石錘 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 8 85 6 25 13 124 51

708 R A 010 P P23 埋 土 磨製石斧 頁岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 (66) ユ 4 35 31

RA010 Q3 1層 磨製石斧 頁岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 (69) 50 18 87 53

RA010 Q8 埋土下位 石 錘 砂岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 67 18 97 73

711 RA010 Jヒ壁際 埋 土中 特殊磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 74 72 27 218 60

RA010 Q3 埋土下位 磨石 花両閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 127 63 23 304 48 磨製石斧未製品

RA010 Q2 I～ 2層 磨石 花両岩 北上 山地 中生代自亜紀 52 46 31423

R A010 西壁際 埋土 中位 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 13 6 100 22
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4席考
g

R A010 南壁 埋 土 石 皿 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 17 55 143 62 1167 88

RA010 Q3 1～ 2層 礫器 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 45 15 75 18

R A012 B― B'
ベルト

1層 砥 石 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 72 74 47 98 00

RA012 Q4 2層 磨 石 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第三紀 157 58 4 35 643 64

RA014 Q2 2層 礫 器 買岩 奥羽山 lFk 新生代新第三紀 (120) 61 154 89

R A015 Ⅳ層 石鍾 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 78 237 12

R A016 風倒木 礫 器 頁岩 lkL羽 山脈 新生代新第三紀 と67 500 79

722 RA017 Q3 黒掲色土 石錘 頁岩 奥羽山派 新生代新第二紀 7 95 6 85 1 55 125 00

723 RA017 Q4 I層 上位 石 錘 頁岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 85 21420

724 R A017 台石 花尚閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 22 8 147 2883 76

R Dl16 2層 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 148 122 1049 30

R D123 底面直上 磨石 花商岩 北上山地 中生代 白亜紀 127 47 898 46

727 R D123 底面直上 磨石 花尚岩 北上 山地 中生代自亜紀 103 53 884 75

728 R D137 埋土 中 磨石 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 79 25 341 37

729 R D138 下位 磨製石斧 頁岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 22 5 7 25 3 65 930 96

R D140 里土 中 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 1001 63

R D 144 埋 土 凹石 ? デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 105 70 373 44

R D 147 里土上位 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 102 4) 33 54 91

R D149 埋土 中 特殊磨石 チヤート 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 128 23 305 67

R D 149 埋土 中 凹 石 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 176 86 33 672 63

R D149 埋土 中 石 錘 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 75 158 79

R E002 埋土中 石斧 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 75 3 85 698 64

737 RE002 Q4 床面 石錘 頁岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 68 14 90 51
扶り周辺にペッキ
ング

738
R E002 A― A'
ベルト

床 面 磨石 砂岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 55432

R E 003 A一 A'
ベルト 1層 暦 石 カンラン岩

北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 54 203 78

740 R E 003 P P25 埋土中 磨石 蛇紋追
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 (735) 8 15 2 45 230 58

741 R E 003 P P31 埋土 中 暦 石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 165 15 1 1829 17

742 R E 003 Q3 埋土中位 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 5 65 141 58

R H034 石器 llo l 磨石 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 1382 85

R H 034 台石 デイサイト 奥羽山lFe 新生代新第二紀 23 7 82 7400 00

745 R H 035 Ⅳ層 敲石 買岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 299 99

746 R■ 035 石 皿 花筒岩 北上山地 中生代白亜紀 476 39

747 R H036 暦製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 (775) l1464

748 R H037 磨石 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第三紀 132 1919 7]

749 R H037 Ⅳ層 石 皿 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 (95) 182 37

750 R H037 石 皿 花蘭岩 北上山地 中生代白亜紀 10 1 1158 67

75] R H039 Ⅳ層 磨石 斑岩 北上山地 中生代白亜紀 (905) 103 3 25 419 56

752 R H039 磨石 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 (101) 88 2 95 358 49

753 R H039 下都土坑 埋 土 礫 器 輝緑凝灰岩 耳ヒ上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 14 ] 32 550 30

754 R H039 礫器 頁岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 175) 7 55 33 380 85

R H042 台 石 閃緑岩 耳ヒ上山地 中生代白亜紀 (236) 3 75 2268 98

756 R H042 台石 頁岩 北上 山地 古生代ヽ中生代 ジュラ紀 12 6 2 85 71036

R H045 礫 器 IE緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 151 10 05 2 35 478 16

R H046 台石 花商閃緑岩 北上 山地 中生代白亜紀 1) 182 4500 00

R H047 暦 石 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 13 45 114 3 05 780 93

760 R H047 台石 ひん岩 北上山地 中生代白亜紀 26 6 33 2 615 8600 00

761 R H047 台石
礫

一

角

チ
北上 山地 古生代後期 26 35 3645 00

R H047 台石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 2留Э1 00

763 R H047 台 石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 (299) 1292) 9 75 1604 00
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掲載

番号
出土地点 層位 器種 石質 産 地 時 代

長 さ 厚 さ 重 量

備考
g

764 R H047 礫器 輝緑 lTE灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 182 21 382 36

765 R E047 礫 器 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 と2 75 224 48

R■ 047 礫 器 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 106 1 25 186 85

R H 047 礫 器 輝緑 凝灰娼 北上 山地 古生代～中生代 ジユラ紀 142 57 28 415 06

R H048 台石 花筒閃緑培 北上 山地 中生代自亜紀 171) 48 2533 96

769 R H 049 磨 石 花 両岩 北上 山地 中生代 白亜紀 (106) 845 621 82

770 R H049 台石 ? 花筒閃緑岩 北上 山地 中生代 白亜紀 (213) 169 70 3610 00

R H050 磨石 花 商閃緑岩 北上 出地 中生代 白亜紀 29 0 145 83 5000 00

R H05ユ 集石下位 台石 ? 貢岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 15 1 190 68 2383 74

RX001 Q3 と層 磨 製石斧 閃緑岩 北上 山地 中生代自亜紀 6 95 65 275 73 未製 品

774
R X001 南北ベル

ト
埋土 中 石 錘 頁 岩 北上山地 古生代 ヽ中生代 ジュラ紀 8 65 25 274 20

R X 001 南北ベル

ト
埋土 中 石 錘 安山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 87 99 278 30

R X001 埋土 中 石 鍾 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジユラ紀 77 64 127 38

777 RX001 Qユ 1層 礫器 頁岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 1495) 1 75 287 39

RX001 Q4 1層 礫器 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジユラ紀 11 5 7 35 20 214 2〕

R X001 埋土 中 礫器 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジユラ紀 75 358 07

780 R X002 埋土中 磨 石 ひん老 北上 山地 中生代 白亜紀 1 05 78 71

R X002 埋土中 礫器 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジユラ紀 97 15 179 00

782 RX003 Q3 埋土 中 磨製石斧 蛇紋者
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 20 73

783 RX003 Q3 里土 中 磨製石斧 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジユラ紀 73 1 05 32 90

784 RX003 Q3 理土 中 石錘 買岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 76 62 121 59

785 R X003 理土中 礫 器 買岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 22 6 2 45 598 47

786 RX003 Q 5 埋土 中 礫器 買岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 73

787 R X004 埋土 中 石錘 買岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 8 45 1 15 108 61

788 R X004 埋土 中 石錘 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 123 66

789 R X004 埋土 中 磨 石 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 16 15 7ユ 322 58

790 R X005 埋土 中 磨石 砂岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 9 45 5 65 1 95 89 86

R X005 埋土 中 磨 石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 131 76 305 85

R X 006 石 錘 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 1 1 65 74

793 P P083 アタリ 軽石製 安山岩 奥羽山lrFt 新生代第四紀 60 74

794 P P171 埋土中 敲石 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 81 418 15

P P268 埋土 中 礫 器 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 9 75 1 05 77 36

P P415 埋 土 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 (97) 87 219 11

797 P P418 埋 土 軽石製 安山岩 奥羽山脈 祈生代第四紀 137 6 45 388 60

中央都捨て場 4W6
Ⅲ～Ⅳ層 敵石 はんれい岩 Hヒ 上山地 中生代 白亜紀 72 57 51406

4 hlv19 g Ⅳ層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 25 26 00

800 5V5y Ⅳ層 風倒木 磨製石斧 頁岩 北上 山地 古生代～中生代ジユラ紀 (9 05) 18 10 35 74 篠 り切 り技法

3X12x Ⅲ層 磨製石斧 蛇紋洛
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 10 22,64 ミニチュア

802 3Y13y Ⅳ層 磨製石斧 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジユラ紀 115 245 185 74 未製 品

2Y5w 〔層 磨製石斧 頁岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 (112) 185 34

2Y13x Ⅳ層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代 オル ドビス紀 (79) 19 120 50

2Y13y Ⅳ層 磨製石奔 閃緑岩 北上 山地 中生代 白亜紀 7 45 45 137 74

2Y15g Ⅳ層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠,近 )

古生代オル ドビス紀 13

807 2Y15u Ⅳ層 磨裂石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠仕RF)
古生代オル ドビス紀 (955) 21 112 37

808 2Y17g Ⅳ層 磨裂石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 (725) 2 15 97 29

809 2Y17k Ⅳ層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付lr)
古生代オル ドビス紀 (95) 44 18 133 80

2Y18u Ⅳ層 磨裂石斧 閃緑岩 北上山地 中生代 白亜紀 (865) 45 163 33

V 出土遺物
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号

掲

番 出土地点 層位 器種 石質 産 地 時代
長 さ 厚 さ 重 量

備考
g

2Y19s Ⅳ層 磨梨石斧 はんれい岩 北上山地 中生代自亜紀 (605) 1 85 64 12

2Y20r Ⅳ層 磨製石斧 買岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 87 4 1 66 33

813 2Y21g Ⅳ層 磨製石斧 はんれい岩 北上山地 中生代 自亜紀 (88) 66 256 92 未製品

2Y23a Ⅳ層 風倒木 磨製石斧 輝緑凝灰岩 】し上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 11 0 5 55 195 45

2Y24c Ⅳ層 磨製石斧 頁 岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 (52) 42 21 82開

3Yls Ⅳ屠 風倒 木 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地
(長野峠住近)

古生代オル ドビス紀 (127) 7 75 401 37

3Y4f Ⅳ層 磨製石斧 滑 石 北上 山地 古生代 オル ドビス紀 (43) 10 05

3Y7e Ⅳ層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地
(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 (91) 70 3 35 421 68 未型品

2A13a Il層 磨製石斧 滑 石 北上山地 古生代 オル ドビス紀 (525) 25 07 14 76

2A15c V層 磨製石斧 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 (45) 4 1 14 46 13

2Y13y Ⅳ層 石斧
珪長質凝灰
岩

】ヒ上山地 古生代後期 1205 52 2 55 13591

822 2Y14k Ⅳ曙 石斧 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 184 449 12 磨製石斧未製品

2Y16i Ⅳ層 石斧 カンラ ン岩
地

Ｄ蜘噺
ヒ

帳 古生代 オル ドビス紀 (115) 574 81

824 2Y19k Ⅳ層 石斧 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 (80) 54 15 11273

2A12a Ⅳ層 石奔 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 250 47

8?6 2A13a I層 石斧 買 岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 10 4 52 1 75 148 99

5V7y Ⅳ層  風倒木 特殊磨石 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 12 1 493 06

828 5V7y Ⅳ層 風倒木 磨石 花商閃緑岩 北上山地 中生代自亜紀 127 3 35 358 71

5M「 21 遺構埋土 ? 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 71 37 665 86

830 2Y2s Ⅳ層 磨石 花商閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 (745) 63 297 60 特殊磨石

2 Y」 y Ⅳ層 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 53 43 157 42

832 2Y12t Ⅳ層 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 103 80 37 431 18

2Y13i～ 14i Ⅳ層 磨 石 閃緑岩 北上 山地 中生代白亜紀 97 876 81

2Y13y Ⅳ層 磨 石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 54 27

2Y16f Ⅳ層 磨 石 花尚閃緑岩 北上 山地 中生代 白亜紀 1035 3 05 342 70

2Y16k Ⅳ層 磨石 閃緑岩 北上山地 中生代自亜紀 132 586 26

2Y17t Ⅳ層 磨石 買岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 112 93 19 357 21

838 2Y17t Ⅳ層 磨石 安 山岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 61 229 04

2Y18u Ⅳ層 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 15 5 115 823 92

840 2Y19e Ⅳ層 磨 石 花筒閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 1335 480 48

2Y19s Ⅳ層 磨石 花商閃緑岩 北上 山地 中生代 自亜紀 (110) 941 75

2Y22d Ⅳ層 磨石 花筒閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 135 4 25 542 77

843 2Y24r Ⅳ層 磨石 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 (104) 6 45 323 89

2A16c Ⅳ層 磨石 閃緑岩 北上山地 中生代白亜紀 9 15 7 1 577 00

845 2A22a Ⅳ層 磨石 花南閃緑岩 北上 山地 中生代 白亜紀 (69) 107 275 82

846 4W19h Ⅳ層 敲 石 砂 岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 10 9 97 34 520 3ユ

847 2Y13i～ 14 Ⅳ層 敲石 閃緑岩 北上山地 中生代 白亜紀 46 168 93

848 2Y13w Ⅳ層 敲 石 頁 岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (49) 33 109 28

2Y13y Ⅳ層 敲石 ? 礫岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 13 1 397 38

2 Y2] Ⅳ層 蔽 石 頁岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 52 101 05

2Y22t Ⅳ層 敲 石 蛇紋岩
北 上 山 地

(長野峠付近)

古生代オル ドビス紀 25 384 95

852 2Y17s Ⅳ層 砥 石 買岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 1165 265 69

853 4M121h Ⅳ層 石 錘 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代ヽ中生代 ジュラ紀 56 17 12735

8開 2Y151 Ⅳ層 凹 石 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 11 5 6 45 31 333 33

855 2Y151 Ⅳ層 凹 石 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 15 6 60 380 75 磨裂石斧未製品 ?

2Y22t Ⅳ層 凹 石 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (72) 224 24

2A13a [層 凹 石 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 17 35 597 79

858 2 Yttj Ⅳ層
半円状扁平打
製石器

輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 168 25 61318

5V7y Ⅳ層 風倒木
狭入扁平磨製

石器
頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 155 74 246 52
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g

860 3X10t Ⅳ層 石 皿 安 山岩 奥羽山DR 新生代第四紀 (110) 112 89

3Y13a Ⅳ層 石皿 安山岩 奥羽山4 FK 新生代第四紀 (101) 251 34

862 2Y8x Ⅲ層 石 皿 砂 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (78) 65) 19 102 58

863 2Y15g Ⅳ層 石皿 ? 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 85 77 57 326 65

864 2Y15u Ⅳ 層 石 皿 安山岩 奥羽 山脈 新生代第四紀 132 241 71

865 2Y16f Ⅳ層 石皿 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 (84)
l

267 27

3Y3x Ⅳ層 石皿 安山岩 奥羽 山脈 新生代第四紀 129 51 498 94

867 2Y18p Ⅳ層 台石 買岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 12 1 47 662 87

3Y9h Ⅳ層 台石 ひん岩 北上 山地 中生代自亜紀 1805) 8 55 6000 00

4W22h Ⅳ層 礫器 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 12 61 10

表採調査区西部 礫 器 輝緑凝灰岩 】ヒ上山地 古生代～中生代ジュラ紀 15 05 7 15 1 55 251 08

2Y7s Ⅳ層 礫器 粘板岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 15 85 12 243 15

2Y Ⅳ層 礫器 砂 岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジユラ紀 69 53 18 100 35

2Y13v Ⅳ層 礫器 頁岩 Jヒ上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 5 15 5 25 12 46 32

874 2 Ⅳ層 礫 器 砂岩 Hヒ 上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 55 22 105 14

2Y14u Ⅳ層 礫器 砂岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 1245 57 2 15 230 06

2Y14v Ⅳ層 礫 器 頁 活 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 (121) 6 55 200 40

2Y14x Ⅳ層 礫器 買岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 5 75 42 15 53 93

2Y15g Ⅳ層 礫 器 買 岩 】ヒ上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 7 85 28 342 70

2Y15u Ⅳ層 礫器 輝緑凝灰岩 】ヒ上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 69 58 2 75 16311

2 Y15 Ⅳ層 礫器 頁 岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 5 65 45 12 45 67

2Y16( Ⅳ層 礫 器 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 148 25 416 28

2Y16f Ⅳ層 礫器 頁 岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 10 1 202 80

2Y17k Ⅳ層 礫器 砂岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 77 2 25 194 69 欠損品

2Y17u Ⅳ層 礫器 頁 岩 北上 山地 古生代 ヽ中生代 ジユ ラ紀 73 1 55 93 88

2Y15g Ⅳ層 礫 器 頁岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 12 35 2.3 278 47

886 2Y22k Ⅳ層 礫器 買 岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジユラ紀 (84) 6 05 15 H841

2Y22t Ⅳ層 礫器 蛇紋岩
地

Ｄ蜘帥
古生代オル ドビス紀 (109) 67 299 85

888 2Y23h Ⅳ層 礫 器 礫岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 157 39

889 2Y24i Ⅳ層 礫 器 頁岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 61 47 86

890 2A21c Ⅳ層 礫器 買岩 北上山地 古生代～中生代ジュラ紀 11 25 279 73

3Y9h 風倒木 機 器 輝緑挺灰岩 北上山地 古生代～中生代 ジユラ紀 496 04

892 3 Xllx Ⅳ層 石斧 貢岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 (106) 6 15 19 169 56

893 2Y16y Ⅳ層 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 75 34 109 20

894 2Y18n Ⅳ層 軽石製 安山岩 奥羽山lFFK 新生代第四紀 11 1 477 91

895 2Y20k Ⅳ層 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 6 75 615 89 19

896 2Y23a Ⅳ層 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 14 1724

897 2Y24y Ⅳ層 軽石製 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 55 77 57 31

V 出土遺物

第14表 石製品観察表

載

号

掲

番 出土地点 層 位 器 種 石 質 産地 時代
長 さ 幅 厚 さ 重量

備考
g

R A005 石棒 買岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 9 45 37 19 11351

902 R A007 Ⅳ層 石 刀 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (148) 13 97 06

903 RA010 Q5 2層 石棒 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 131 50 285 97

904 RA010 Q3 埋土下位 石 棒 デイサイト lkL羽 山脈 新生代新第三紀 162 57 551 98

905 R A010 西壁際土 坦土 中 石棒 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 2 75 215磁

906 RA010 Q7 埋土下位 石 棒 花画閃緑岩 北上山地 中生代 自亜紀 85 8400 00

RA010 Q4 埋土中位 石 柊 蛇紋岩

地

付

山

峠壮団Ｄ
古生代 オル ドビス紀 37 6 6 1 3500 00

908 R A010 引ヒ西コーナー 埋土 中 石 権 砂 岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 74 15 33 23

909 RA010 Q6 埋土中位 石剣 粘板岩 北上山地 占生代～中生代 ジュラ紀 07 20 26

R A010 西壁際土 埋土 中 石 剣 頁岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 11 1 42 71
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載

号

掲

香 出土地点 層 位 器種 石質 産 地 時代
長 さ 厚 さ 重量

備考
g

RA010 Q2 ユ～ 2層 石 刀 頁岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 118 ll 62 63

R A010 西壁際土 埋 土 中 不 明 凝灰岩 奥羽山IFrk 新生代新第三紀 30 1 35 12 80

RA012 Q4 2層 石棒 砂岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 33 375 14

R A014 Ⅳ層 風倒木 石 刀 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 1 35 66 78

R A015 Ⅳ層 軽石石製品 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 (4 42 41

R A017 埋土 中 石 刀 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 457 83

R D163 埋土中 石 棒 デイサイト 奥羽山RFK 新生代新第三紀 318 37

R H035 石棒 粘板岩 北上 山地 古生代～中生代 ジュラ紀 10 58 87

R H036 石棒 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 113 81 05

R H 037 円盤状石製品 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1360
921 R H037 石棒 砂岩 北上山地 吉生代 ～中生代 ジュラ紀 11 9 42 27 194 03

922 R H038 石棒 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 95 75 10

923 R H038 Ⅳ層 石 刀 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (100) 45 11 67 82

R H039 石棒 デイサイト 奥羽山 lrk 新生代新第三紀 (137) 536 96

R H040 石棒 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 (97) 267 18

R■ 042 板状石製品 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 11 3 9248
R H047 石棒 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 26 65 3550 00

928 R H 047 石棒 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 87 27 13811

R■ 047 石棒 輝緑堤灰岩 北上山地 古生代 ヽ中生代 ジュラ紀 15 6 37 352 71

R H047 板状石製品 買岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 121 61 12 120 94

931 R X001 埋土下位 有孔石製品 買 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 27 4 50

932 RX003 Q6 埋 土 中 (風倒 木 ) 石 刀 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 58 0 45

933 R X004 埋土 中 石 刀 粘板岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (405) 16

P P 107 埋土 中 石 刀 砂岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 70 29

P P155 石棒 砂 岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (72) 27 17 53 81

中央部捨て場 4 Wllx～ 1l y Ⅲ～Ⅳ層 石棒 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 1005) 59 02

中央部捨て場 4 Wllx～ 1l y Ⅲ～Ⅳ層 石棒 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 (142) 138 44

938 4W23五 ～23i Ⅲ～Ⅳ層 石棒 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 41345

5V7y Ⅳ層 風倒木 石棒 砂 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (97) 231 20

940 3Y13d Ⅳ層下位 石棒 輝緑凝灰岩 耳ヒ上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 と82) 24 211 96

2Y13x Ⅳ層 石 棒 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 1) 62 16 144 52

942 2Y13y Ⅳ層 石棒 真岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 95 23

2Y15g Ⅳ層 石 棒 砂培 北上山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 72142 11591

944 2 Y15 Ⅳ層 石棒 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 (92) 93 74

2Y15x Ⅳ層 石棒 砂岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 15 33 54

946 2Y19k Ⅳ層 石棒 はんれい岩 北上 山地 中生代 白亜紀 133 20

947 2Y19k Ⅳ層下位 石 棒 粘板岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 7 24 86

948 2Y19s Ⅳ層 石棒 はんれい岩 北上 山地 中生代 白亜紀 9 15 66 91

949 2Y211 Ⅳ層 石 棒 頁岩 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 12 153 05

2Y23j Ⅳ層 石棒 買 岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 6 15 12 22

951 3Y8r Ⅳ層 石棒 粘板岩 北上 山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 122)

952 3Y9e Ⅳ層 石棒 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 467 97

9ry3 2A13a Ⅳ層 石 棒 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 23 5 74 2285 23

954 2A16d Ⅳ層 石棒 砂岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (93) 96 67

2A18d Ⅳ層 石 棒 輝緑凝灰岩 北上 山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (94) 31 7Э 70

956 2Y18i Ⅳ層 石剣 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 67 I 329 55

957 5X91～ 9h コ層 石 刀 デイサイ ト 奥羽山脈 新生代新第三紀 12 3 71 159 66

5X8j Ⅳ層中位 石 刀 輝緑凝灰岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 (208) 31 2 117 72

5X10i Ⅳ層 石 刀 枯板岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 5 12 62

960 2Y13v Ⅳ層 石 刀 買 岩 奥羽山脈 新生代新第二紀 371 3 37 88

2Y21h Ⅳ層 石 刀 買岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 と41 22 21 74 17

962 2Y22s Ⅳ層 石 刀 粘板岩 北上山地 古生代～中生代 ジュラ紀 | (67) 01 42 81

963 Ⅳ層 石 刀 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (64) 47 31 492]
964 層 円盤状石製品 安山岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 61 211571
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載
号

掲
番 出土地点 層位 器種 石質 産地 時代

長 さ 厚 さ 重 量

備考
g

965 3 Xlly Ⅳ層 円盤状 石製品 砂 岩 北上 山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 56 11 64 04

966 3X12x lll層 円盤状石製品 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 51 57 16 71 24

967 2Y16f Ⅳ層 円盤状 石製品 頁 岩 奥羽山脈 新生代 新 第三紀 14 57 76

2Y16y Ⅳ層 円盤状石製品 買岩 北上山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 4 65 47 09 34 76

2Y16y Ⅳ層 円盤状 石製品 砂 岩 北上 山地 古生代 ～中生代ジュラ紀 41 35

2Y17h Ⅳ層 円盤状石製品 砂岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 4 75 39 89

2Y19o Ⅳ層 円盤状 石製品 輝緑凝灰娼 北上 山地 古生代～中生代ジュラ紀 61 55 12 58 30

2Y21h Ⅳ層 円盤状石製品 砂岩 奥羽山Brk 新生代新第三紀 50 09 30 06

973 3Y4j Ⅳ層 円盤状 石製品 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 6 55 2 70 63

974 2A18d Ⅳ層 円盤状石製品 頁岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 47 0 32 25

975 2Y15g Ⅳ層 板状石製品 頁 若 奥羽山脈 新生代新第三紀 1 105 36

976 2Y23a 風倒木 板状石製品 頁岩 奥羽山〕R 新生代新第三紀 (91) 2 74 06

977 2Y23」 Ⅳ層 板状石製品 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 (66) 55) 1 64 99

978 2Y23J Ⅳ層 板状石製品 頁岩 奥羽山脈 祈生代新第三紀 113 63 2 172 35

979 3Y4w Ⅳ層 板状石製品 頁 岩 奥羽山脈 新生代新第三紀 174 5 358 18

980 2Y14u Ⅳ層 有孔石製品 赤色頁岩 北上山地 古生代 ～中生代 ジュラ紀 2 1 5 3 28

981 3Y2i Ⅳ屑 有孔石製品 頁 岩 奥羽山ηR 新生代新第三紀 0 1316

982 2Y8r Ⅳ層下位 不 明 安山岩 奥羽山脈 新生代第四紀 81 9 49 31

983 2Y24h Ⅳ層 不 明 デイサイト 奥羽山脈 新生代新第三紀 5 1 09 33 95

V 出土遺物

第15表 土師器 。須恵器観察表

掲載呑号 出土地点 層位 器種 部位 時期 内面 備考

2A20c Ⅳ層 須恵器甕 月同著b 平安 9世紀代

1002 3X14r Ⅳ層 土師器発 胴下半～底部 平安 ハケメ 底径は復元値で6 0cm

1003 2Y21x Ⅳ層 土師器高杯 底部 平安 底径は復元値で8 2cm

第16表 陶磁器観察表

掲載番号 出土地点 層位 器種 産 地 時代 備考

R H 047 集石を梅成する 石鉢 不明 中世 4片 が接合

1鋸号柱穴状土坑 埋土 中 皿 瀬戸 美濃 17世紀前半登 I 1650年 よ りは古 し

281号柱穴状土抗 埋 土 lll 瀬戸 美濃 17世紀前半登 I と650年 よりは古し

5X5k Ⅳ層 腰 さびの碗 大堀相馬 18世 紀代

2X24n Ⅳ層 碗 肥前 18世 紀代 梵字文様

2Y13y Ⅳ層 小 鉢 不 明 19世 紀 ?

1017 2Y18k Ⅳ層 碗 不 明 19世 紀 ?

1018 2Y20q 柱穴検出面 皿 瀬戸 芙濃 17世 紀前半登 I 1650年 よ りは古 ラ

2A14b Ⅳ層 碗 不 明 不 明

1020 2A17d Ⅳ層 す り鉢 不 明 中世 ?

第17表 金属製品観察表

掲載番号 出土地点 層位 種別 器種 離
イｃｍｊ

雛
でｃｍ，

穿子し部

(cm)
鴎
でｃｍＪ

重量

(g)
備考

RD133 埋土中位 銅製 元豊通賓 2 30 2 30 1 34 「げんぼうつうほうJ北宋銭10お年

RD 埋土中位 銅 裂 熙寧元賓 2 35 2 35 0 70 2 35 「きねいげんぽうJ北宋銭1068年

RD162 埋上下位 銅 製 嘉祐通蜜 2 45 2 50 0 75 1 58 「かゆうつうほう」北宋銭1056年

RD 埋土下位 銅 製 聖宋元賓 2 35 2 08 「せいそうげんぽう」北宋銭1101年

RD162 埋土下位 銅製 元豊通賓 2 35 2 45 0 70 110 「げんぽうつうほう」北宋銭10終年

RE003 Q4 埋上下位 銅 製 洪武通賓 2 25 2 20 2 39 「こうぶつうほう」明1368年

115号 柱穴状土坑 埋土 中 鉄製 不 明 5 12 棒状

281号柱穴状土坑 埋 土 鋼 製 永築通費 2 55 1 87 「えいらくつうほう」明1408年

5WV 4 e 撹 乱 銅製 永果通賓 2 45 2 45 0 65 2 72 「えいらくつうほう」明1408年

5X9o～ 15h I層 銅 梨 古銭 ? 小破片

2Y10r 中近世面 銅製 古銭 2 40 0 70 1 43
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掲載番号 出土地点 層位 種別 器種 離
ω 雛

くｃｍ＞
部

，
孔

ｃｍ

穿

＜
厚 さ

(cm) 襲
くｇ＞

備考

2Y10r 中近世面 銅製 古銭 07Э 2 20

1033 2Y10r 中近世面 銅製 古銭 2 35 2 40 0 70 186

1034 2Y16e I層 鉄製 不 明 2 75 0 93 煙管 ?

1035 2A12a I層 鉄製 不 明 0 80 0 50 1 86 釘 ?

1036 2A14b Ⅳ層 鉄製 不明 3 50 0 50 6 16 半円椋

1037 2A14b Ⅳ層 鉄 製 不 明 貫通Tし あ り

1038 3X9t Ⅲ～Ⅳ層 鉄製 刀子 5 80 1.15

1039 3X12y Ⅳ層 銅製 永築通寮 23Э 3胸

第18表 年代測定試料観察表

プン

名

サ

ル

土器掲載
番号

仮 NQ 出土地点 旧遺構名 層位 器種 部位 時期 型式 yrBP 備考

CI 11 R A006 12号住 理土 中 深鉢 胴～底部 前期後葉 4977± 42
内面底郡付
近スス

C2 94 RA012 Ql 2号住 Qユ 壁 際土 深鉢 中期後菜 大木 9 4375± 35 内面スス

C3 540 R A013 炉 14号住 炉
炉内埋土 (埋
め戻 し土 )

深鉢 胴部 中期後葉 大木 9 4102± 38 内面 スス

十日C4 R A017 炉 1号住 炉
炉内埋設土器
X

深鉢 胴都 中期末葉 大木 10

内面胴下半
スス、炭素

不足 により

測定不可能

102 380 R A017 炉 ユ号住 炉
炉内埋設土器
2

深鉢 口縁部 中期末棄 大本10 3973■ 36 内面スス

172 RX001 Ql 1号土取 り穴 Q] 1層 深鉢 胴部 中期末葉 大木10 4142■ 39 内面 スス

186 209 R X002 2号土取 り穴 埋土 中 深 鉢 中期末葉 太木10 4584± 42 内面スス

C7 389 中央部捨て場 4W8xグ リッド Ⅲ～Ⅳ層 深鉢 1/2完形 前期後葉 4888± 40
内面 口 ～胴
スス

370 1012 2Y10xグ リッド 2Y10xグ リッド Ⅳ層 深鉢 日縁部 後期前葉 3761■ 37 内面 ス ス

M4 2 Yllvグ リッド 2 Yllvグ リッド Ⅳ層 深 鉢 日縁部 中期後葉 大木 9 4407■ 39 内面スス

2Y23xグ リッド 2Y23xグ リッド Ⅳ層 霊 ? 日縁部 晩期初頭 大洞 B 2989■ 39 内面スス

C ll 2Y%jグリッド 2Y24jグ リツド Ⅳ層 鉢 日 ～胴 部 晩期前葉 大1同 BC 2948■ 37 内面スス

C12 473 606 3Y3u～ 3vグ リッド 3Y3u～ 3vグリッド Ⅳ層 鉢 日～胴部上半 晩期前葉 大洞 BC 2972± 37 内面スヌ

C13 な し RA010 Ql 6号住 Ql 床面直上 炭化材 中期末葉 4Ю3■ 36

C14 な し RA010 Q2 6号住 Q2 床面直上 炭化材 中期末葉 4145± 34
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Ⅵ 自然科学分析

l 川自A遺跡第 6次調査出土琥珀の自然科学分析・・ 。 (財)元興寺文化財研究所

2 川目A遺跡第0次調査出土火山灰分析鑑定・ ・・ (株)火山灰考古学研究所

3 放射性炭素年代測定結果・ ‐・ (株)加速器分析研究所

4 川目A遺跡出土黒曜石の成分分析 ,P,(株)パ リノ・サーヴェイ

5 川自A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘上の胎上分析・・。 (株)パリノ・サーヴェイ

6 分析に関する調査担当者の所見 (コ メント)
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1 川目A遺跡第 6次調査出土琥珀の自然科学分析

川目A遺跡第 6次調査出土琥珀の自然科学分析

(財 )元興寺文化財研究所

琥珀は盛岡市の東部、北上川の支流である簗川 と国道106号線に沿う細長い集落で、簗川左岸の河

岸段丘に位置する川目A遺跡の竪穴住居跡や土坑から出土 した。そのうちの 1点 は中期末葉大木10式

期 と特定できる。他の 2点は縄文時代の遺構であるが時期が特定できない。詳細を表 1に示す。琥珀

は 3′点ともばらばらの状態で遺物を詳細に観察 した結果、かなり劣化が激 しいことが実見できた。

表 1.分析試料の特徴

No. 出土地点 旧出土地点名 備考

琥珀 1 RA009 15号住 縄文時代の竪穴住居出土

琥珀 2 RA010 6号住 Q4 縄文時代中期末葉竪穴住居跡出土

琥珀 3 RD146 43号土坑 縄文時代の土坑出土

川目A遺跡出土琥珀玉破片が、琥珀であるかどうかの確認と、得られた結果を標準資料のデータと

比較することにより産地同定を行う。

3 使用機器 お よび原理

測定はフーリエ変換型赤外分光光度計 (以後FT― IRと する)(SENSIR TECNOLOGIES)を使

用した。FT― IRに よる分析は、試料に赤外線を照射し、その結果得られる分子の構造に応じた固

有の周波数の吸収を解析し、化合物の種類を同定することができる。主に有機物の構造を解析する手

段として用いられることが多く、琥珀を形成する樹脂の種類すなわち植物の種類によって分子構造が

異なると考えられるため産地によってスペクトルに差が生じ、それを利用して産地同定に応用されて

きたりの9。 また、同時に熱分析 (以後DTA・ TGAと する)に よる比較も行った。装置は伽島津製

作所製 DTG-60を使用した。DTA・ TGA分析は試料に熱を加え、得られる質量変化から蒸発・

気化温度、酸化・熟分解などの化学変化を知ることができる熱重量測定 (TGA)と 、試料の融解な

どの状態の変化や化学反応の温度を知ることができる示差熟分析 (DTA)があり、これらから試料

の熟に対する挙動を調べることができる。熟分析とFT― IR分析による分析結果と併用することで

さらに精度の高い分析が行なえる。

4 分析方法お よび条件

分析試料は、遺物の比較的劣化 していない破片から採取 した。採取 した試料はFT一 IRに よる分

析を行なった。分析はそのままの状態の試料を分解能 4 cm-1、 反射測定で行なった。さらに同じ試

料資

的目
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料を用いて熱分析を実施した。分析は1～ 2 mgの 試料を白金セルに入れ、毎分100m lの空気を流し

ながら毎分 5℃上昇させた。

結果および考察

FT一 IRに よる分析は劣化 していない部分の赤外吸収スペクトルが得 られればその産地同定は可

能である。しかし、劣化が激 しいと、全体的にピークはブロー ドになり特徴的な吸収が消失 し、新た

に異なった位置にピークが表れることがある。そのためできるだけ堅 くてより健全な部分を選んでF

T― IRに よる分析を行った。 しかし、今回の分析試料はいずれも劣化が激 しく、特徴的なピークが

ブロー ドになり産地同定を実施することが困難な状況であった。

まず、3500～ 2800、 1710、 1500～ 800 cm-1付近の吸収から、 3点 ともそのスペク トルの位置・

強度が類似 してお り、琥珀であることが確認できた (図 1-1～ 1-3)。 次に、1800～ 800cm-1付

近の吸収位置および強度を基に、産地の判明している標準となる琥珀から得られたスペクトルと比較

し、産地同定を試みた (図 2-1～ 3)。 その結果、1100～ 950cm-1の 吸収位置および強度が久慈市

産およびいわき市産に比較的近い吸収位置 と強度を示 した (図 2-1、 2-2)。 しかし、劣化が激

しいため断定はできなかった。なお、この 2産地は琥珀の生成年代がほぼ同じであり、由来する植物

も同じである可能性が高いため、そのスペクトルは非常に近似 したものになる。そのため、現時点で

はこの 2産地に関しては区別することができない。

琥珀の産地は国内でも、少量産出地も含めると10ヶ 所以上もある。また国外でも各地で産出する。

そのなかで、主産地についてのFT― IR分析はすでに報告されているDDO。 しか し、出土琥珀は劣

化状態が様々でそれによって吸収位置や強度が変化することがある。そのため、劣化が進行 したもの

はそのスペク トルが変化 し産地同定が不可能になる場合がある。今回の試料は1700お よび1100～

950 cm-1付 近の吸収強度が強 く劣化が進んでいることがわかった。そのため、標準琥珀 との比較

から久慈市およびいわき市の可能性が高いと思われたが断定することはできなかった。縄文時代出土

琥珀は劣化の進行 しているものが多 く赤外吸収スペクトルのみでは同定が難 しいものも多い。そこで、

熟分析による比較を行った (図 3)。 その結果No lと No 2は ほぼ同じ結果が得 られたがNo 3は 強度 と

ピーク位置が少 し異なった。この結果は産地が異なるためかあるいは劣化の状態が異なるためかはこ

の結果からでは判断できなかった。さらに標準試料 (図 4)と 比較 した結果、出土資料はいわき市お

よび久慈市産琥珀と比較的類似 した結果が得られた。

以上、久慈市およびいわき市の可能性が高いという分析結果は地理的な考察も含めると、その可能

性は高 くなると考える。今後、さらに同時代の出土資料や標準試料を収集 し、それらを比較すること

で、さらに同定の精度を上げることが必要であると考える。

参考文献

1)室賀照子、赤外吸収スペクトルによる琥珀の産地分析、考古学と自然科学、第 9号、59、 (1976)

2)植田直見、銚子産琥珀の赤外分光分析、こはく、第 4号、15(2002)

3)植田直見、いわき地方産琥珀の科学分析、こはく、第 5号、13(2004)

(文責 :植田直見 )
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図2-1.日本の主産地から産出した琥珀の赤外吸収スペクトル (久態市)
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2 川目A遺跡第 6次調査出土火山灰分析鑑定

株式会社  火山灰考古学研究所

1 は じ め  に

岩手県盛岡市周辺には、近辺に位置する岩手、秋田駒ケ岳、十和田のほか、洞爺、阿蘇、姶良など

北海道や九州など遠方の火山に由来するテフラ (火山さいせつぶつ砕屑物,いわゆる火山灰)が数多

く認められる。テフラの中には、すでに噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらと

の層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるよう

になっている。

そこで、発掘調査の際にテフラの可能性が高い土層が認められた盛岡市川目A遺跡においても、発

掘調査担当者により採取された5試料 (表 1)を対象に、テフラ組成分析と鉱物の屈折率測定を実施

して、指標テフラとの同定を行った。

2 テ フラ組成分析

(1)分析方法

5試料について、テフラ検出分析によリテフラ粒子の定性的な特徴を明らかにしたあと、火山ガラ

ス比分析と重鉱物組成分析を合わせたテフラ組成分析により火山ガラスの色調形態別比率や重鉱物組

成上の特徴を把握した。分析の手順は次のとおりである。

1)砂分が多い試料4と 試料 5についてはそれぞれ7gと 10g、 それ以外の試料については15gずつ

秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3)80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察 (テ フラ検出分析)。

5)分析舗により1/4～ 1/8 nlmお よび1/8～ 1/16Hlmの粒子を舗別。

6)偏光顕微鏡下で 1/4～ 1/81mサイズ250粒子を観察し、火山ガラスの色調・形態別比率を求

める (火山ガラス比分析)。 ここで対象とした火山ガラスは、半透明～透明のものである。

7)偏光顕微鏡下で 1/4～ 1/811mサ イズの重鉱物250粒子を観察し、重鉱物組成を明らかにする

(重鉱物組成分析。透過光下で黒色で光沢をもつ不透明鉱物を、ここでは磁鉄鉱と総称する。

(2)分析結果

テフラ検出分析、火山ガラス比分析、重鉱物組成分析の結果を、それぞれ表 2～表 4に示す。さら

に、火山ガラス比分析および重鉱物組成分析の結果については、ダイヤグラムにして図 1に示す。以

下に各試料の特徴を記載する。

火山灰 1:非火山性の亜円礫や亜角礫を多く含む (最大径9.3alm)。 また、細粒のスコリア質火山ガラ

スを少量含むほか、ごくわずかに透明～半透明の火山ガラスも含んでいる。スコリア質火山ガラスの
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色調は、暗灰色、灰色、赤色である。透明～半透明の火山ガラスは、 1/4～ 1/8 Hlalサ イズで2.8

%含まれている。それらは、分厚い中間型、スポンジ状に発泡 した軽石型、繊維束状に発泡 した軽石

型 (各0,8%)、 透明のバブル型 (0,4%)で ある。重鉱物としては、斜方輝石 (53.60/0)、 単斜輝石 (20。 8

%)、 磁鉄鉱 (20.0%)の ほか、カンラン石 (1.20/0)が認められる。

火山灰 2:非火山性の亜角礫 (最大径11,7皿 )が
'ヒ

較的多 く含まれる。また、細粒のスコリア質火山

ガラスが比較的多いほか、ごくわずかに透明～半透明の火山ガラスも含まれている。スコリア質火山

ガラスの色調は、黒灰色、暗灰色、灰色、赤色である。透明～半透明の火山ガラスは、1/4～ 1/8

nlmサ イズで2.0%含 まれている。それらは、スポンジ状に発泡 した軽石型 (1,6%)や 、繊維束状に発

泡 した軽石型 (0.40/0)である。重鉱物 としては、斜方輝石 (54.4%)、 単斜輝石 (26.40/0)、 磁鉄鉱

(14.80/0)の ほか、カンラン石 (1.20/0)が認められる。

火山灰 3:非火山性の亜角礫や角礫が多 く含 まれている (最大径 14.711nl)。 また、細粒のスコリア質

火山ガラスが比較的多 く含まれているほか、ごくわずかに透明～半透明の火山ガラスも含んでいる。

スコリア質火山ガラスの色調は、黒灰色、暗灰色、灰色、赤色である。透明～半透明の火山ガラスは

1/4～ 1/8 alnlサ イズで1,2%含 まれている。それらは、スポンジ状に発泡 した軽石型 (1.2%)で

ある。重鉱物 としては、斜方輝石 (50,80/0)、 単斜輝石 (24.8%)、 磁鉄鉱 (17.6%)の ほかに、カン

ラン石 (2.0%)が認められる。

火山灰 4:非火山性の角礫や亜角礫が少 し含まれている (最大径3.611m)。 細粒のスコリア質火山ガラ

スが比較的多いほか、透明～半透明の火山ガラスも少量含まれている。スコリア質火山ガラスの色調

は、暗灰色や黒灰色である。透明～半透明の火山ガラスは、 1/4～ 1/811mサイズで11.2%含 まれ

ている。それらは、スポンジ状に発泡 した軽石型 (5.2%)、 繊維束状に発泡 した軽石型 (4.4%)、 透

明のバブル型 (1.2%)、 中間型 (0。 40/O)で ある。重鉱物としては、斜方輝石 (50.40/0)、 単斜輝石 (30.4

°
/。 )、 磁鉄鉱 (16.0%)が認められる。

火山灰 5:本試料では、非火山性の礫や細粒のスコリア質火山ガラスは認められない。その一方で、

火山ガラスの比率が高い傾向にある (27.20/0)。 含まれる火山ガラスは、スポンジ状に発泡 した軽石

型 (14.8%)、 繊維束状に発泡 した軽石型 (9.6%)、 中間型 (1.6%)、 透明のバブル型 (1.20/0)で あ

る。重鉱物 としては、斜方輝石 (56.0%)、 磁鉄鉱 (22.40/0)、 単斜輝石 (20,00/0)が多 く、またごく

わずかに黒雲母も認められる (0.4%)。

屈 折 率 測 定

)測 定 方 法

5試料に含まれる 1/4 almよ り大きい粒子について、

た後、粉砕 し、温度変化型屈折率測定装置 (京都 フイッ

屈折率 (γ )の測定を行った。

実体顕微鏡下で試料ごとに斜方輝石を手選し

ション・ トラック社製R I M S2000)に より、
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(2)測 定 結 果

測定結果を表 5に示す。火山灰 1に含まれる含まれる斜方輝石 (23粒子)の屈折率 (/)は、1.703

-1.710で ある。火山灰 2に含まれる含まれる斜方輝石 (22粒子)の屈折率 (γ )は、1,701-1.709

である。火山灰 3に含 まれる含まれる斜方輝石 (43粒子)の屈折率 (γ )は、1,701-1.707で ある。

火山灰 4に含まれる含 まれる斜方輝石 (40粒子)の屈折率 (γ )は、1,700-1.706で ある。火山灰 5

に含まれる含まれる斜方輝石 (50粒子)の屈折率 (γ )は、1,700-1,707で ある。

今回採取された試料の顔つき、また実体鏡下で礫の特徴や量、さらに通常では一次テフラ層の中で

共存することが非常にまれなスコリアと透明なバブル型ガラスの共存などをみる限 り、試料 1か ら試

料 4に かけては土壊化を受けてお り、一次堆積のテフラ層から採取されてはいないようである。また、

試料 5についても、火山ガラスの純度は比較的高いものの、若干土壌化を受けているように思える。

火山灰編年学ではテフラの一次堆積層を利用することが基本ではあるが、土壌化を受けていることも

多いことから、ここでは含まれるテフラの起源についての考察を進めていく。なお、一次堆積層の認

定には、野外での観察が必要なことから、分析者による現地での上層やテフラの堆積状況の確認が望

まれる。

火山灰 1に含まれるテフラ粒子のうち、スコリア質火山灰については、岩相および斜方輝石の屈折

率から岩手火山に由来すると考えられる。また、火山ガラスや斜方輝石の少なくとも一部については、

火山ガラスの色調や形態、さらに斜方輝石の屈折率 も考慮すると、約5,500年前
半1に

十和田火山から

噴出した十和田中lTRテ フラ (To― Cu,大 池ほか,1966,早 川,1983b,福田,1986,町田・新井 ,

1992)に 由来すると思われる。To― Cuに層位が近い岩手火山起源のテフラとしては、TO一 cu
のす ぐ上位におもに橙褐色のスコリアからなる巣子スコリアが岩手火山中腹にあるらしく、橙褐色ス

コリアの斜方輝石の屈折率 (γ )も 1,706-1.708で (古澤,2003)、 今回得 られた rangeに 入る。

火山灰 2や火山灰 3に比較的多 く含まれるスコリア質火山灰については、岩相から岩手火山に由来

すると考えられる。発掘調査時には、縄文時代早期後半から前期初頭に岩手火山から噴出したらしい

堀切火山灰の可能性が考えられたようである。しかしながら、今回得られた斜方輝石の屈折率は、堀

切火山灰に相当するらしい「堀切軽石 (古澤,2003)」 のそれ (γ :1.711-1.717)と は異なる。ま

た、少量ずつ含まれている軽石型火山ガラスの起源については不明な点が多い。一部については、斜

方輝石の屈折率から約1,2～ 1.3万年前
*1に

十和田火山から噴出した十和田人戸テフラ (To― H,早
川,1983a,Hayakawa,1985,町 田 。新井,1992)に由来するのかも知れない。ただし、本地域に

おいてTO一 Hに特徴的な角閃石は認められなかった。

試料 4に比較的多く含まれるスコリア質火山灰についても、岩相から岩手火山に由来すると考えら

れる。また、半透明～透明の火山ガラスの多くについては、その形態から十和田火山起源のように思

われる。試料がかなり下位 (Ⅶ層上面)か ら採取されていること、角閃石が認められないことから、

発掘調査担当者により起源として可能性が上げられている約3.2万年前以前に十和田火山から噴出し

た十和田大不動テフラ (中川ほか,1972,町田・新井,1992,2003な ど)の可能性も考えられよう。

ただし、火山ガラスの形態組成がこれから述べる火山灰 5に多く含まれているTo― Cuのそれと非

常によく似ており、斜方輝石の中に屈折率が低いものが含まれていることも合わせると、試料 4が何

察考
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Ⅵ 自然科学分析

らかの攪乱を受けたTo一 Cuである可能性を十分に示唆しているようにみえる。また、斜方輝石の

屈折率も、巣子スコリアの値 (古澤,2004)と 重なる。

試料 5に多く含まれる火山ガラスなどテフラ粒子は、火山ガラスの色調や形態、比較的低い斜方輝

石が含まれていること、さらに915年 に十和田火山から噴出した十和田 aテ フラ (To― a,大池 ,

1972,町田ほか,1981)に多く含まれている中間型ガラスの比率も高 くないことなどから、To― Cu
に由来する可能性が高いと考えられよう。

岩手火山起源のテフラについても近年特徴記載が行われるようになってきたことから、今後は火山

ガラスの屈折率測定なども合わせて実施して、テフラの同定精度をさらに向上させると良い。

5 ま  と め

盛岡市川目A遺跡において採取された 5試料を対象に、テフラ組成分析と屈折率測定を行った。そ

の結果、十和田中撤テフラ (To― Cu,約 5,500年前
*1)の ほか、岩手火山に由来するテフラ粒子

を検出することができた。

*1 放射性炭素 (14C)年代。To一 Hお よびTo― Cuの暦年較正年代については,順に約1.5

万年前と約6,000年 前と考えられている (町 田 。新井,2003).
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2 川目A遺跡第 6次調査出土火山灰分析鑑定

表 1 テ フラ分析分析試料表

分析試料名  採取地点    採取層位

火 山灰 1  5X5jグ リッ ド  Ⅳ a層

火 山灰 2    RA003      2層
火 山灰 3   RA003     3層
火 山灰 4  Ⅶ層上面    Ⅶ層上面

火 山灰 5    Ⅳ層      Ⅳ層

表 2 テ フラ検 出分析結果

試料      軽石・ スコリア     火 山ガラス (ス コ リアを含む ) 礫

量  色調  最大径  量   形態      色調 量  最 大径

火 山灰 1   -   ―    ―  +   sc    暗灰 ,灰 ,赤     十++  9.3
火 山灰 2  -   ―    ―  ++   sc   黒灰,暗灰,灰 ,赤   料   11.7
火 山灰 3   -    ―     一   ++   sc〉 pm  黒灰,暗灰 ,白 ,灰 ,赤   ++   14.7
火 山灰 4     -      ―       ―    ++    sc,pm     日音灰 ,黒灰 ,白       +      3.6
クにLlオ灰 5     -       ―        ―     +++     pm             白             ―        ―

十+++:と くに多い,+++:多 い,十+:中 程度,+:少 ない ,一 :認 め られない。bw iバ ブル型 ,pm:
軽石型 ,sc:ス コ リア型 .最大径 の単位 は,mm.

表 3 火 山ガ ラス比分析結果

試 料      bw(cl) bw(pb) bw(br)  md   pm(sp) pm(fb)   そ の他    合 計

クに卜匈灰 1       1       0      o       2      2       2       243     250

火 山灰 2   0   0   o   o   4   1   245  250
火 山灰 3       0       0      0       o      3       0       247     250

火 卜Jが電4    3     0    0     1   13    11     222   250
クに,Hう〔5      3       0      o       4     87      24       182     250

数字は粒子数 .bw iバ ブル型,md i中 間型,pm:軽 石型,cl:透 明,pb:淡褐色,br
:褐色,sp:ス ポンジ状,fb:繊維束状 .
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Ⅵ 自然科学分析

表 4 重鉱物組成分析結果

試 料 01 Opx cpx bi mt その他  合計

火 山灰 1

火 山灰 2

火 山灰 3

火 山灰 4

火 山灰 5

3

3

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

134

136

127

1216

140

52

66

62

76

50

50

37

44

40

56

11

8.

12

8

3

250

250

250

250

250

数字は粒子数 .ol:カ ンラン石,opx:斜方輝石,opx:単斜輝石,am:角 閃石 ,

bi:黒雲母,mt:磁鉄―鉱 .

表 5 斜方輝石の屈折率測定

試 料 斜方輝石の屈折率 (γ ) 測定粒子数

火 山灰 1

火 山灰 2

火 山灰 3

火 山灰 4

火 山灰 5

1,703-1.710

1.701-11709

1.701-1.707

1.700-1,706

1.700-1.707

23

22

43

40

50

屈折率の測定は,温度変化型屈折率測定装置 (RIMS2000)に よる .
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Ⅵ 自然科学分析

3 放射性炭素年代測定結果 (AMS測定 )

(株)加速器分析研究所

(1)測 定 対 象 試 料

川目A遺跡は、岩手県盛岡市川目地区に所在する。簗川左岸の河岸段丘上に位置する (標高177～

205m)。 測定対象試料は、R A006か ら出土 した土器内面付着炭化物 (CI Noll:IAA△ -72765)、

R A012の Qlか ら出土 した土器内面付着炭化物 (C2 No77:IAAA-72766)、 R☆ 013の炉から

出土 した土器内面付着炭化物 (C3 No90:IAAA-72767)、 R A017の 炉から出土 した土器内面

付着炭化物 (C4 No102:IAAA-72768)、 R X001の Qlか ら出上 した土器内面付着炭化物 (C

5 No172:IAA☆ -72769)、 R X002か ら出土 した土器内面付着炭化物 (C6 No186:IAAA
-72770)、 中央部捨て場から出土 した土器内面付着炭化物 (C7 No243:IAAA-72771)、 2Y
10xグ リッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C8 No370:IAAA-72772)、 2 Yllv

グリッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C9 No318:IAAA-72773)、 2Y23xグ リッ

ドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C10 No463:IAAA-72774)、 2Y24jグ リッドの

Ⅳ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C ll No475:IAAA-72775)、 3Y3u～ 3vグ リッド

のⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C12 No473:IAAA-72776)、 R A010の Qlから出土

した炭化材 (C13:IAAA-72777)、 R A010の Q2か ら出上 した炭化材 (C14:IAAA-72778)、

合計14点 である。

(2)化 学 処 理 工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取 り除 く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取 り

除 く。最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナ トリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時

間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を

用いて数時間処理 した後、超純水で中性になるまで希釈 し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心

分離機を使用する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封 じ切 り、500℃で30分、850℃ で 2時間加熟す

る。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を
精製する。

5)精製 した二酸化炭素から鉄を触媒 として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイ トを作製

する。

6)グラフアイ トを内径 l nlmの カソー ドにハ ンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速

器に装着 し測定する。
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3 放射性炭素年代測定結果

(3)測 定 方 法

測定機器は、 3MVタ ンデム加速器をベースとした14C― AMS専 用装置 (NEC Pelletron

9SDH-2)を 使用する。134個 の試料が装填できる。測定では、米国国立標準局 (NIST)か
ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定

も同時に実施する。また、加速器により13C/12Cの測定も同時に行う。

(4)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5568年 を使用した。

2)14C年代 (Libby Age:yrBP)は 、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定さ

れ、1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ13Cに よって補正された

値である。

3)付記した誤差は、複数回の測定値についてχ2検定が行われ、測定値が 1つの母集団とみなせる

場合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用いられる。

4)δ 13Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、大MS測定の場合に同時に測定される

δ13Cの値を用いることもある。δ13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載す

る。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

δ14c=[(14A s― 盟AR)/望 AR]×  1000 (1)

δ

13c=[(13A s一 お
APDB)/13☆ PDB]×  1000  (2)

ここで、 И☆s:試料炭素の望C濃度 :(И C/ワ C)sま たは (望 C/BC)s
M☆ R:標準現代炭素のИC濃度 :(14c/姥 c)Rま たは (μ C/BC)R

δ13C は、質量分析計を用いて試料炭素のBC濃
度 (お As=お C/ワ C)を 測定し、PDB(白

亜紀のベレムナイト類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器によ

り測定中に同時にBC/ワ Cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδ13Cを用いること

もある。この場合には表中に (加速器)と 注記する。

5)△ ユCは、試料災素がδ ttC=-25.0(%。 )であるとしたときの望C濃度 (望AN)に換算 した上で

計算した値である。

(1)式のユC濃度を、δBCの測定値をもとに次式のように換算する。
ユAN=ユ☆S× (0。 975/(1+δ おC/1000))2(望 Asと してИC/鬱 cを使用するとき)

または

=“ AsX(0。 975/(1+δ EC/1000))(ユ Asと してMC/略 Cを使用するとき)

△
MC=[(望

AN~望 AR)/ユ AR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋がえ素起源となっている試料については、海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸

ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きくなる。多

くの場合、同位体補正をしないδユCに相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時代のもの

と考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

6)pMC(percent Modern Carbon)イ よ、現代炭素に対する試料炭素の望C濃度の割合を示す表記

であり、△ИCと の関係は次のようになる。

△HC=(pMC/100-1)× 1000(%。 )
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Ⅵ 自然科学分析

pMC=△ コC/10+100(°/o)

国際的な取 り決めにより、この△HCあ るいはpMCに より、
望C年代が次のように計算 される。

T=-8033× in[(△ 14c/1000)+1]

=-8033× in(pMC/100)
7)望 C年代値 と誤差は, 1桁目を四捨五入 して10年単位で表示される。

8)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料の“C濃度を元に描かれた較正曲線 と照らし合わせ、過去

の望C濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代の計算では、IntCa104デ ー

タベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3.10較正プログラム (Bronk Ransey1995 Bronk

Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Plicht and Weninger2001)を 使用 した。暦年較正年代は、
望C

年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差 (lσ =68.2%)あ るいは 2標準偏差

(2σ =95,4%)で表示される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁を四捨五入 しない望C

年代値である。

(5)測 定 結 果

望C年代は、 R A006か ら出上 した土器内面付着炭化物 (Cl:IAA☆ -72765)が4980±40y r

BP、 R A012の Qlか ら出土 した土器内面付着炭化物 (C2:I ttA大 -72766)力 滋380±40y r B

P、 R☆ 013の炉から出土 した土器内面付着炭化物 (C3:IAA貪 -72767)力M100± 40y r B P、

R☆ 017の炉から出土 した土器内面付着炭化物 (C4:IAAA-72768)が 3970± 40y r B P、 RX

001の Qlか ら出土 した土器内面付着炭化物 (C5:IAAA-72769)力 滋140± 40y r B P、 R X00

2か ら出土 した土器内面付着炭化物 (C6:IAAA-72770)が 4580± 40y r B P、 中央部捨て場

から出土 した土器内面付着炭化物 (C71 1 AttA-72771)が4890± 40y r B P、 2Y10xグ リッ

ドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C8:IAAA-72772)が 3760± 40y r B P、 2 Yll

vグ リッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C9:IAAA-72773)が 4410± 40y r B P、

2Y23xグ リッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C10:IAA大 -72774)が2990± 40y

rBP、 2Y24jグ リッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C ll:IAAA-72775)が 295

0± 40y I B P、 3Y3u～ 3vグ リッドのⅣ層から出土 した土器内面付着炭化物 (C12:IAAA
-72776)が2970± 40y r B P、 R A010の Qlか ら出土 した炭化材 (C1311AAA-72777)力 M10

0± 40y r B P、 R A010の Q2か ら出上 した炭化材 (C14:IAAA-72778)が 4150± 30y I B P

である。

暦年較正年代 (lσ )は、Cl力湘800～3695 B C(68.20/O)、 C2カ滑025～ 2920B C(68,20/0)、 C

3が2850～ 2810 B C (15。 8%)。 2750～2720 B C (4.6%)。 2700～2570B C (47.9%)、  C4が 2570

～2520B C (36。 90/0)。 2500～2460B C(31,30/0)、  C5が 2870～ 2830 B C (13.8%)・ 2820～ 2800

BC(5,70/O)・ 2780～ 2630B C(48。 70/0)、 C6が 3500～ 3460B C(15,9%)。 3380～3330B C(30,9

%)・ 3220～ 3180 B C (11.3%)・ 3160～3120B C(10,20/0)、  C7が 3700～8640B C(68.2%)、  C
8が2280～ 2250B C(10,7%)。 2230～2220 B C(1,70/0)・ 2210～2130B C(50。 6%)・ 2080～ 2060

BC (5。 2%)、 C9が 3100～3000B C(42,4%)。 2990～ 2930B C (25.80/O)、 C10が 1300～ 1190B

C (55,3%)・ 1180～ 1130B C(12,9%)、  C llが 1260～ 1110B C(68。 2%)、 C12が1270～ 1120B C

(68.20/0)、 C13が2850～2810B C(16.00/O)。 2740～2720B C(3,9%)・ 2700～2570B C(48,30/0)、

C14が2870～ 2830 B C(14.1%)。 2820～ 2800B C (5.50/0)・ 2780～ 2660B C(44.60/O)。 2650～

2630B C(3.90/O)で ある。
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3.放射性炭素年代測定結果

測定結果は考古学的な調査所見.と も整合性が高く、化学処理および測定内容にも1問題が無いことか

ら、妥:当 な年代と考えられる。

参考文献

Stu�erⅥ 94d POlash HA‐ 1977 DiscuSsio4:RepoFting Of 14C data,Radお car6on l鋭 355-363

BF04k RamseyC.1"5 Radiocanon calibration nd anttysis ofstatigraphyt the―OxCal PFOgra4-RadiocaFbOn 37働 鶴 -43tl

Bronk Ramsey c.2001 Dovelopmentttthe Ra江 ocarbon PrOgFam OXCエ ーRadiocarbon 4312Al,355-1363

Bronk Ramsey C,van der PL,htJ!and weningeFB.2001 1Wiggle Matchinゴ radiocarbon da螂 ヶRadiocarbon‐ 4312Al,381-‐ 389

Reimeれ PJ.et■ 2004 1ntCa104 terrestrialFadiOCarbon age caibFatiO■ 0-26cal kyr BP,Ra� ocarbOn 46,1029-1058
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IAA
IA▲ Qttan 料試 B▼年代おま|び爆 0同t率比

14A▲二72765

千21e2-1

試料採取場所 :岩手県盛H市,「目地区

JI日 本奮跡

試料形態   Ⅲ友イと物

4/pr4・4鱒 )1 0 11hroli

LibbyAge lyrBIJJ     I  ■線輛 ±   41

aFc(zOl、 (航薩韓謝  = =29.79生   0.談

△・ C(雅)       =― -461=0■   分下

,MO(監)       =  1琺 821±   0.2E

(参考)    0お C の構工無じ

0■C190        .=: ‐4,7.1 ■   去タ

っMC.(銘 )       ――  亀 29と   0.27

Age lyrBPJ      :  S,o60±    40

l AAAi72766

#2162 2

試料無取場所 1を―
手県盛働市打鮨蠅区

川目A進跡

翻    :― ,オき
'「

`.4,,

試料名 (番号)' C2Nd77

Libby Age.lyFBPl    t  4380圭    41

0℃ 徐0、 0盛絹   圭 _森.47■  0君

△Fc(路〉       . ―厄墟0と   分t

oMC(X)       =  弱loo士   針.21

瞬 )    か13.CO補 正無し

δl'C(跨)        = 二
4‐14.0 と   夕14

,MO(顕)       ・   58.醸 士  α24

Age CFBPl      '  4iOω ■   80

IAAA工 72767

#2162 9

識持騨攀効仕  岩手県盛国市川目地区

‖I目 A提観必

鞘 燃
.   :翻

試料名 1籐号)i CCh00

Lib"ぶ ge lyFBPj    '  4,100■    4C

Oや09篠)、 ゆ醸彗器)   = ■24,10±   019C

.本

“C lhl          = 
‐機

`つ
 士   彦

'e

,MC(%)       =  叡オOl 土   o129

(参考)    かおCφ補工無し

0いCり鋤         章 ■胚蘊B ±   27

oMO le6)     = 60.12士   Or27

Age KFB'〉       =  4090■    40

IAA4-72768

■2162 4代答

試料採取場所 :着手県盛岡市ナI日地区

川目A遺跡
―

試料形態   :炭 化物

試料名 鱗 )I c 4Na102

Libby Age(yrBPl    .I  缶970士    ―寒

δ
どC線0、 伽速器〉  = -19179と   り,患

△
“O IXl        = -3901彦 ■  lλ -1

,MC(0/o)     ■  60翠溶 土  帆鬱1

(参考)   ‐   o19Cゅ爺磯にし

番HC(Zol        i ‐388,7±   2:帝

OMC(狩        =  0こ .∝ 上  針野

Age,lytBP)      ,  3,890■    4C

IAAA-72769

#2162-0

試料採取場所 :着手県盛同帝川目地区

川]A造跡

翻 嫁   :舟 働

語辞■箔令肇弓, : Cう NG172

Libby Age tyrBP)    :  4,140■ 1   4C

o中 lMl、 働腕裁酌   圭 ■独 ∝1士  ∝網

△IC(‰,         = 二4はつ―主   雰ゃ

oMo(拓)      =  59,71■   lα 29

(参考)     ,4● 0籍■無し

'・

C(‰,          ■ i韓、や 士    基7

oMO(O/c)      =  韓 121と   0.27

Age lyrBPJI      :  421pキ    40

Ⅵ 自然科学分析
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3 放射性炭素年代測定結果

I△ A

IAA Code No 料試 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-72770

#2162-6

試料採取場所  :岩 手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号)i C6 No186

Libby Age(yrBP)        :   4,580 ■     4(

δ13C(%。 )、 (加速器)  = -2058±   0桜

△14C(%。 )        = -4349 ±   3.(

pMC(%)        =  5651 ±   03(

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(‰ )       = -429.7±    2(

pMC(%)        =  5703 ±   02〔

Age(yrBPl           :   4,510 ±    4(

IAAA-72771

#2162-7

試料採取場所  :岩 手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試朴形態   :炭 化物

試料名 (番号): C7 hlo243

Llbby Age(yrBP)      :  4,890 ±    4(

δ13C(‰ )、 (力日速器)  = -26.05±   06;

△14C(‰ )       = -4559 ±   2;

pMC(%)      =  図.41■   0.24

(参考)     δ13C の補正無し

が14C(%0)        = -457.1 ±   2(

pMC(%)      =  M29±   021

Age(yrBP)          :   4,910 ±    4(

IAAA-727穆

#2162-8

試料採取場所  :岩 手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号): C8 No370

Libby Age(yrBP)        :   3,760 ±     40

ひ13C(‰ )、 (加速器)  = -2289±   0.60

△14C(%。 )      = -373.9±    29

pMC(%)        =  6261 ±   029

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(%O)         = -3712 士

pMC(%)        =  6288 ±

Age(yrBP)            :   3,730 ±

IAAA-72773

学2162-9

試料採取場所  :岩 手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号): C9 NQ318

Libby Age(yrBP)        :   4,410 ±     40

δ13C(%。 )、 (加速器)  = -1960±   076

△14C(%O)         = -422.3 ±    29

pMC(%)        =  5777 ±   029

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(%。 )        = -4158 ±   21

pMC(%)        =  58.42 ■   021

Age(yrBP)          i   4,320 ±    4(

IAAA-2774

#2162-10

試料採取場所  :岩 手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号)i C孔O No463

Libby Age(yrBP)       :   2,990 ±     40

δ13C(%。 )、 (加速器)  = -2602±   0.碍

△14C(‰ )       = -3107±    34

pMC(%)        =  6893 ±   034

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(%9)        = -312.2 ±   3ι

pMC(%)        =  6878 ±   0,3を

Age(yrBP)          :   3,010 ±    4(
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IAA

IAA CodoNo 料試 B'年代および炭素の同位体比

IAAA-72775

#9162-ll

試料採取場所  :岩手県盛岡市川目地区

川目▲遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号)i C■  N0475

LIbby AgelyrBPl     :  2,950士    Ц

δ13C(‰ )、 (加速器)  = -31.91±   018〔

△14C(‰)       = -307.夕 ±   31〔

pMC(%)        =  09.28 ±   0.よ

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(‰)        = -315,7 ±   3.(

,MC(O/o〉        =  6駐 43 ±   0.3(

Age lyrBP)      :  3,050±    な

:AAA-72776

#2162-12

試料採取場所  :岩手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号): C12 Na473

Libby AgelyrBPl       :   2,9711 ±    4(

δ13C(‰ )、 (加速器)  = -27.31 ±  Oα

△14C(‰ )       = -30913 ±   3.(

。MC(%)        =  ω107 ±   0.蟹

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C.(‰ )        = -312.5 ±   3.1

9MO(°/O)      =  68,75±   0.31

Age lyrBPl          :   3,010 ±    40

IAAA-72777

#2162-13

試料採駁場所  :岩手県盛岡市〕1目 地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号): C13

Libby AgelyrBPl      :  4,100 ±    4(

δ13C(‰ )、 (加速器)  = -24.44 ±  0,a

△14C(°F。)        = -40010 ±   2.こ

oMC(%)       =  60.00±   0.2t

瞬 )     δ13C の補正無し

δ14C(れ)       = -399,3 ±   2.て

,MC(%)       =  60.07±   0,数

AgelyrBP)       :  4,099±    4C

IAAA-72773

#2162-14

試料採取場所  :岩手県盛岡市川目地区

川目A遺跡

試料形態   :炭 化物

試料名 (番号)iC望

Libby Age(FBPl      :  4,15Cl ±    3C

δ13C(‰ )、 0日速器)  = 工騨.27±   0.能

△14C(‰)        = -403.1 士   ?.[

pMC(%)      = 59.69±   9.憂

(参考)     δ13C の補正無し

δ14C(‰ )        = -4C12.2 ±   2.3

pMC(%)      = 59,78±   0.雰

Age lyrBPl       :  4,130±    3C

Ⅵ 自然科学分析
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3 放射性炭素年代測定結果

参考

IAAA-72768に関しましては,代替試料を処理し測定した結果になります。

参考資料 :暦年較正用年代                          IAA
IAA Code No. 試料番号 LibbyAgelyrBP)

IAAA-72765 C l Nα ll 4977 ± 42

IAAA-72766 C2No 77 4375 ± 35

IAAA-72767 C3No 90 4102  ±  38

IAAA-72768 C4 NQ 102 3973 ± 36

IAAA-72769 C5No 172 4142 ± 39

IAAA-72770 C6 No 186 4584  ±  42

IAAA-72771 C7 Nα  243 4888  ±  40

IAAA-72772 C8Nα 370 3761  ±  37

IAAA-72773 C9 No 318 4407 ± 39
IAAA-72774 C10 No 463 2989 ± 39

IAAA―-72775 Cll No 475 2948 ± 37

IAAA-72776 C12 NQ 473 2972 ± 37

IAAA-72777 C13 4103  」=  36

IAAA-72778 C14 4145 ±  34

ここに記載するLibby Age(年代値)と誤差は下 1桁を丸めない値です。
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Amosphenc data tOm ttmcr etal o∞ 90XCalV3 10 BrOnk Ram瑠 1200S〉 Cub ttS sdi12 prOb usplchrOnl

Cl No.11:4977圭 42BP
68。 2%probabttity

3800BC(68.2ツ6)3695BC
95.4%pЮ bability

3940BC(14.2%)3870BC
3810BC(81.2%)3650BC

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

4200CalBC 4000CalBC

５３００ＢＰ

如
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〇
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呵
髯

ω
ω
ω
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ω
卿
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目
Ｏ
Ｅ
∝
爾
【口
置
ｅ
≡Φ
Ｏ

目
０
０
当
〕
〇
〇
】０
鳴
頌

3800C』BC   3600CalBC

C』ibrated date

Ⅵ 自然科学分析

3400C』BC

使用プログラム・ OxCal v3 10

使用プ ログラム・ OxCal v3 10

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

3400CalBC  3200CalBC  3000CalBC 2800CalBC  2600CalBC

Amosphenc eata tOn Relmereta1 90XttOXCalv3,O Bmnk Ramsw 12005x cub rS Sdi12 prob usplehrOnl

C2No.77:4375435BP
68.2%pЮ bお1lity

3025BC(68.2%)2920BC
95.4%pЮ bab�v
3090BC(95。 4%)2900BC

Calibrated date
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Amospherle oata fFOm Relmer et al(2114〉 OXCa v3 10 Bronk Rantty 1200Stt Cub r5 su:12 prob usplehrOn]

C3No.90:4102438BP
68。2%pЮbability

2850BC(15.80/0)2810BC
2750BC(4.6レ6)2720BC
2700BC e7.9%)2570BC

95。4%probabilけ
2870BC ol.9%)2800BC

3 放射性炭素年代測定結果

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

4300BP

4200BP

4100BP

4000BP

390CIBP

3800BP

3000CalBC 2800CalBC   2600C』 BC

Calibrated date

4300BP

4200BP

4100BP

4000BP

3900BP

3800BP

3700BP

目
ｏ
【゙
〔百
壇
Ｈ
！
Φ
Ｏ
目
〇
や
嵩
０
０
電
員
随

2400CalBC 2200CalBC

使用プログラム ‐CjxCal v3.10

【参考値 :暦年補正 Radiocarbon determinatiOn】

3000CalBC 2800CalBC 2600CalBC 2400CalBC 2200CalBC 2CXIOCalBC

Calibrated date

目
〇
‘
ω
目
召
】
】
Φ
）
Φ
Ｏ

日
〇
や
亀
ω
Ｏ
Ｏ
】
！
↓
随

Amosphe� c data rrom Reiner et』 (2004光 OxCal � iO Bronk Ranげ 1200S〉 Cub IS Sdi12 prob usp[chЮ n〕

C4No.102:3973±36BP
68.2%probability

2570BC(36,9%)2520BC
2500BC(31,3%)2460BC

95,4%probability

2580BC(90.4%)2400BC
2380BC(5.0%)2340BC
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【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

4400BP

4300BP

4200BP

4100BP

4000BP

3900BP

3000CalBC 2800CalBC    2600CalBC

Calibrated date

24CICICaBC

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

3800CalBC 3600C』 BC 3400CalBC 3200CalBC 3000CalBC 2800C』 BC

Calibrated date

目
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“
目
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Ｂ
日
Ｑ
ヽ
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）
目
０
０
虫
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ｏ
Ｏ
目
】
弓
頌

Ⅵ 自然科学分析

使用プ ログラム・ OxCal v3.10

使用プ ログラム・ OxCal v3_10
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Ｐ

Ｐ

Ｐ
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目
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一やヽ
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目
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つ
鷺
ｏ
澄
竜
Ｄ
出

C5No.172:4142■ 39BP
68.2%pЮbability

2870BC(13.8%)2830BC
2820BC(5.7%)2800BC
2780BC(48.70/0)2630BC

95.4%probability

2880BC(95。4%)2580BC

1  lШ I        I

Amosphe� c data tom Remeret』 lttИ ttOXCa wa to BrOは 膨mttx2∞ j〉 cub rs sd:12 prob usplchrOn]

C6No.186:4584■ 42BP
68.2%probお ility

3500BC(15.9%)3460BC
3380BC(30.9%)3330BC
3220BC(H.3%)3180BC
3160BC(10,2%)3120BC

(22,9%)3420BC
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Amospherlc data From Reimtt et J(2∞ 4)ゃ xCa w3 iO Bronk Ransey 12005光 cub■ 5s■ 12 prob usp卜 hrOnl

C7No.243:4888■ 40BP
68.2%pЮbabiliけ

3700BC(68.2%)3640BC
95。4%probability

3770BC(94.4%)3630BC
3550BC(1.0%)3540BC

I  I

3 放射性炭素年代測定結果

【参考値 :暦年較正 Radiocaおon determination】

4000CalBC

ＯＢ Ｐ
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目
〇
事
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】
！
段
〉
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，
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3400CalBC3800CalBC   3600CalBC

Calibrated date

3200CalBC

使用プログラム・ OxCal v3 10

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

2600CalBC  2400C』 BC  2200C』 BC  2000CalBC

Calibrated date

1800CalBC

Amosphenc data tom Rclmer etal(2004光OxCalV3 10 Brou Ramsey 1200Sメ cub R5 sd■ 2 prob usplchrOnl

C8No.370:3761■ 37BP
68.2%probability

2280BC(10,7%)2250BC
2230BC(1.7%)2220BC
2210BC(50.6%)2130BC
2080BC(5。 2%)2060BC

95,4%probabllity

(79.3%)2■ OBC
(16.1%)2030BC
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Amosphcncと 伍 tom Reinefetal(20114光 OxCalお 10 BFOHkRamsey 12111 Stt Cub■ 5 sdi12 prob usplchmnl

C9No.318:4407■ 39BP
68.2%probability

3100BC(42.4%)3000BC
2990BC(25,8レ 6)2930BC

95。4%probability

3330BC(10.6%)3230BC
120BC(84.8%)2910BC

1    11  1

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

4800BP

4700BP

4600BP

4500BP

44∞BP

4300BP

4200BP

4100BP

3600CalBC  3400CalBC

Ⅵ 自然科学分析

2800CalBC

使用プログラム・ CjxCal v3.10

800CalBC

使用プログラム・ OxC工 v3.10
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3200CalBC  3000CalBC

Calibrated date

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】
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1400CalBC   1200CalBC   1000C』 BC
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【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】
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Ⅵ 自然科学分析
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4 川目A遺跡出土黒曜石の成分分析

4 川目A遺跡出土黒曜石の成分分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 は  じ め  に

岩手県盛岡市川目地区に所在する川目A遺跡は、北上山地の山間を流れる北上川支流の簗川左岸に

形成された狭小な段丘上に立地する。これまでの発掘調査では、縄文時代早期中葉～晩期および古代

～近世にわたる遺構・遺物が確認されている。今回は、供伴する土器から縄文時代とされる黒曜石製

石器を対象として成分分析を行い、その産地に関する資料を作成する。

2試  料

試料は、川目☆遺跡より出土した黒曜石製石器 3点である。いずれの試料も、最大径2011mほ どの不

定形な剥片であり、黒曜石 1、 黒曜石 2、 黒曜石3と いう試料名が付されている。

黒曜石 1は、縄文時代前期後葉大木 5式期を中心とする集落域から出土した試料であるが、供伴し

た土器は縄文時代早期中葉～晩期前葉まで多岐にわたるため、詳細な時期は特定できないとされてい

る。黒曜石 2お よび黒曜石 3は、縄文時代中期後葉～晩期前葉の遺物包含層が広範囲で認められてい

る地点から出土しており、供伴する土器から縄文時代後期初頭～前葉の時期が推定されている。

各試料の出上位置および層位は、分析結果を呈示した表 1に併記する。

3分 析 方 法

本分析では遺物保存の観点から、非破壊分析を前提とする。したがって、調査はセイコーインスツ

ルメンッ製エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (S E A2120L)を 用いた非破壊分析法により、半定

量的に化学組成を求める。

1)処理手順

試料は超音波洗浄を行い、表面に付着した土壌を落とした後、以下の条件で測定を実施する。得ら

れた蛍光X線スペクトルからファンダメンタルパラメーター法 (FP法)に基づいたノンスタンダー

ドによる定量演算を実施し、化学組成を算出する。

測定条件

測定装置 SEA2120L

管球ターゲット元素 Rh

対象元素 Na～Ca Sc～U

励起電圧 (kV)

管電流 (μA) 自動設定 自動設定

測定時間 (秒 )

コリメータ 010.Ofmm

フィルター な し
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Ⅵ 自然科学分析

マイラー OFF

雰囲気 真空

2)Feと Rbに よる黒曜石産地半J房J

黒曜石は、流紋岩～デイサイ トに相当するガラス岩である。流紋岩～デイサイ トの成因は多様であ

るが、その反面出発物質としてのマグマの生成過程および分化過程で化学組成の挙動が異なることが

期待される。大沢ら (1991)の黒曜石の化学組成を岩系別に見ると、Rb(ル ビジウム)、 La(ラ
ンタン)、 Ce(セ リウム)、 Eu(ユ ウロピウム)、 Th(ト リウム)、 Sc(ス カジウム)の変動が

著 しく、地域的な特性を示す微量成分元素として注目される。

そこで黒曜石の岩系に基づいた化学成分の変化を背景に、産地判定の指標成分としてコンパティブ

ル元素であるFeと インコンパティブル元素であるRbを選択 し、産地ごとの 2成分の領域を図示 し

た黒曜石の産地判定図 (図 1)を作成する。本判定図は、当社保有の原産地黒曜石110試料のほか、

これまでに当社で調査を実施 した遺跡出土黒曜石 (産地未確定 も含む)な ど計500試料以上の黒曜石

を基に、破壊調査により得られた化学組成を用いて作成 した。作成 した判定図は縦軸にRb(ppm)、
横軸にFe(%)を とると指数関数的な分布を示 し、産地間の分離が良好であることから、分析精度

が十分に高ければ産地の識別は可能であると考えられる (五十嵐ほか,2001)。 なお、この図はFe
(%)と Rb(ppm)の 値を採用 しているため、酸化物の分析結果をそれぞれ換算 して用いている

(表 1中の参考値 )。

分析結果を表 1に示す。また産地判別図を図 1、 2に示す。図上における各産地の領域は、北海道

および東北地方の産地領域を濃 く示 し、関東 。中部地方の産地領域を薄 く示 してある。今回の 3試料

は、Fe― Rb判別図 (図 1)お よびその補完法であるSr― Zr判別図 (図 2)においても、本遺

跡周辺の東北、北海道さらに新潟地域や関東地方も含めて、当社保有の原産地試料の領域には該当し

ない。

小田 (2001)は、東北地方の黒曜石の産地として、脇本と月山以外にも青森県の深浦、岩手県の雫

石、宮城県の湯倉などの産地をあげてお り、また東北地方南部から続 く地域として、新潟県の板山の

ほかに佐渡島にも黒曜石の産地があることを紹介 している。したがって、今回の試料がプロットされ

た周辺の領域には、新潟県大白川、栃木県高原山、長野県麦草峠などの原産地データ領域 も近接 して

いるが、上述 した東北地方各原産地の領域が今後位置づけられる可能性 もあり、現時点では具体的な

産地について議論することは難 しい。今後は東北地方の各原産地試料を当社データベースに付加 し、

これら原産地の可能性についても改めて検証 したい。

参考文献

五十嵐俊雄・斉藤紀行 。中根秀二 2001 Fe― Rb法による黒曜石の産地推定。PALYNO,No 4,16-25。

二宮 修治・綱干 守・藁科 実・友廣 秀尚・大沢 員澄 1991 微量成分元素存在量による原産地黒曜石の識別・分類と

遺跡出土黒曜石石器の原産地推定への適用,黒曜石の化学 遺跡出土黒曜石石器の原産地推定の基礎として.平

成 2年度科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書,69p.
小田 静夫  2001  黒曜石石器の研究動向.PALYNO,No 4, 3-15.
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5 川目A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘上の胎土分析

5 川目A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘土の胎土分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は  じ め  に

岩手県盛岡市川目A遺跡は、北上山地中部の西縁付近を流れる簗川の左岸に形成された河岸段丘上

に立地する。簗川は、盛岡市街地南方で北上川に合流する。今回発掘調査が行われた第 6次調査区は、

標高177～ 178mの段丘上 (発掘調査では低位面 とされている)と標高182～ 188mの 山地斜面 (同高位

面)と に区分されている。低位面からは縄文時代後期～晩期の遺物包含層や集石遺構が検出され、高

位面からは縄文時代早期中頃 (物見台式期 )、 前期後半 (大木 5式期 )、 中期後半 (大木 9～ 10式期 )

の 3時期にわたる集落跡が検出されている。また、高位面の中期後半とされた集落跡内には、「土取

り穴」 と考えられている土坑が 7基検出されてお り、土坑の底や壁に認められた粘土は、集落跡から

出上 した土器の材料 となった可能性 もあると考えられている。

今回の分析調査では、上述 した土取 り穴の粘土と調査区より出土 した各時期の縄文土器の関係につ

いて、両者の特性を岩石学的手法で把握するとともに、相互に比較することによりそれらの関係につ

いて検討する。

試料は、川目A遺跡第 6次調査区より出土 した早期から晩期までの縄文土器片13点 と同調査区で検

出された土取 り穴の壁面より採取された粘土試料 5点の合計18点である。

縄文土器試料には、土器No l～ 13ま での試料名が付されている。これらのうち土器No l～ 8ま では、

土取穴から出土 した試料であり、中期後半の大木 9式および10式が 5点、前期の大木 1～ 2a式、大

木 5式 ?、 および後期の型式不明土器がそれぞれ 1点ずつという内訳である。発掘調査所見では、土

取 り穴の時期は中期後半とされ、上述 した同時期の上器は帰属時期を反映 している可能性が高いとさ

れている。土器No 9、 10は いずれも竪穴住居跡 より出土 した試料であるが、土器No 9は 大木 5式期の

住居跡から出上 してお り、土器陥10は前期 とされる住居跡から出土 しているものの、土器自体は早期

中葉の物見台式と考えられている。土器Noll、 12は大木 5式期の集落上において遺構タトとして取 り上

げられたものであ り、土器No13は捨て場から出上 した試料である。以上述べた各土器試料の出土遺構・

出土地点、層位、時期、型式は、一覧にして表 1に示す。

土取 り穴の壁面より採取された粘土試料は、胎± 1～胎± 5ま での試料名が付 されている。土取 り

穴 とされた土坑の平面形は不定形をなし、底は凹凸が顕著であ り、深さは比較的浅い (lm以下)。

壁面に認められた粘土層は、調査区の基本層序においてⅦ層とされ、上部のⅦ-1層 、中部のⅦ-2

層、下部のⅦ-3層 に分層されている。Ⅶ-1層 は黄褐色を呈する粘土質シル ト、Ⅶ-2層 は明黄褐

～黄褐色を呈する粘土、Ⅶ-3層は砂礫を含む粘土とされている。発掘調査所見では、Ⅶ-2層が採

掘の対象となった粘土層の可能性があるとしている。試料は、土取 り穴のR X001お よびR X003の各

箇所および各層位から採取されている。採取層位の内訳は、Ⅶ-1層 とⅦ-3層が 1点ずつ、Ⅶ-2

層が 3点である。各試料の採取位置および層位を一覧にして表 1に示す。

料試
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Ⅵ 自然科学分析

2分 析 方 法

胎上分析には、現在様々な分析方法が用いられているが、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求め

る方法と化学組成を求める方法とがある。前者は粉砕による重鉱物分析や薄片作製などが主に用いら

れており、後者では蛍光X線分析が最もよく用いられている方法である。今回の試料のように比較的

粗粒の砂粒を含み、低温焼成と考えられる縄文土器の分析では、前者の方が胎土の特徴が捉えやすい

こと、地質との関連性を考えやすいことなどの利点がある。さらに前者の方法の中でも薄片観察は、

胎土中における砂粒の量はもちろんのこと、その粒径組成や砂を構成する鉱物、岩石片および微化石

の種類なども捉えることが可能であり、得られる情報は多い。したがって、ここでは薄片観察法によ

る胎土分析を行う。以下に手順を述べる。

薄片は、試料の一部をダイアモンドカッターで切断 (粘土試料は樹脂で固化 した後に切断)、 正確

にO.0311114の厚さに研磨 して作製した。薄片は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、胎土

中に含まれる鉱物片、岩石片および微化石の種類構成を明らかにした。

データの呈示は、松田ほか (1999)が示した仕様に従う。砂粒の計数は、メカニカルステージを用

いて0.511nl間 隔で移動させ、細礫～中粒シルトまでの粒子をポイント法により200個 あるいはプレパ

ラート全面で行った。また、同時に孔隙と基質のポイントも計数した。これらの結果から、各粒度階

における鉱物・岩石別出現頻度の 3次元棒グラフ、砂粒の粒径組成ヒストグラム、孔隙・砂粒・基質

の割合を示す棒グラフを呈示する。

3 結 果

(1)胎土の分類

観察結果を表 2、 図 1～ 3に示す。各試料で計数された鉱物片および岩石片の種類構成をみると、

互いに類似 した種類構成を示す試料がある一方で、明らかに異なる組成を示す試料 も認められる。な

お、粘土試料 5点 はいずれもほぼ同様の組成を示す。また、砕屑物・基質・孔隙の割合では、土器試

料のほとんどは砕屑物の割合が30%以上を示 し、粘土試料のそれは20～ 30%である。さらに、各試料

の粒径組成をみると、シル ト径 と中粒砂径の 2つ のピークを持つ双峰性のヒス トグラムを示す試料 と

中粒砂にモー ドのある試料 とにほぼ 2分された。

以上述べた鉱物・岩石組成 と砕屑物の量比および粒径組成の状況を整理 して、ここでは以下に示す

ような分類を設定 した。

a)鉱物・岩石組成

・☆類

鉱物片は石英とカリ長石および斜長石の長石類を主体 とするが、それら以外では角閃石と緑廉石が

比較的多い。岩石片は、チャー ト・頁岩・砂岩からなる堆積岩類、凝灰岩、花商岩類、粘板岩、緑色

岩などが比較的多い。

・B類

鉱物片は石英 とカリ長石および斜長石の長石類を主体 とするが、それら以外では角閃石、緑廉石お

よび黒雲母などが比較的多い。岩石片は、堆積岩類・凝灰岩および花商岩類が比較的多い。

・C類
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鉱物片は石英 とカリ長石および斜長石の長石類を主体 とするが、それら以外では緑廉石が比較的多

く、岩石片は頁岩 と凝灰岩が多い。

・D類

鉱物片は石央とカリ長石および斜長石の長石類を主体 とするが、それら以外では両輝石と緑廉石が

比較的多 く、岩石片は安山岩が多い。

・E類

鉱物片は石英とカリ長石および斜長石の長石類を主体 とするが、それら以外では両輝石と角閃石お

よび緑廉石が比較的多い。岩石片は堆積岩類、凝灰岩および安山岩が少量含まれ、火山ガラスが比較

的多い。

b)砕屑物の量比

I類 :200/O以 上300/0未満

Ⅱ類 :300/O以 上

c)粒径組成

a類 :粗粒シル トまたは中粒シル トと中粒砂の 2段階の粒径にピークのある双峰性を示す。

b類 :極細粒砂にモー ドがある。

c類 : 中粒砂にモー ドがある。

上記分類基準に従って各試料の胎土を分類 した結果を、表 1に併記する。土器試料の鉱物片・岩石

片の種類構成ではA類が最 も多 く、13点 中 6点 を占め、次いでB類が 4点あ り、 C、 D、 Eの各類が

いずれも1点ずつである。粘土試料は、 5点 ともにA類である。

土器試料の砕屑物の量比では、 I類は土器NQ 3、 10、 11の 3点 しかなく、他の10点 はⅡ類である。

一方、粘土試料は 5点 ともに I類 に分類された。

土器試料の粒径組成では、 a類が最 も多 く、13点 中 7点 を占め、次いで c類が 4点であり、 b類が

2点ある。粘土試料の粒径組成では、 5点中 4点が c類であるが、Ⅶ-2層 3点の中の 1点である胎

± 2のみ a類 を示 した。

(2)時期 。型式別 にみた胎土分析結果

上述 した分類結果を時期・型式順に並べ替えて、表 3に示す。この表からは、以下の傾向が看取さ

れる。

1)早期

試料は土器No10の 1点のみであるが、鉱物・岩石組成では他の時期の試料には認められないE類で

あ り、砕屑物の割合は、土器試料の中では少数の I類、さらに粒径組成においても今回の試料では 2

点 しか認められなかったb類である。

2)前期

前期の試料は、前期前葉の大木 1～ 2a式の土器No 8と 前期後葉の大木 5式 ?と された土器No 4、

9の計 3点である。これらのうち、土器No 8と 土器No 4と も、鉱物・岩石組成はA類、砕屑物の割合

はⅡ類、粒径紅成は a類である。土器No 9は 、同型式の土器No 4と は異なる鉱物・岩石組成および粒

径組成であるD類 とc類を示す。なお、土器No 8と 土器No 4は型式が異なるが、ともに土取 り穴出土

であるのに対 して、土器No 9は竪穴住居跡出土 という違いがある。

3)中期
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中期後葉の大木 9式 3点 と中期末葉の大木10式 3点からなる。鉱物・岩石組成は、中期全体で見れ

ばB類が 3点、A類が 2点 となり、土器試料全体では最 も多かったA類 より、B類の方が多いという

特徴がある。型式別にみると、大木 9式 はA、 B、 Cの 3種類に分かれ、大木10式はB類が 2点、A
類が 1点 という分類である。砕屑物の割合では、大木 9式 と大木10式 にそれぞれ 1点ずつ I類が認め

られ、他の 4点はⅡ類である。粒径組成では、大木 9式の 3点はいずれもa類であるが、大木10式は、

a、 b、 cの 3種類に分かれる。

4)後期

鉱物・岩石組成では、後期前葉の上器No 7は B類、後期中葉の上器No12は A類に分類された。砕屑

物の割合は、 2点 ともにⅡ類であるが、粒径組成では、後期前葉の上器No 7が a類、後期中葉の上器

No12が c類 に分かれた。

5)晩期

試料は、晩期前葉大洞BC式 とされた土器No13の 1点である。鉱物・岩石組成はA類、砕屑物の割

合はⅡ類、粒径組成は c類に分類された。

4考 察

(1)土取 り穴壁面の粘土 と土器胎土 との関連性 について

縄文土器の材料 となるいわゆる粘土には、粒径区分でいう粘土にシル トや砂が混在 していることが

普通である。一方、土器胎土中のシル トや砂は、土器の製作過程において材料 となったいわゆる粘土

に砕屑物が力Bえ られたり、取 り除かれた りという工程を経たものである。したがって、材料 となった

粘土中の砕屑物の特徴が、必ず しもそのまま土器胎土中の砕屑物の特徴 とはならない。それでもなお

かつ、粘土中の砕屑物の特徴と土器胎土中の砕屑物の特徴 とが類似する場合には、その粘土が土器の

材料 として使用された可能性があると言つて良い。

今回の分析結果では、土取 り穴壁面採取粘土試料の砕屑物の鉱物・岩石組成は全てA類であったが、

土器試料の胎土にもA類を示すものが多かった。さらに、 a類 とc類の 2種類認められた粘土試料中

の砕屑物の粒径組成は、ともに土器胎土中の砕屑物の粒径組成 と類似 した。これらのことから、土取

り穴壁面採取の粘土試料は、土器の材料 として使用された可能性が高いと考えることができる。だだ

し、粘土試料の砕屑物の割合が、土器胎土のそれに比べてやや低いことが認められたことから、採取

された粘土に調整が加えられたことが示唆される。

(2)土器の地域性 について

土器胎土中の砕屑物における鉱物片および岩石片の種類構成は、胎上の材料 となった砂や粘土など

の堆積物が採取された場所の地質学的背景を反映している。今回の分析結果では、自然堆積物である

粘土試料が示 した鉱物・岩石組成が、本遺跡における地質学的背景を反映した鉱物・岩石組成に相当

する。その地質学的背景は、簗川流域に分布する北上山地北部を構成する地質である。吉田ほか (19

84)、 日本の地質「東北地方」編集委員会 (1989)や 岩手県土木技術振興協会・日本工営株式会社編

(1991)な どにより、簗川流域の地質を概観すると、本遺跡周辺は中・古生代の堆積岩類および火山

岩類からなる早池峰構造体の西縁部に相当し、川目層および砂子沢層と呼ばれる地質の分布域にある。

これらの地質を構成 している岩石は、主に頁岩、砂岩、チャー トの堆積岩類 と粘板岩および塩基性の

火山岩 (多 くは緑色岩)、 凝灰岩とされている。さらに、簗川流域には中生代 白亜紀 に貫入 した花尚
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岩類の分布もあり、その周縁にはホルンフェルスが生成している。分析結果で示したA類の組成は、

このような地質学的背景を反映している。したがって、A類の上器試料は、前述したように土取り穴

壁面採取粘土を材料とした可能性もあるが、簗川流域に分布する別の遺跡で製作された可能性もある

と言える。今後、簗川流域における縄文土器の動向を検討する場合には、鉱物・岩石組成は類似した

ものになることが予想されるため、砕屑物の割合や粒径組成が重要な指標になると考えられる。

A類以外の組成は、粘板岩および緑色岩をほとんど含まないことから簗川流域の地質学的背景とは

異質、すなわち簗川流域外からの搬入品である可能性がある。各分類の胎土から推定される地質学的

背景としては、B類は堆積岩類と花闘岩類、C類は堆積岩類と凝灰岩、D類 とE類は堆積岩類と安山

岩がそれぞれ主たる分布をしているような地域である。北上山地の地質は多様であり、これらの岩石

はいずれも特に限定された分布域を示すことはないため、現時点では、B類以下の地域性を具体的に

推定することはできない。ただし、今後の発掘調査事例の進展により、川目☆遺跡と関連するような

地域が想定された場合に、その地域の地質学的背景を確認することにより、今回のB類以下の地域性

に相当するか否かを判断することはできると考える。こうした事例の蓄積とともに、周辺地域の縄文

土器の分析事例も蓄積し、比較することができれば、胎土各分類の具体的な地域性の検討が可能にな

ると期待される。

引用文献
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る―.日本文化財科学会第16国 大会発表要旨集,120-121.
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表 1.試料一覧および胎上分類結果

土器NoorNQ 仮No 出土遺格 地点 層位 時 期 型式

胎上分類

鉱物 岩石 砂量 粒径紅成

A C D E I ] b

1 R X001(1号土取 り穴 埋土 中 中期末葉 大木10式

2 R X002(2号土取 り穴 埋土 中 中期後葉 大木 9式

3 215 R X002(2号土取 り穴 Ql 埋土 中 中期後葉 大木 9式 ‐
4 R X003(3号土取 り穴 埋土 中 前期後葉 大木 5式 ?

5 R X003(3号土取 り穴 埋土 中 中期後葉 大木 9式

6 R X003(3号土取 り穴 埋土 中 中期末葉 大木10式

7 R X004(4号土取 り穴 東 側 埋土 中 後期前葉 不 明

8 R X005(5号土取 り穴 埋土中 前期前業 大木 1～ 2a式

9 188 R A007(7号住 )Q3 埋± 1層 前期後葉 大木 5式 ?

376 R A008(16号 住)Q2 埋土中 早期中葉 ? 物見台式 ?

9 5X6g～ 5X6hグ リット Ⅳ層 中期末莱 大木10式

第 9ト レンチ Ⅳ層 後期中葉 不 明

285 中央部捨 て場 (4w6xグ リッ ド) lll～ Ⅳ層 晩期前葉 大洞 BC式

胎± 1 R X 001東 壁 Ⅶ-1層

胎± 2 R X001東 壁 Ⅶ-2層

胎± 3 R X001中 央部 Ⅶ-2層

胎± 4 R X003 Ⅶ-2層

胎± 5 R X001東 壁 Ⅶ-3層

<胎上分類>
1)鉱物・岩石

A:鉱物片は石英・長石類以外では角閃石と緑廉石が比較的多く、岩石片は堆積岩類・凝灰岩、花

闘岩類、粘板岩、緑色岩などが比較的多い。

B:鉱物片は石英・長石類以外では角閃石、緑廉石および黒雲母などが比較的多く、岩石片は堆積

岩類・凝灰岩および花南岩類が比較的多い。

C:鉱物片は石英 。長石類以外では緑廉石が比較的多く、岩石片は頁岩と凝灰岩が多い。

D:鉱物片は石英・長石類以外では両輝石と緑廉石が比較的多く、岩石片は安山岩が多い。

E:鉱物片は石英 。長石類以外では両輝石と角閃石および緑廉石が比較的多く、岩石片は堆積岩類、

凝灰岩および安山岩が少量、火山ガラスが比較的多い。

2)砂量

I:砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の割合が20～ 30%

Ⅱ:砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の割合が30%以上

3)粒径組成

a:シルトと中粒砂の 2段階の粒径にピークのある双峰性を示す。

b:極細粒砂にモードがある。

ci中粒砂にモードがある。
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額

図 1 各粒度階における鉱物・岩石出現頻度 (2)
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土器 No.1

土器No.2

土器No.3

土器No.4

土器No.5

土器No.6

土器No,7

土器No.8

土器No.9

土器No.10

土器 No.11

土器No.12

土器No.13

胎± 1

胎±2

月台」L3

月台」L4

月台±5

40% 60%

■砕屑物 □基質 日孔隙

躍

吻

肋

能

砕
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Ⅵ 自然科学分析

表 2 薄片観察結果 (そ の 1)

土
器
配
ま
た
は
陥

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成
すFT

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝

石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ジ

ル

コ
ン

電
気
石

不
透
明
鉱
物

チ

ャ
ー
ト

頁
岩

砂
岩

凝
灰
岩

流
紋
者
　
デ
イ
サ
イ
ト

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

一化
中画
山石
類

角
閃
岩

結
晶
片
岩

雲
母
片
岩

粘
板
岩

緑
色
岩

ホ

ル

ン

フ

ェ
ル

ス

変
質
岩
　
交
代
岩

炭
化
物

火
山
ガ

ラ
ス

植
物
珪
酸
体

1

砂

細 礫 1 1 2

粗粒 砂 1 ユ 5 1 4 2 3 3 1 2 8 2

中粒砂 1 1 4 ユ 2 4 3 2 3 2 9 1

細粒砂 2 5 2 1 1 I ユ 1 2 1 3 1 1

粗粒 シル ト 6 2 2 4 1 2 1 4

基 質

孔隙

2

砂

細礫 0

粗粒砂 2 6 2 8 8

中粒砂 3 ユ 1 3 2 2 6

細粒砂 8 2 1 3 1 4 2 2 3 2

極細粒砂 6 7 1 3 2 1

粗粒 シル ト 10 3 2 2 2 1 ユ 1 3 2

中粒 シル ト 4 4 1 1 6 4 6

基 質 405

孔 隙

3

砂

極粗粒砂 4 J 5

中粒砂 2 1 2 1 1」 2 6 2 2 ユ

極細粒砂 1 1 2 ユ ユ 3 4 2 15

粗粒 ンル ト 12 5 7 3 2 3 1 2 2

中粒 ンル ト 12 4 7 3 2

基 質 475

孔 隙

4

砂

細礫 1 1

極粗粒砂 4 4 2 1 19

粗粒砂 1 5 1 2 ユ 1 7 9 1 I 7 7 7 1

中粒砂 1 1 2 2 1 2 2 2 1 1 4 4 3 1 1

細粒砂 2 1 1 1 1 2 ユ 1 3 4 1 2 2 1 1 熟

極細粒砂 ユ 2 2 2 3 2 3 2 7 1 3 1 4

粗粒 シル ト 9 6 10 1 l 3 ユ 1 5 1 4 2

基質

孔 隙 64

5

砂

細礫 0

粗粒砂 8 1 1 2 2 6 1 ユ 8 1 1 1 1

中粒砂 5 1 1 5 2 5 2 1 2 4 1 2 7 1

細粒砂 9 5 2 1 ユ 1 3 ユ 4 1

粗粒 シル ト 13 2 3 ユ 3 1 2 ユ 1 5 2

基 質

孔 隙 留
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5 川目A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘土の胎土分析

表 2 薄片観察結果 (そ の 2)

土
器
ｈ
ま
た
は
配

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

阜
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

自
雲
母

黒
雲
母

ジ

ル

コ
ン

電
気
石

不
透
明
鉱
物

チ

ャ
ー
ト

頁

岩
砂
岩

凝
灰
岩

流
紋
者

　
デ
イ
サ
イ
ト

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
商
岩
類

角
閃
岩

結
晶
片
岩

雲
母
片
岩

粘
板
岩

緑
色
岩

ホ

ル

ン

フ

エ
ル

ス

変
質
岩

上
梁
代
岩

炭
化
物

火
山
ガ
ラ
ス

植
物
珪
酸
体

6

砂

細礫 0

粗粒砂 4 1 3 ユ 7 3

中粒砂 4 2 1 2 ユ 4 1 3 5 4 2 1 2

細粒砂 2 2 l ユ 3 1 2 11 3 3 4 1 2

極細粒砂 4 6 4 ユ 2 1 3 2 1 17 3 ユ ユ

粗粒 シル ト 4 9 2 ユ 5 2 6 1 5

中粒シル ト 5 4 1 6 1 2 3 6

基質

了し隙

7

砂

細礫 0

粗粒砂 2 2 2 5 1 5 5 3

中粒砂 7 1 6 2 1 1 ユ 3 2 1 2 3 1

細粒砂 8 2 6 3 2 2 2 1 1

極細粒砂 6 4 3 5 3 2 1 1 4 1 1 ユ 32

粗粒シル ト 6 5 2 1 3 3 1 4 ユ 3 3

中粒シル ト 9 2 1 2 ユ 3 3

基質

孔隙

8

砂

細礫

中粒砂 ユ 2 4 1 ユ 1 1 10 2 1 2 5 1 l 2 2

細粒砂 3 2 5 4 ユ 1 1 3 2 ユ 1 3

極細粒砂 ユ 5 6 1 ユ 1 1 2 2 2

粗粒 シル ト 7 4 3 5 ユ 2 2 1 4 3

中粒シル ト 2 9 2 4 5

基質 373

孔隙

砂

細礫

粗粒砂 2 1 3 1 2 ユ 1

中粒砂 5 1 2 5 2 3 1 3 l 1 1 62

細粒砂 3 1 9 6 ユ l 6 ユ 5 3 1 3

極細粒砂 4 ユ 1 1 2 3 l 4 17

糧泣 シル ト 6 4 2 1 2 4 1

中粒シル ト 7 4 1 ユ 1 1

基質 266

孔隙

10

砂

細礫 ユ

極粗粒砂 2

粗粒砂 1 6

中粒砂

細粒砂 l 2 3 3 5

極細粒砂 3 2 5 12

粗粒シル ト 7 5 3 2

中粒 シル ト l 5 3 2 3

基質

孔 隙
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表 2 薄片観察結果 (そ の 3)

土
器
ｈ
ま
た
は
ＮＱ

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 惟 成

鉱 物 片 岩  石  片 その他

石
英

カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ン゙
ル

コ
ン

電
気
石

不
透
明
鉱
物

チ

ャ
ー
ト

頁

岩
砂
岩

凝
灰
岩

流
紋
岩

　
デ
イ
サ
イ
ト

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
英

花
筒
岩
類

角
閃
岩

結
晶
片
岩

雲
母
片
岩

粘
板
岩

緑
色
岩

ホ

ル

ン

フ

エ
ル

ス

変
質
岩
　
交
代
岩

炭
化
物

火
山
ガ
ラ
ス

植
物
珪
酸
体

II/

細礫 0

粗粒砂 4 4 2 1 2 1 4 2

中粒砂 4 1 18 1 2 7 1 1 3 2 1 4 2 6 3 3

細粒砂 7 5 8 l 3 3 l 2 2 3

粗粒シル ト 3 3 ] l 3 2 6

基質 442

孔 隙 乾

砂

細礫 1 1

粗粒砂 1 3 2 1 1 1 3 l

中粒砂 4 4 1 4 1 3 9 6 3 2 1 1 3 4

細粒砂 2 6 2 ユ ユ 3 3 2 3 3 5 2 1 6 2 1

粗粒シル ト 9 3 1 2 3 ユ 2

基質

子し膨卓

砂

粗粒砂 11 6 2 1 2 1 2 1 6 2 1 6 ? 1 」 7 6 1

中粒砂 2 6 ユ 1 1 3 3 3 2 1ユ 3 2 7 1 ユ 8 3 ユ ユ 1

細粒砂 4 2 l 3 ユ 2 1 1 2 1 1

粗粒 シル ト 3 2 1 ユ 2 9

基質

孔 隙

胎
±

１

砂

細礫 1 2 3

粗粒砂 ユ 2 2 2 4ユ

細粒砂 I 6 3 6 l ユ 5 1 3

粗粒シル ト 2 l 2 2 4 3

基質

孔 隙

胎
±
２

砂

細礫 0

粗粒砂 1 2 2 3 1 7

細粒砂 3 l 1 2 2 1 2 3 15 4 】

粗粒シル ト 13 5 1 ユ ユ 1 1 4 4 1 5 37

基質

孔 隙
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5 川目A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘土の胎土分析

表 2 薄片観察結果 (そ の 4)

土
器
ｈ
ま
た
は
ｈ

砂
粒
区
分

砂 粒 の 種 類 構 成
】Ft

鉱 物 片 岩 石 片 その他

石

英
カ
リ
長
石

斜
長
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

緑
廉
石

白
雲
母

黒
雲
母

ジ

ル

コ
ン

電
気
石

不
透
明
鉱
物

チ

ヤ
ー

ト

頁

岩
砂
岩

凝
灰
岩

瓦
紋
岩
　
デ
イ
サ
イ
ト

ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

安
山
岩

玄
武
岩

多
結
晶
石
央

花
両
岩
類

角
閃
岩

結
晶
片
岩

雲
母
片
岩

粘
板
岩

緑
色
岩

ホ

ル

ン

フ

エ
ル

ス

変
質
岩
　
交
代
岩

炭
化
物

火
山
ガ
ラ
ス

植
物
珪
酸
体

胎
±
３

砂
中粒砂 1 2 ユ 5 5 l 3 2 Й

細粒秒 〕 2 1 1 1 4 5 2 4 4 と 8 6 1 1

極細粒砂 2 4 3 2 2 l 2 1 4 1 4 ユ

粗粒 シル ト 3 3 3 〕 2 3 1 2 1

中粒 シル ト 8 2 1 1 1

基 質 558

孔 隙

胎
±
４

砂

極粗粒砂 1 1 ユ 1 4

中粒砂 2 ユ 1 4 6 4 11 2 5 ユ 7 4

細粒砂 4 2 2 ユ 2 1 2 4 5 6 5 1 11 8 1

極細粒砂 1 2 ユ 3 5 1 1 3 3 1 1 22

中粒 シル ト 5 l 2 1 4

基質

孔隙

胎
±
５

砂

極粗粒砂 ユ l ユ 4 7

中粒砂 1 2 2 3 6 4 13 1 3 4 6

細泣砂 ユ 1 〕 1 1 1 3 3 3 2 1 5 8 4

極細粒砂 7 3 2 2 3 1 1 3 1 4 2 2

中粒 シル ト 2 3 2 1 l 1

基質 502

子し際
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表 3.胎上分類結果 (時期川買)

土器配 orl10 仮No 出土遺構 地点 層位 時期 型式

胎上分類

鉱物  岩石 砂量 粒径組成

A B C D E I Ⅱ

10 376 R A008 16号住)Q2 埋土 中 早期中棄 ? 物見台式 ?

8 242 R X005(5号土取 り穴 ) 埋土 中 前期前葉 大木 1～ 2a式

4 222 R X003 3号土取 り穴)Q3 埋土中 前期後莱 大木 5式 ?

9 188 R A007 7号住)Q3 埋± 1層 前期後葉 大木 5式 ? ‐
2 R X002 2号土IrXり 穴 埋土中 中期後葉 大木 9式

3 R X002(2号土取 り穴 Ql 埋土中 中期後葉 大木 9式

5 R X003(3号土取 り穴 埋土中 中期後葉 大木 9式

1 R X001(1号土取 り穴 埋土中 中期末葉 大木10式

6 R X003 3号土取 り穴 埋土中 中期末葉 大木10式

9 5X6g～ 5X6hグ リット Ⅳ層 中期末葉 大木10式

7 R X 004(4号 土取 り穴 東側 埋土中 後期前業 不 明

第 9ト レンチ Ⅳ層 後期中菜 不明

13 中央部捨て場 (4w6xグ リッド) Ⅱ～Ⅳ層 晩期前葉 大洞BC式

胎土 l R X001東 壁 Ⅷ-1層

胎± 2 R X001東 壁 VI-2層

胎± 3 R X001中 央部 Ml-2層

胎± 4 R X003 lll-2層

胎± 5 R X001東 壁 141-3層

<胎上分類>
1)鉱物・岩石

A:鉱物片は石英・長石類以外では角閃石と緑廉石が比較的多 く、岩石片は堆積岩類・凝灰岩、花

筒岩類、粘板岩、緑色岩などが比較的多い。

B:鉱物片は石英 。長石類以外では角閃石、緑廉石および黒雲母などが比較的多 く、岩石片は堆積

岩類・凝灰岩および花蘭岩類が比較的多い。

Ci鉱物片は石英・長石類以外では緑廉石が比較的多 く、岩石片は頁岩と凝灰岩が多い。

D:鉱物片は石英・長石類以外では両輝石と緑廉石が比較的多 く、岩石片は安山岩が多い。

E:鉱物片は石英・長石類以外では両輝石と角閃石および緑廉石が比較的多 く、岩石片は堆積岩類、

凝灰岩および安山岩が少量、火山ガラスが比較的多い。

2)砂量

I:砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の割合が20～ 30%

Ⅱ :砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の割合が30%以上

3)粒径組成

a:シ ル トと中粒砂の 2段階の粒径にピークのある双峰性を示す。

b:極細粒砂にモー ドがある。

c:中粒砂にモー ドがある。
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5 川目A遺跡第 6次調査区出土縄文土器および粘上の胎土分析

1.土器No.1(RX001埋土中 中期末葉 大木10式 )

2.土器No3(RX002Q3埋 土中 中期後葉 大木9式 )

3,土器No.9(RA007Q3埋±1層 前期後葉 大木5式 ?)

Qz:石 英.PI:斜長石 .T「凝灰岩 Ani安 山岩 Vg:火 山ガラス SI:粘板岩 .

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。
0.5mm
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図版 1 胎土薄片 (1)



4土器No.10(RA008Q2埋 土中 早期中葉?物見台式?)

5,土器No ll(5X6g～ 5X6hグ リッド Ⅳ層 中期末葉 大木10式 )

6.胎上1(RX001東壁 Ⅶ-1層
)

Qz:石 英,PI:斜長石 .Ho:角 閃石 P― Qz:多結晶石英 Gr:花 商岩

Vg:火 山ガラス.SI:粘板岩

写真左列は下方ポーラー、写真右列は直交ポーラー下。

Ⅵ 自然科学分析

0。 5mm

図版 1 胎土薄片 (2)
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6 分析に関する調査担当者の所見

分析に関する調査担当者の所見 (コ メント)

星 雅之

今回の調査では、琥珀分析、火山灰分析、年代測定、黒曜石原産地同定、胎上分析、炭化材樹種同

定、石器・石製品の石材鑑定について、それぞれ分析を委託 した。ここでは、先に試料の出土地・層

位などの概要を記述 し、それらの鑑定結果から導かれた内容や、発掘調査から得られた内容 とのその

整合性などの観点から、調査担当者として若干の所見を付記する。

(1)琥 珀 分 析

今回の調査では、 R A009、 R A010、 R D 146の 3遺構から琥珀の砕片が出土 した。これらの遺構

については、何れも縄文時代中期である。琥珀分析の結果、久慈市産およびいわき市産の琥珀の可能

性が示唆された。ただし、今回の資料は何れも劣化が激 しく、産地の違いを見極めるには至らなかった。

(2)火 山 灰 分 析

分析を委託 した試料は、野外調査時の肉眼観察で、何 らかのテフラと推定されたものである。サン

プル名は火山灰 1～ 5と 呼称 した。その中で、火山灰 1～ 4は高位面で、火山灰 5は低位面で検出さ

れたものである。調査時の所見としては、火山灰 1は To― Cu、 火山灰 2・ 3は掘切テフラ、火山

灰 4は To一 Cu、 火山灰 5は To一 〇 f?に 、それぞれ推定された。なお、To一 aは未確認にあ

ることも付記 しておきたい。

火山灰 1は 、基本層序Ⅳ層中に混在 していた資料で、火山灰 2・ 3と した試料より上位層で検出し

た。野外調査時は層位・性状からTo― Cuと推定 した。分析からも、十和田中lTRテ フラ(To― Cu)

に由来すると思われる旨の結果を得られた。また、To― Cuに層位が近い岩手火山起源のテフラと

しては、To― Cuのすぐ上位において、おもに橙掲色のスコリアからなる巣子スコリアが岩手火山

中腹にあるらしく、橙褐色スコリアの斜方輝石の屈折率 (γ )も 1.706-1,708で (古澤,2003)、 今

回得 られたrangeに 入る、との興味深い情報も得 られた。火山灰 2・ 3は、縄文早期中葉の竪穴住居

跡であるR A003の埋土上～中位に混在 していたオレンジ色のパ ミス様である。野外調査時の所見と

しては、縄文時代早期末葉～前期初頭の降下とされる堀切テフラの可能性が示唆された。分析の結果、

現状のテフラデータとの比較からは堀切テフラの特定には至らなかった。火山灰 4は、黄褐色粘土層

(※ 本調査における地山)上面で局所的に見られた浅責橙色の堆積物で、肉眼観察ではTo― Cuと

類似する。ただし、層位的には更新世テフラの可能性が高 く、To― Ofや To― Hが想定された。

分析からは、To― Ofの可能性 も考えられるが、火山ガラスの形態組成がTo一 Cuのそれと非常

によく似ており、何 らかの攪乱を受けたTo― Cuである可能性 も示唆された。火山灰 5は、責褐～

浅責橙色を呈するもので、Ⅳ層最下位にみられることから年代的にはTo― Cuと 合致する。分析か

らは、「To― Cuに由来する可能性が高いと考えられようJと の結果が得 られた。

今回のテフラ分析の結果からは、本地域にも確実にTo一 Cuが存在することが明らかとなった。

対 して、堀切テフラについては、残念ながらその存在を裏付けることができなかった。

(3)年 代 測 定

土器の内面付着煤 と焼失住居から出土 した炭化材を試料 とし、Cl～ C14と 命名 した14点 について
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Ⅵ 自然科学分析

年代測定を委託した。年代測定試料は、①前期後葉、②中期後葉、③中期末葉、④後期前葉、⑤晩期

初頭、⑥晩期前葉の 6時期に大別される。上記した時期毎にC14年代の結果について概観し、所見を

加えたい。

①前期後葉 iCl,C7が 該当する。 2点 ともに大木 5式と推定される土器で、これらの内面付着煤

を試料とした。Cl(掲載番号11※以後本項では掲載番号という文言を省略する)の上器は、R A00

6竪穴住居跡から出土したもので、4,980± 40y r B Pの 測定結果である。C7(243)の上器は、調

査区中央部捨て場から出土したもので、4,890± 40y r B Pの測定値を得られた。今回の測定値は、

周知されている該期年代と比較して、若千古い結果を示しているようにも思われる。

②中期後葉 :C2・ C3・ C9の 3点が該当する。 3点 ともに大木 9式土器の内面付着煤を試料とし

た。C2(77)の上器力逹,380± 40y r B P、 C3(90)の土器が4,100± 40y r B P、 C9(318)

の上器力Ⅵ,410± 40y r B Pの 測定値を得られた。C2・ C9はほぼ同じ年代値を示した。対 して、

C3が若干新しい年代値を示したが、この数値自体は次の中期末葉の測定結果に近似する。

③中期末葉 iC4・ C5'C6。 C13,C14が該当する。C4。 C5。 C6が大木10式上器の内面付

着煤を、C13。 C14が焼失住居から出土した炭化材試料である。C4(102)の 上器が3,970± 40y r

BP、 C5(172)の 上器力沌,140± 40y r B P、 C6(186)の 土器力�,580± 40y r B P、 C13が 4,

100± 40y r B P、 C14カ�,150± 30y r B Pの 測定値 を得 られた。 C4が新 しく、 C6が古い年代値

を示 した。それ以外 は4,150～4100 yrBPに まとまりが窺 える。

④後期前葉 iC8が該当する。C8(370)の 上器が3,760± 40y r B Pの 測定値を得られた。後朗前

葉は 1点の測定であるが、中期末葉の測定結果と比較すると整合するように思われる。

⑤晩期初頭 i C10が該当する。C10(463)の 上器が、2,990± 40y r B Pの 測定値を得られた。

⑥晩期前葉 i Cll・ C12が該当する。C ll(475)の 上器が2,990± 40y r B P、 C12(473)の 上器

が2,950± 40y I B Pの 測定値を得られた。晩期初頭と近似 した測定結果であるが、C10と C12を 比

較すると概ね50年間の開きが看取できようか。

今回の年代測定値をみると、概ね土器編年と整合することが指摘できる。特に、前期後葉、中期後

葉、後期前葉については、該期年代を探る上で興味深い結果を得られたと評価できよう。

(4)黒曜石原産地同定

今回の調査では黒曜石製の石器 (tool)11点 とチップ・フレークが少量出上した。出土した黒曜石

の中で、分析対象としたのは黒曜石 1～ 3と した3点の薄片 (フ レーク)である。

黒曜石 1と した試料は、調査区南西部の5X15jグ リッドⅣ層から出土した。この地点は、縄文時

代前期後葉大木 5式期を中心とする集落域である。ただし、共伴した出土土器は縄文時代早期中葉～

晩期前葉まで多岐にわたるため、詳細な時期は特定できない。黒曜石2と した試料は調査区東部の 2

Y15wグ リッドⅣ層から、黒曜石3と した資料は調査区東部の2Y24vグリッドⅣ層から出上した。

この 2点の出土地点は、出土層位であるⅣ層から中期後葉～後期中葉の上器が顕著に出土しており、

今回分析を実施しなかった黒曜石製石器11点の内10点が同様に調査区東部Ⅳ層から出上している。追

記すると、石器11点 は、実測図化の外部委託の関係で、残念ながら今回の分析から除外している。

分析の結果、 3点共に産地判定外となった。分析を行ったパリノ・サーヴェイ株式会社によれば、

貴社が保有している東北地方の原産地試料である脇本と月山の領域に該当しないことが半」明しており、

青森県の深浦、岩手県の雫石、宮城県の湯倉などの産地試料に位置づけられる可能性を残す。何れ、

今回の分析結果からは、具体的な産地について議論することは難しく、今後への検証課題と思われる。
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6 分析に関する調査担当者の所見

(5)胎 土 分 析

今回の調査で検出された土取 り穴について、土器の材料 となる粘上を採取 した粘土採掘坑の可能性

を探る目的で、胎土分析を実施 した。分析の対象 とした試料は、 R X001土取 り穴の壁や底から採取

した粘土サンプル (胎± 1～ 5と 呼称 した)と 、各時期の上器片 (胎土分析土器 1～ 13)である。今

回の調査において土取 り穴は、高位面に立地する調査区西部からのみ検出された。この調査区西部は、

縄文時代中期末葉 (大木10式期)を主体 とする竪穴住居跡が複数確認され、当該期の集落域と捉えら

れる。土取 り穴が検出されたこの調査区西部は、水田造成に伴い削平を受け、所々基盤礫層や砂礫層

が露出する部分もある。ただし、全面に亘 リー律 とは言えないものの、良好な粘土層が採掘される可

能性が高い場にあることは指摘できよう。なお、調査区西部 と同様に高位面にある調査区南西部から

は、土取 り穴は未検出にある。調査所見 としては、調査区西部 と比較 して基盤層 自体 も微妙に相違す

るように思われた。調査区西部は、同じ高位面の中にあっても、良好な粘土層が存在する貴重な場に

あると考えられる。

①土器試料 :土器試料は、縄文時代 (以後本項では縄文時代を省略する)早期～晩期の上器で、サン

プル名は土器 1～ 13と 呼称 している (第 146図 ・写真図版96図 に掲載 している)。 試料の抽出に際 して

は、当初不掲載予定であった土器破片の中で、土器型式を判断する文様が比較的明瞭なものを採用 し

た。早期中葉は、土器10(※掲載番号1060)を 試料 とした。胎上の様相から早期中葉の物見台式期 と

推定される。前期前葉は、土器 8(1058)を試料 とした。なお、本試料は、 0段多条の原体を用い、

胎土中に繊維の混入が顕著に認められるもので大木 2式若 しくは大木 1式 と推定 した。前期後葉は、

土器 4(1054)と 土器 9(1059)を 試料 とした。なお、土器 4・ 5と もに単軸絡条体第 1☆類を施文

する土器で、繊維の混入がないことから、前期後葉大木 5式期 と推定 したものである。中期後葉は、

土器 2(1052)・ 土器 3(1053)・ 土器 5(1055)を 試料 とした。 3点 ともに大木 9式と判断される。

中期末葉は、土器 1(1051)・ 土器 6(1056)・ 土器11(1061)を試料 とした。 3点 ともに大木10式

と判断される。後期前葉は、土器 7(1057)を 試料 とした。弧状気味の沈線文様がモチーフされる土

器で、後期前葉若 しくは後期初頭 と判断される。後期中葉は、土器12(1062)を 試料 とした。大ぶ り

の波状口縁を持つ特徴などから、該期 と判断される。東北北部では十腰内 2式に類似する。晩期前葉

は、土器13(1063)を試料 とした。羊歯状文を持つ特徴から、大洞BC式 と判断される。

②粘土試料 :土取 り穴の壁や底 を構成する地山 (基本層序Ⅶ層)は、深度によって若干の差異が看取

されたので、現場時にサンプリングする際は土取 り穴の壁面において、上位から下位にかけて、Ⅶ層

-1(地 山 1)、 Ⅶ層-2(地 山 2)、 Ⅶ層-3(地 山 3)、 と仮称 して採取 した。下記にこれらの説

明を補足する。

Ⅶ層-1は、地山粘土層の中では最上位にのる土層で、土取 り穴の検出面上から10～ 20cmの層厚で

みられる。土質は、責褐色粘土質シル ト (粘土と土の中間的な様相)で、粘性はやや弱い。観察所見

としては、良好な粘土層 とは思われない。今回の分析試料では胎± 1が該当する。

Ⅶ層-2は、Ⅶ層-1と Ⅶ層-3の中間にみられる粘土層で、10～ 30cmの 層厚でみられる。土質は、

明責褐～黄褐色粘土で、粘性は強 く、硬 く締まる。観察所見 としては、Ⅶ層 -1と した粘土層 よりやや

黄色味が強い良好な粘土層である。このⅦ層-2と した土層が、最も `粘土 らしい粘土'であり、採

掘の対象となった粘土層ではないかと考えられる。今回の分析試料では胎± 2・ 3・ 4が該当する。

Ⅶ層-3は、Ⅶ層-2の下位にみられる砂礫を含む粘土層である。土取 り穴の検出面から50～ 60cm

下位でみられる。本層をさらに掘 り下げると、砂礫層が表れる。土取 り穴の底面や深い土坑の底面は、
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このⅦ層-3や砂礫層となることが多く、粘土は採取できない。今回の分析試料では胎± 5が該当する。

③分析結果に対する所見 :土器試料 (土器 1～ 13)に ついては、前期後葉、中期後葉、中期末葉は

同じ土器型式の中にあっても、異なる組成を示したものがある。また、時期・土器型式は違っても同

じ組成を示すものも存在することが合わせて明らかとなった。分析の考察で述べられているように、

「A類以外の組成が簗川流域の地質学的背景とは異質、すなわち簗川流域外からの搬入品である可能

性がある。」ことは興味深い内容である。粘土試料 (胎± 1～ 5)は、「土取 り穴壁面採取の粘土試料

は、土器の材料として使用された可能性が高いと考えることができる。だだし、粘土試料の砕屑物の

割合が、土器胎上のそれに比べてやや低いことが認められたことから、採取された粘土に調整が加え

られたことが示唆される。」旨の考察結果を得られている。このことから、本遣跡で検出された土取

り穴は、土器製作を意図した粘土採掘坑であった可能性は十分に考えられよう。ただし、胎± 1～ 5

としたものは何れも同様の組成を示したことから、Ⅶ層-1、 Ⅶ層-2、 Ⅶ層-3の層位的な違いに

ついては、胎上分析からは看取できなかった。従って、野外調査時に考えたⅦ層-2が土器製作に用

いられた粘上であることは明らかにできなかったと言える。しかしながら、若干の公明として分析表

にある薄片観察結果を見る限り、砂粒区分で細礫とされた粒の大きい岩片がⅦ層-1と Ⅶ層-2に は

無 く、Ⅶ層-3に は含まれる違いが看取されたことが挙げられよう。

(6)炭化材樹種同定

今回の調査で出上した炭化材の中で、肉眼で判別可能と思われた遺存が良いもの21点 を岩手県木炭

協会に鑑定をお願いした。その結果、21点 中10点 の種類が特定できた。その10点 の炭化材は焼失家屋

と判断したR A010の床面直上を中心に出上したもので、柱など当時の建築部材と考えられる。今回

判明した材は、クリ、ナラ、ケヤキの 3種類で、最も多かったのはクリである。

(7)石器・石製品の石材鑑定

石器・石製品の石材鑑定は、花商岩研究会により実施された。剥片石器は 6種類、礫石器は17種類、

石製品は11種類の石材が用いられていることがわかった。剥片石器では、頁岩が全体の約800/0を 占め

る。また、奥羽山脈産のメノウが一定量看取されたことも特記事項として挙げておく。礫石器は、頁

岩、輝緑凝灰岩、安山岩、蛇紋岩、デイサイト、花闘閃緑岩の順に多い結果を示し、併せて非常に多

くの石材が用いられていることが分かった。特記事項として、①安山岩とデイサイトは全て奥羽山BFR

産であること、②磨石には非常に多 くの石材が用いられていること、③蛇紋岩を用いているのは全て

磨製石斧であることの 3点 を挙げておきたい。石製品は、頁岩、砂岩、輝緑凝灰岩、粘板岩、デイサ

イトの順に多い結果を示す。礫石器と比較した場合、砂岩と粘板岩が多く、蛇紋岩が少ない相違点が

ヤ旨摘できようか。

小結として、最も多く用いられている頁岩をみると、剥片石器と礫石器は北上山地産で古生代～中

生代ジュラ紀の素材が、石製品では奥羽山脈産で新生代新第三紀の素材が多いと言う興味深い結果を

示す。また、礫石器の中で最も多い磨石をみると、多種にわたる石材が用いられている。このことは、

器種や用途の違いで、用いられる石器素材が微妙に異なることが指摘できようか。また、奥羽山脈産

の石材の存在からは、素材の入手経路や当時の交易の在り方を検討する上でも、貴重な資料を提供す

ると考えられる。
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今回の調査では、竪穴住居跡15棟、掘立柱建物跡 4棟、土坑60基、竪穴建物跡 2棟、炉跡・焼±10

基、集石・立石18基、埋設土器 2基、土取 り穴 7箇所、柱穴状土坑404基、捨て場 1箇所を検出した。

遺物は、縄文土器大コンテナ92箱分、弥生土器 4点、土製品168点、石器45箱分 (中 コンテナ)、 石

製品19箱分 (中 コンテナ)、 土師器 3点、須恵器 1点、陶磁器12点、琥珀 3点、鉄製品 6点、古銭12

枚などが出土 している。ここでは、調査成果の総括 として、 1調査区毎の概要、 2遺構、 3遺物、 4

全体のまとめを行う。

調査区毎の概要

今回の調査では、調査区を南西部、西部、中央部、東部の 4つ に区分 したが、簗川との比高 3～ 4

mの低位面 (調査区東部 と調査区中央部の一部)と 、比高10m以上の高位面 (調査区南西部 と調査区

西部 )、 比高 4～ 30mの 山麓斜面地 (調査区中央部の大部分)に大別 される。今回の調査成果の一つ

として、低位面においては縄文時代後期・晩期、中・近世が、高位面においては縄文時代早期～中期

の遺構・遺物が顕著に発見され、時期により主たる空間占地が異なる様相が窺えた。ここでは、調査

区毎にその概要を記述する。

[調査区南西部]:南 東から北西方向に高度を減 じる丘陵状の地形 (※ 次に述べる調査区西部ととも

に、本報告書中では各所で高位面と呼んできた)にあ り、標高184～ 186mを 沢1る 。西側に、豊富な水

量が南から北に向かって流れる沢がある。この沢を挟んで西側に調査区西部が対峙する位置関係にあ

る。竪穴住居跡は、縄文時代早期中葉 1棟、前期前葉 1棟、前期後葉 3棟を検出した。その他に上坑、

焼土遺構がある。現況は棚田であるが、調査の結果、調査地の中央付近において南東から北西方向に

下る旧沢が発見され、また水田造成に伴い大規模に盛 り上されていることが判明した。縄文時代前期

前葉の竪穴住居跡は、この旧沢の底に相当する窪地内に構築されている。対 して、縄文時代前期後葉

の竪穴住居跡は、旧沢の底部分を避け、旧沢の東側肩部に相当する微高地部分に構築されている。調

査区南西部からは、縄文時代前期後葉を主体に早期中葉～晩期前葉 まで多岐に亘る遺物が出土 した。

[調査区西部]:北東側に張 り出す高位な段丘面にあ り、調査地外南側に北～北東向きの山麓斜面地、

東側に豊富な水量が流れる沢が位置する。標高は185～ 190mである。縄文時代中期末葉を中心とした

集落域で、竪穴住居跡は北西側の段丘縁に向かって密度を増す傾向が看取できる。該期の土坑は、一

部竪穴住居跡の占地に入 り込むような位置に集中する。ただし、居住域の中心である可能性が高い北

西側調査地外の実態が掴めないことから、居住域 と土坑域 (貯蔵域 ?)の関係は推測の域を出ない。

特記事項として粘土採掘坑 と考えられる土取 り穴の検出が挙げられるが、この土取 り穴はR A011な

ど一部の竪穴住居跡 と占地が重なるものの、その中心は居住域からみて南東側に占地する。土取 り穴

は、基本層序Ⅶ-2層 とした土層を採掘目的とした粘土採掘坑 と捉えられるが、Ⅶ-2層 自体は調査

区西部においてほぼ全域に分布する。従って、居住域の中心より外側の空間が選ばれていると考えら

れる。中期末葉以外の時期の遺構としては、土坑類の中に縄文時代中期中葉と推定されるものや、縄

文時代後期の立石遺構、弥生時代前期の埋設土器遺構などが検出された。遺物は、縄文時代中期後葉

～末葉を中心に前期初頭～晩期末葉、及び弥生時代前期や古銭 (北宋銭)が出土 している。遺物の出

土地は、遺構内出土が多い。
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[調査区中央部]:ほ ぼ北向きの山麓斜面地～山裾の平坦地 (※ 調査区東部とともに、本報告書中で

は各所で低位面 と呼んできた)にあ り、標高178～ 205mを 測る。標高180m前後の緩斜面地部分 より

縄文時代前期後葉を主体 とする捨て場 と、山裾の平坦地で縄文時代の可能性は高いものの時期特定が

できない土坑と柱穴状土坑を確認 した。遺物は、縄文時代早期中葉～晩期前葉まで出上 している。早

期中葉 と前期後葉は、上記 した捨て場から出土 している。後期や晩期は、山裾の低位面から主に出土

している。特記事項 として、柄に三叉文が印刻された晩期の石棒出土が挙げられる。

[調査区東部]:平坦地にあ り、現況は全面が水田であった。標高は177～ 179mを 測 り、本報告書で

は各所で低位面と呼んできた。第 5次調査区と隣接する。また、岩手大学草間俊一教授による第 1～

3次調査地点は調査区東部から東～北東約20～ 30mに 、盛岡市教育員会による第 4次調査地は北東約

30～40mの地点にある。中・近世 と考えられる竪穴建物や掘立柱建物跡などの遺構を主体に、縄文時

代後期の集石などを確認 した。遺物は、縄文時代中期～晩期まで出土 しているが、後期初頭～中葉が

圧倒的に多い。また今回の調査全体的でみた調査区毎の遺物量は、調査区東部が圧倒的に多い。なお、

縄文時代中期中葉～末葉については、土器は一定量得られているが、遺構は認められない。また、縄

文時代前期前葉、古代、中 。近世は、微量の出土であった。

2遺 構

ここでは、時代毎に検出された遺構をまとめてみる。なお、古代は土師器 2点、須恵器 1点が調査

区東部で出土 したが、検出遺構はない。

(1)縄 文 時 代

縄文時代の遺構は、竪穴住居跡、土坑、炉跡 。焼土、集石・立石、埋設土器、土取 り穴、捨て場が

ある。

[竪穴住居跡 (RA)]:今 回検出された竪穴住居跡は15棟である。時期の内訳は、早期中葉 1棟、

前期前葉 1棟、前期後葉 3椋、中期後葉～末葉 1棟、中期末葉 6棟、時期不明 3棟である。なお、今

回の調査で後期や晩期に該当する竪穴住居跡は検出されていない。また、これら縄文時代の竪穴住居

跡は、何れも標高185m以上の高位面から検出されてお り、標高177～ 178mの 低位面からは土器や石

器の遺物量に反 して竪穴住居跡は未検出にある。

早期中葉は、 R A003と 命名 したもので、調査区南西部より検出 した。平面形は隅丸長方形、規模

は長軸約5.3m、 短軸約3.lmと 推定されるが、遺構の遺存状態は悪 く、明確ではない。埋土中には堀

切テフラと推定されるオレンジパ ミスが含まれる。特記事項として、掲載番号 1の明神裏Ⅲ式上器が

出上 している。

前期前葉は、 R A005と 命名 したもので、調査区南西部から検出 した。この竪穴住居跡の検出地点

は、沢状地形の底に相当する。平面形が卵形、長軸6.8m、 短軸4。 8mで ある。この竪穴住居跡は、建

て替えが行われてお り (縮小 と捉えた)、 それに伴い床面の嵩上げが認められる。床面～床面下にか

けて浅黄橙色テフラ (To― Ofか)が認められる。

前期後葉は、R A004・ 006・ 007の 3棟で、何れも調査区南西部の東側 より検出 した。これら3棟

は南東一北西方向に並ぶように分布するが、これより西側は沢状の地形を呈することから、微高地を

選び竪穴住居跡が構築されていると推定される。平面形は隅丸長方形を基調とする。 3棟の長軸方向

には規則性が看取できない。規模的には、10mを超える大形住居などは認められない。何れの竪穴住
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2 遺構

居跡からも炉は認められない。特記事項 としてR A007の床面は有段を呈する。

中期は、末葉が R A010,011・ 012・ 014・ 015'017の 6棟 と、後葉～末葉 と時期幅を広 く捉えたR

A013の 1棟で、合わせて 7棟である。全て調査区西部より検出 している。この調査区西部は、北西

側に張 り出す台地状の地形で、状況からは台地の縁に向かって密度を増すことが窺える。平面形は多

角形基調で、規模は3,9～ 7mま で様々である。炉を検出 した 5棟は何れも複式炉を持ち、炉の位置

は竪穴中央からみて斜面上方側になる南～南東以外に設けられている。特記事項として、 R A010。

017は 、炉の作 り替えが行われているが、炉の長軸方向が大幅に変更されている。また、R A010は焼

失家屋と捉えられ、多量の炭化材 と混在する焼土塊や粘土ブロックなどの様相から土屋根の可能性が

ある。また、この竪穴住居跡は、南壁が棚状を呈する構造を持つことと、琥珀が出土 したことを付記

しておきたい。

時期不明は、R A008・ 009,015の 3棟で、何れも調査区西部で検出している。R A008は前期後葉、

R A009,015は 中期の可能性がある。

[土坑 (RD)]:縄 文時代 と考えられる土坑は58基 である。規模や断面形などの在 り方から分類す

ると、以下のA類～F類の 6つ に分類される。なお、中・近世 と捉えられるR D 132,133・ 1621ま分

類対象から除外 した。

A類は、底面から開口部にかけて外傾 して立ち上がるものである。A類の用途としては貯蔵穴の可

能性が考えられようか。A類は、断面形の違いで更にA類 -1・ A類 -2・ A類 -3の 3つ に細分 し

た。

A類-1は 、深度が深いもので断面形が深鉢状を呈する。 R D 107・ 126。 127・ 128の 4基が該当す

る。その中で、 R D 126・ 127・ 128は 、調査区西部の近接 した地点から検出されている。これらは、

平面形はほぼ円形で、規模が直径76～ 114cm、 深さ44～ 84cmで突出して大形のものは認められない。

帰属時期については、何れも特定できないが、概ね中期若 しくは後期と推定される。

A類 -2は、断面形が鉢状を呈するもので、R D 109,136・ 138,155。 158の 5基が該当する。平

面形は円形 と楕円形があり、規模は長軸長96～ 184cm、 深さは30～ 58cmで ある。A-1類 と比較 して

平面的な規模は大形で、深さはやや浅いものが多い。特記事項 として、R D138の 底面付近より磨製

石斧の完形品 (729)が出土 している。帰属時期については、何れも特定できないが、概ね中期若 し

くは後期 と推定される。

A類-3は 、深度が浅い断面形浅鉢状を呈するものである。ただし、土坑上部が削平されているも

のが多 く、本来はA類 -1若 しくはA類 -2であった可能性を有する。 R D 103・ 104・ 110。 111,11

6・ 129。 130。 154・ 159。 161の 10基が該当する。平面形は円形・楕円形・不整円形があ り、規模 は

長軸長86～ 236cm、 深さは18～ 70cmで ある。A-1類 としたものと比較 して平面的な規模は大形で、

深さはやや浅いものが多い。その内、 R D l10。 111は 、調査区南西部で検出された底面に副穴を持つ

ものである。土坑上部が削平を受けて深度が浅いことから本類に含めたが、本来はフラスコピツトで

あつた可能性 もある。この 2基の時期は前期前葉と推定される。その他は、中期と推定される。

B類は、開口部より底部の規模が大きくオーバーハングするもので、断面形からいわゆるフラスコ

ピットと呼ばれるものを一括する。 R D l19～ 123の 5基が該当する。平面形は円形・楕円形・不整円

形があり、規模は長軸長82～ 154cm、 深さは54～ 72cmで ある。 5基すべて調査区西部から検出してい

る。詳細な時期は特定できないものが多いものの、概ね中期後半と推定される。

C類は、規模や断面形の在 り方などから判断して、本来柱穴である可能性が高い土坑を一括する。

R D 105。 106・ 108。 114・ 117・ 131の 6基が該当する。それらは、調査区西部・南西部の高位面より
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検出した。平面形は楕円形を主体 とし、規模は長軸長36～ 116cm、 深さは18～ 42cmで ある。 R D108な

どにみられる浅い掘 り込み (ス ロープ状)は、柱の設置若 しくは抜 き取 り時に伴 う痕跡と推定される。

D類は、長楕円形の平面形態と、埋土が人為堆積であることから判断して、墓墳の可能性が考えら

れるものを本類 とした。 R D l12・ 113,115。 118。 124・ 125。 135。 145。 160の 9基が該当する。平

面形は上記のとお り長楕円形を主体に楕円形・不整形などがあ り、規模は長軸長92～ 224cm、 短軸長

64～ 148cm、 深さは10～ 56cmで ある。何れの上坑からも副葬品と推定される遣物は出土 していない。

また、突出して深いものはない。時期については、詳細を特定できないものがほとんどであるが、概

ね中期～後期 と考えられる。

E類は、底面の凹凸の状況や埋上の様相から、粘土採掘を意図 した小規模な土取 り穴の可能性が示

唆されるものを本類 とした。R D134・ 137・ 139～ 144。 146～ 153の 16基 あり、何れも調査区西部のR

X001土取 り穴周辺から検出してお り、併せてR X001と 重複関係にあるものが多い。それらの埋土は

人為堆積層を中心 とし、一部の土坑は上部のみ自然堆積層のものがある。平面形は不整楕円形を主体

とし、規模は長軸長128～ 284cm、 深さは22～ 74cmで ある。時期は、 R X001と 同時期か若 しくは新 し

い可能性が窺えるものがほとんどであるが、詳細を特定できない。中期後半が主体 と推定 しておきた

い。留意点として、中期後半以外 と思われるものを挙げてお くと、 R D137か ら前期後葉、R D 140か

ら晩期の土器が出土 している。

F類は、底面の凹凸の状況と不整形な平面形のものを一括 した。遺物などが一定量出土 しているこ

とから、土坑 として遺構登録 した経緯があるものの、人為的に掘削されたものか明確には判断ができ

ず、風倒木痕など自然現象による可能性 も考えられる。 R D156。 157'163の 3基が該当する。何れ

も調査区東部で検出された。 R D156は縄文時代後期初頭～晩期中葉の、R D163か らは縄文時代後期

初頭～前葉の土器が出土 している。 R D157は 、埋土上部にTo一 Cuが混入することから前期中葉

より古いと考えられる。

参考までにここで風倒木痕について若干記述すると、検出作業段階で黒色土が ドーナツ状を呈 し、

中心付近に地山土がみられる明らかに風倒木痕と判断されるものは遺構 として登録 していない。風倒

木痕の確認状況を記述すると、調査区西部で 2カ 所、調査区南西部で 2カ 所、調査区中央部は5カ 所

以上、調査区東部は10カ 所以上存在 した。特に調査区東部の中央から南側に多 く、それらは半裁 し遺

物の出土が確認されたものについては完掘を行った。調査区東部の風倒木根の時期について、縄文時

代後期前半と判断されるものが多い様相である。推定の域は出ない内容であるが、本遺跡は、後期前

半に大規模な台風などによる自然災害的な現象に道遇 した可能性 も考えられようか。

[炉跡・焼土 (RF)]:10基検出した。何れも現地性である。

調査区南西部で検出したR F001～ 005は、前期後葉の可能性があ り、併せてR F001～ 003・ 005は

廃屋上から検出されている点で共通する。調査区西部で検出したR F006は 、焼土の周辺に炉石の抜

き取 り痕が認められることから、本来は中期に帰属する竪穴住居 に伴う石囲炉であったと推定される。

R F007は R貪 009と 近接 した位置から検出されたが、時期・性格は不明にある。 R F008は 調査区中

央部で検出した。検出面や焼上の様オロから現代の可能性 もある。 R F010は 中 。近世の可能性が高い

と判断される。

[集石 。立石 (RH)]■ 7基検出した。

調査区西部ではR H033・ 034の 2基検出された。 R H033と 命名 した立石遺構 と、下部土坑内に礫

が集められているR H 034の 集石遺構は、人為による何 らかの遺構 と捉えられる。R H033が後期初頭、

R H034は 中期末葉 と推定される。
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調査区東部では15基検出した。下部に土坑を伴 うR H039,040の 2基は、意図的に礫を集めた集石

遺構 と捉えられる。対 して、その他13基はⅣ層中において土器片など共に自然礫・礫石器などの廃棄

ブロック的に検出された。これら13基は、人為により意図的に集められた集石遺構 とするには、礫の

検出面や底面が同様の標高値になく、降水に関係 し遺物包含層の土砂流出などに伴 う疑似現象にも思

われる。多 くの配石遺構を検出した第 5次調査地は畑地で、これらと地続きである調査区東部は全面

に亘 り水田造成が行われている。このことは、調査区東部は水田造成時に破壊を受け、遺構の遺存状

態が不良にある可能性が考えられる。これらのことを鑑みて、判断に苦慮 した集石遺構の認知につい

ては、拳大以上の礫が複数以上集まるものを集石遺構 として登録 し図化することとした。これらの帰

属時期は、後期初頭や後期前葉と推定されるものがほとんどである。土坑 F類の項で取 り上げた風倒

木痕の主たる時期 と前後する関係にあることが推定される。

[埋設土器 (RP)]:調査区西部よりR P 006の 1基 を検出 した。 R D124の 埋土中に構築されてい

たもので、埋設されていた土器は胴都中位 より上が欠落 し (※切断されている可能性あ り)、 胴部下

半～底部が正立の状態であった。埋設土器周辺には、炉石の抜 き取 り痕と推定される暗褐色シル トの

シミが認められる。推定の域は出ない内容となるが、既に破壊され消失した竪穴住居跡に伴う石囲炉

内に埋設されていた土器ではないかと考えられる。土器の時期は、中期末葉と推定される。

[土取り穴 (RX)]:調査区西部より7か所検出した。土取 り穴は、平面形は土坑の集合体的にラ

ンダムに掘られている様相で加えて底面の凹凸が激しい特徴が、該期の上坑との相違点と思われる。

規模は、最大で9m、 最小で2.8m、 深さ40～ 60cmである。また、土坑の項でも上記したとおり、R

X001の 周辺において土坑として登録した中にも小規模な土取り穴 (※ 土坑E類に分類したもの)と

推定されるものが16基ある。従って、本遺跡における土取り穴の占地は、大きくは 2カ 所と捉えられ、

1カ 所はR X001周 辺、他方はR X002～ 007の 地点である。土取 り穴の埋土は、全般的な傾向として

埋土上位は黒色シルトの自然堆積層による場合が多く、埋土中～下位は黄褐色粘土と黒色シル トが複

雑に混じつた人為堆積層が多い。上取り穴からは、中期後葉～末葉を主体に、前期前葉・前期後葉 。

中期初頭～後期初頭・晩期前葉などの上器が出土している。傾向としては、自然堆積層部分からは多

岐に亘る土器が出土し、人為堆積層中からは中期後葉～末葉が多い。よって、自然堆積層中には、土

取り穴の廃絶時期とは異時期のものも含まれていると考えられる。上記の内容に遺構の重複関係を加

味すると、土取り穴の帰属時期は、概ね中期後半 (後葉～末葉)を主体とすることが推定される。今

回検出された土取 り穴は、基本層序Ⅶ層-2と 命名した良好な粘土層の採掘を意図とした粘土採掘坑

と判断される。そして、胎上分析の結果を踏まえると、採取された粘土は土器製作用の可能性が高い。

[捨て場]:調査区中央部の北西端に位置する。南東から北西方向に下る山際の斜面地に、前期後葉

を主体とする捨て場が形成されていた。この捨て場範囲を本報告では「調査区中央部捨て場」と命名

した。遺物を包含する土層は、Ⅲ層、Ⅳ層、V層である。Ⅲ層は薄く、またⅣ層と明確に分層できな

かつた部分もあり、その場合はⅢ～Ⅳ層として取 り上げた。このⅢ～Ⅳ層からは、前期後葉を中心に

前期～晩期まで出上している。最も多くの遺物が出土したのがⅣ層で、前期後葉を主体とする。V層

は、遺物量は微量であるものの、早期中葉が出上している。このV層 には所々に堀切テフラと推定さ

れるオレンジパミスを含む。本捨て場の位置は、前期後葉の竪穴住居跡が 3棟検出された調査区南西

部に比較的近距離の関係にある。また、本捨て場出土土器と調査区南西部で最も多くの土器が出土し

たR A006出土土器を比較した限りでは、同様の上器群である。従って、本捨て場は、調査区南西部

で検出された竪穴住居跡と同時期に使用されていた空間と考えられる。
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(2)弥 生 時 代

弥生時代の遺構は、埋設土器遺構が 1基検出された。

[埋設土器 (RP)]:調 査区西部よりR P 007の 1基を検出した。直径35cm程 の円形の土坑中に、 2
個体分の土器片が埋められていた。 1点は浅鉢、他方は台付鉢と推定される。土器の埋め方は正立な

どでなく、また土器自体 も完形土器ではない。埋設土器 として遺構登録 した経緯があるものの、本来

的には土器埋納遺構的な性格の遺構 と判断される。時期は前期に相当しよう。

(3)中  。 近 世

中世と近世は、遺構からの遺物が乏しく、時期決定の根拠が弱いことから、両者を区分せず一括 し

て記載することとする。

[掘立柱建物跡 (RB)]:調 査区東部の北側付近で 4棟検出された。R B 001～ 003は 一連の変遷過

程にある建物 と推定され、古い方からR B 003→ R B 002→ R B 001の順に建て替えが行われている。

その中で、R B001は 、 8軒 3間の建物で、庇 もしくは下屋が 4面若 しく3面に持つ構造と考えられ

る。帰属時期について、 R B 001～ 003は、 R E 002・ 003の 竪穴建物跡を切る関係にあり、また掘立柱

建物跡を構成する柱穴の中には、近世前半の陶磁器が出上 しているものがある。これらの内容から近

世前半と推定される。

[土坑 (RD)]:R D 133と 162は 、北宋銭が出上 し、また掘立柱建物跡や竪穴建物 と時期が重複す

る可能性が考えられることから、中 。近世と捉えられる。その内、R D162は 長方形を呈する平面形

態から推定 して、墓娠の可能性が高い。また。132は 出土遺物がなく、時期不明としたが、遺構の平

面形態が R D 162と 類似 し、埋土の様相が縄文時代 とは考え難いことなどから、中 。近世の墓墳の可

能性が考えられる。

[竪穴建物跡 (RE)]:竪 穴建物跡は、調査区東部の低位面 より2棟検出された。平面的な規模 は、

両者とも長軸4.5m前後、短軸 4m前後 と近似 した大 きさにある。この 2棟は重複関係にあ り、北側

に位置するR E 003が R E 002を 切 り構築されている。また、このR E002・ R E003は、R B 001～ 003

掘立柱建物跡に切 られる関係にある。また、 R E003か らは北朱銭が出土 している。上記の内容を相

対的に踏まえると、中世若 しくは近世前半の可能性がある。

[集石 (RH)]:調 査区東部よりR H047の 1基検出 した。Ⅳ層中において、直径約2.5mの馬蹄形

気味の範囲に、自然礫や石鉢の破片・磨石・礫器などが寄せ集められている様相であった。状況か ら

廃棄を目的とし人為的に集められたものと判断される。時期は、石鉢の出土などから判断すると、中・

近世と考えられる。

3遺 物

今回の調査では約150箱分の遺物が出土 した。内訳は、縄文土器92箱分 (大 コンテナ)、 弥生土器 4

点、土製品168点、石器45箱分 (中 コンテナ)、 石製品19箱分 (中 コンテナ)、 古代の上器 5点、石鉢

1点、陶磁器類11点 、古銭13枚、鉄製品 6点、琥珀3.75gである。

(1)縄文土器・弥生土器

縄文土器は、早期中葉～晩期末葉まで出土 した。全体的な傾向としては、調査区南西部は前期後葉
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を主体 とし、調査区西部は中期が主体、調査区中央部 。東部は後期・晩期を主体 とする。弥生土器は、

調査区西部からのみ出土 した。ここでは時期毎に概要を述べる。

[縄文土器早期]:早期は白浜・小舟渡平式、寺の沢式、明神裏Ш式、物見台式などに相当する土器

群が出土 している。掲載番号 1の略完形土器は、 R A003の 埋土中から出土 したもので、明神裏Ⅲ式

と考えられる。底部が砲弾状に尖底で、回縁形状がキャリパー状の器形を呈する。口縁部は波状口縁

である。文様帯は、大きく捉えれば、①口縁部文様帯、②頸～胴部上位無文帯、③胴都中～下位文様

帯、④胴部下位～底部無文帯の4つ に分かれる。文様は、沈線、押し引き沈線により幾何学文様や山

形状、横位平行沈線などにより構成される。そして、沈線や押し引き沈線の側縁に貝殻腹縁圧痕文の

施文がみられる。この 1の土器を見る限り、物見台式と類似性が高いように思われる。本地域の該期

土器群は、東北地方北部と南部の、両者の諸要素を併せ持つものがあるように思われる。

出土地について、今回の調査では標高180m以下の低位面で早期の土器は出土していない。また、

中葉以外の時期の上器は出土を確認していない。早期中葉の類例として、本遺跡から東に約5.5kmに

位置し同じ簗川流域にある宇曽沢遺跡 (溜 ・北村 :2008)か ら物見台式が、米内川と中津川の合流点

付近に位置する薬師社脇遺跡 (神原 :2008)か ら該期土器が出土している。

[縄文土器前期]:前期は初頭～後葉まで出土し、初頭は上川名 2式、前葉は大木 1～ 2a式、後葉

は大木 5式 にそれぞれ相当すると考えられる。初頭と前葉は胎土中に繊維が混入するが、後葉には認

められない。出土量的には、後葉大木 5式と捉えられるものが圧倒的に多く、それらはR A006と 調

査区中央部捨て場からまとまって出土している。今回の調査で主体的に出土している大木 5式 と捉え

た後葉の土器群は、地文のみを施文するものが多 く、粘土紐の貼り付けや沈線などによる文様を持つ

ものは少ない。メルクマールとなる文様を持つものが少ないことに関係して、「大木 5式」と言う名

称を付け難い土器群ともいえよう。ただ、口縁部に台形状を呈する突起を持つものが一定量含まれる

ことや、胎土中に繊維を含まない特徴などから該期と捉えた。地文の種類は、単軸絡条体第 lA類 と

単軸絡条体第 5類を施文するものが圧倒的に多く、単軸絡条体第 1類 とLRに結節付き (原体の片末

端処理と思われる)が極少数含まれ、結節の付かない単節や複節のものは確認されていない。時期に

ついて、興野義一氏は大木 5式を細分し、新しい段階として大木 5b式を提唱しているが (興野 :19

70)、 それを参照すると245の ように環状突起を持つものは大木 5式の中でも古い段階に位置付けられ

る可能性がある。また、大木 5式に共伴 して円筒下層 b式 と判断されるものが 1点 (249)出土して

いる。これらのことから、私見を述べると、大木 5式 と捉えた土器群は、仙台湾を中心とするものと

は類似性が弱いように思われ、地域色の強いものが主体的に存在する可能性がある。また、円筒式と

の並行関係としては、大木 5式の中心時期は円筒下層 c式に並行すると推定されるが (松田 :2004)、

上記のとおり本遺跡では円筒下層 b式が共伴気味に出上している状況にあることが指摘される。そし

て、今回の調査全体から後続の前期末葉大木 6式が全く出土していない。以上の内容から、本遺跡の

大木 5式はより古い段階 (大木 5a式期)に位置付けられる可能性もある。何れ、地域性や時期の新

旧については、考察の余地があると考えている。

[縄文土器中期]:中期は初頭～末葉まで出土している。量的には中期後葉～末葉大木 9～ 10式が多

く、初頭～中葉は少ない。初頭大木 7a式は、口縁部に斜位方向に集合沈線、頚部に横位の平行沈線

→沈線間に刺突列が施文される特徴的なものが出上している。前葉大木 7b式は、回縁部にLR側圧

が顕者に施される。中葉は、大木8a式は古い段階が主体で新しい段階はほとんどなく、対して大木

8b式は新しい段階が主体である。従つて、大木 8a式の新しい段階～大木 8b式の古い段階は、本

遺跡において断絶気味の様相が窺える。なお、大木 8b式の地文の種類は、RLRが圧倒的に多く、
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次いでLRである。このことは本遺跡の該期土器群の縄文原体は、 0段の段階が左撚 りを基本 とする

ことが窺える。また、複節の割合が他の時期 と比較 して格段に高いことも特徴 として指摘で きよう。

後葉大木 9式は、地文→沈線区画→磨 り消 し縄文の手法を取るものが多い。末葉大木10式 は、磨消縄

文 と充填縄文の 2つの手法によるアルファベ ッド文が施文されるものが多い。 R A012出 土 をみる限

り、単軸絡条体第 1類を施文するものは、充填縄文のものより、磨消縄文のものと共伴 して出上 して

いる様相が窺える。地文は、 LR、 RL、 LRL、 RLR、 単軸絡条体第 1類がみられる。特徴 とし

て、磨消縄文のものは、ほとんどが縦回転である。なお、本遺跡出上の大木 9式に単軸絡条体 自体を

伴う資料がなく、この内容を鑑みると時期差を窺う上で単軸絡条体の出現と消滅は考察の余地がある

ものと思われる。なお、磨消縄文と充填縄文の手法の相違については、時期の新旧には関連性が低い

と′思われた。補足として、器面に貼り付け隆線や鰭状突起などを持つものが認められない。このこと

は、本遺跡の大木10式 は、より古段階と推定される資料が多いと判断できようか。

[縄文土器後期]:後期は初頭～末葉まで出土している。量的には初頭～中葉が多く、後葉や末葉は

少ない。遺構内出土は少なく、大部分が調査区東部Ⅳ層を中心とする遺構外出土である。初頭の略完

形の良好資料として、127・ 326が挙げられる。127は 、 0段多条LR横回転の後に磨消縄文によるY

字状文、沈線による蛇行文、連鎖状隆起線文などが施される。326は 、LR横回転の後に、磨消縄文

による倒卵文や沈線による縦位の蛇行文、円文などが施される。これらの上器は、滝沢村卵遠坂遺跡

出土土器に類似する (石川 :1979)。 該期の上器群を熊谷常正氏の門前式編年に比定させた場合 (熊

谷 :1986)、 本遺跡資料は門前 Ic式や門前Ⅱ式に併行すると思われるものが多い。また、近年鈴木

克彦氏が提示した湯舟沢A式にも該当する資料でもあるが、鈴木氏がそれに後続するとしている馬立

式相当は筆者の判断からは抽出できなかった (鈴木 :2000)。 地域的な要因であろうか。量的に主体

を占める初頭と前葉は、両者何れに位置付けるものか明確には判断ができなかったものもある。それ

らは、観察表の時期の項には後期初頭～前葉と時期幅を広 く捉え記載した。具体的には、R D163出

上の186～ 142と 遺構外出上の355～ 364な どである。また、初頭～前葉と推定されるものの中で、137

～139の ように単軸絡条体を施文するものや、356～ 364の ような縄文原体の側面圧痕を施文するもの

などの時期的な位置付けには課題が残る。前葉は、縄文原体による横回転を施文後、平行沈線や刺突

文が施されるものを基調とする。十腰内 1式などに類似する資料と捉えられる。371～385は磨消縄文

が施される資料で、前葉と捉えた場合、より中葉に近い段階の可能性もある。これらは、地文→磨消

縄文→沈線の施文順のものと、地文→沈線→磨消縄文の施文順のものの、 2種類あり前者が多い。中

葉は、出土量的には多いものの、完形・略完形にならない破片資料が大部分である。地文が羽状縄文

のものや、充填縄文手法のもはみられない。所見を述べるならば、本遺跡出土土器は、十腰内 2・ 3

式と文様モチーフは類似性が高いと思われるものの、純然たる十腰内 2・ 3式 と呼べるものなのか、

検討の余地があろう。後葉や末葉は量的に微量の状況にある。

酢亀文土器晩期]:初頭～末葉まで出土している。量的には初頭～前葉大洞B～ BC式が圧倒的に多

く、中葉大洞Cl式は少量、大洞C2式以降は極端に減少する。また、今回の調査では、確実な晩期

に帰属する遺構は認知していない。主体を占める初頭～前葉は、調査地全体的に出土しているが、調

査区東部から多い。また、晩期末葉 ?は調査区西部からのみ出上している。

[弥生土器]:前葉と推定されるものが 4点出上している。出土地は、何れも調査区西部で、R P00

7埋設土器遺構と、遺構外から出土している。
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(2)土 製 口
叩

168点 出上した。内訳は、ミニチュア土器21点 、土偶27点、動物形土製品 (ク マ形土製品)1点、

土製耳飾 7点、鐸形土製品 2点、円盤状土製品104点、斧状土製品 2点、粘土院 2点、不明土製品 2

点である。概ね縄文時代後期が帰属時期と推定されるものが多い。

今回の調査で最も多かったのが円盤状土製品である。規模的観点からは、重量にばらつきがある。

また、遺構出土は少なく、時期の特定に苦慮するものが多い。

土偶をみると、全て欠損品で、圧倒的に縄文時代後期のものが多く、晩期と推定されるのは525の

1点である。特殊性の高いもとして、539の首無し土偶と推定されるものや、535の首・足と胴部の接

着部がソケット状を呈するものが挙げられる。

513・ 514の斧状土製品は、縄文時代前期後葉の上器が多量に出土した調査区中央部捨て場から出土

した。ただし、帰属時期としては、過去の出土事例から縄文時代中期後葉の可能性がある。

(3)石 器

石器は総数で45箱分 (中 コンテナ)、 1,892点 出土した。内訳は石鏃182点 、尖頭器15点 、石錐13点、

石箆 4点、石匙43点、スクレイパー320点 、Uフ レ46点 、ピエス・ェスキーュ 6点、多面体石器 1点、

コア30点、磨製石斧145点 、半円状扁平打製石器 1点、袂入扁平磨製石器 1点、磨石396点、特殊磨石

5点、敲石53点 、凹石15点、砥石 5点、石皿31点、台石45点 、石錘63点、礫器417点、軽石49点 であ

る。剥片石器と礫石器の割合をみると、礫石器が石器全体の650/Oを 占める。器種別では、礫器、磨石、

スクレイパー、石鏃、磨製石斧の順に多い。

今回の調査で一定量の出土を得たものの中で、平面形態の違いから分類を試みた器種として、石鏃、

石錐、石匙、スクレイパー、磨製石斧がある。ここではそれらについて取り上げ、特記事項を記載す

ることとする。

石鏃は、基部形態の違いからA～ G群に分群した。最も顕著なのがF群 とした基部に明瞭な茎部を

有するものである。石錐は、全体の形状の違いでA～ C群に分群した。棒状の長い刃部を持ち一端に

整形されたつまみ部を有するB群 としたものが主体的である。石匙は、摘みの付き方で縦形をA群、

横形をB群、斜形をC群の 3つ に分群し、身部の平面形の違いでさらに分類を行った。A群 2類 とし

た縦形の中で一側縁が直線的、他方が弧状を呈するものが多い。スクレイパーは、素材に用いられて

いる剥片の形状でA～ B群を、主要な刃部として機能する部位の面数の違いで 1～ 3類 を、刃部加工

の方法によって a～ c種を設定した。今回の調査では、両側縁がほぼ平行する縦長の剥片を素材とし、

1側縁に刃部が形成され、片面にのみ刃部加工を施されたA群 1類 a種が最も多い。磨製石斧は、撥

形をAI群、小型撥形をAΠ 群、短冊形をBI群、小型短冊形をBⅡ 群、未成品をC群 1～ 3類、再

加工途中と思われるものをD群 として分群した。今回の調査では大 Iと した撥形が多い。また、未成

品については、C群 1類 とした製作の初期である剥離調整段階で放棄されたと捉えられるものが多い。

特記事項として、858の半円状扁平打製石器と、859の決入扁平磨製石器がそれぞれ 1点出土している。

(4)石 製 品

249点 出土した。内訳は石棒102点 、石刀類68点、石剣17点、円盤状石製品31点、有孔石製品3点、

板状石製品16点、不明石製品10点 、軽石製石製品2点である。帰属時期は、縄文時代後期若しくは晩

期と推定されるものが多い。ただし、調査区南西部で出上したNo902の 石刀は縄文時代前期の可能性
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が高い。

(5)そ の 他

その他の遺物 として、古代の土器、石鉢、陶器・陶磁器、金属製品、琥珀について一括 して記述す

る。

[古代の上器]:調査区東部の遺構外 より、土師器片 3点 と須恵器片 1点が出土 した。今回の調査で

は古代の遺構を認知 していない。10世紀代 と推定される。

[石鉢]:1011の 1点出土 した。調査区東部の北側から検出したR H047集 石を構成 していた 4つの

破片が接合 したものである。近接遺構 との関係から、中・近世と推定される。

[陶器・陶磁器]:11点出土 し、その内近代 より古いと捉えられる 9点 を掲載 した。産地 。年代が推

定できるものには、17世紀前半登 I瀬戸・美濃産、18世紀の大堀相馬産、18世紀の月巴前産がある。

[金属製品]:今 回の調査では、古銭 と鉄製品に大別される。

古後は13枚 出土 した。識別できたものは、北宋銭 と明銭に分かれる。北宋銭 としては、嘉祐通賓 (1056

年 )、 熙寧元賓 (1068年 )、 元豊通費 (1078年 )の 3種類が確認された。また、明銭は、洪武通費 (1368

年 )、 永築通賓 (1408年 )の 2種類が出土 している。出土遺構や共伴 した陶磁器などの年代から、中

世～近世に帰属する可能性が高い。

鉄製品は 6点出上 した。1038の 刀子以外は種類を特定できない。本遺跡における流通・帰属年代 も、

推定の域を出ないものがほとんどであるが、中世～近世前半 と考えられる。

[琥珀]:今 回の調査では3地点より、3,75gの 琥珀砕片が出土 した。出土遣構の帰属時期から縄文

時代中期期末葉を中心に本遺跡に流通されていたと考えられる。垂飾品や玉類などの加工されたもの

は無い。また、個々の遺構からの出土状況は、土器や石器と共に廃棄された様相で特殊性は窺えない。

4 全 体 の ま と め

今回実施した川目△遺跡第 6次調査の結果、縄文時代早期中葉から近世に亘る遺構・遺物が発見さ

れ、長期に亘り生業が営まれた遺跡であることが明らかとなった。

縄文時代の遺構の空間占地については、標高的に高い部分 (高位面)に縄文時代早期 。前期・中期

の集落跡が発見され、低い部分 (低位面)か らは竪穴住居跡などは検出されなかったが縄文時代後期・

晩期の遺物が多く出土した。また、高位面においては、沢を挟んで東側には縄文時代早期中葉 。前期

前葉 。前期後葉が、沢の西側には縄文時代中期末葉を中心とする集落跡が存在したことが明らかとな

り、時期により当時の活動の場が若干相違する様本目で捉えられよう。具体的には縄文時代早期中葉～

中期末葉は高位面に、縄文時代後期初頭～晩期中葉は低位面主体である。特記事項として、縄文時代

中期末葉を中心とする集落域からは、県内で検出事例が希少な粘土採掘坑 (※ 本報告では土取り穴と

呼んでいる遺構)の発見が挙げられる。

次に、縄文時代の遺物について、早期中葉明神裏Ⅲ式上器が本報告でV層 とした堀切テフラと推定

されるパミスを含む土層から出土したことや、前期後葉大木 5式 と捉えられる土器群がまとまりのあ

る状況で出上したことが特記事項として挙げられよう。特に前期後葉の上器群は、本県中央部におけ

る該期土器の組成の様相を検討する上で、良好資料を提供すると考えられる。

縄文時代以外では、弥生時代の埋設土器遣構 (土器埋納遺構)や 中世～近世と推定される掘立柱建

物跡、竪穴建物跡、墓壊の検出を挙げておきたい。掘立柱建物跡については、R B 001に 代表される
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4 全体のまとめ

20m X10m程 の大規模な建物跡の存在が明らかとなった。また、古銭が13枚出土 し、未後が 3種類、

明銭が 2種類特定できた。川目地区の中 。近世史の解明に一石を投 じる資料 と考えられる。

今回の調査における課題の一つとして、第 5次調査地と隣接する調査区東部における配石群の広が

りやその存在が、明確には掴めなかったことを挙げておきたい。特に、第 5次調査地で検出されてい

る配石群の西端域は、本次調査区が鍵を握ると想定されていたが、調査区東部は水田造成に伴い破壊

を受け、遺構の遺存状態が不良にあ り、今回の調査では詳細を明らかにできなかったと言える。調査

区東部からは集石遺構 として報告 したものが15基 ある。それらについて概要を述べれば、全般に石の

配列に規則性が看取できず、個々の石は設置に際して掘 り方を認められない状況で、遺物包含層であ

るⅣ層中に置かれたような状況であつた。また、下部土坑を持つものを幾つか検出したが、副葬品と

考えられる遺物は皆無にある。遺構の位置からR H 036～ 046は 、本来第 5次調査地から続 く配石遺構

の一部であった可能性は考えられるものの、積極的には推挙できない。遺物の観点からは、縄文時代

後期初頭～中葉の上器が多量に出土 したにも関わらず、本次調査では完形資料がほとんど得られず、

また層位的にも細分できる状況にない。調査者の観察限にも起因することであるが、確立されている

とは言い難い本地域の該期土器編年に寄与できなかったことを残念に思う。川目A遺跡第 5次調査は、

平成20年度 も継続 して行われる予定であ り、今後の調査成果に期待するものである。
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遺跡遠景 (直上※上が南)

遺跡遠景 (直上※上が東)

写真図版 1 遺跡遠景
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調査区南西部全景 (直上※上が南 )

調査区西部全景 (直上※上が北)

写真図版 2 調査区全景 (1)
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調査区中央部・東部全景 (直上※上が南)

調査区中央部・東部全景 (直上※上が東)

写真図版 3 調査区全景 (2)
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断面 (北から)

写真図版 4 R A003竪穴住居跡
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写真図版 6 R A005竪 穴住居跡



平面 (南東から)

遺物出土状況 (南東から)

写真図版 7 R A006竪 穴住居跡
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平面 (西から)

断面 (西か ら)

断面 (北から)
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写真図版 8 R A007竪 穴住居跡 (1)



平面 (西から)

PP2 断面 (西から)PPl 断面 (南から)

PP3 断面 (西から) PP4  断面  (西か ら)

写真図版 9 R A007竪穴住居跡 (2)
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平面 (北から)

断面 (東から)

炉 断面 (北東から) 炉 完掘 (北東から)
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写真図版10 R A008竪穴住居跡



平面 (西から)

断面 (北西から) 断面 (北東から)

焼±2(南から)

写真図版1l R A009竪穴住居跡
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平面 (南西から)

平面 (北西か ら)
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写真図版12 R A010竪穴住居跡 (1)



炉 1 平面 (南西から)

炉2 平面 (北西から)

炉1 断面 (南東から)

炉2 断面 (南西から)

焼±1 断面 (南から)

西から)               上器出土状況 (南西から)

写真図版13 R A010竪穴住居跡 (2)

炉2 掘 り方 (北西から)

遺物・炭化材出土状況 (南西から)
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遺物・炭化材出土状況 (西から)

断面 (南東から)

断面 (北西から) 断面 (北東から)
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写真図版14 R A010竪穴住居跡 (3)



平面 (北西から)

断面 (南東から)
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写真図版15 R A011竪穴住居跡 (1)
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写真図版16 R A011竪穴住居跡 (2)
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写真図版17 R A012竪穴住居跡
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断面 (北から)

炉 断面 (北東から)
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断面 (南東から)

写真図版18 R A013竪穴住居跡



R A014・ R A015・ R A016(北 東 か ら)

R A014断 面 (北東から) R A014断 面 (南西から)

R A014断 面 (南西から) R A015・ R A016断 面 (南西から)

写真図版19 R A014・ 015・ 016竪穴住居跡
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R A017 1期 全景 (北東から)
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R A017 1～ III期 全景 (北東から)
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写真図版20 R A017竪穴住居跡 (1)



:  |  
―
  ・ 1■

断面 (南西から)

断面 (南東から)

炉 I期 平面 (北東から) 炉 I～ III期  断面 (北東から)

写真図版21 R A017竪穴住居跡 (2)
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炉 I期 断面 (南東から) 炉 I期 断面 (南東から)

炉 III期 断面 (南東から) 炉 I～ ‖剤 断面 (北東から)

炉 I～ ‖期 平面 (南東から)               炉 I～ III期  掘り方 (北東から)

写真図版22 R A017竪穴住居跡 (3)
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R B001・ R B002・  R B003 (北西から)

R B001 83号柱六状土坑 断面 (西から) R B 001  85号 4主穴‖犬土坑

R B001 96号柱穴状土坑 断面 (東から) R B001 97号柱穴状土坑 断面 (東から)

写真図版23 R B001・ 002・ 003掘立桂建物跡
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R B001 103号柱穴状土坑 断面 (北東から)

R B001 113号 柱穴状土坑 断面 (南東から) R B001 115号 柱穴状土坑 (北東から)

1転 |
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|工■||ラ|

詭 ,1方 41

1ケ |″ ,オ |

Ⅷ

筵

學

R B001 168号柱穴状土坑128号柱穴状土坑 断面 (北東から)

till

R B 001 171号 柱穴状土坑 断面 (南から)

-378-

写真図版24 R B001掘立柱建物跡



平面 (西から)

R B004 432号柱六状土坑 (南から) R B004 440号 柱穴状土坑 (南から)

1韓

R B004 445号 柱穴状土坑 (西から) R B004 457号 柱穴状土坑 (西から)

写真図版25 R B004掘立柱建物跡
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平面 (北から) R D103 断面 (西から)

R D104 平面 (北東から) R D104 断面 (北西から)

R D105 平面 (北から) R D105 断面 (西から)

R D106 平面 (南西から) R D106 断面 (南西から)
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写真図版26 R D103～ 106土坑



R D107 平面 (南から)

R D109 平面 (北西から)

R D107 断面 (西から)

I It,■ ―

,I
´
工,

R Dl10 断面 (西から)

R D108 平面 (北から) R D108 断面 (北西から)

R D109 断面 (封 と西から)

|を
イ々
=R Dl10 平面 (西から)

写真図版27 R D107～ 110土坑
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R Dlll 平面 (西から)

R Dl12・ 113・ 114 平面 (西から)

R Dlll 断面 (北西から)

R Dl12・ 113 断面 (北から)

R Dl13・ 114 断面 (北から) R Dl15 平面 (南西から)

-382-

R Dl15 断面 (北西から)

写真図版28 R Dlll～ 116土坑

R Dl16 平面 (南から)



R Dl16 断面 (南東から)

R Dl18 平面 (北西から)

R Dl16 遺物出土状況 (南から)

R Dl18 断面 (南東から)

R Dl19～ 122 断面 (南東から)

R Dl19～ 122 平面 (南東から)

写真図版29 R Dl16・ 118～ 122土坑
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轟1荘
R D123 遺物出土状況 (北西から)

R D124 平面 (北西から)R D124 断面 (南東から)

R D123 断面 (南東から)

R D125 平面 (北西から) R D 125 断面 (南西から)

R D126 断面 (南東から)

-384-―

R D126 平面 (南東から)

写真図版30 R D123～ 126土坑



R D127 平面 (北から)

断面 (西から) 断面 (南から)

R D127 断面 (南西から)

R D127 礫出土状況 (南から) R D127～ 130 平面 (北西から)

R D 129 断面 (南から) R D130 断面 (南から)

写真図版31 R D127～ 130上坑
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R Dl17 平面 (北西から)

R D131 平面 (南東から)

R Dl17 断面 (南西か ら)

R D131 断面 (北東から)

R D132 断面 (南から)平面 (南から)

R D133 平面 (北東から) R D133 断面 (北東から)
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写真図版32 R Dl17・ 131～ 133土坑



R D134 平面 (北西から)

R D135 平面 (南西から)

▼摯

,1髭

R D134

R D135 断面 (南東から)

挙一一，
鞘

平面 (北東から) R D136 断面 (北東から)

R D137 平面 (南西から)

写真図版33 R D134～ 137土坑

断面 (南西から)
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R D138 平面 (南から)

R D139 平面 (南から)

R D138 断面 (南東から)

R D140・ 141 平面 (北西から)R D140～ R D143 平面 (北西から)

R D138 磨製石斧出土状況 (南から) R D138 磨製石斧出土状況アップ (南から)

R D 139 断面 (北東から)
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写真図版34 R D138～ 143土坑



R D141～ R D143 断面 (北西から)

R D144～ 153 平面 (北西から)

R D144 断面 (西から) R D146 断面 (南東から)

写真図版35 R D141～ 153土坑
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R D146 断面 (南西から) R D146 琥珀出土状況 (北から)

R D148 断面 (西から)

R D151 断面 (北西から)

R D150 断面 (西から)                  R D151

写真図版36 R D144・ 146・ 148・ 150・ 151土坑

R D150 断面 (南から)

R D151 断面 (西から)
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R D154 平面 (西から) R D154 断面 (西から)

R D155 平面 (南東から)

と|
●,|
Ⅲイォ

R D155 断面 (南西から)

R D156 平面 (南西から) R D156 断面 (南西から)

R D157 検出状況 (南東から)R D157 平面 (南東から)

写真図版37 R D154～ 157土坑
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R D157 断面 (南西から) R D157 断面 (南東から)

R D159 断面 (南西から)

R D158 平面 (南西から) R D158 断面 (南西から)

R D159 平面 (南西から)

R D161 平面 (南西から) R D161 断面 (南西から)

-392-

写真図版38 RD157～ 159・ 161土坑



R D162 平面 (南東から)

R D162 遺物出上状況 (北東から)

R D162 断面 (北東から)

R D162 遺物出土状況アップ (北東から)

♭ぜ ■十■■■||||||■ |十1!

R D163 平面 (南西から) R D163 断面 (南西から)

Ⅲtil″ |

繊

R D163 遺物出土状況 (北東から) R D163 遺物出土状況アップ (北東から)

写真図版39 R D162・ 163土坑
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平面 (南西から)

断面 (南東から)

断面 (南西から)

写真図版40 R E002竪穴建物跡 (1)
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作業風景 (西から) 断面 (北西から)

PP7

諏

断面

Ⅲl_

(東から)

111441

PP2 断面 (南東から)

P P13 断面 (北西から) P P18 断面 (北西から)

P P16 断面 (南西から) 作業風景 (北から)

写真図版41 R E002竪穴建物跡 (2)
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断面 (南西から)
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“

平面 (南西から)

断面 (南東から)
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写真図版42 R E003竪穴建物跡 (1)



洪武通費出土状況 (東から) 断面 (東から)

断面 (南から)

PP3・ 4 断面 (南から)           255号 。258号柱穴状土坑・ P P16 断面 (南西から)

写真図版43 R E003竪穴建物跡 (2)
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P Pll 断面 (南西から)

P P12 断面 (南東から)
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P P34 断面 (北東から)



R F001 平面 (南から)

R F002 平面 (南西から)

R F001 断面 (南西から)

R F002 断面 (南西から)

R F003 平面 (南西から) R F003 断面 (南西から)

R F004 平面 (北から) R F004 断面 (Jと から)

-398-

写真図版44 R F 001～ 004焼土
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一

平面 (北西から)

R F006 平面 (南から)

R F007 凹千F頭 (司 しから)

平面 (東から)                  RF

写真図版45 R F005～ 009炉跡・焼土

断面 (北東から)

R F006 断面 (南から)

R F009 断面 (南西から)

R F008 断面 (南東から)
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R F010 平面 (南西から)

R H033 平面 (南から)

R F010 断面 (西から)

R H034 検出状況 (南から)               R H 034 下部土
'

写真図版46 R F010焼土・ R H033・ 034立石・集石

R H033 断面 (南東から)

R H033 下部上坑平面 (南東から) R H034 断面 (南西から)

R H 034 下部土坑平面 (南から)
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R H035 検出状況 (西から) R H036 検出状況 (西から)

R H037 検出状況 (西から) R H038 検出状況 (南西から)

R H039 検出状況 (南西から) R H039 断面 (南西から)

R H039 下部土坑平面 (南西から) 調査区東部 調査風景 (南西から)

R H035～ 039集石写真図版47
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釜繊鸞嬰響礫斡斡鯵纂籍鸞鯵飴

R H040 断面 (南西から) R H041～ 046 検出状況 (南から)

R H041～ 042 検出状況 (南西から)

R H043 検出状況 (西から)

R H044 検出状況 (西から) R H045 検出状況 (西から)

-402-

写真図版48 R H040～ 046集石



R H047 検出状況 (南西から) R H048 検出状況 (西から)

R H048 下部上坑断面 (南西から) R H048 下部土坑平面 (西から)

R H049 検出状況 (南東から) R H 049 下部土坑断面 (南東から)

R H049 下部土坑平面 (南東から) R H050・ 051 検出状況 (西から)

R H047～ 051集石写真図版49
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R X001 平面 (北東から)

姦 P
密鶏 甚

R X001 断面 (北西から)

R X001 断面 (北西から)R X001 断面 (南西から)
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写真図版50 R X 001土取 り穴



R X 002～ 007 平面 (北から)

R X 002 断面 (南西から)

写真図版51 R X 002～ 007土取 り穴
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R X003 断面 (南西から)

R X004 断面 (西から)

R X002 断面 (南東から)

R X005 断面 (西から)

R P 006 検出状況 (北東から) R P006 断面 (1ヒ 東から)

R P007 検出状況 (南西から) R P007 断面 (南西から)

-406-

写真図版52 R X 002～ 007土取り穴・ R P006・ 007埋設土器



∵議
折

鏃

捨て場 全景 (南から)

捨て場 断面 (西から)

写真図版53 捨て場

捨て場 断面 (南から)
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基本土層 (南東から) 試掘 トレンチ掘肖1作業 (南から)

検出作業 (南から) 第4ト レンチ (南東から)

土取り穴調査風景 (東から) 竪穴住居跡調査風景 (東から)

土取 り穴調査風景 (北西から) R A011調 査風景 (北西から)

調査区西部調査風景

-408-

写真図版54



調査終了時 (北から)

調査前風景 (北西から)

第 8ト レンチ 断面 (北西から)

第 7・ 8・ 9ト レンチ (西から)

作業風景 (北西から) 作業風景 (北西から)

竪穴住居跡調査風景 (西から) 竪穴住居跡調査風景 (南東から)

調査区南西部調査風景写真図版55
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第29ト レンチ (西から)

3Y15e～ 15a土層断面※最下位にTo― Cu層 (北から)

3 Ylla～ 14a土 層断面 (西から)

3Y15e～ 15a上層断面アップ※最下位にTo一 Cu層 (北から)

第 11～ 14ト レンチ (南西から) 調査区中央部柱穴状土坑群 (西から)

作業風景 (西から) 作業風景 (北西から)

-410-

写真図版56 調査区中央部調査風景



南西部調査開始当初  (北東から) 東部表土除去後全景※Ⅳ層下位段階 (南から)

東部東端作業風景 (西から) 東部南端作業風景 (北西から)

東部RE002調査風景 (北東から) 東部北端作業風景 (南西から)

東部中央作業風景 (西から)              東部R B001・ 002,003全景 (西から)

写真図版57 調査区南西部 。東部調査風景
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中央部石棒出土状況※掲載番号940(南から) 中央部石棒出土状況アップ※掲載番号940(南から)

中央部上器出土状況※掲載番号433(北西から) 中央部土器出土状況アップ※掲載番号433(北西から)

2Y13u～ 2A13a土層ベル ト (南から) 2Y16u～ 2A16c土層ベル ト (南から)

2Y18u～ 2A18d土層ベル ト (南から) 東部東端※第 5次調査区境 (南から)

L
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写真図版58 調査区中央部 。東部調査風景



現地説明会 現地説明会

紫波町立彦部小学校体験学習紫波町立彦部小学校体験学習

親子発掘体験 親子発掘体験

盛岡市立川目小学校遺跡見学 盛岡市立川目小学校遺跡見学

写真図版59 教育普及活動
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RA005

写真図版60 遺構内出土土器 (1)
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写真図版61 遺構内出土土器 (2)
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写真図版62 遺構内出土土器 (3)



写真図版63 遺構内出土土器 (4)
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写真図版64 遺構内出土土器 (5)



写真図版65 遺構内出土土器 (6)
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写真図版66 遺構内出土土器 (7)

RA011
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写真図版67 遺構内出土土器 (8)
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犠  99

RA015
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写真図版68 遺構内出土土器 (9)



RDl16

124

RD150

瀞
121

RD147

写真図版69 遺構内出土土器 (10)
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写真図版70 遺構内出土土器 (11)
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RH037
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写真図版71 遺構内出土土器 (12)



RX001

警 1罰韓

185

写真図版72 遺構内出土土器 (13)
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RX005

写真図版73 遺構内出土土器 (14)
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12号柱穴状土坑

258号柱穴状上坑

17号柱穴状土坑

-428-

写真図版74 遺構内出土土器 (15)。 中央部捨て場出土土器 (1)



写真図版75 中央部捨て場出土土器 (2)
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写真図版76 中央部捨て場出土土器 (3)

-430-



写真図版77 中央部捨て場出土土器 (4)
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写真図版78 中央部捨て場出土土器 (5)
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写真図版79 中央部捨て場出土土器 (6)



中央部捨て場

31
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写真図版80 中央部捨て場出土土器 (7)・ 遺構外出土土器 (1)



-435-

写真図版81 遺構外出土土器 (2)
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写真図版82 遺構外出土土器 (3)
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写真図版83 遺構外出土土器 (4)
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写真図版84 遺構外出土土器 (5)



¶

写真図版85 遺構外出土土器 (6)
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写真図版86 遺構外出土土器 (7)



写真図版87 遺構外出土土器 (3)



鯵
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写真図版88 遺構外出土土器 (9)
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写真図版89 遺構外出土土器 (10)
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写真図版90 遺構外出土土器 (11)
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写真図版91 遺構外出土土器 (12)・ 土製品 (1)
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写真図版92 土製品 (2)
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写真図版93 土製品 (3)
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写真図版94 土師器 。須恵器・陶磁器 。金属製品 (1)
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写真図版96 胎上分析土器
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写真図版97 遺構内出土剥片石器 (1)
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遺構内出土剥片石器 (2)。 遺構外出土剥片石器 (1)
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写真図版99 遺構外出土剥片石器 (2)
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写真図版100 遺構外出土剥片石器 (3)
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写真図版101 遺構外出土剥片石器 (4)
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写真図版102 遺構内出土礫石器 (1)
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写真図版103 遺構内出土礫石器 (2)
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写真図版104 遺構内出土礫石器 (3)



写真図版105 遺構内出土礫石器 (4)
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写真図版107 遺構内出土礫石器 (6)
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写真図版108 遺構内出土礫石器 (7)
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写真図版109 遺構内出土礫石器 (8)



写真図版110 遺構内出土礫石器 (9)
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写真図版111 遺構内出土礫石器 (10)
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写真図版112 遺構内出土礫石器 (11)
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写真図版113 遺構内出土礫石器 (12)。 中央部捨て場出土礫石器 。遺構外出土礫石器 (1)
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写真図版114 遺構外出土礫石器 (2)
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写真図版115 遺構外出土礫石器 (3)
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写真図版116 遺構外出土礫石器 (4)
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写真図版117 遺構外出土礫石器 (5)
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写真図版118 遺構外出土礫石器 (6)
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写真図版119 遺構外出土礫石器 (7)
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写真図版120 遺構外出土礫石器 (8)
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写真図版121 遺構内出土石製品 (1)
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写真図版122 遺構内出土石製品 (2)
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写真図版123 遺構内出土石製品 (3)。 中央部捨て場出土石製品
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写真図版124 遺構外出土石製品 (1)
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写真図版125 遺構外出土石製品 (2)
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写真図版126 遺構外出土石製品 (3)
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 耳ヒ糸宰 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市 町 村 遺跡番号

撃
跡

じ
次

い違退
え．Ａ

択
６

め
白口

ル
川

か
第

盛岡市川目第

5地害J51ほ か

03201 YKA 07 06 39ち轟

40ケ}

10秒

141度

13分

00ん少

2007.04.10

2007.11.29

11,472コド 一般国道106号

都南川目道路建

設に伴 う緊急発

掘調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

川 目 A遺 跡

第  6 次

集落 縄文時代

弥生時代

古代

中世

近世

竪穴住居跡 15棟

掘立柱建物跡 4棟

土坑    61基

竪穴建物跡 2棟

炉跡・焼± 10基

集石・立石 19基

埋設土器  2基

土取 り穴 7箇所

柱穴状土坑 402個

捨て場  1箇 所

縄文・弥生土器大コンテナ92箱

土師器 3点

須恵器 1点

陶磁器10点

石器中コンテナ61箱

石製品19箱

琥珀 3点

鉄製品 6点

古銭13枚

縄文時代早期 。前・

中期の集落跡、縄文

時代前期後葉の捨て

場、縄文時代の粘土

採掘を意図した土取

り穴の検出、中近世

の掘立柱建物跡、竪

穴建物跡

要 約 遺跡は、北上川の支流、簗川左岸の河岸段丘上に立地する。 6次調査区では、調査区西部・

南西部・中央部 。東部に区分して調査を行った。西部では、縄文時代中期末葉を中心とした

集落遺跡であることが確認され、特記事項として、粘土採掘を意図した土取 り穴の検出が挙

げられる。南西部では、縄文時代早～前期の集落跡を確認し、中央部では縄文時代前期後葉

の捨て場 1箇所を確認した。東部では、中・近世と考えられる竪穴建物跡や掘立柱建物跡、

縄文時代後期の集石などを確認した。
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